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序
章

一
、
問
題
の
所
在
と
本
研
究
の
意
義

『
和
名
類
聚
抄
』
（
以
下
『
和
名
抄
』
と
略
称
）
は
日
本
最
初
の
分
類
体
の
漢
和
辞
書
、
承
平
年
間
（
九
三
一
～
九
三
八
）
に
醍
醐
天
皇
皇
女
勤
子
内
親
王

の
命
に
よ
っ
て
、
源
順
が
撰
進
し
た
。
漢
語
を
部
門
別
に
類
聚
・
掲
出
し
、
音
義
を
漢
文
で
注
し
、
万
葉
仮
名
で
和
訓
を
加
え
、
掲
出
語
に
つ
い
て
漢
籍
・
和

書
を
博
捜
し
て
考
証
・
注
釈
を
加
え
る
。
『
和
名
抄
』
に
は
十
巻
本
系
と
廿
巻
本
系
の
二
系
統
の
写
本
が
存
在
し
、
十
巻
本
系
は
掲
出
語
を
二
四
部
一
二
八
門

に
、
廿
巻
本
系
は
三
二
部
二
四
九
門
に
分
類
す
る
。

一
方
、
『
医
心
方
』
は
日
本
の
現
存
最
古
の
医
学
書
、
鍼
博
士
・
丹
波
康
頼
の
撰
に
な
る
。
円
融
天
皇
の
天
元
五
年
（
九
八
二
）
に
撰
述
を
終
え
、
浄
書
の

う
え
、
永
観
二
年
（
九
八
四
）
奏
進
に
お
よ
ん
だ
と
さ
れ
る
。
『
医
心
方
』
全
三
十
巻
は
、
隋
唐
の
医
書
百
余
点
を
引
用
し
て
、
各
種
疾
患
の
病
源
・
病
候
を

述
べ
、
さ
ら
に
、
治
療
法
と
し
て
本
草
・
明
堂
・
孔
穴
・
養
生
・
服
石
・
食
餌
な
ど
に
及
ぶ
。
両
書
の
成
立
に
は
、
次
の
よ
う
な
接
点
が
あ
る
。

第
一
に
、
『
和
名
抄
』
の
成
立
は
、
『
医
心
方
』
の
成
立
に
先
立
っ
て
、
五
十
年
先
で
あ
る
。

第
二
に
、
源
順
（
九
一
一
～
九
八
三
）
と
丹
波
康
頼
（
九
一
二
～
九
九
五
）
の
年
齢
差
は
一
歳
で
あ
り
、
源
順
は
明
経
の
学
、
丹
波
康
頼
は
医
学
を
学
ん
だ
。

学
問
の
質
こ
そ
異
な
る
が
、
平
安
中
期
の
ほ
ぼ
同
時
期
に
宮
廷
社
会
に
生
き
、
各
々
に
漢
籍
を
学
ん
で
い
る
。

第
三
に
、
『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
は
と
も
に
、
先
行
す
る
文
献
か
ら
必
要
な
項
目
・
文
章
を
抽
出
・
類
聚
・
編
纂
し
て
成
っ
た
類
聚
編
纂
書
で
あ
る(1

)

。

『
和
名
抄
』
の
引
用
書
目
は
三
百
数
十
種
、
『
医
心
方
』
の
引
用
書
目
は
二
八
一
種
に
の
ぼ
る(2

)
。
し
か
も
、
両
書
の
引
用
書
目
に
は
、
共
通
す
る
も
の
が



- 2 -

三
十
数
種
確
認
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
、
『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
が
成
立
し
た
平
安
時
代
中
期
に
視
座
を
置
き
、
明
経
・
医
学
と
い
う
異
な
る
学
問
の
立
場
か
ら
、
同
じ

書
物
を
抽
出
・
類
聚
・
編
纂
す
る
作
業
を
お
こ
な
っ
た
源
順
・
丹
波
康
頼
の
編
纂
意
識
の
ち
が
い
を
考
察
す
る
と
と
も
に
、
平
安
中
期
の
律
令
官
人
の
類
書
享

受
の
位
相
、
学
問
の
あ
り
か
た
を
考
察
す
る
た
め
の
一
助
と
す
る
。

二
、
本
研
究
の
方
法
と
構
成

本
研
究
は
『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
に
重
複
す
る
引
用
書
目
に
着
目
し
、
出
典
論
・
源
泉
論
の
立
場
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
引
用
手
法
と
意
識
に
つ
い
て
考
察

す
る
。

ま
た
、
出
典
に
あ
た
る
中
国
の
医
書
、
あ
る
い
は
佚
文
が
見
ら
れ
る
中
国
の
医
学
類
書
を
視
野
に
入
れ
、
古
写
本
あ
る
い
は
刊
本
を
で
き
る
限
り
収
集
し
、

比
較
対
照
表
で
一
字
一
句
を
照
合
し
な
が
ら
読
み
解
く
。

本
研
究
は
、
次
の
よ
う
な
構
成
と
す
る
。

「
第
一
章
『
和
名
類
聚
抄
』
と
『
医
心
方
』
」
で
は
、
本
研
究
の
研
究
対
象
と
し
た
『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
そ
れ
ぞ
れ
の
著
者
・
成
立
年
代
・
諸
本
を
紹

介
し
、
両
書
の
関
係
と
先
行
研
究
を
ま
と
め
た
。
ま
た
、
『
和
名
抄
』
と
『
医
心
方
』
の
引
用
書
目
に
つ
い
て
、
重
複
す
る
も
の
を
一
覧
に
し
、
分
類
し
た
。

「
第
二
章
『
和
名
類
聚
抄
』
所
引
「
病
源
論
」
攷
」
で
は
、
『
和
名
抄
』
と
『
医
心
方
』
が
、
同
じ
「
病
源
論
」
を
引
用
し
て
い
る
事
実
に
注
目
し
た
。
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『
医
心
方
』
に
最
も
多
く
引
用
さ
れ
る
書
目
が
、
「
病
源
論
」
五
五
五
例
で
あ
る
。
「
病
源
論
」
（
『
諸
病
源
候
論
』
）
は
『
医
心
方
』
編
纂
に
大
き
な
影
響
を

与
え
、
『
医
心
方
』
の
ベ
ー
ス
と
さ
れ
た
医
書
で
あ
っ
た
。
一
方
、
『
和
名
抄
』
に
も
、
「
病
源
論
」
の
引
用
例
が
二
七
例
確
認
さ
れ
る
。
『
和
名
抄
』
に
お
け

る
「
病
原
論
」
の
引
用
例
二
七
例
に
つ
い
て
、
『
諸
病
源
候
論
』
お
よ
び
『
医
心
方
』
本
文
と
比
較
し
、
『
和
名
抄
』
の
『
諸
病
源
候
論
』
の
引
用
手
法
と
、
『
医

心
方
』
と
の
引
用
態
度
の
ち
が
い
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
こ
で
、
本
文
を
精
査
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
見
い
だ
さ
れ
た
。

第
一
に
、
『
医
心
方
』
に
お
け
る
『
諸
病
源
候
論
』
の
引
用
例
二
七
例
は
、
夙
に
小
曽
戸
洋
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
『
医
心
方
』
は
『
諸
病
源
候
論
』
「
脈

論
」
の
部
分
を
採
録
し
な
い
。
医
学
書
だ
け
あ
っ
て
、
『
医
心
方
』
は
「
脈
論
」
以
外
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
手
を
加
え
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
長
文

を
引
用
す
る
。

第
二
に
、
『
和
名
抄
』
に
お
け
る
『
諸
病
源
候
論
』
の
引
用
例
二
七
例
の
う
ち
、
十
九
例
は
、
『
諸
病
源
候
論
』
の
項
目
冒
頭
部
の
文
を
採
録
す
る
。
こ
れ

は
、
『
和
名
抄
』
が
和
名
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
漢
和
辞
書
で
あ
る
た
め
、
和
訓
の
掲
出
に
最
小
限
必
要
な
語
彙
と
語
義
に
し
ぼ
っ
て
、
『
諸
病
源
候
論
』

を
引
用
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
に
、
『
和
名
抄
』
の
「
病
源
論
」
引
用
例
二
七
例
の
う
ち
、
七
例
は
『
諸
病
源
候
論
』
の
項
目
冒
頭
部
で
は
な
い
本
文
を
引
用
す
る
。
そ
こ
に
は
、
『
和

名
抄
』
編
纂
に
あ
た
っ
て
、
源
順
が
用
い
た
『
諸
病
源
候
論
』
の
引
用
手
法
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
第
三
章
『
和
名
類
聚
抄
』
所
引
「
黄
帝
内
経
」
攷
」
で
は
、
『
和
名
抄
』
に
お
け
る
「
黄
帝
内
経
」
の
引
用
例
三
例
の
出
典
を
考
察
し
た
。
『
和
名
抄
』

が
引
用
す
る
「
黄
帝
内
経
」
本
文
に
つ
い
て
、
狩
谷
棭
斎
は
『
黄
帝
内
経
明
堂
類
成
』
と
推
定
し
た
。
し
か
し
、
『
明
堂
類
成
』
は
散
佚
し
、
現
在
で
は
一
巻

し
か
伝
存
し
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
本
文
を
直
接
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
『
医
心
方
』
を
は
じ
め
、
唐
代
の
医
学
類
書
『
千
金
方
』
『
外

台
秘
要
方
』
の
引
用
状
況
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
、
ま
た
、
『
黄
帝
明
堂
経
』
の
復
原
本
文
が
作
成
さ
れ
た
。
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こ
れ
ら
唐
代
医
書
の
本
文
と
、
『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
所
引
『
明
堂
経
』
本
文
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
『
和
名
抄
』
の
引
用
手
法
と
編
纂
意
識
は
、
『
医
心

方
』
の
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
見
ら
れ
る
。
す
で
に
前
章
で
論
じ
た
よ
う
に
、
専
門
的
な
医
書
で
あ
る
『
医
心
方
』
は
、
『
明
堂
経
』
ほ
ぼ
全
文
か
ら
、
原
典
の

文
章
に
手
を
加
え
ず
、
長
文
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
。
し
か
し
、
分
類
体
漢
和
辞
書
で
あ
る
『
和
名
抄
』
は
、
和
訓
の
掲
出
に
最
小
限
必
要
な
語
彙
・
語
義
の

み
を
引
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
『
医
心
方
』
半
井
家
本
に
、
わ
ず
か
二
カ
所
で
は
あ
る
が
、
『
和
名
抄
』
諸
本
と
同
じ
文
字
の
誤
り
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
平
安
中
期
に

日
本
に
伝
わ
っ
た
『
明
堂
経
』
の
本
文
に
は
誤
り
が
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。

「
第
四
章
『
和
名
類
聚
抄
』
所
引
「
針
灸
経
」
攷
」
で
は
、
『
和
名
抄
』
所
引
「
針
灸
経
」
八
例
を
考
察
す
る
。
「
針
灸
経
」
は
佚
書
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
医

心
方
』
を
含
め
、
『
甲
乙
経
』
『
千
金
方
』
『
外
台
秘
要
方
』
か
ら
『
明
堂
経
』
の
引
用
部
分
に
属
す
る
本
文
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
医
書
を
『
和
名
抄
』

所
引
「
針
灸
経
」
本
文
と
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
に
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
、
『
和
名
抄
』
所
引
「
針
灸
経
」
八
例
中
二
例
は
、
他
の
医
書
と
類
似
の
本
文
が
確
認
さ
れ
、
「
鍼
灸
経
」
は
『
明
堂
経
』
と
出
典
関
係
を
も
つ
書

物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
部
分
の
本
文
は
「
宋
改
」
を
経
て
も
、
改
変
さ
れ
ず
、
安
定
し
て
い
る
本
文
で
あ
る
。

第
二
に
、
『
和
名
抄
』
所
引
「
針
灸
経
」
八
例
中
三
例
は
、
他
の
医
書
と
異
質
の
本
文
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
本
文
は
「
針
灸
経
」
注
の
本
文
で
あ
る
可
能
性

が
高
い
。
し
か
も
、
内
容
か
ら
見
る
と
、
他
の
医
書
と
矛
盾
が
生
じ
、
こ
れ
は
日
本
で
和
訓
と
合
わ
せ
て
付
さ
れ
た
「
針
灸
経
」
の
注
で
あ
る
と
推
測
す
る
。

第
三
に
、
『
和
名
抄
』
所
引
「
針
灸
経
」
八
例
中
三
例
は
、
『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
の
独
自
本
文
が
確
認
さ
れ
る
。
現
存
す
る
唐
代
の
医
書
に
な
い
本
文
は

か
つ
て
存
在
し
て
お
り
、
『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
は
そ
の
伝
本
を
参
看
し
て
本
文
を
引
用
し
た
。
つ
ま
り
、
中
国
で
は
失
わ
れ
た
『
明
堂
経
』
の
本
文
が
、

日
本
の
『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
に
は
、
独
自
に
残
存
し
て
い
る
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。



- 5 -

「
第
五
章
『
和
名
類
聚
抄
』
所
引
「
太
素
経
」
攷
」
で
は
、
『
和
名
抄
』
と
『
医
心
方
』
が
共
通
し
て
『
黄
帝
内
経
太
素
』
を
引
用
す
る
二
例
に
つ
い
て
検

討
し
た
。

第
一
に
、
こ
の
二
例
は
と
も
に
、
『
黄
帝
内
経
太
素
』
巻
五
冒
頭
部
の
文
章
か
ら
抽
出
さ
れ
た
。
一
例
は
『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
は
反
切
の
表
記
ま
で
『
黄

帝
内
経
太
素
』
の
も
の
と
一
致
す
る
。

第
二
に
、
も
う
一
例
は
『
和
名
抄
』
の
引
用
本
文
は
、
『
黄
帝
内
経
太
素
』
巻
五
の
第
一
紙
は
欠
損
す
る
た
め
、
そ
の
全
貌
が
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し

か
し
、
『
医
心
方
』
と
『
霊
枢
』
は
こ
の
部
分
の
文
章
が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
医
書
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
今
日
に
伝
わ
る
『
霊
枢
』
に
、
『
黄
帝
内
経

太
素
』
楊
上
善
の
注
と
み
な
す
も
の
が
確
認
さ
れ
た
。

「
終
章
」
で
は
、
『
医
心
方
』
の
引
用
書
目
を
整
理
し
、
「
脈
論
」
の
考
察
も
し
て
み
た
。
最
後
に
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
述
べ
た
。

注（
１
）
菊
地
仁
「
〈
類
書
〉
の
問
題
系
ー
「
本
文
」
を
「
類
聚
」
「
部
類
」
す
る
こ
と
ー
」
（
『
和
漢
比
較
文
学
』
第
二
七
号
、
和
漢
比
較
文
学
会
、
二
〇
〇
一

年
八
月)

。

相
田
満
「
オ
ン
ト
ロ
ジ
と
は
何
か
ー
和
漢
古
典
学
の
オ
ン
ト
ロ
ジ
ー
」
（
『
和
漢
古
典
学
の
オ
ン
ト
ロ
ジ
１
』
、
科
研
報
告
書
、
代
表
・
相
田
満
、
二
〇

〇
四
年
三
月
）
。

同
「
『
標
題
』
」
の
さ
ま
ざ
ま
ー
現
代
と
脱
領
域
的
な
視
点
か
ら
ー
」
（
『
標
題
文
芸
１
』
科
研
報
告
書
、
代
表
・
相
田
満
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）
。
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藏
中
し
の
ぶ
「
類
聚
編
纂
書
と
出
典
論
」
（
「
学
界
時
評
・
上
代
」
『
文
学
・
語
学
』
一
八
一
号
、
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
、
二
〇
〇
五
年
四
月
）
。

（
２
）
藏
中
進
「
序
に
か
え
て
」(

藏
中
進
・
林
忠
鵬
・
川
口
憲
治
『
「
倭
名
類
聚
抄
」
十
巻
本
・
廿
巻
本
所
引
書
名
索
引
』
、
勉
誠
出
版
、
一
九
九
九
年
五
月
）
。

尹
仙
花
「
『
和
名
類
聚
抄
』
引
用
書
目
の
研
究
―
『
法
苑
珠
林
』
を
中
心
に
―
」
（
大
東
文
化
大
学
平
成
二
十
二
年
度
博
士
論
文
）
。

ア
ン
ト
ニ
オ
・
マ
ニ
エ
ー
リ
「
『
和
名
類
聚
抄
』
「
牛
馬
毛
」
門
の
研
究
―
古
代
日
本
文
化
に
お
け
る
馬
の
毛
色
名
―
」
（
大
東
文
化
大
学
平
成
二
十
四

年
度
博
士
論
文
）
。

羽
田
帆
奈
美
「
『
和
名
類
聚
抄
』
「
楽
器
類
」
所
引
『
律
書
楽
図
』
攷
」
（
『
水
門
―
言
語
と
歴
史
―
』
第
二
十
四
号
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
三
年
三
月
）
。

拙
稿
「
医
心
方
の
基
礎
的
な
研
究
」
（
『
外
国
語
学
会
誌
』
第
四
二
号
、
大
東
文
化
大
学
外
国
語
学
会
、
二
〇
一
三
年
三
月
）
。
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第
一
章

『
和
名
類
聚
抄
』
と
『
医
心
方
』

第
一
節
『
和
名
抄
』
と
そ
の
諸
本

一
、
『
和
名
抄
』
の
概
要

『
和
名
類
聚
抄
』
（
以
下
『
和
名
抄
』
と
略
称
）
は
日
本
最
初
の
分
類
体
の
漢
和
辞
書
、
承
平
年
間
（
九
三
一
～
九
三
八
）
に
醍
醐
天
皇
皇
女
勤
子
内
親
王

の
命
に
よ
っ
て
、
源
順
が
撰
進
し
た
。
『
和
名
抄
』
に
は
十
巻
本
系
と
廿
巻
本
系
の
二
系
統
の
写
本
が
存
在
す
る
。

『
和
名
抄
』
の
構
成
に
は
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

第
一
に
、
『
和
名
抄
』
は
漢
語
を
部
門
別
に
類
聚
・
掲
出
し
、
十
巻
本
系
は
掲
出
語
を
二
四
部
一
二
八
門
に
、
廿
巻
本
系
は
三
二
部
二
四
九
門
に
分
類
す
る
。

第
二
に
、
音
義
を
漢
文
で
注
し
、
万
葉
仮
名
で
和
訓
を
加
え
る
。
『
和
名
抄
』
は
掲
出
語
に
対
し
て
、
「
和
名
」
「
和
訓
」
「
俗
云
」
と
い
う
形
式
で
細
か
く

和
訓
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
川
瀬
一
馬
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
。

国
語
意
識
に
自
覚
し
た
態
度
で
撰
者
源
順
が
本
書
を
撰
述
し
て
ゐ
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
同
じ
時
代
に
古
今
和
歌
集
が
勅
撰
せ
ら
れ
、
紀
貫

之
が
土
佐
日
記
を
著
し
た
事
実
等
と
相
通
ず
る
精
神
の
現
れ
と
見
る
こ
と
が
出
来
る(1

)
。

第
三
、
掲
出
語
に
つ
い
て
漢
籍
・
和
書
を
博
捜
し
て
考
証
・
注
釈
を
加
え
る
。
『
和
名
抄
』
に
引
用
さ
れ
る
文
献
は
、
漢
籍
・
和
書
・
仏
書
合
わ
せ
て
三
百



- 8 -

数
十
種
に
の
ぼ
る(2

)

。
尹
仙
花
氏
は
『
和
名
抄
』
の
引
用
書
目
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
。

『
和
名
抄
』
の
引
用
書
目
に
関
す
る
問
題
は
重
大
な
研
究
課
題
で
あ
る
。
『
和
名
抄
』
は
散
佚
し
た
和
書
・
漢
籍
を
引
用
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
散

佚
書
目
の
復
元
が
可
能
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
『
和
名
抄
』
の
引
用
書
目
と
現
存
書
目
の
本
文
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
平
安
時
代
の
文

人
層
で
読
ま
れ
た
書
物
の
系
統
も
確
認
で
き
、
こ
れ
も
研
究
資
料
と
し
て
広
く
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
和
名
抄
』
の
引
用
書
目
の
中
に
は

原
典
か
ら
の
直
接
引
用
で
は
な
く
、
間
接
的
に
引
用
し
た
書
目
の
存
在
も
確
認
さ
れ
て
い
る(3

)

。

二
、
撰
者
源
順
に
つ
い
て

『
和
名
抄
』
の
撰
者
で
あ
る
源
順
に
関
し
て
は
、
岡
田
希
雄
氏
の
「
源
順
伝
及
年
譜
」
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
源
順
の
略
伝
に
留
め
る
。

源
順
（
九
一
一
～
八
三
）
は
、
平
安
中
期
の
文
人
・
歌
人
で
あ
り
、
嵯
峨
源
氏
挙
の
子
、
母
は
藤
原
氏
と
も
伝
え
ら
れ
る
が
未
詳
で
あ
る
。
承
平
年
中
（
九

三
一
～
三
七
）
、
順
は
、
母
が
出
仕
し
て
い
る
勤
子
内
親
王
の
た
め
に
『
和
名
抄
』
を
撰
述
し
た
。
そ
の
後
、
天
暦
五
年
（
九
五
一
）
梨
壺
の
五
人
の
一
人
に

選
ば
れ
、
撰
和
歌
所
に
お
い
て
『
万
葉
集
』
の
読
解
を
主
導
し
、
さ
ら
に
、
九
五
一
年
に
は
、
第
二
の
勅
撰
和
歌
集
『
後
撰
和
歌
集
』
の
撰
集
に
従
事
す
る
。

同
十
年
（
九
五
六
）
に
勘
解
由
判
官
に
任
ぜ
ら
れ
、
天
徳
三
年
（
九
五
九
）
内
裏
詩
合
、
同
四
年
（
九
六
〇
）
内
裏
歌
合
の
作
者
と
な
り
、
文
人
・
歌
人
と
し

て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以
後
、
応
和
二
年
（
九
六
二
）
民
部
少
丞
、
同
三
年
大
丞
、
康
保
元
年
（
九
六
四
）
下
総
権
守
、
同
四
年
和
泉
守
、
天
元
二

年
（
九
七
九
）
能
登
守
に
任
ぜ
ら
れ
、
従
五
位
上
に
至
り
、
永
観
元
年
、
七
十
三
歳
で
卒
し
た(4

)

。

『
和
名
抄
』
以
外
も
源
順
は
多
く
の
詩
文
を
後
世
に
残
し
て
い
る
。
源
順
の
詩
文
に
関
し
て
は
、
一
般
的
に
、
源
氏
と
い
う
王
統
の
家
門
や
学
問
の
業
績
・
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功
労
に
比
し
て
、
官
位
が
伴
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
不
遇
・
沈
淪
、
無
常
の
意
識
を
強
く
抱
き
、
詩
歌
な
ど
に
そ
れ
を
託
し
た
と
評
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
神
野
藤
昭
夫
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

み
ず
か
ら
不
遇
を
テ
ー
マ
と
す
る
「
五
嘆
吟
并
序
」
を
書
い
た
の
は
、
天
慶
六
、
七
年
の
秋
、
順
三
十
四
、
五
歳
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
藤
英
に
重
な
る
年

齢
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
の
志
を
え
な
い
不
遇
意
識
は
、
長
く
本
懐
を
遂
げ
な
い
事
情
に
由
来
す
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
方
『
倭
名
類
聚
抄
』
を
著
し
た
の
は
、
彼
が
ま
だ
若
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
し
、
撰
和
歌
所
の
一
員
に
抜
擢
さ
れ
た
時
も
学
生
の
身
で

あ
っ
た
時
で
あ
る
。
今
日
、
彼
の
業
績
と
し
て
ま
っ
さ
き
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
二
つ
で
あ
る
が
、
と
も
に
彼
が
文
章
生
か
ら
官
途
に
就
く
よ

り
以
前
の
こ
と
に
属
す
る
。
彼
の
文
学
活
動
の
本
質
は
、
既
に
こ
の
間
に
養
わ
れ
た
と
み
る
こ
と
が
肝
要
で
は
な
い
か(5

)

。

さ
ら
に
、
尹
仙
花
氏
は
源
順
の
作
品
特
徴
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
。

源
順
の
詩
歌
を
は
じ
め
と
す
る
文
学
作
品
に
は
、
列
挙
の
体
裁
を
と
る
も
の
、
類
聚
編
纂
を
意
図
し
た
集
成
的
な
も
の
が
目
立
つ
。
こ
う
し
た
源
順
の
作

品
は
、
形
式
的
・
分
類
的
で
技
巧
が
先
行
し
、
言
語
遊
戯
的
興
味
が
払
拭
し
き
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
言
葉
の
論
理
に
頼
る
表
現
も
目
立
つ
と
い
う
評
価

も
あ
る
。
し
か
し
、
漢
文
に
も
優
れ
た
才
能
を
持
つ
源
順
の
手
に
な
る
『
和
名
抄
』
は
、
日
本
文
学
史
上
で
最
古
の
分
類
体
の
漢
語
辞
書
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
、
現
代
に
至
る
ま
で
、
後
世
の
人
々
が
平
安
時
代
の
日
本
語
を
研
究
す
る
た
め
の
重
要
な
資
料
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
そ
れ
自
体
が

研
究
対
象
と
し
て
の
価
値
も
有
し
て
い
る(6

)

。
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三
、
『
和
名
抄
』
の
諸
本
と
本
論
文
の
底
本

『
和
名
抄
』
に
は
、
完
本
・
零
本
も
含
め
て
、
数
多
く
の
写
本
が
存
在
す
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
十
巻
本
は
写
本
の
形
で
流
布
し
た
た
め
に
、
ほ
と
ん
ど
版

行
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
廿
巻
本
が
主
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に
は
狩
谷
棭
齋
が
諸
本
を
集
め
、
『
箋
注
和
名
類
聚
抄
』
を
撰
述
し
た
。
狩

谷
棭
齋
が
挙
げ
た
十
巻
本
系
の
諸
本
は
、
京
本
、
伊
勢
本
、
昌
平
本
、
尾
張
本
、
曲
直
瀬
本
、
下
総
本
の
五
本
で
あ
る
。

宮
沢
俊
雅
氏
は
『
和
名
抄
』
の
写
本
を
整
理
し
、
そ
の
系
統
を
ま
と
め
た
が
、
『
和
名
抄
』
十
巻
本
系
諸
本
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
。

十
巻
本
で
完
存
あ
る
い
は
ほ
ぼ
完
存
す
る
も
の
は
京
本
類
と
下
総
本
で
あ
り
、
昌
平
本
は
六
巻
（
巻
一
～
六
）
が
現
存
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
系
統
的
に

み
れ
ば
、
十
巻
本
は
下
総
本
系
昌
平
系
に
分
か
れ
、
昌
平
本
系
は
更
に
昌
平
本
と
京
本
類
に
分
か
れ
る
。
ま
た
、
各
本
の
十
巻
本
祖
本
か
ら
の
隔
た
り
を

お
お
よ
そ
の
上
中
下
の
三
段
階
で
示
せ
ば
、
京
本
類
・
昌
平
本
は
「
中
」
、
「
下
総
本
」
は
「
下
」
と
な
る
。
下
総
本
は
十
巻
本
本
来
の
体
例
は
守
っ
て

い
る
が
、
増
注
も
少
な
く
な
い
。
尾
張
本
（
巻
一
ー
二
）
・
曲
直
瀬
本
第
一
冊
（
巻
一
ー
二
）
は
二
巻
弱
の
現
存
状
況
の
た
め
、
系
統
的
な
位
置
を
確
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
親
疎
関
係
だ
け
で
言
え
ば
下
総
本
に
近
い
。
祖
本
と
の
関
係
で
は
尾
張
本
は
「
上
」
、
曲
直
瀬
本
第
一
冊
は
「
下
」
と
な
る
。

右
の
状
況
で
あ
る
の
で
、
十
巻
本
の
祖
形
、
つ
ま
り
、
少
な
く
と
も
二
十
巻
本
と
の
前
後
を
論
ず
る
際
の
「
十
巻
本
」
テ
キ
ス
ト
は
、
尾
張
本
の
存
す
る

範
囲
で
は
お
お
む
ね
こ
れ
に
従
い
（
他
の
本
も
当
然
参
勘
す
べ
き
で
あ
る
が
）
、
そ
れ
以
外
の
範
囲
で
は
下
総
本
と
昌
平
本
系
の
共
通
す
る
所
を
採
り
、

も
し
両
系
背
馳
す
る
と
き
は
十
分
な
「
批
判
」
を
し
た
上
で
あ
げ
る
必
要
が
あ
る(7

)

。

本
論
文
で
主
に
扱
う
の
は
、
十
巻
本
系
『
和
名
抄
』
巻
二
に
お
け
る
掲
出
語
で
あ
る
。
欠
巻
状
況
や
諸
本
の
系
統
を
考
慮
し
て
、
本
論
文
で
は
狩
谷
棭
齋
校

注
の
「
箋
注
本
」
を
底
本
と
し
、
十
巻
本
系
京
本
類
の
「
前
田
本
」
と
、
下
総
本
の
転
写
本
で
あ
る
「
天
文
本
」
を
参
照
し
な
が
ら
、
調
査
を
進
め
る
こ
と
に

す
る
。
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十
巻
本
系
『
和
名
抄
』
「
前
田
本
」
に
つ
い
て
、
川
瀬
一
馬
氏
は
、
「
上
巻
は
鈴
鹿
本
、
中
・
下
巻
は
福
井
崇
蘭
館
の
蔵
本
を
、
文
政
四
年
狩
谷
棭
齋
が
書

生
に
書
写
」
さ
せ
て
一
部
と
し
、
そ
れ
を
前
田
家
に
お
い
て
さ
ら
に
新
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
、
系
統
と
し
て
は
京
本
類
に
属
す
と
さ
れ
る(8

)

。

ま
た
、
本
論
文
が
扱
う
「
天
文
本
」
に
つ
い
て
、
宮
沢
俊
雅
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
。

本
書
は
倭
名
類
聚
抄
下
総
本
の
転
写
本
で
あ
る
。
原
書
は
現
在
を
明
ら
か
に
し
な
し
が
、
江
戸
時
代
後
期
以
来
幾
度
か
書
写
さ
れ
、
そ
の
転
写
本
が
各
所

に
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
数
は
国
書
総
目
録
や
そ
の
他
の
目
録
類
で
知
り
得
る
限
り
で
も
二
〇
本
を
超
え
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
中
で
、
今
回
こ
こ
に
影
印

公
刊
す
る
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
黒
川
文
庫
渡
辺
氏
等
旧
蔵
本
は
、
最
善
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
未
詳
で
あ
る
が
、
管
見
に
及
ん
だ
一
〇
本
の
う

ち
で
は
最
も
よ
く
下
総
本
原
本
の
体
例
を
伝
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る(9

)

。

一
方
、
廿
巻
本
系
で
狩
谷
棭
齋
が
見
た
の
は
伊
勢
広
本
と
那
波
本
で
あ
る
。
そ
し
て
、
棭
齋
以
後
に
新
出
と
し
て
、
高
山
寺
本
、
大
東
急
本
が
あ
る
。
こ
れ

ら
廿
巻
本
系
諸
本
に
つ
い
て
宮
沢
俊
雅
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
。

伊
勢
広
本
（
一
ー
二
、
九
ー
二
十
）
と
大
東
急
本
（
ほ
ぼ
完
存
）
は
非
常
に
近
い
関
係
に
あ
り
、
共
通
祖
本
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
共
通

祖
本
は
前
半
（
巻
一
ー
十
）
と
後
半
（
巻
十
一
ー
二
十
）
で
異
質
の
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
二
十
巻
本
は

本

高
山
寺
本
（
巻
六
ー
十
）

A
本

伊
勢
広
本
（
巻
一
ー
二
、
九
ー
十
）
、
大
東
急
本
（
巻
一
ー
十
）

B
本

伊
勢
広
本
（
巻
十
一
ー
二
十
）
、
大
東
急
本
（
巻
十
一
ー
二
十
）
の
三
類
に
分
け
ら
れ
る(10

)

。

C
本
論
文
で
主
に
扱
う
の
は
、
二
十
巻
本
系
『
和
名
抄
』
巻
三
に
お
け
る
掲
出
語
で
あ
る
。
高
山
寺
本
は
一
番
古
い
写
本
と
し
て
、
平
安
末
期
の
成
立
と
さ
れ

る
が
、
巻
一
と
巻
二
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
伊
勢
広
本
も
巻
三
が
存
在
し
な
い
。
そ
こ
で
本
論
文
で
は
那
波
道
円
校
注
の
「
元
和
古
活
字
本
」
を
底
本
と
し
、

「
天
正
本
（
大
東
急
本
）
」
を
参
照
し
な
が
ら
、
調
査
を
行
う
。
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ま
た
、
廿
巻
本
系
の
も
う
一
つ
の
写
本
「
天
正
本
」
に
つ
い
て
川
瀬
一
馬
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

仮
に
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
の
書
写
と
し
て
も
、
『
元
和
本
』
の
刊
行
の
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
よ
り
も
四
十
二
年
も
古
く
、
『
伊
勢
本
』
と
共
に

二
十
巻
本
の
室
町
期
の
一
つ
の
姿
を
伝
え
る
。
た
だ
し
、
こ
の
本
と
『
伊
勢
二
十
巻
本
』
『
元
和
本
（
の
祖
本
）
』
の
三
本
は
、
巻
十
の
後
半
に
大
部
の

欠
落
を
共
有
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
三
本
は
、
そ
の
欠
落
の
無
い
『
高
山
寺
本
』
『
永
禄
本
』
に
対
し
て
同
一
系
統
と
認
め
ら
れ
る(11

)

。

以
上
、
本
論
文
で
は
、
十
巻
本
系
「
箋
注
本
」
・
廿
巻
本
系
「
元
和
本
」
を
底
本
と
し
、
十
巻
本
系
京
本
類
の
「
前
田
本
」
「
天
文
本
」
・
廿
巻
本
系
「
天
正

本
」
を
参
照
し
な
が
ら
考
察
を
進
め
る(12

)

。

第
二
節
『
医
心
方
』
と
そ
の
諸
本

一
、
『
医
心
方
』
の
概
要

『
医
心
方
』
は
日
本
の
現
存
最
古
の
医
学
書
、
鍼
博
士
・
丹
波
康
頼
の
撰
に
な
る
。
円
融
天
皇
の
天
元
五
年
（
九
八
二
）
に
撰
述
を
終
え
、
浄
書
の
う
え
、

永
観
二
年
（
九
八
四
）
奏
進
に
お
よ
ん
だ
と
さ
れ
る(13

)

。
『
医
心
方
』
全
三
十
巻
は
、
隋
唐
の
医
書
百
余
点
を
引
用
し
て
、
各
種
疾
患
の
病
源
・
病
候
を
述

べ
、
さ
ら
に
、
治
療
法
と
し
て
本
草
・
明
堂
・
孔
穴
・
養
生
・
服
石
・
食
餌
な
ど
に
及
ぶ
。

『
医
心
方
』
に
引
用
さ
れ
た
中
国
医
書
の
ほ
と
ん
ど
が
、
中
国
で
は
散
逸
し
た
も
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
北
宋
（
九
六
〇
～
一
一
二
七
）
に
入
り
、
中
国
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に
お
て
い
印
刷
術
は
飛
躍
的
な
発
達
を
遂
げ
、
多
数
の
書
物
が
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
実
用
書
で
あ
る
医
学
書
は
需
要
も
多
く
、
古
医
学
書
の
校
訂
・
出

版
が
国
家
的
事
業
と
し
て
大
規
模
に
行
わ
れ
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
宋
改
」
と
称
す
る
事
業
で
あ
る
。
「
宋
改
」
を
経
た
書
物
は
、
校
訂
用
に
集
め
ら
れ
た

写
本
が
ほ
ぼ
処
分
さ
れ
、
今
日
に
も
と
の
様
子
が
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
小
曽
戸
洋
氏
は
『
医
心
方
』
の
意
義
に
つ
い
て
次
の
二
点
を
指
摘

さ
れ
た
。

①
中
国
中
世
以
前
の
医
薬
文
献
の
逸
文
が
大
量
に
残
存
し
、
し
か
も
そ
の
出
典
が
明
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

②
そ
れ
ら
が
こ
と
ご
と
く
宋
改
以
前
の
旧
態
を
保
持
す
る
と
い
う
こ
と
。(14

)

『
医
心
方
』
は
、
丹
波
康
頼
が
朝
廷
に
献
上
し
た
後
、
室
町
時
代
後
期
に
正
親
町
天
皇
か
ら
典
薬
頭
半
井
家
に
下
賜
さ
れ
た
。
一
方
、
丹
波
家
に
伝
来
し
た

伝
本
を
、
丹
波
家
の
末
裔
で
あ
る
多
紀
家
の
多
紀
元
堅
が
復
原
し
版
行
し
た
。
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
幕
末
に
至
る
ま
で
完
本
が
出
現
し
な
か
っ
た
た
め
、
近

世
ま
で
実
際
の
臨
床
に
供
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

二
、
撰
者
丹
波
康
頼
に
つ
い
て

丹
波
家
は
平
安
時
代
よ
り
幕
末
に
至
る
ま
で
連
綿
と
続
い
た
官
医
の
名
家
で
あ
り
、
そ
の
医
家
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
始
祖
が
丹
波
康
頼
で
あ
る
。『
医

心
方
』
の
撰
進
は
そ
の
点
で
も
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
丹
波
氏
系
図
は
数
多
く
存
在
す
る
が
、
『
尊
卑
分
脈
』
に
拠
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

後
漢
霊
帝
ー
延
王
ー
石
秋
王
ー
阿
智
王
ー
都
賀
直
ー
志
拏
直
ー
駒
子
ー
弓
束
ー
首
名
ー
孝
子
ー
大
国
ー
康
頼(15

)

ま
た
、
『
日
本
書
紀
』
応
神
天
皇
二
十
年
九
月
の
条
に
、
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廿
年
秋
九
月
。
倭
漢
直
祖
阿
知
使
主
。
其
子
都
加
使
主
。
並
に
己
之
党
類
十
七
県
を
率
て
而
来
帰
焉(16

)

。

と
い
う
記
述
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
祖
先
は
後
漢
の
霊
帝
で
、
五
世
の
孫
、
阿
智
王
が
応
神
天
皇
の
時
代
に
日
本
に
帰
化
し
た
。
康
頼
は
阿
智
王
か
ら
数
え
て
八

代
目
に
あ
た
る
。
い
わ
ゆ
る
帰
化
人
の
子
孫
で
あ
り
、
康
頼
の
時
に
は
じ
め
て
丹
波
宿
禰
の
姓
を
賜
っ
た
と
い
う
。
『
医
心
方
』
各
巻
の
は
じ
め
、
目
次
の
前

に
は
、従

五
位
下
行
鍼
博
士
兼
丹
波
介
丹
波
宿
禰
康
頼
撰

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
康
頼
が
針
博
士
の
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
た
だ
『
尊
卑
分
脈
』
の
丹
波
氏
系
図
の
康
頼
の
項
を
み
る
と
、

始
面
賜
丹
波
宿
禰
姓
針
博
士
医
博
士
左
衛
門
佐
従
五
位
上(17
)

と
誌
し
て
あ
る
の
で
、
晩
年
に
は
医
博
士
を
兼
務
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

康
頼
の
生
没
年
に
つ
い
て
は
、
延
慶
本
『
医
心
方
』
巻
三
十
の
巻
末
に
あ
る
識
語
に
、

長
徳
元
年
（
九
九
五
）
四
月
十
九
日
逝
去
、
歳
八
十
四(18

)

と
あ
る
の
が
唯
一
の
資
料
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
康
頼
は
延
喜
十
二
年
（
九
一
二
）
に
生
ま
れ
、
長
徳
元
年
（
九
九
五
）
四
月
十
九
日
に
死
亡
し
た
と
算
出

さ
れ
る
。

三
、
『
医
心
方
』
の
諸
本

『
医
心
方
』
の
現
存
す
る
伝
本
に
つ
い
て
、
杉
立
義
一
氏
は
五
十
三
種
に
お
よ
ぶ
諸
本
を
調
査
さ
れ
た(19

)

。
本
論
文
が
依
拠
す
る
代
表
的
な
善
本
五
本
の
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書
誌
は
、
杉
立
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る(20

)

。

①
半
井
家
本

東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
。
巻
子
本
。
『
群
書
類
従
』
所
収
「
和
気
氏
系
図
」
、
江
戸
幕
府
が
編
纂
し
た
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
所
収
「
和
気
氏
半
井
系

図
」
等
に
よ
れ
ば
、
正
親
町
天
皇
の
時
代
（
一
五
六
〇
～
八
六
）
、
天
皇
よ
り
典
薬
頭
半
井
瑞
策
（
光
成
）
に
下
賜
さ
れ
、
以
来
四
百
年
間
半
井
家
に

代
々
伝
え
ら
れ
た
秘
典
と
す
る
。
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
、
江
戸
医
学
館
に
よ
る
覆
刻
の
底
本
に
供
さ
れ
た
。
昭
和
五
七
年
（
一
九
八
二
）
、
半
井

家
よ
り
文
化
庁
に
買
い
上
げ
ら
れ
、
翌
年
重
要
文
化
財
指
定
、
昭
和
五
九
年
（
一
九
八
四
）
に
国
宝
指
定
を
受
け
た
。

②
仁
和
寺
本

平
安
末
～
鎌
倉
初
と
み
ら
れ
る
古
抄
本
で
あ
る
。
今
日
、
巻
一
・
五
・
七
・
九
・
十
の
五
巻
し
か
伝
わ
ら
な
い
が
、
江
戸
時
代
に
は
全
三
十
巻
中
、
十

七
巻
に
わ
た
っ
て
残
存
し
て
い
た
（
巻
一
・
五
～
七
・
九
・
十
・
十
一
・
十
四
・
十
七
・
十
九
・
二
十
・
二
十
二
・
二
十
三
・
二
十
五
・
二
十
七
・
二

十
九
・
三
十
）
。
こ
れ
ら
は
そ
の
内
容
か
ら
し
て
、
む
し
ろ
半
井
本
よ
り
も
古
態
を
よ
く
保
存
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
ふ
し
も
あ
り
、
近
世
ま
で
伝

わ
り
な
が
ら
十
二
巻
分
を
佚
し
た
こ
と
は
実
に
惜
し
ま
れ
る
が
、
幸
い
そ
の
模
抄
本
に
よ
っ
て
旧
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
多
紀
家
旧
蔵
本

寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
、
幕
命
に
よ
っ
て
江
戸
に
送
致
さ
れ
た
仁
和
寺
本
を
、
多
紀
元
悳
が
元
簡
・
元
琰
ら
に
鈔
写
さ
せ
、
こ
の
際
、
欠
失
部
の
う

ち
巻
二
・
巻
四
を
多
紀
家
所
伝
の
別
本
に
よ
っ
て
補
鈔
し
た
も
の
。
巻
二
・
巻
四
の
部
分
は
、
半
井
家
本
校
刻
の
際
、
校
勘
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。

巻
二
・
巻
四
中
の
札
記
に
引
く
「
旧
鈔
零
本
」
が
こ
れ
に
合
致
す
る
。

④
安
政
刊
本
（
日
本
古
典
全
集
）

版
本
、
和
装
仕
立
、
大
判
三
十
巻
。
『
医
心
方
』
の
最
初
の
刊
本
。
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
、
多
紀
元
堅
が
半
井
本
三
十
巻
を
筆
写
し
、
こ
れ
を
木
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版
刷
に
し
て
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
に
刊
行
し
た
も
の
。
木
版
で
は
あ
る
が
、
忠
実
に
原
本
の
書
体
を
再
現
す
る
が
、
朱
点
・
ヲ
コ
ト
点
は
付
さ
な

い
。
一
九
三
五
年
、
日
本
古
典
全
集
第
五
期
に
収
録
さ
れ
、
縮
刷
版
七
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

⑤
日
本
医
学
叢
書
活
字
本

活
字
本
、
洋
装
。
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
、
土
肥
慶
蔵
、
呉
秀
三
、
富
士
川
游
ら
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
日
本
医
学
叢
書
の
第
一
集
第
二
冊
。
『
医

心
方
』
全
巻
を
収
め
て
金
港
堂
か
ら
出
版
さ
れ
た
が
、
巻
二
十
八
房
中
篇
は
猥
褻
で
あ
る
と
し
て
発
売
禁
止
に
な
っ
た
た
め
、
こ
の
部
分
を
削
除
し
て

出
版
し
た
。

第
三
節
『
和
名
抄
』
と
『
医
心
方
』
と
の
関
係

一
、
先
行
研
究

『
和
名
抄
』
と
『
医
心
方
』
と
の
関
係
を
論
じ
た
研
究
は
、
従
来
、
あ
ま
り
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
現
存
最
善
本
と
さ
れ
る
半
井
家
本
『
医
心
方
』
は
国

宝
に
指
定
さ
れ
、
詳
細
な
訓
点
を
付
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
従
来
の
『
医
心
方
』
研
究
は
、
ほ
ぼ
、
字
音
注
記
と
和
訓
を
対
象
と
す
る
国
語
学
的
な
研
究

が
主
流
を
な
し
て
き
た
。
こ
の
う
ち
、
本
研
究
に
か
か
わ
る
重
要
な
先
行
研
究
は
、
次
の
二
点
の
論
考
で
あ
る
。

第
一
に
、
松
本
光
隆
氏
の
研
究
で
あ
る(21

)

。
松
本
氏
は
『
医
心
方
』
に
見
え
る
訓
点
の
訓
読
法
を
調
査
し
、
そ
の
異
同
の
う
ち
、
実
詞
の
訓
に
つ
い
て
『
和
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名
抄
』
『
本
草
和
名
』
を
比
較
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
『
医
心
方
』
の
本
文
の
漢
字
と
朱
筆
訓
と
の
対
応
関
係
は
、
『
和
名
抄
』
に
お
け
る
漢
字
と
和
語
と
の
対

応
関
係
に
概
ね
重
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
。

第
二
に
、
加
藤
大
鶴
氏
の
研
究
で
あ
る(22

)

。
加
藤
氏
は
、
『
医
心
方
』
の
出
典
を
調
査
し
、
『
医
心
方
』
の
字
音
注
記
加
点
が
、
『
和
名
抄
』
を
引
用
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
『
医
心
方
』
が
『
和
名
抄
』
を
参
看
し
引
用
し
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
、
先
学
に
よ
っ
て
論
証
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
半
井
家
本
は
巻

八
の
書
写
識
語
に
次
の
よ
う
に
あ
り
、

天
養
二
年
二
月
以
宇
治
入
道
太
相
国
本
移
点

移
点
〈
少
内
記
藤
原
中
光
〉
比
校
〈
助
教
清
原
定
安
〉

移
点
比
校
之
間
所
見
及
之
不
審
直
講
中
原
師
長

医
博
士
丹
波
知
康
重
成
等
相
共
合
医
家
本
畢

文
殿
所
加
之
勘
物
師
長
以
墨
書
之
令
合
点

宇
治
本

初
下
点
〈
行
盛
朝
臣

朱
星
点

墨
仮
字
〉

重
加
点
〈
重
基
朝
臣

朱
星
点
仮
字
勘
物
又
以
朱
点
句
于
儒
点
〉

御
本
不
改
彼
様
令
点
移
之

天
養
二
年
二
月
に
、
宇
治
入
道
太
相
国
本
を
も
っ
て
移
点
す
。

移
点
〈
少
内
記
藤
原
中
光
〉
比
校
〈
助
教
清
原
定
安
〉
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移
点
・
比
校
の
間
、
見
及
の
と
こ
ろ
の
不
審
は
直
講
中
原
師
長

医
博
士
丹
波
知
康
・
（
丹
波
）
重
成
等
「
医
家
本
」
を
相
共
ひ
て
合
し
て
お
わ
ん
ぬ
。

文
殿
の
加
ふ
と
こ
と
の
勘
物
を
、
師
長
は
墨
も
っ
て
こ
れ
を
書
し
、
点
を
合
せ
し
む
。

宇
治
本

初
の
点
を
下
る
〈
行
盛
朝
臣

朱
星
点
・
墨
仮
字
〉

重
の
点
を
加
ふ
〈
重
基
朝
臣

朱
星
点
・
仮
字
勘
物
、
ま
た
朱
点
を
も
っ
て
、
儒
点
に
お
い
て
句
す
〉

御
本
、
彼
の
様
を
改
め
ず
。
点
を
こ
れ
に
移
せ
し
む
。

つ
ま
り
、
半
井
家
本
の
書
写
後
、
少
な
く
と
も
二
度
に
わ
た
っ
て
、
訓
点
が
付
さ
れ
、
散
佚
し
た
宇
治
本
に
よ
り
校
訂
が
施
さ
れ
、
『
医
心
方
』
の
訓
点
と
字

音
注
記
の
研
究
は
、
あ
く
ま
で
も
、
鎌
倉
時
代
語
の
研
究
で
あ
っ
た
。

『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
は
と
も
に
、
先
行
す
る
文
献
か
ら
必
要
な
項
目
・
文
章
を
抽
出
・
類
聚
・
編
纂
し
て
成
っ
た
類
聚
編
纂
書
で
あ
る
。
両
書
の
成
立

時
期
に
は
五
十
年
の
差
が
あ
り
、
撰
者
・
源
順
（
九
一
一
～
九
八
三
）
と
丹
波
康
頼
（
九
一
二
～
九
九
五
）
の
年
齢
差
は
わ
ず
か
一
歳
で
あ
る
。
平
安
中
期
、

源
順
は
明
経
の
学
を
学
び
、
丹
波
康
頼
は
医
学
を
学
ん
だ
。
『
和
名
抄
』
と
『
医
心
方
』
は
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
成
立
に
な
り
、
学
問
分
野
は
異
な
る
も
の
の
、

平
安
中
期
の
類
聚
編
纂
書
と
し
て
根
底
相
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
本
論
文
で
は
、
『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
が
成
立
し
た
平
安
時
代
中
期
に
視
座
を
置
き
、
『
和
名
抄
』
お
よ
び
『
医
心
方
』
本
文
と
比
較
し
、
『
和

名
抄
』
の
中
国
医
学
文
献
の
引
用
手
法
と
、
『
医
心
方
』
と
の
引
用
態
度
の
ち
が
い
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
こ
の
比
較
を
通
し
て
、
明
経
・

医
学
と
い
う
異
な
る
学
問
の
立
場
か
ら
、
漢
籍
を
抽
出
・
類
聚
・
編
纂
す
る
作
業
を
お
こ
な
っ
た
源
順
・
丹
波
康
頼
の
編
纂
意
識
の
ち
が
い
を
考
察
す
る
と
と

も
に
、
平
安
中
期
の
律
令
官
人
の
類
書
の
位
相
、
学
問
の
あ
り
か
た
を
考
察
す
る
た
め
の
一
助
と
す
る
。
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二
、
『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
共
通
の
引
用
書
目

『
和
名
抄
』
の
引
用
書
目
は
三
百
数
十
種
、
『
医
心
方
』
の
引
用
書
目
は
二
八
一
種
に
の
ぼ
る
。
し
か
も
、
両
書
の
引
用
書
目
に
は
、
共
通
す
る
も
の
が
三

十
四
種
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
一
覧
表
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

十
巻
本
『
箋
注
倭
名
類
聚
抄
』

二
十
巻
本
『
倭
名
類
聚
抄
元
和
三
年
古
活
字
版
』

半
井
家
本
『
医
心
方
』

書
名
・
人
名

頻
度

書
名
・
人
名

頻
度

書
名
・
人
名

頻
度

本
草
類

本
草
類

本
草
類

『
本
草
』

2
5
7

『
本
草
』

2
4
4

『
本
草
』

1
2
5

『
本
草
』
注

3

『
本
草
』
注

6

『
本
草
』
陶
注

1

『
本
草
』
蘇
敬
注

1

『
本
草
経
』

1

『
本
草
経
』

1
5

『
本
草
経
』
注

1

『
本
草
経
』
陶
景
注

1

『
陶
隠
居
本
草
』

1

『
陶
隠
居
本
草
』
注

2

『
陶
隠
居
本
草
』
注

3
4

『
陶
景
本
草
』
注

2
4

陶
隠
居

4
9

陶
隠
居

1
4

陶
景

1

陶
隠
居
注

2

陶
隠
居
注

5

陶
注

4

陶
弘
景
注

1

陶
弘
景
注

1

陶
景
注

5
7

『
蘇
敬
本
草
』

2

『
新
修
本
草
』

1

『
蘇
敬
本
草
』
注

1
5

『
蘇
敬
本
草
』
注

3
5

『
蘇
敬
本
草
』
注

4
2

蘇
敬

4
2

蘇
敬

7

蘇
敬

9
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蘇
敬
注

2

蘇
敬
注

1
3

蘇
敬
注

2
8

『
拾
遺
』

1

『
拾
遺
』

1

『
拾
遺
』

4
3

『
拾
遺
本
草
』

5

『
拾
遺
本
草
』

5

『
拾
遺
本
草
』

2
0

『
本
草
音
義
』

2

『
本
草
音
義
』

3

『
楊
玄
操
音
義
』

1

『
楊
玄
操
音
義
』

1

『
楊
音
』

1

楊
玄
操

2

楊
玄
操

1

楊
玄
操

2

『
本
草
稽
疑
』

1

『
本
草
稽
疑
』

1

『
本
草
稽
疑
』

6

『
大
清
経
』

1

『
大
清
経
』

1

『
大
清
経
』

3
0

食
養
生
類

食
養
生
類

食
養
生
類

『
崔
禹
錫
食
経
』

1

『
崔
禹
錫
食
経
』

6
8

『
崔
禹
錫
食
経
』

2
4

『
崔
禹
食
経
』

6
2

『
崔
禹
食
経
』

4

『
崔
禹
経
』

1

崔
禹
錫

1

崔
禹

4

崔
禹

1
2
1

『
七
巻
食
経
』

1
7

『
七
巻
食
経
』

1
7

『
七
巻
食
経
』

1
1

『
七
巻
経
』

5
2

『
馬
琬
食
経
』

5

『
馬
琬
食
経
』

5

『
馬
琬
食
経
』

3

馬
琬

1
4

『
孟
詵
食
経
』

5

『
孟
詵
食
経
』

5

『
孟
詵
食
経
』

1
6

孟
詵

6
1

『
食
経
』

1

『
食
経
』

1
6

『
膳
夫
経
』

2

『
膳
夫
経
』

2

『
膳
夫
経
』

1
8
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『
養
性
要
集
』

2

『
養
性
要
集
』

2

『
養
生
要
集
』

8
5

『
養
性
志
』

1

『
養
性
志
』

5
疾
病
類

疾
病
類

疾
病
類

『
病
源
論
』

2
6

『
病
源
論
』

2
6

『
病
源
論
』

5
5
5

『
脚
気
論
』

2

『
脚
気
論
』

2

『
蘇
敬
脚
気
論
』

4

蘇

7

蘇
敬
論

5

『
唐
臨
脚
気
論
』

2

唐

1
4

唐
臨

3

蘇
唐

2

蘇
唐
論

2

鍼
灸
類

鍼
灸
類

鍼
灸
類

『
鍼
灸
経
』

7

『
針
灸
経
』

7

『
針
灸
経
』

2

『
針
灸
経
注
』

1

『
針
灸
経
注
』

1

『
黄
帝
内
経
』

3

『
黄
帝
内
経
』

3

『
黄
帝
明
堂
経
』
・
『
明
堂
経
』

2

黄
帝

1

岐
伯

1

『
太
素
経
』

1

『
大
素
経
』

1

『
黄
帝
太
素
経
』
・
『
太
素
経
』

1
4

『
太
素
経
注
』

1

『
大
素
経
注
』

1
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楊
上
善

3
処
方
類

処
方
類

処
方
類

『
集
験
方
』

2

『
集
験
方
』

2

『
集
験
方
』

1
3
3

『
小
品
方
』

2

『
小
品
方
』

2

『
小
品
方
』

2
1
5

『
極
要
方
』

1

『
極
要
方
』

1

『
拯
要
方
』

1
3
5

『
新
録
単
要
』

1

『
新
録
単
要
』

1

『
新
録
単
方
』
・
『
新
録
要
方
』

9

『
新
録
方
』

1

『
新
録
方
』

1

『
新
録
方
』
・
『
単
要
方
』

1
0
4

『
千
金
方
』

1

『
千
金
方
』

1

『
千
金
方
』

4
7
8

『
録
験
方
』

2

『
録
験
方
』

2

『
録
験
方
』

1
5
4

『
葛
氏
方
』

1

『
葛
氏
方
』

1

『
葛
氏
方
』

3
9
2

注（
１
）
川
瀬
一
馬
『
古
辞
書
の
研
究
』
（
講
談
社
、
一
九
五
五
年
十
一
月
）
。

（
２
）
藏
中
進
「
序
に
か
え
て
」(

藏
中
進
・
林
忠
鵬
・
川
口
憲
治
『
「
倭
名
類
聚
抄
」
十
巻
本
・
廿
巻
本
所
引
書
名
索
引
』
、
勉
誠
出
版
、
一
九
九
九
年
五
月
）
。

（
３
）
尹
仙
花
「
『
和
名
類
聚
抄
』
引
用
書
目
の
研
究
―
『
法
苑
珠
林
』
を
中
心
に
―
」
（
大
東
文
化
大
学
平
成
二
十
二
年
度
博
士
論
文
）
。

（
４
）
岡
田
希
雄
「
源
順
及
同
為
憲
年
譜
」
（
『
岡
田
希
雄
集
』
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
、
ク
レ
ス
出
版
）

（
５
）
神
野
藤
昭
夫
「
源
順
の
官
職
・
位
階
と
文
学
」
（
『
王
朝
文
学
と
官
職
・
位
階
』
二
〇
〇
八
年
五
月
、
竹
林
舎
）

（
６
）
同
右
（
３
）
論
文
。
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（
７
）
宮
沢
俊
雅
『
倭
名
類
聚
抄
諸
本
の
研
究
』
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
〇
年
四
月
）
。

（
８
）
同
右
（
１
）
書
。

（
９
）
同
右
。

（

）
同
右
。

10
（

）
同
右
（
１
）
書
。

11
（

）
本
稿
で
参
看
し
た
『
和
名
抄
』
の
諸
本
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

12

狩
谷
棭
齋
箋
注
和
名
類
聚
抄
：
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
『
諸
本
集
成
和
名
類
聚
抄

本
文
篇
』
（
臨
川
書
店
、
一
九
六
八
年
七
月
）
。

那
波
道
圓
元
和
三
年
古
活
字
本
：
馬
渕
和
夫
編
『
二
十
巻
本
系
諸
本
の
影
印
対
照
』
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
年
八
月
）
。

前
田
本
：
馬
渕
和
夫
編
『
十
巻
本
系
古
写
本
の
影
印
対
照
』
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
年
八
月
）
。

天
文
本
：
東
京
大
学
国
語
研
究
室
編
『
倭
名
類
聚
抄
天
文
本
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
八
七
年
一
月
）
。

天
正
本
：
馬
渕
和
夫
編
『
二
十
巻
本
系
諸
本
の
影
印
対
照
』
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
年
八
月
）
。

（

）
『
医
心
方
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
『
一
代
要
記
』

に
、

13

天
元
五
年
壬
午
、
針
博
士
丹
波
宿
禰
康
頼
撰
医
心
方
卅

奏
進
に
つ
い
て
は
『
尊
卑
分
脈
』
に
、

永
観
二
年
十
一
月
廿
八
日
以
医
心
方
卅
巻
撰
進
公
家

と
あ
り
、
鎌
倉
時
代
延
慶
二
年
（
一
三
〇
九
）
十
一
月
十
三
日
の
書
写
す
る
延
慶
本
『
医
心
方
』
の
巻
第
三
十
の
奥
書
に
、

天
元
五
年
（
九
八
二
）
壬
午
、
針
博
士
丹
波
宿
禰
康
頼
撰
医
心
方
卅
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と
記
さ
れ
る
。
富
士
川
游
氏
『
医
史
叢
談
』
（
書
物
展
望
社
、
一
九
四
二
年
十
二
月
）
に
は
、
天
元
五
年
（
九
八
二
）
を
撰
述
の
年
、
永
観
二
年
（
九

八
四
）
を
奏
進
の
年
と
み
な
さ
れ
た
。

（

）
小
曽
戸
洋
『
中
国
医
学
古
典
と
日
本
―
書
誌
と
伝
承
―
』
（
塙
書
房
、
一
九
九
六
年
二
月
）
。

14
（

）
洞
院
公
定
『
尊
卑
分
脈
』
（
国
史
大
系
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
七
年
）
。

15
（

）
小
島
憲
之
校
注
『
日
本
書
紀
』
（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小
学
館
、
一
九
九
四
年
四
月
）
。

16
（

）
同
右
（

）
書
。

17

15

（

）
『
医
心
方
の
研
究
』
（
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
一
九
九
一
年
一
月
）
。

18
（

）
杉
立
義
一
「
医
心
方
の
伝
写
に
つ
い
て
」
『
医
心
方
の
研
究
』
（
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
一
九
九
四
年
五
月
）
。

19
（

）
本
稿
で
参
看
し
た
『
医
心
方
』
の
諸
本
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

20

半
井
家
本
：
『
半
井
家
本
医
心
方
』
（
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
一
九
九
一
年
一
月
）
。

「
半
井
家
本
」
高
画
素
カ
ラ
ー
写
真
（
「
東
京
国
立
博
物
館
ｅ
国
宝
」
）
。

仁
和
寺
本
：
『
医
心
方

仁
和
寺
本
影
写
本
・
多
紀
家
旧
蔵
本
』
（
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
一
九
九
一
年
一
月
）
。

安
政
刊
本
：
正
宗
敦
夫
編
『
医
心
方
』
（
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
、
一
九
三
五
年
九
月
）
。

日
本
医
学
叢
書
活
字
本
：
『
医
心
方

日
本
医
学
叢
書
活
字
本
』
（
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
一
九
九
一
年
一
月
）
。

（

）
松
本
光
隆
「
書
陵
部
蔵
医
心
方
・
成
簣
堂
文
庫
蔵
医
心
方
に
お
け
る
付
訓
の
基
盤
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
三
号
、
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
、
一
九

21

八
〇
年
三
月
）
。

（

）
加
藤
大
鶴
「
『
医
心
方
』
字
音
注
記
出
典
と
加
点
方
針
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
『
論
集
』
第
一
号
、
ア
ク
セ
ン
ト
史
料
研
究
会
、
二
〇
〇
五
年
九
月
）
。

22
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第
二
章

『
和
名
類
聚
抄
』
所
引
「
病
源
論
」
攷

『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
両
書
の
引
用
書
目
に
は
、
共
通
す
る
も
の
の
う
ち
、
『
医
心
方
』
に
最
も
多
く
引
用
さ
れ
る
書
目
が
、
「
病
源
論
」
五
五
五
例
で
あ

る
。
「
病
源
論
」
は
『
医
心
方
』
編
纂
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
『
医
心
方
』
の
ベ
ー
ス
と
さ
れ
た
医
書
で
あ
っ
た
（1

）
。
一
方
、
『
和
名
抄
』
に
も
、
「
病
源

論
」
の
引
用
例
が
二
七
例
確
認
さ
れ
る
。

そ
の
両
者
が
、
同
じ
「
病
源
論
」
を
引
用
し
て
い
る
事
実
に
注
目
し
た
い
。
『
和
名
抄
』
と
『
医
心
方
』
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ど
の
よ
う
な
態
度
で
「
病
源
論
」

を
引
用
す
る
の
か
。
本
章
は
、
『
和
名
抄
』
に
お
け
る
「
病
源
論
」
の
引
用
例
二
七
例
に
つ
い
て
、
『
諸
病
源
候
論
』
お
よ
び
『
医
心
方
』
本
文
と
比
較
し
、
『
和

名
抄
』
の
『
諸
病
源
候
論
』
の
引
用
手
法
と
、
『
医
心
方
』
と
の
引
用
態
度
の
ち
が
い
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
一
節
「
病
源
論
」
と
『
諸
病
源
候
論
』

一
、
『
諸
病
源
候
論
』
の
概
要
と
本
論
文
の
底
本

『
医
心
方
』
の
引
用
書
目
二
八
一
種
の
う
ち
、
最
多
の
引
用
回
数
で
あ
る
五
五
五
例
の
引
用
例
を
有
し
、
し
か
も
、
『
和
名
抄
』
に
も
二
七
例
の
引
用
例
が
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あ
る
「
病
源
論
」
は
、
隋
代
に
成
立
し
た
現
存
す
る
唯
一
の
医
書
、
隋
・
巣
元
方
等
奉
勅
撰
『
諸
病
源
候
論
』
の
略
称
で
あ
る
。
書
名
の
と
お
り
、
諸
の
「
病

源
（
病
因
）
」
「
病
候
（
病
状
）
」
を
論
じ
る
。

『
諸
病
源
候
論
』
の
書
名
は
、
『
隋
書
』
経
籍
志
、
『
旧
唐
書
』
経
籍
志
、
『
新
唐
書
』
芸
文
志
等
に
次
の
よ
う
に
著
録
さ
れ
る
。

『
隋
書
』
経
籍
志

諸
病
源
候
論
五
巻

目
一
巻

呉
景
賢
撰

『
旧
唐
書
』
経
籍
志

諸
病
源
候
論
五
十
巻

呉
景
撰

『
唐
書
』
芸
文
志

呉
景
諸
病
源
候
論
五
十
巻

『
唐
書
』
芸
文
志

巣
氏
諸
病
源
候
論
五
十
巻

巣
元
方

ま
た
、
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
医
方
家
一
六
六
部
一
三
〇
九
巻
に
は
、
「
巣
元
方
撰
」
に
な
る
「
病
源
論
五
十
」
が
確
認
さ
れ
る
。

病
源
論
五
十

巣
元
方
撰

撰
者
に
は
呉
景
賢
・
巣
元
方
の
二
説
、
巻
数
に
は
五
巻
・
五
十
巻
の
二
説
が
あ
る
が
、
『
諸
病
源
候
論
』
五
〇
巻
は
、
隋
・
大
業
六
年
（
六
一
〇
）
、
勅
を

奉
じ
て
隋
の
太
医
博
士
・
巣
元
方
ら
が
編
纂
し
た
と
み
る
の
が
定
説
で
あ
る(2

)

。

寛
平
七
年
（
八
九
五
）
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
「
病
源
論
」
が
著
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
源
順
・
丹
波
康
頼
が
「
病
源
論
」
を
直
接
に
参
看
し
え
た

こ
と
、
ひ
い
て
は
、
『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
に
直
接
引
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
み
て
よ
い
。

前
章
で
述
べ
た
「
宋
改
」
に
よ
っ
て
、
い
く
つ
か
の
医
書
が
校
刊
さ
れ
た
。
『
諸
病
源
候
論
』
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
現
存
す
る
『
諸
病
源
候
論
』
諸
本
は

す
べ
て
天
聖
五
年
（
一
〇
二
六
）
に
校
刊
さ
れ
た
も
の
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
南
宋
の
王
応
麟
の
撰
し
た
『
玉
海
』
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

天
聖
四
年
十
月
十
二
日
、
命
集
賢
校
理
晁
宗
愨
・
王
挙
正
校
定
黄
帝
内
経
素
問
・
難
経
・
巣
氏
病
隙
候
論
。
五
年
四
月
乙
未
、
令
国
子
監
摹
印
頒
行
詔
学

マ
マ

士
宋
綬
撰
病
源
序(3

)

。
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天
聖
四
年
十
月
十
二
日
に
、
賢
校
理
晁
宗
愨
・
王
挙
正
に
命
じ
、
『
黄
帝
内
経
素
問
』
『
難
経
』
『
巣
氏
病
隙
候
論
』
を
校
定
す
。
五
年
四
月
乙
未
に
、
国

マ
マ

子
監
摹
印
頒
行
詔
学
士
宋
綬
を
し
て
、
『
病
源
』
の
序
を
撰
せ
し
む
。

現
に
こ
の
宋
綬
の
序
は
南
宋
刊
本
を
は
じ
め
各
版
本
に
付
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
天
聖
五
年
の
北
宋
刊
本
は
夙
く
散
佚
し
て
し
ま
っ
て
、
今
日
に
は
伝
え

ら
れ
て
い
な
い
。

『
諸
病
源
候
論
』
の
最
善
本
は
、
現
存
最
古
に
し
て
、
所
在
の
明
ら
か
な
唯
一
の
南
宋
刊
本
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
森
立
之
等
撰
『
経
籍
訪
古
志
』
は
、

次
の
よ
う
に
記
載
す
る
。

諸
病
源
候
論
、
五
十
巻
、
目
録
一
巻
。
〈
南
宋
槧
本
、
懐
仙
閣
蔵
。
欠
第
四
十
・
四
十
一
・
四
十
二
・
四
十
三
・
凡
四
巻
。
酌
源
堂
蔵
有
之
。
今
従
補
録
。
〉

隋
大
業
六
年
、
太
医
博
士
臣
巣
元
方
奉
勅
撰
。
（
中
略
）
然
是
書
、
在
今
日
莫
善
於
此
本
、
誠
可
貴
重(4

)

。

諸
病
源
候
論
、
五
十
巻
、
目
録
一
巻
。
〈
南
宋
槧
本
、
懐
仙
閣
蔵
。
第
四
十
・
四
十
一
・
四
十
二
・
四
十
三
の
凡
そ
四
巻
を
欠
く
。
酌
源
堂
の
蔵
に
こ
れ

有
り
。
今
、
補
録
に
従
ふ
。
〉
隋
大
業
六
年
、
太
医
博
士
臣
巣
元
方
、
勅
を
奉
じ
て
撰
す
。
（
中
略
）
然
れ
ば
是
の
書
、
今
日
に
在
り
て
は
、
此
の
本
よ

り
善
き
は
莫
し
、
誠
に
貴
重
な
る
べ
し
。

南
宋
刊
本
「
懐
仙
閣
旧
蔵
本
」
は
、
現
在
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
所
蔵
さ
れ
、
東
洋
医
学
善
本
叢
書
に
影
印
に
付
さ
れ
て
い
る(5

)

。
本
論
文
で
は
、
『
諸
病

源
候
論
』
の
本
文
を
、
こ
の
南
宋
刊
本
「
懐
仙
閣
旧
蔵
本
」
に
依
拠
す
る
こ
と
と
す
る(6

)

。
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二
、
『
外
台
秘
要
方
』
に
お
け
る
『
諸
病
源
候
論
』
の
引
用

『
諸
病
源
候
論
』
は
成
立
後
、
中
国
伝
統
医
学
の
基
本
典
籍
の
一
つ
と
し
て
、
後
の
中
国
医
学
に
強
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
小
曽
戸
洋
氏
の
研
究
に
拠
れ
ば
、

『
千
金
方
』
『
千
金
翼
方
』
『
外
台
秘
要
方
』
『
太
平
聖
恵
方
』
『
聖
済
総
録
』
な
ど
、
こ
れ
ら
唐
代
以
降
の
医
学
全
書
の
疾
病
分
類
法
も
し
く
は
そ
の
基
本
理

念
が
『
諸
病
源
候
論
』
に
準
拠
さ
れ
た(7

)

。
特
に
、
『
外
台
秘
要
方
』
に
「
病
源
云
」
と
し
て
三
百
条
以
上
が
引
用
さ
れ
て
い
る(8

)

。

唐
・
王
燾
撰
『
外
台
秘
要
方
』
四
十
巻
は
、
天
宝
十
一
年
（
七
五
二
）
の
成
立
で
あ
る
。
撰
者
の
序
文
に
、
「
自
分
は
幼
い
と
き
病
気
が
多
く
、
そ
の
た
め

成
長
し
て
か
ら
医
術
を
研
究
し
た
、
名
医
に
遭
遇
す
れ
ば
必
ず
教
え
を
乞
う
た
。
幸
い
出
世
す
る
こ
と
が
で
き
て
何
度
も
宮
仕
え
を
し
、
尚
書
省
に
二
〇
年
余

り
も
出
入
し
、
長
年
国
家
の
図
書
館
中
の
書
籍
に
接
し
て
そ
の
深
奥
を
窮
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
…
…
古
来
か
ら
現
在
に
至
る
数
多
く
の
医
薬
文
献
を
集
め
、

整
理
編
集
し
た
。
…
…
お
よ
そ
四
〇
巻
、
名
付
け
て
『
外
台
方
』
と
い
う
」
と
記
さ
れ
た
。

『
外
台
秘
要
方
』
は
宋
に
至
り
、
他
の
医
書
と
と
も
に
国
子
監
よ
り
校
刊
さ
れ
た
。
そ
の
校
刊
序
文
に
拠
れ
ば
、
熙
寧
二
年
（
一
〇
六
九
）
に
勅
を
奉
じ
て

版
行
し
た
。
つ
ま
り
、
『
外
台
秘
要
方
』
は
、
『
諸
病
源
候
論
』
版
行
の
四
十
年
後
に
版
行
さ
れ
た
。

今
日
に
伝
わ
る
『
外
台
秘
要
方
』
の
本
文
は
あ
く
ま
で
も
「
宋
改
」
以
後
の
も
の
で
あ
る
が
、
本
章
は
、
『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
に
引
か
れ
た
『
諸
病
源

候
論
』
の
本
文
を
考
察
す
る
た
め
に
は
、
唐
代
の
医
学
類
書
で
あ
る
『
外
台
秘
要
方
』
の
本
文
も
視
野
に
入
れ
た
い
。
本
論
文
が
用
い
た
『
外
台
秘
要
方
』
の

伝
本
は
宋
版
『
外
台
秘
要
方
』
（
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
）
で
あ
る(9

)

。
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三
、
『
和
名
抄
』
に
お
け
る
「
病
源
論
」

『
和
名
抄
』
に
お
け
る
「
病
源
論
」
の
引
用
例
は
、
二
七
例
で
あ
る
。

そ
の
す
べ
て
が
、
十
巻
本
系
で
は
巻
二
、
廿
巻
本
系
で
は
巻
三
に
配
さ
れ
る
「
病
類
・
瘡
類
」
に
集
中
し
て
お
り
、
他
の
巻
に
は
い
っ
さ
い
引
用
が
な
い
。

『
和
名
抄
』｢

病
類
・
瘡
類｣

に
お
け
る
掲
出
語
（
項
目
）
は
、
十
巻
本
系
・
廿
巻
本
系
と
も
に
一
一
五
項
目
を
数
え
る
。
「
病
源
論
」
は
最
も
引
用
回
数
の

多
い
書
目
で
あ
る
。

表
１
・
『
和
名
類
聚
抄
』
所
引
「
病
源
論
」
本
文
は
、
『
和
名
抄
』
に
引
用
さ
れ
る
「
病
源
論
」
二
七
例
の
本
文
を
掲
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
便
宜
上
、
本

論
文
の
十
巻
本
系
本
文
は
狩
谷
棭
齋
撰
『
箋
注
倭
名
類
聚
抄
』(

以
下
「
箋
注
本
」
と
略
称)

、
廿
巻
本
系
本
文
は
那
波
道
圓
『
元
和
古
活
字
版
和
名
類
聚
抄
』

(

以
下
「
元
和
本
」
と
略
称)

に
拠
っ
た
。

表
１
・
『
和
名
類
聚
抄
』
所
引
「
病
源
論
」
本
文

№

掲
出
語

十
巻
本
系

廿
巻
本
系

①

聤
耳

病
源
論
云
、
聤
耳
、
〈
上
音
亭
、
美
々
太
利
〉
風
熱
耳
生
膿
汁
也
。

病
源
論
云
、
聤
耳
、
〈
上
音
亭
、
和
名
美
々
太
利
〉
風
熱
耳
生
膿
汁
也
。

②

目
翳

病
源
論
云
、
目
膚
翳
、
〈
於
麗
反
、
俗
云
比
〉
眼
精
上
有
物
如
蠅
翅
、

病
源
論
云
、
目
翳
、
〈
於
麗
反
、
和
名
比
〉
目
膚
、
眼
精
之
上
有
物
如

是
也
。

蠅
翅
、
是
也
。

③

雀
盲

病
源
論
云
、
人
至
暮
不
見
物
、
世
謂
之
雀
盲
、
〈
俗
云
度
利
女
〉
謂

病
源
論
云
、
人
至
暮
不
見
物
、
世
謂
之
雀
盲
、
〈
俗
云
度
利
女
〉
謂
如

如
鳥
雀
瞑
則
無
所
見
也
。

鳥
雀
瞑
則
無
所
見
也
。

④

喎
僻

説
文
云
、
咼
、
〈
口
蛙
反
、
或
作
喎
、
久
知
由
賀
無
〉
口
戻
也
。

説
文
云
、
咼
、
〈
口
蛙
反
、
或
作
喎
、
和
名
久
知
由
賀
無
〉
口
戻
也
。

病
源
論
云
、
喎
僻
則
言
語
不
正
。

病
源
論
云
、
喎
僻
則
言
語
不
正
也
。

⑤

欬
拔

病
源
論
云
、
欬
欶
、
〈
亥
束
二
音
、
字
亦
作
咳
拔
、
之
波
不
歧
〉
肺

病
源
論
云
、
欬
嗽
、
〈
亥
走
二
音
、
欬
字
亦
作
咳
、
之
波
不
岐
〉
肺
寒
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寒
則
成
之
。

則
成
也
。

⑥

欧
吐

病
源
論
云
、
胃
気
逆
則
欧
吐
。
〈
上
於
后
反
、
字
亦
作
嘔
、
倍
止
都

病
源
論
云
、
胃
気
逆
則
欧
吐
。
〈
上
於
后
反
、
字
亦
作
嘔
、
倍
止
都
久
、

久
、
又
太
万
比
〉

又
太
万
比
〉

⑦

津
頤

病
源
論
云
、
津
頤
、
〈
与
太
利
〉
小
児
多
涎
唾
、
流
出
於
頤
下
也
。

病
源
論
云
、
津
頤
、
〈
与
多
利
〉
小
児
多
涎
唾
、
流
出
於
頤
下
也
。

⑧

哯
吐

病
源
論
云
、
哯
吐
、
〈
上
音
見
、
豆
太
美
〉
小
児
由
哺
乳
冷
熱
不
調

病
源
論
云
、
哯
吐
、
〈
上
音
見
、
豆
太
美
〉
小
児
由
哺
乳
冷
熱
不
調
所

所
致
也
。

致
也
。

⑨

喉
痺

病
源
論
云
、
喉
痺
、
〈
侯
婢
二
音
、
俗
訛
云
古
比
〉
喉
裏
腫
塞
痺
痛
、

病
源
論
云
、
喉
痺
、
〈
侯
婢
二
音
、
俗
訛
云
古
比
〉
喉
裏
腫
塞
痺
痛
、

水
漿
不
得
入
、
是
也
。

水
漿
不
得
入
、
是
也
。

⑩

重
舌

病
源
論
云
、
舌
本
血
脈
脹
然
、
変
生
如
舌
之
状
、
謂
之
重
舌
也
。
〈
俗

病
源
論
云
、
舌
本
血
脈
脹
然
、
変
生
如
舌
之
状
、
謂
之
重
舌
也
。

云
古
之
太
〉

⑪

胡
臭

病
源
論
云
、
胡
臭
、
〈
和
歧
久
曽
〉
人
腋
下
臭
如
葱
豉
之
気
也
、
亦

病
源
論
云
、
胡
臭
、
〈
和
岐
久
曽
〉
人
掖
下
臭
如
葱
豉
之
気
、
又
謂
之

謂
之
狐
臭
、
如
狐
狸
之
気
也
。

狐
臭
、
如
狐
狸
之
気
也
。

唐
韻
云
、
蚘
、
〈
音
与
廻
同
〉
人
腹
中
長
虫
也
。

唐
韻
云
、
蚘
、
〈
音
回
蛕
蛔
并
同
〉
人
腹
中
長
虫
也
。

⑫

蚘
虫

病
源
論
云
、
蚘
虫
、
〈
今
案
一
名
寸
白
、
俗
云
加
以
、
又
云
阿
久
太
〉

病
源
論
云
、
蚘
虫
、
〈
今
案
一
名
寸
白
、
俗
云
加
以
、
又
云
阿
久
太
〉

飲
白
酒
食
生
栗
等
所
成
也
。

飲
白
酒
食
生
栗
等
所
成
也
。

⑬

脱
菫

病
源
論
云
、
脱
菫
、
〈
菫
音
工
、
字
亦
作
肛
、
之
利
以
豆
流
夜
万
比
〉

病
源
論
云
、
脱
菫
、
〈
古
紅
反
、
字
亦
作
肛
、
和
名
之
利
以
豆
流
夜
万

肛
門
脱
出
也
。
久
痢
則
大
腸
虚
冷
所
為
也
。

比
〉
肛
門
脱
出
也
。
久
痢
則
大
腸
虚
冷
所
為
也
。

⑭

臨
瀝

病
源
論
云
、
臨
瀝
、
〈
音
歴
、
之
太
天
由
波
利
〉
小
便
滴
瀝
也
。

病
源
論
云
、
臨
瀝
、
〈
音
歴
、
之
太
天
由
波
利
〉
小
便
滴
瀝
也
。

⑮

痟
謌

病
源
論
云
、
消
渇
、
〈
今
案
四
声
字
苑
作
痟
謌
、
音
与
消
渇
同
、
俗

病
源
論
云
、
痟
謌
、
〈
今
案
四
声
字
苑
云
痟
謌
、
音
与
消
渇
同
、
俗
云

云
加
知
乃
夜
万
比
〉
渇
而
不
小
便
也
。

加
知
乃
也
万
比
〉
渇
而
不
小
便
也
。

⑯

黄
疸

病
源
論
云
、
黄
疸
、
〈
音
旦
、
一
云
黄
病
、
歧
波
無
夜
万
比
〉
身
体

病
源
論
云
、
黄
疸
、
〈
音
旦
、
一
云
黄
病
、
岐
波
無
夜
万
比
〉
身
体
面

面
目
爪
甲
及
小
便
尽
黄
之
病
也
。

目
爪
甲
及
小
便
尽
黄
之
病
也
。
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⑰

癰
癤

病
源
論
云
、
癰
癤
、
〈
音
節
、
字
亦
作
飴
、
賀
太
禰
〉
血
結
聚
所
生

病
源
論
云
、
癰
癤
、
〈
音
子
結
反
、
字
亦
作
飴
、
和
名
賀
太
禰
〉
血
結

也
。

聚
所
生
也
。

⑱

浸
淫
瘡

病
源
論
云
、
浸
淫
瘡
、
〈
俗
云
心
美
佐
宇
〉
風
熱
発
於
肌
膚
也
。

病
源
論
云
、
浸
淫
瘡
、
〈
俗
云
心
美
佐
宇
〉
風
熱
発
於
肌
膚
也
。

⑲

瘤

病
源
論
云
、
瘤
、
〈
音
留
、
之
比
禰
〉
皮
肉
急
腫
起
、
初
如
梅
李
、

病
源
論
云
、
瘤
、
〈
留
反
、
和
名
之
比
禰
〉
皮
肉
急
腫
起
、
初
如
梅
李
、

漸
長
大
不
痒
不
痛
又
不
堅
強
者
也
。

漸
長
大
不
痒
不
痛
又
不
堅
強
者
也
。

⑳

肬
目

病
源
論
云
、
肬
目
、
〈
今
案
肬
即
疣
字
也
。
以
比
保
、
又
以
乎
女
〉

病
源
論
云
、
肬
目
、
〈
今
案
肬
即
疣
字
也
。
和
名
以
比
保
、
又
以
乎
女
〉

手
足
辺
忽
生
如
豆
、
麁
強
於
肉
者
也
。

手
足
辺
忽
生
如
豆
、
麁
強
於
肉
也
。

㉑

鬼
舐
頭

病
源
論
云
、
鬼
舐
頭
、
〈
師
説
云
、
為
天
狗
下
食
所
舐
是
〉
人
頭
或

病
源
論
云
、
鬼
舐
頭
、
〈
師
説
、
為
天
狗
下
食
所
舐
是
〉
人
頭
或
如
銭

如
銭
大
或
如
指
大
、
髪
不
生
也
。

大
或
如
指
大
、
髪
不
生
也
。

㉒

漆
瘡

病
源
論
云
、
漆
瘡
、
〈
宇
流
之
加
不
礼
〉
人
見
漆
中
其
毒
而
腫
是
也
。

病
源
論
云
、
漆
瘡
、
〈
和
名
宇
流
之
加
不
礼
〉
人
見
漆
中
其
毒
而
腫
是

也
。

㉓

飼
面

病
源
論
云
、
飼
面
、
〈
加
須
毛
〉
面
皮
上
有
滓
也
。

病
源
論
云
、
飼
面
、
〈
和
名
加
須
毛
〉
面
皮
上
有
滓
、
是
也
。

㉔

白
癜

病
源
論
云
、
白
癜
、
〈
一
云
白
電
、
之
良
波
太
〉
人
面
及
身
頸
皮
肉

病
源
論
云
、
白
癜
。
〈
一
云
白
電
、
之
良
波
太
〉
人
面
及
身
頸
皮
肉
色

色
変
白
亦
不
痛
痒
者
也
。

変
白
亦
不
痛
痒
者
也
。

㉕

歴
易

病
源
論
云
、
歴
易
、
〈
奈
末
豆
波
太
〉
人
頸
及
胸
前
掖
下
自
然
斑
点

病
源
論
云
、
歴
易
、
〈
奈
万
豆
波
太
〉
人
頸
及
胸
前
掖
下
自
然
斑
点
相

相
連
不
痛
不
痒
者
也
。

連
不
痛
不
痒
。

㉖

肉
刺

病
源
論
云
、
肉
刺
、
〈
乃
以
須
美
〉
脚
指
間
生
肉
如
刺
、
由
着
靴
小
、

病
源
論
云
、
肉
刺
、
〈
和
名
乃
以
須
美
〉
脚
指
間
生
肉
如
刺
、
由
著
靴

相
揩
而
所
生
也
。

小
、
相
揩
而
所
生
也
。

㉗

風
癮
胗

病
源
論
云
、
風
癮
胗
、
〈
加
佐
保
路
之
〉
人
皮
膚
虚
為
風
寒
所
折
則

病
源
論
云
、
風
癮
胗
、
〈
和
名
加
佐
保
路
之
〉
人
皮
膚
虚
為
風
寒
所
折

起
也
。

則
起
也
。

表
１
か
ら
、
『
和
名
抄
』
に
お
け
る
「
病
源
論
」
の
引
用
に
つ
い
て
、
次
の
特
徴
が
看
取
さ
れ
る
。
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第
一
に
、
『
諸
病
源
候
論
』
か
ら
、
「
脈
論
」
が
い
っ
さ
い
引
用
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

『
諸
病
源
候
論
』
に
お
い
て
は
、
「
病
源
」
「
病
候
」
と
並
ん
で
、
診
断
法
と
し
て
「
脈
論
」
が
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
「
脈
論
」
に
は
、
脈
に
よ
る
診
断

方
法
・
理
論
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
『
和
名
抄
』
は
「
脈
論
」
に
か
か
わ
る
本
文
を
い
っ
さ
い
引
用
し
な
い
。

同
様
の
現
象
は
、
『
医
心
方
』
に
も
み
ら
れ
る
。
小
曽
戸
洋
氏
は
、
『
医
心
方
』
が
「
脈
論
」
を
採
録
し
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ

た
。

『
医
心
方
』
の
最
も
大
き
な
特
徴
の
一
つ
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。
そ
れ
は
全
巻
に
わ
た
っ
て
脈
論
を
排
し
た
こ
と
で
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
脈
に
関
す
る
総

論
が
巻
一
中
に
あ
っ
て
も
よ
い
は
ず
で
あ
る
が
、
康
頼
は
あ
え
て
そ
れ
を
行
わ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
『
諸
病
源
候
論
』
な
ど
の
諸
文
献
を
引
用

す
る
際
、
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
脈
に
関
す
る
記
述
部
分
は
削
除
し
て
い
る
。
こ
れ
は
特
筆
さ
れ
る
べ
き
事
実
で
あ
る(10

)

。

『
医
心
方
』
同
様
に
、
源
順
も
ま
た
、
『
和
名
類
聚
抄
』
に
『
諸
病
源
候
論
』
か
ら
「
脈
論
」
を
採
録
し
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
『
医
心
方
』
の
み
な
ら
ず
、

平
安
中
期
の
日
本
に
お
け
る
中
国
医
書
の
受
容
に
際
し
て
、
「
脈
論
」
に
は
あ
ま
り
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
。

第
二
に
、
『
和
名
抄
』
の
「
病
源
論
」
引
用
の
手
法
は
、
『
医
心
方
』
の
そ
れ
と
は
か
な
り
異
な
る
。

専
門
的
な
医
書
で
あ
る
『
医
心
方
』
は
、
『
諸
病
源
候
論
』
か
ら
「
脈
論
」
を
除
く
ほ
ぼ
全
巻
か
ら
、
原
文
に
手
を
加
え
ず
、
長
文
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
。

一
方
、
『
和
名
抄
』
は
、
和
訓
の
掲
出
に
最
小
限
必
要
な
語
彙
・
語
義
を
引
用
す
る
に
と
ど
ま
る
。
こ
れ
は
、
『
和
名
抄
』
の
分
類
体
漢
和
辞
書
と
し
て
の

性
格
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
『
医
心
方
』
と
の
ち
が
い
は
こ
の
点
に
集
約
さ
れ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
、
『
和
名
抄
』
に
引
く
「
病
源
論
」
二
七
例
は
、
必
ず
し
も
「
病
源
」
「
病
候
」
の
記
事
の
両
方
を
網
羅
す
る
も
の
で
は
な
い
。

『
和
名
抄
』
引
用
例
は
、
そ
の
引
用
内
容
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
四
分
類
さ
れ
る
。
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（
１
）
病
源
の
み
。
七
例
。

⑤
欬
拔
・
⑥
欧
吐
・
⑧
哯
吐
・
⑫
蚘
虫
・
⑰
癰
癤
・
⑱
浸
淫
瘡
・
㉗
風
癮
胗

（
２
）
病
候
の
み
。
十
四
例
。

②
目
翳
・
③
雀
盲
・
④
喎
僻
・
⑦
津
頤
・
⑨
喉
痺
・
⑪
胡
臭
・
⑮
痟
謌
・
⑯
黄
疸
・
⑲
瘤
・
⑳
肬
目
・
㉑
鬼
舐
頭
・
㉓
飼
面
・
㉔
白
癜
・
㉕
歴
易

（
３
）
病
源
と
病
候
。
五
例
。

①
聤
耳
・
⑩
重
舌
・
⑬
脱
菫
・
㉒
漆
瘡
・
㉖
肉
刺

（
４
）
原
典
『
諸
病
源
候
論
』
本
文
に
確
認
さ
れ
な
い
。
一
例
。

⑭
臨
瀝

以
下
は
、
こ
の
四
分
類
に
沿
っ
て
、
『
和
名
抄
』
に
み
ら
れ
る
源
順
の
『
諸
病
源
候
論
』
引
用
の
意
識
と
手
法
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
る
。

第
二
節
『
諸
病
源
候
論
』
「
病
源
」
の
み
の
引
用

『
和
名
抄
』
が
『
諸
病
源
候
論
』
の
「
病
源
」
の
み
を
引
用
す
る
の
は
、
次
の
七
例
で
あ
る
。

（
１
）
病
源
の
み
。
七
例
。

⑤
欬
拔
・
⑥
欧
吐
・
⑧
哯
吐
・
⑫
蚘
虫
・
⑰
癰
癤
・
⑱
浸
淫
瘡
・
㉗
風
癮
胗

こ
の
七
例
は
、
出
典
『
諸
病
源
候
論
』
に
お
け
る
引
用
文
の
位
置
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
二
分
類
さ
れ
る
。
（
Ａ
）
は
そ
の
引
用
手
法
に
よ
っ
て
、
さ
ら
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に
（
ａ
）
（
ｂ
）
に
二
分
類
さ
れ
る
。

（
Ａ
）
『
諸
病
源
候
論
』
の
項
目
冒
頭
部
を
引
用
す
る
例
。
六
例
。

（
ａ
）
節
略
。

⑤
欬
拔
・
⑥
欧
吐
・
⑱
浸
淫
瘡

（
ｂ
）
『
和
名
抄
』
独
自
の
異
文
。

⑧
哯
吐
・
⑰
癰
癤
・
㉗
風
癮
胗

（
Ｂ
）
『
諸
病
源
候
論
』
の
項
目
冒
頭
部
を
引
用
し
な
い
例
。
一
例
。

⑫
蚘
虫

そ
こ
で
、
次
に
、
『
和
名
抄
』
『
外
台
秘
要
方
』
『
医
心
方
』
諸
本
の
本
文
を
対
照
し
、
三
書
が
引
用
す
る
『
諸
病
源
候
論
』
本
文
を
精
査
す
る
こ
と
と
す
る
。

一
、
『
諸
病
源
候
論
』
冒
頭
部
の
採
録

ま
ず
、
『
諸
病
源
候
論
』
の
項
目
冒
頭
部
を
引
用
す
る
六
例
の
う
ち
、
『
和
名
抄
』
が
『
諸
病
源
候
論
』
の
本
文
を
節
略
す
る
三
例
で
あ
る
。

⑤
欬
拔
（
之
波
不
歧
）

諸
病
源
候
論

咳
嗽
者
、

肺
感
於
寒
、
微
者
則
成
咳
嗽
也
…

外
台
秘
要
方

病
源
、

欬
嗽
者
、

由
肺
感
於
寒
、
微
者

成
欬
嗽
也
…



- 35 -

前
田
本

病
源
論
云
、
欬
欶
、
〈
亥
束
二
音
、

字
亦
作
咳
拔
、

之
波
不
歧
。
〉
肺

寒

則
成

也
。

箋
注
本

病
源
論
云
、
欬
欶
、
〈
亥
束
二
音
、

字
亦
作
咳
拔
、

之
波
不
歧
。
〉
肺

寒

則
成
之
。

和

天
文
本

病
源
論
云
、
欬
欶
、
〈
亥
束
二
音
、

亦
作
亥
束
、

之
波
不
岐
。
〉
肺

寒

則
成
之
。

名

病
源
論
云
、
欬
拔
、

肺

塞

則
成
之
。

抄

天
正
本

欬
束
二
音
、

又
作
欬
頼
、

欬
拔
之
波
不
木
。

病
源

云
、
欬
頼
、
〈
亥
束
二
反
、
〉

作
咳
拔
、
〈
和
名
之
波
布
岐
。
〉
肺

塞

則
成
欬
。

元
和
本

病
源
論
云
、
欬
嗽
、
〈
亥
走
二
音
、
欬
字
亦
作
咳
、

之
波
不
岐
。
〉
肺

寒

則
成

也
。

半
井
本

病
源
論
云
、
欬
拔
者
、

肺
感
於
寒
、
微
者
則
成
欬
拔
也
…

医

仁
和
本

佚

心

安
政
本

病
源
論
云
、
欬
拔
者
、

肺
感
於
寒
、
微
者
則
成
欬
拔
也
…

方

叢
書
本

病
源
論
云
、
咳
嗽
者
、

肺
感
於
寒
、
微
者
則
成
咳
嗽
也
…

＊
出
典
『
諸
病
源
候
論
』
巻
十
四
・
咳
嗽
諸
病
「
咳
嗽
候
」

【
病
源
】
咳
嗽
者
、
肺
感
於
寒
、
微
者
則
成
咳
嗽
也
。
肺
主
気
、
合
於
皮
毛
。
邪
之
初
傷
、
先
客
皮
毛
、
故
肺
先
受
之
。
五
蔵
与
六
府
為
表
裏
、
皆
稟
気

於
肺
。
以
四
時
更
王
、
五
藏
六
府
皆
有
咳
嗽
、
各
以
其
時
感
於
寒
而
受
病
、
故
以
咳
嗽
形
証
不
同
。

【
病
候
】
五
蔵
之
咳
者
、
乘
秋
則
肺
先
受
之
。
肺
咳
之
状
、
咳
而
喘
息
有
音
声
、
甚
則
唾
血
。
乘
夏
則
心
受
之
。
心
咳
之
状
、
咳
則
心
痛
、
喉
中
介
介
如

哽
、
甚
則
咽
腫
喉
痺
。
乘
春
則
肝
受
之
。
肝
咳
之
状
咳
、
則
両
脇
下
痛
、
甚
則
不
可
以
転
、
両
脚
下
満
。
乘
季
夏
則
脾
受
之
。
脾
咳
之
状
、
咳
則
右
脇
下

痛
、
瘖
瘖
引
於
髆
背
、
甚
則
不
可
動
、
動
則
咳
。
乘
冬
則
腎
受
之
。
腎
咳
之
状
、
咳
則
腰
背
相
引
而
痛
、
甚
則
咳
逆
。
此
五
蔵
之
咳
也
。
五
蔵
咳
久
不
已
、
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伝
与
六
府
。
脾
咳
不
已
、
則
胃
受
之
。
胃
咳
之
状
、
咳
而
嘔
、
嘔
甚
則
長
虫
出
。
肝
咳
不
已
、
則
胆
受
之
。
胆
咳
之
状
、
咳
嘔
胆
汁
。
肺
咳
不
已
、
大
腸

受
之
。
大
腸
咳
之
状
、
咳
而
遺
屎
。
心
咳
不
已
、
則
小
腸
受
之
。
小
腸
咳
之
状
、
咳
而
失
気
、
気
者
与
咳
倶
出
。
腎
咳
不
已
、
膀
胱
受
之
。
膀
胱
咳
之
状
、

咳
而
遺
尿
。
久
咳
不
已
、
三
焦
受
之
、
三
焦
咳
之
状
、
咳
而
腹
満
、
不
欲
食
飲
。
此
皆
聚
於
胃
、
関
於
肺
、
使
人
多
涕
唾
而
面
浮
腫
逆
気
也
。
又
有
十
種

咳
。
一
曰
風
咳
、
語
因
咳
、
言
不
得
竟
是
也
。
二
曰
寒
咳
、
飲
冷
食
寒
入
注
胃
、
従
肺
脈
上
気
、
内
外
合
、
因
之
而
咳
是
也
。
三
曰
支
咳
、
心
下
娑
満
、

咳
則
引
痛
、
其
脈
反
遅
是
也
。
四
曰
肝
咳
、
咳
而
引
脇
下
痛
是
也
。
五
曰
心
咳
、
咳
而
唾
血
、
引
手
少
陰
是
也
。
六
曰
脾
咳
、
咳
而
涎
出
、
続
続
不
止
、

引
少
腹
是
也
。
七
曰
肺
咳
、
咳
而
引
頸
項
而
唾
涎
沫
是
也
。
八
曰
腎
咳
、
咳
則
耳
聾
無
所
聞
、
引
腰
斉
中
是
也
。
九
曰
胆
咳
、
咳
而
引
頭
痛
口
苦
是
也
。

十
日
厥
陰
、
咳
咳
而
引
舌
本
是
也
。

【
脈
論
】
診
其
右
手
寸
口
名
気
口
以
前
脈
、
手
陽
明
経
也
。
其
脈
浮
則
為
陽
、
陽
実
者
、
病
腹
満
、
善
気
喘
咳
。
微
大
為
肝
痺
、
咳
引
小
腹
也
。
咳
嗽
脈

浮
喘
者
生
。
小
沈
伏
匿
者
死
。
又
云
脈
浮
直
者
生
、
沈
娑
者
死
。
咳
且
嘔
。
腹
脹
且
泄
、
其
脈
弦
弦
欲
絶
者
死
。
咳
脱
形
発
熱
、
脈
小
娑
急
者
死
。
咳
且

羸
痩
。
絡
脈
娑
大
者
死
。
咳
而
尿
血
、
羸
痩
脈
大
者
死
。

第
一
に
、
『
和
名
抄
』
⑤
「
欬
拔
」
（
之
波
不
歧
）
は
、
次
の
『
諸
病
源
候
論
』
巻
十
四
咳
嗽
諸
病
「
咳
嗽
候
」
の
冒
頭
部
本
文
に
一
致
す
る
。

咳
嗽
者
、
肺
感
於
寒
、
微
者
則
成
咳
嗽
也
。

咳
嗽
は
、
肺
に
寒
を
感
ず
、
微
な
る
は
則
ち
咳
嗽
と
成
る
な
り
。

第
二
に
、
『
外
台
秘
要
方
』
『
医
心
方
』
が
『
諸
病
源
候
論
』
の
文
章
に
ほ
ぼ
手
を
加
え
ず
、
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
の
に
対
し
、
『
和
名
抄
』
は
文
を
か
な
り

節
略
す
る
。
『
和
名
抄
』
は
漢
語
「
欬
拔
」
に
対
し
て
、
「
之
波
不
歧
」
と
い
う
和
語
を
注
す
る
た
め
に
、
『
諸
病
源
候
論
』
を
引
用
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

『
医
心
方
』
の
よ
う
に
、
『
諸
病
源
候
論
』
の
文
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
よ
う
と
す
る
意
図
は
源
順
に
は
な
か
っ
た
。

『
和
名
抄
』
が
「
病
源
論
」
と
し
て
本
文
を
引
用
す
る
場
合
に
は
、
他
の
掲
出
語
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
和
名
抄
』
の
分
類
体
漢
和
辞
書
と
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い
う
性
格
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
、
『
和
名
抄
』
天
正
本
の
本
文
が
重
出
す
る
の
は
、
天
正
本
の
独
自
異
文
で
あ
り
、
馬
渕
和
夫
氏
は
、
こ
れ
を
他
本
よ
り
の
竄
入
と
さ
れ
る(11

)

。

⑥
欧
吐
（
倍
止
都
久
、
太
万
比
）

諸
病
源
候
論

胃
気
逆
則
嘔
吐
…

外
台
秘
要
方

ナ
シ

前
田
本

病
源
論
云
、
胃
気
逆
則
欧
吐
。

〈
上
於
后
反
、

字
亦
作
嘔
、

都
久
、

又

太
万
比
。
〉

和

箋
注
本

病
源
論
云
、
胃
気
逆
則
欧
吐
。

〈
上
於
后
反
、

字
亦
作
嘔
、

倍
止
都
久
、

又

太
万
比
。
〉

名

天
文
本

同

論
云
、
胃
気
逆
則
欧
吐
。

〈
上
於
口
切
、
吐
也
。
欧
亦
作
区
、

度
都
久
、

又

太
末
比
。
〉

抄

天
正
本

同

論
云
、
胃
気
逆
則
欧
吐
。

〈
上
於

反
、
〉

又
作
嘔
、

〈
倍
止
豆
久
、

又

太
万
比
。
〉

病
源
論
云
、
胃
気
逆

欧
吐
。
〈
和
名
上
於
口
反
、
〉

作
嘔
、
〈
和
名

止
豆
久
、
〉
一
云
〈
太
奈
比
。
〉

元
和
本

病
源
論
云
、
胃
気
逆
則
欧
吐
。

〈
上
於
后
反
、

字
亦
作
嘔
、

倍
止
都
久
、

又

太
万
比
。
〉

半
井
本

ナ
シ

医

仁
和
本

ナ
シ

心

安
政
本

ナ
シ

方

叢
書
本

ナ
シ

＊
出
典
『
諸
病
源
候
論
』
巻
四
十
・
婦
人
雑
病
四
「
嘔
吐
候
」
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【
病
源
】
胃
気
逆
則
嘔
吐
。
胃
為
水
穀
之
海
、
其
気
不
調
、
而
有
風
冷
乘
之
、
冷
搏
於
胃
気
、
胃
気
逆
則
嘔
吐
也
。

第
一
に
、
『
和
名
抄
』
⑥
欧
吐
（
倍
止
都
久
、
太
万
比
）
に
一
致
す
る
本
文
は
、
『
諸
病
源
候
論
』
巻
四
十
婦
人
雑
病
四
「
嘔
吐
候
」
の
冒
頭
部
の
一
文
で

あ
る
。胃

気
逆
則
嘔
吐
。

胃
の
気
逆
へ
ば
則
ち
嘔
吐
す
。

第
二
に
、
『
外
台
秘
要
方
』
『
医
心
方
』
現
存
諸
本
に
は
、
こ
の
項
目
が
確
認
さ
れ
な
い
。

第
三
に
、
『
和
名
抄
』
『
諸
病
源
候
論
』
に
は
、
ほ
ぼ
異
同
は
な
い
。
唯
一
の
異
同
は
、
天
正
本
の
重
出
箇
所
に
「
則
」
が
脱
落
し
て
い
る
点
の
み
で
あ
る
。

第
四
に
、
『
諸
病
源
候
論
』
は
「
嘔
」
、
『
和
名
抄
』
の
引
用
本
文
は
「
欧
」
に
作
る
が
、
注
文
に
「
字
亦
作
嘔
」
と
書
か
れ
、
「
嘔
」
「
欧
」
は
古
く
は
通
字

で
あ
る
。
中
国
の
現
存
す
る
最
古
の
字
書
で
あ
る
『
説
文
解
字
』
八
下
に
「
欧
は
吐
く
な
り
」
と
あ
っ
て
、
「
嘔
」
「
欧
」
は
異
体
字
と
み
な
し
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。

⑱
浸
淫
瘡
（
心
美
佐
宇
）

諸
病
源
候
論

侵
淫
瘡
、

是
心
家
有
風
熱
、
発
於
肌
膚
…

外
台
秘
要
方

ナ
シ

前
田
本

病
源
論
云
、
浸
淫
瘡
、
〈
俗
云

心
美
佐
宇
。
〉

風
熱

発
於
肌
膚
也
。

和

箋
注
本

病
源
論
云
、
浸
淫
瘡
、
〈
俗
云

心
美
佐
宇
。
〉

風
熱

発
於
肌
膚
也
。

名

天
文
本

ナ
シ
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抄

天
正
本

病
源
論
云
、
浸
淫
瘡
、

俗
云
〈
和
名
心
美
佐
宇
。
〉

風
熱

発

肌
膚
也
。

元
和
本

病
源
論
云
、
浸
淫
瘡
、
〈
俗
云

心
美
佐
宇
。
〉

風
熱

発
於
肌
膚
也
。

半
井
本

病
源
論
云
、
浸
淫
瘡
、

是
心
家
有
風
熱
、
発
於
肌
膚
…

医

仁
和
本

病
源
論
云
、
浸
淫
瘡
、

是
心
家
有
風
熱
、
発
於
肌
膚
…

心

安
政
本

病
源
論
云
、
浸
淫
瘡
、

是
心
家
有
風
熱
、
発
於
肌
膚
…

方

叢
書
本

病
源
論
云
、
浸
淫
瘡
、

是
心
家
有
風
熱
、
発
於
肌
膚
…

＊
出
典
『
諸
病
源
候
論
』
巻
三
十
五
・
瘡
諸
病
「
侵
淫
瘡
候
」

【
病
源
】
侵
淫
瘡
、
是
心
家
有
風
熱
、
発
於
肌
膚
。

【
病
候
】
初
生
甚
小
、
先
痒
後
痛
而
成
瘡
。
汁
出
侵
潰
肌
肉
、
侵
淫
漸
闊
乃
遍
体
。
其
瘡
若
従
口
出
、
流
散
四
支
者
則
軽
、
若
従
四
支
生
、
然
後
入
口
者

則
重
。
以
其
漸
漸
増
長
、
因
名
侵
淫
也
。

第
一
に
、
『
和
名
抄
』
⑱
「
浸
淫
瘡
」
（
心
美
佐
宇
）
の
本
文
は
、
『
諸
病
源
候
論
』
巻
三
十
五
瘡
諸
病
「
侵
淫
瘡
候
」
の
冒
頭
部
の
一
文
を
節
略
し
た
も
の

で
あ
る
。

侵
淫
瘡
、
是
心
家
有
風
熱
、
発
於
肌
膚
。

侵
淫
瘡
、
是
れ
心
家
に
風
熱
有
り
て
、
肌
膚
に
発
す
。

第
二
に
、
『
諸
病
源
候
論
』
は
「
是
心
家
有
風
熱
、
発
於
肌
膚
」
作
る
が
、
『
和
名
抄
』
は
「
風
熱
発
於
肌
膚
也
」
に
作
り
、
『
諸
病
源
候
論
』
の
「
是
心
家

有
」
を
削
除
し
て
い
る
。
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第
三
に
、
『
諸
病
源
候
論
』
は
「
侵
」
に
作
る
が
、
『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
は
「
浸
」
に
作
る
。
あ
る
い
は
、
平
安
中
期
に
日
本
に
伝
わ
っ
た
『
諸
病
源
候

論
』
の
本
文
に
は
「
浸
」
と
あ
っ
た
も
の
か
。
中
国
で
は
失
わ
れ
た
『
諸
病
源
候
論
』
の
古
い
本
文
に
「
浸
」
と
あ
っ
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。

二
、
『
和
名
抄
』
独
自
の
異
文

『
和
名
抄
』
の
本
文
が
、
『
諸
病
源
候
論
』
『
医
心
方
』
と
一
致
し
な
い
例
が
⑧
哯
吐
・
⑰
癰
癤
・
㉗
風
癮
胗
の
三
例
あ
る
。

こ
れ
は
、
『
和
名
抄
』
独
自
の
異
文
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
『
和
名
抄
』
独
自
の
異
文
を
ど
う
考
え
る
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
の
ふ
た
つ
の
解
釈
が
想
定
さ
れ
る
。

第
一
に
、
現
存
す
る
『
諸
病
源
候
論
』
と
は
異
な
る
本
文
を
も
つ
別
の
系
統
の
『
諸
病
源
候
論
』
に
は
か
つ
て
存
在
し
て
お
り
、
『
和
名
抄
』
は
そ
の
系
統

の
伝
本
を
参
看
し
て
本
文
を
引
用
し
た
と
み
る
考
え
方
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
中
国
で
は
失
わ
れ
た
『
諸
病
源
候
論
』
の
本
文
が
、
日
本
の
『
和
名
抄
』
に
の
み
、

独
自
に
残
存
し
て
い
た
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。

第
二
に
、
『
和
名
抄
』
が
『
諸
病
源
候
論
』
の
本
文
を
独
自
に
改
変
し
た
と
み
る
見
方
で
あ
る
。

『
和
名
抄
』
所
引
『
諸
病
源
候
論
』
独
自
の
異
文
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

次
に
、
こ
の
三
例
に
つ
い
て
、
『
和
名
抄
』
本
文
に
即
し
て
検
討
し
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。

⑧
哯
吐
（
豆
太
美
）

諸
病
源
候
論

小
児

吐
哯
者
、

由
乳
哺
冷
熱
不
調
故

也
…
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外
台
秘
要
方

ナ
シ

前
田
本

病
源
論
云
、
哯
吐
、
〈
上
音
見
、

豆
太
美
。
〉
小
児
由
哺
乳
冷
熱
不
調
所
致
也
。

箋
注
本

病
源
論
云
、
哯
吐
、
〈
上
音
見
、

豆
太
美
。
〉
小
児
由
哺
乳
冷
熱
不
調
所
致
也
。

和

天
文
本

同

論
云
、
哯
吐
、
〈
上
音
見
、

豆
太
美
。
〉
小
児
由
哺
乳
冷
熱
不
調
所
致
也
。

名

同

論
云
、
哯
吐
、

小
児
由
哺
乳
冷
熱
不
調
所
致
也
。

抄

天
正
本

上
音
見
、
〈
豆
太
美
。
〉

病
源
論
云
、
哯
吐
、

〈
和
名
豆
太
美
。
〉
小
児
由
哺
乳
冷
熱
不
調
所
致
。

元
和
本

病
源
論
云
、
哯
吐
、
〈
上
音
見
、

豆
太
美
。
〉
小
児
由
哺
乳
冷
熱
不
調
所
致
也
。

半
井
本

病
源
論
云
、

小
児

吐
哯
者
、

由
乳
哺
冷
熱
不
調
故

也
。

医

仁
和
本

□
□
論
云
、

小
児

吐
哯
者
、

由
乳
哺
冷
熱
不
調
故

也
。

心

安
政
本

病
源
論
云
、

小
児

方

吐
哯
者
、

由
乳
哺
冷
熱
不
調
故

也
。

叢
書
本

病
源
論
云
、

小
児

吐
哯
者
、

由
乳
哺
冷
熱
不
調
故

也
。

＊
出
典
『
諸
病
源
候
論
』
巻
四
十
七
・
小
児
雑
病
三
「
吐
哯
候
」

【
病
源
】
小
児
吐
哯
者
、
由
乳
哺
冷
熱
不
調
故
也
。
児
乳
哺
不
調
、
則
停
積
胸
鬲
、
因
更
飲
乳
哺
、
前
後
相
触
、
気
不
得
宜
流
、
故
吐
哯
出
。

【
脈
論
】
診
其
脈
浮
者
无
苦
也
。
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第
一
に
、
『
和
名
抄
』
⑧
哯
吐
（
豆
太
美
）
は
、
『
諸
病
源
候
論
』
巻
四
十
七
小
児
雑
病
三
「
吐
哯
候
」
冒
頭
部
の
一
文
を
引
用
し
て
い
る
。

小
児
吐
哯
者
、
由
乳
哺
冷
熱
不
調
故
也
。

小
児
の
吐
哯
は
、
乳
哺
の
冷
熱
調
は
ざ
る
に
由
る
故
な
り
。

第
二
に
、
『
諸
病
源
候
論
』
『
医
心
方
』
は
「
故
」
に
作
る
が
、
『
和
名
抄
』
は
「
所
致
」
に
作
る
。
こ
れ
は
『
和
名
抄
』
独
自
の
異
文
で
あ
る
。
「
故
」
「
所

致
」
こ
こ
に
意
味
と
し
て
同
じ
が
、
『
和
名
抄
』
に
お
け
る
「
所
致
」
は
今
後
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
三
に
、
『
諸
病
源
候
論
』
『
医
心
方
』
は
「
吐
哯
」
「
乳
哺
」
に
作
る
が
、
『
和
名
抄
』
は
、
語
順
を
逆
に
し
て
「
哯
吐
」
に
作
る
。
こ
れ
は
『
和
名
抄
』

独
自
の
異
文
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
狩
谷
棭
斎
箋
注
は
、
こ
れ
を
誤
写
と
み
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

按
豆
太
美
蓋
知
太
万
比
之
転
、
吐
乳
之
義
、
今
俗
云
知
阿
万
須
是
也
。

原
書
作
小
児
吐
哯
者
由
乳
哺
冷
熱
不
調
故
也
。
…
又
按
諸
医
書
皆
云
吐
哯
、
無
云
哯
吐
者
、
此
引
作
哯
吐
恐
誤
。

按
ず
る
に
、
豆
太
美
は
蓋
し
知
太
万
比
の
転
な
り
、
吐
乳
の
義
な
り
。
今
俗
に
知
阿
万
須
と
云
ふ
は
是
れ
な
り
。

原
書
「
小
児
の
吐
哯
は
、
乳
哺
の
冷
熱
調
わ
ざ
る
に
由
る
故
な
り
」
に
作
る
。
…
又
、
按
ず
る
に
、
諸
医
書
、
皆
「
吐
哯
」
と
云
ひ
、
「
哯
吐
」
と
云
ふ

者
無
し
。
此
に
引
き
て
「
哯
吐
」
に
作
る
は
恐
ら
く
誤
り
な
り
。

棭
斎
は
、
⑧
哯
吐
の
和
訓
「
豆
太
美
」
が
「
知
太
万
比
」
か
ら
転
じ
た
と
す
る
。

前
項
『
和
名
抄
』
⑥
欧
吐
の
和
訓
は
、
「
倍
止
都
久
」
「
太
万
比
」
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
「
豆
太
美
」
の
「
太
美
」
、
「
知
太
万
比
」
の
「
太
万
比
」
は
、

い
ず
れ
も
「
吐
」
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
「
豆
太
美
」
の
「
豆
」
は
「
唾
」
、
「
知
太
万
比
」
の
「
知
」
は
「
乳
」
を
さ
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
和
名
抄
』
の
「
哯
吐
」
は
、
和
訓
「
豆
ー
太
美
」
「
知
ー
太
万
比
」
に
対
応
さ
せ
る
た
め
に
、
『
諸
病
源
候
論
』
『
医
心
方
』
の
「
吐
哯
」
「
乳
哺
」
の
語
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順
を
、
あ
え
て
逆
に
し
て
「
哯
吐
」
「
哺
乳
」
と
配
置
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
四
に
、
『
諸
病
源
候
論
』
『
医
心
方
』
は
「
小
児
吐
哯
者
」
に
作
る
が
、
『
和
名
抄
』
は
「
小
児
由
哺
乳
冷
熱
不
調
所
致
也
」
に
作
る
。
す
な
わ
ち
、
掲
出

語
「
哯
吐
」
が
、
「
小
児
」
の
前
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

『
諸
病
源
候
論
』
本
文
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
な
改
変
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
和
名
抄
』
の
統
一
的
な
文
体
「
病
源
論
云
、
（
掲
出
語
）
、
〈
和
訓
等
〉
」

と
い
う
形
式
に
整
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
『
和
名
抄
』
独
自
の
異
文
は
、
源
順
の
意
図
的
な
改
変
で
あ
る
可
能
性
が
想
定
さ
れ
て
よ

い
。⑰

癰
癤
（
賀
太
禰
）

諸
病
源
候
論

痤
癤
者
、

由
風
湿
冷
気
搏
於
血
、
結
聚
所
生
也
…

外
台
秘
要
方

ナ
シ

前
田
本

病
源
論
云
、
癰
癤
、
〈
音
子
結
反
、
字
亦
作
飴
、

賀
太
禰
。
〉

血

結
聚
所
生
也
。

和

箋
注
本

病
源
論
云
、
癰
癤
、
〈
音
節

、
字
亦
作
飴
、

賀
太
禰
。
〉

血

結
聚
所
生
也
。

名

天
文
本

ナ
シ

抄

天
正
本

病
源
論
云
、
癰
癤
、

〈
節

反
、
〉

作
飴
、
〈
和
名
加
大
禰
。
〉

血

結
聚
所
生
也
。

元
和
本

病
源
論
云
、
癰
癤
、
〈
音
子
結
反
、
字
亦
作
飴
、

和
名
賀
太
禰
。
〉

血

結
聚
所
生
也
。

半
井
本

病
源
論
云
、
座
癤
者
、

由
風
湿
冷
気
搏
於
血
、
結
聚
所
成
也
…

医

仁
和
本

佚

心
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安
政
本

病
源
論
云
、
座
癤
者
、

由
風
湿
冷
気
搏
於
血
、
結
聚
所
成
也
…

方

叢
書
本

病
源
論
云
、
痤
癤
者
、

由
風
湿
冷
気
搏
於
血
、
結
聚
所
成
也
…

＊
出
典
『
諸
病
源
候
論
』
巻
三
十
三
・
癰
疽
諸
病
下
「
痤
癤
候
」

【
病
源
】
痤
癤
者
、
由
風
湿
冷
気
搏
於
血
、
結
聚
所
生
也
。
人
運
役
労
動
、
則
陽
気
発
泄
、
因
而
汗
出
、
遇
風
冷
湿
気
搏
於
経
絡
、
経
絡
之
血
、
得
冷
所

折
、
則
結
渋
不
通
、
而
生
痤
癤
、
腫
結
如
梅
李
也
。

【
病
候
】
又
云
、
腫
一
寸
二
寸
癤
也
。
其
不
消
而
潰
者
、
即
宜
熟
捻
去
膿
、
至
清
血
出
。
若
膿
汁
未
尽
、
其
瘡
合
者
、
則
更
発
。
其
著
耳
下
頷
頸
掖
下
、

若
膿
汁
不
尽
、
多
変
成
瘻
也
。

【
養
生
】
養
生
方
云
、
人
汗
入
諸
食
中
、
食
之
作
癰
癤
。
又
云
、
五
月
、
勿
食
不
成
核
果
及
桃
棗
、
発
癰
癤
也
。

第
一
に
、
『
和
名
抄
』
⑰
癰
癤
（
賀
太
禰
）
に
引
用
さ
れ
る
本
文
は
、
『
諸
病
源
候
論
』
巻
三
十
三
癰
疽
諸
病
下
「
痤
癤
候
」
冒
頭
部
に
あ
る
。

痤
癤
者
、
由
風
湿
冷
気
搏
於
血
、
結
聚
所
生
也
。

痤
癤
は
、
風
湿
・
冷
気
に
由
り
て
血
に
搏
ち
、
結
聚
し
て
生
ず
る
所
な
り
。

第
二
に
、
『
諸
病
源
候
論
』
『
医
心
方
』
は
「
痤
癤
」
に
作
る
が
、
『
和
名
抄
』
は
「
癰
癤
」
に
作
る
独
自
の
異
文
で
あ
る
。
源
順
は
、
「
癰
癤
」
の
和
訓
「
賀

太
禰
」
を
掲
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
「
癰
癤
」
を
掲
出
語
と
し
た
も
の
か
。

第
三
に
、
『
諸
病
源
候
論
』
『
医
心
方
』
は
「
由
風
湿
冷
気
搏
於
血
」
に
作
る
が
、
『
和
名
抄
』
は
こ
の
文
を
節
略
し
て
、
「
血
」
一
字
に
作
る
。

第
四
に
、
『
諸
病
源
候
論
』
は
、
次
の
よ
う
に
『
養
生
方
』
を
引
用
す
る
が
、
そ
こ
に
は
『
和
名
抄
』
の
掲
出
語
「
癰
癤
」
が
二
度
用
い
ら
れ
て
い
る
。

養
生
方
云
、
人
汗
入
諸
食
中
、
食
之
作
癰
癤
。
又
云
、
五
月
、
勿
食
不
成
核
果
及
桃
棗
、
発
癰
癤
也
。
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『
養
生
方
』
に
云
は
く
、
「
人
の
汗
諸
食
の
中
に
入
り
、
之
れ
を
食
へ
ば
癰
癤
に
作
る
」
、
と
。
又
云
は
く
、
「
五
月
に
、
成
ら
ざ
る
核
果
及
び
桃
・
棗
を

食
ふ
こ
と
勿
れ
、
癰
癤
を
発
す
な
り
」
、
と
。

源
順
は
、
『
諸
病
源
候
論
』
が
『
養
生
方
』
を
引
く
こ
の
記
述
に
よ
っ
て
、
『
諸
病
源
候
論
』
の
病
源
冒
頭
部
の
「
痤
癤
」
と
、
『
養
生
方
』
を
引
用
し
た
「
癰

癤
」
と
を
同
じ
も
の
と
み
な
し
、
『
和
名
抄
』
の
掲
出
語
を
「
癰
癤
」
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
『
和
名
抄
』
独
自
の
異
文
は
、
源
順
の
改
変

で
あ
る
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。

㉗
風
癮
胗
（
加
佐
保
路
之
）

諸
病
源
候
論

人
皮
膚
虚
、
為
風
邪
所
折
、
則
起

隠
軫
…

外
台
秘
要
方

病
源
、

人
皮
膚
虚
、
為
風
邪
所
折
、
則
起

癮

…

前
田
本

病
源
論
云
、
風
癮
胗
、

〈
加
佐
保
路
之
。
〉
人
皮
膚
虚
、
為
風
寒
所
折
、
則
起
也
。

和

箋
注
本

病
源
論
云
、
風
癮
胗
、

〈
加
佐
保
路
之
。
〉
人
皮
膚
虚
、
為
風
寒
所
折
、
則
起
也
。

名

天
文
本

ナ
シ

抄

天
正
本

病
源
論
云
、
風
癮
胗
、
〈
和
名
加
佐
保
呂
之
。
〉
人
皮
膚
虚
、
為
風
寒
所
折
、
則
起
也
。

元
和
本

病
源
論
云
、
風
癮
胗
、
〈
和
名
加
佐
保
路
之
。
〉
人
皮
膚
虚
、
為
風
寒
所
折
、
則
起
也
。

半
井
本

病
源
論
云
、

人
皮
膚
虚
、
為
風
寒
所
折
、
則
起

隠
軫
…

医

仁
和
本

佚
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心

安
政
本

病
源
論
云
、

人
皮
膚
虚
、
為
風
寒
所
折
、
則
起

方

隠
軫
…

叢
書
本

病
源
論
云
、

人
皮
膚
虚
、
為
風
寒
所
折
、
則
起

隠
軫
…

＊
出
典
『
諸
病
源
候
論
』
巻
二
・
風
諸
病
下
「
風
瘙
隠
軫
生
瘡
候
」

【
病
源
】
人
皮
膚
虚
、
為
風
邪
所
折
、
則
起
隠
軫
。

【
病
候
】
寒
多
則
色
赤
、
風
多
則
色
白
、
甚
者
痒
痛
、
掻
之
則
成
瘡
。

第
一
に
、
『
和
名
抄
』
㉗
風
癮
胗
（
加
佐
保
路
之
）
は
、
『
諸
病
源
候
論
』
巻
二
風
諸
病
下
「
風
瘙
隠
軫
生
瘡
候
」
か
ら
、
次
の
病
源
の
冒
頭
部
を
引
用
す

る
。

人
皮
膚
虚
、
為
風
邪
所
折
、
則
起
隠
軫
。

人
の
皮
膚
虚
に
し
て
、
風
邪
の
折
く
所
と
為
れ
ば
、
則
ち
隠
軫
起
く
。

第
二
に
、
『
外
台
秘
要
方
』
『
医
心
方
』
の
本
文
も
『
諸
病
源
候
論
』
と
一
致
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
『
和
名
抄
』
は
「
病
源
論
云
」
の
直
後
に
、
掲
出
語

「
風
癮
胗
」
を
置
く
。

「
風
癮
胗
」
を
前
に
出
し
た
た
め
に
、
『
諸
病
源
候
論
』
「
則
起
隠
軫
」
は
、
『
和
名
抄
』
で
は
「
則
起
也
」
と
な
る
。
こ
れ
は
、
⑧
哯
吐
と
同
様
に
、
源
順

が
『
和
名
抄
』
の
文
体
を
統
一
す
る
た
め
に
、
文
を
改
変
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

以
上
の
（
ａ
）
（
ｂ
）
六
例
は
、
い
ず
れ
も
、
『
和
名
抄
』
が
『
諸
病
源
候
論
』
本
文
の
冒
頭
部
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
和
名
抄
』
に
お
け
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る
『
諸
病
源
候
論
』
引
用
の
特
徴
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
（
ａ
）
の
三
例
が
『
諸
病
源
候
論
』
『
医
心
方
』
の
単
な
る
節
略
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
（
ｂ
）
の
三
例
は
、
『
和
名
抄
』
の
み
に
見
ら
れ
る
独
自
の

異
文
で
あ
っ
た
。

（
ｂ
）
の
三
例
⑧
哯
吐
・
⑰
癰
癤
・
㉗
風
癮
胗
は
、
す
べ
て
、
『
諸
病
源
候
論
』
の
同
じ
項
目
の
文
を
操
作
し
て
、
『
和
名
抄
』
の
統
一
的
な
文
体
に
改
変

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
和
名
抄
』
は
、
文
献
を
引
用
す
る
際
に
、
同
一
箇
所
な
い
し
は
近
接
す
る
箇
所
か
ら
複
数
の
掲
出
語
を
同
一
形
式
で
引
用
す
る
こ
と
が
あ
る
。
『
和
名
抄
』

の
こ
の
手
法
は
、
藏
中
進
氏
が
『
遊
仙
窟
』
引
用
に
つ
い
て(12

)

、
ま
た
、
藏
中
し
の
ぶ
氏
が
『
顔
氏
家
訓
』
引
用
に
つ
い
て(13

)

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
藏
中

進
氏
は
、
『
和
名
抄
』
が
『
遊
仙
窟
』
を
引
用
す
る
場
合
に
、
他
書
や
訓
釈
・
音
義
の
類
か
ら
の
孫
引
き
で
は
な
く
、
源
順
が
『
遊
仙
窟
』
本
文
を
直
接
参
看

し
て
、
対
句
を
同
時
に
採
集
し
、
同
一
形
式
を
も
っ
て
各
項
に
配
置
し
た
と
さ
れ
た
。
『
和
名
抄
』
が
『
顔
氏
家
訓
』
を
引
く
例
に
も
、
『
遊
仙
窟
』
と
ほ
ぼ

同
様
の
事
情
が
想
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
源
順
は
直
接
『
顔
氏
家
訓
』
を
参
看
し
、
対
句
を
そ
れ
ぞ
れ
同
時
に
採
集
し
、
同
一
形
式
を
も
っ
て
配
置
し
た
の
で

あ
る
。

『
和
名
抄
』
が
『
諸
病
源
候
論
』
を
引
用
す
る
際
に
も
、
同
様
の
手
法
を
用
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
和
名
抄
』
独
自
の
異
文
⑧
哯
吐
・
⑰
癰
癤
・
㉗
風
癮
胗
は
、
現
存
し
な
い
別
の
『
諸
病
源
候
論
』
本
文
に
依
拠
す
る
も
の
で
は
な
く
、
源
順
が
『
和
名
抄
』

編
纂
に
際
し
て
統
一
的
に
採
っ
た
文
体
「
病
源
論
云
、
（
掲
出
語
）
、
〈
和
訓
等
〉
」
に
合
わ
せ
る
た
め
に
、
『
諸
病
源
候
論
』
の
本
文
を
意
図
的
に
改
変
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
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三
、
二
つ
の
語
彙
の
引
用

『
和
名
抄
』
が
『
諸
病
源
候
論
』
冒
頭
部
を
引
用
し
な
い
唯
一
の
例
が
、
⑫
蚘
虫
で
あ
る
。

⑫
蚘
虫
に
つ
い
て
も
、
『
和
名
抄
』
独
自
の
異
文
と
同
様
、
源
順
に
よ
る
意
図
的
改
変
の
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。

⑫
蚘
虫
（
加
以
、
阿
久
太
）

諸
病
源
候
論

…
飲
白
酒
、
以
桑

枝
貫
牛
肉
灸
食
、

并
生
栗

所
成
…

外
台
秘
要
方

病
源
、

…
飲
白
酒
、
以
桑

枝
貫
牛
肉
灸
食
之
、
并
生
栗

所
成
…

前
田
本

唐
韻
云
、
蚘
、
〈
音

回
、
蛕
・
蛔
並
同
。
〉
人
腹
中
長
虫
也
。

病
源
論
云
、
蚘
虫
、
〈
今
案
一
名
寸
白
、
俗
云
加
以
、
又
云
阿
久
太
〉
飲
白
酒

食

生
栗
等
所
成
也
。

箋
注
本

唐
韻
云
、
蚘
、
〈
音
与
廻

同
。
〉
人
腹
中
長
虫
也
。

病
源
論
云
、
蚘
虫
、
〈
今
案
一
名
寸
白
、
俗
云
加
以
、
又
云
阿
久
太
〉
飲
白
酒

食

生
栗
等
所
成
也
。

和

天
文
本

名

病
源
論
云
、
蚘
、

〈
今
案
一
名
寸
白
、
俗
云
加
以
、
又

阿
久
太
〉
飲
白
酒

食

生
栗
等
所
成
也
。

抄

唐
韻
云
、
蚘
、

人
腹
中
長
虫
也
。

天
正
本

音
与
廻

同
。

病
源
論
云
、
蚘
虫
、

飲
白
酒

食

生
栗
子
所
成
也
。

〈
今
案
一
名
寸
白
、
俗
云
加
以
、
又
云
安
久
太
〉

元
和
本

唐
韻
云
、
蚘
、
〈
音

回
、
蛕
・
蛔
並
同
。
〉
人
腹
中
長
虫
也
。

病
源
論
云
、
蚘
虫
、
〈
今
案
一
名
寸
白
、
俗
云
加
以
、
又
云
阿
久
太
〉
飲
白
酒

食

生
栗
等
所
成
也
。

半
井
本

病
源
論
云
、
…

飲
白
酒
、
以
桑
樹
枝
貫
牛
肉
灸
食
、

并
生
栗

所
成
…

医

仁
和
本

病
源
論
云
、
…

飲
白
酒
、
以
桑
樹
枝
貫
牛
肉
灸
食
、

并
生
栗

所
成
…
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心

安
政
本

病
源
論
云
、
…

飲
白
酒
、
以
桑
樹
枝
貫
牛
肉
灸
食
、

并
生
栗

所
成
…

方

叢
書
本

病
源
論
云
、
…

飲
白
酒
、
以
桑
樹
枝
貫
牛
肉
灸
食
、

并
生
栗

所
成
…

＊
出
典
『
諸
病
源
候
論
』
巻
十
八
・
九
虫
諸
病
「
寸
白
候
」

【
病
候
】
寸
白
者
、
九
虫
内
之
一
虫
也
。
長
一
寸
、
而
色
白
、
形
小
褊
。

【
病
源
】
因
府
蔵
虚
弱
而
能
発
動
。
或
云
、
飲
白
酒
、
以
桑
枝
貫
牛
肉
炙
食
、
并
生
栗
所
成
。
又
云
、
食
生
魚
後
、
即
飲
乳
酪
、
亦
令
生
之
。

【
病
候
】
其
発
動
則
損
人
精
気
、
腰
脚
疼
弱
。
又
云
、
此
虫
生
長
一
尺
、
則
令
人
死
。

『
和
名
抄
』
⑫
蚘
虫
（
加
以
、
阿
久
太
）
は
、
『
諸
病
源
候
論
』
巻
十
八
九
虫
諸
病
「
寸
白
候
」
か
ら
、
次
の
文
を
引
用
す
る
。

飲
白
酒
、
以
桑
枝
貫
牛
肉
炙
食
、
并
生
栗
所
成
。

白
酒
を
飲
み
、
桑
枝
を
以
て
牛
肉
を
貫
き
炙
食
し
、
并
び
に
生
栗
の
所
成
す
。

『
和
名
抄
』
の
掲
出
語
は
、
⑫
蚘
虫
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
諸
病
源
候
論
』
は
「
寸
白
候
」
の
病
候
の
冒
頭
に
「
寸
白
者
」
と
し
、
『
外
台
秘
要
方
』
『
医
心

方
』
は
こ
れ
を
継
承
す
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
狩
谷
棭
齋
箋
注
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

按
病
源
論
有
蚘
虫
候
云
、
長
一
尺
、
亦
有
長
五
六
寸
。
又
有
寸
白
虫
候
云
、
長
一
寸
而
色
白
、
形
小
褊
、
並
云
九
虫
之
一
虫
也
。
是
蚘
寸
白
二
虫
不
同
、

源
君
以
寸
白
為
蚘
虫
一
名
非
是
。

按
ず
る
に
、
『
病
源
論
』
に
「
蚘
虫
候
」
有
り
て
云
は
く
、
「
長
さ
一
尺
、
亦
た
長
さ
五
、
六
寸
有
り
」
と
。
又
、
「
寸
白
虫
候
」
有
り
て
云
は
く
、
「
長

さ
一
寸
に
し
て
色
白
く
、
形
小
さ
く
褊
し
」
と
。
並
に
九
虫
の
一
虫
な
り
。
是
れ
、
蚘
・
寸
白
の
二
虫
同
じ
か
ら
ず
。
源
君
、
寸
白
を
以
て
、
蚘
虫
の
一
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名
と
為
す
は
是
に
非
ず
。

『
諸
病
源
候
論
』
巻
十
八
「
九
虫
諸
病
」
に
は
、
「
九
虫
候
」
「
三
虫
候
」
「
蚘
虫
候
」
「
寸
白
虫
候
」
「
蟯
虫
候
」
の
五
症
候
が
あ
げ
ら
れ
る
。
棭
斎
は
、
『
諸

病
源
候
論
』
が
「
九
虫
」
の
う
ち
、
別
の
病
候
と
し
て
掲
げ
る
「
蚘
虫
」
「
寸
白
」
を
、
源
順
が
同
じ
も
の
と
み
な
し
て
、
掲
出
語
「
蚘
虫
」
の
な
か
に
「
寸

白
」
を
い
っ
し
ょ
に
引
用
し
た
こ
と
は
正
し
く
な
い
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

表
２
は
、
『
諸
病
源
候
論
』
に
お
け
る
「
蚘
虫
候
」
「
寸
白
虫
候
」
の
本
文
を
対
照
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
２
・
『
諸
病
源
候
論
』
「
蚘
虫
候
」
と
「
寸
白
虫
候
」
の
本
文

蚘
虫
候

寸
白
虫
候

【
病
候
】
「
蚘
虫
」
者
、
是
九
虫
内
之
一
虫
也
。
長
一
尺
、
亦
有
長
五
六
寸
、

【
病
候
】
「
寸
白
」
者
、
九
虫
内
之
一
虫
也
。
長
一
寸
、
而
色
白
、
形
小
褊
。

【
病
源
】
或
因
府
蔵
虚
弱
而
動
、

【
病
源
】
因
府
蔵
虚
弱
而
能
発
動
。

或
因
食
甘
肥
而
動
。

或
云
、
飲
白
酒
、
以
桑
枝
貫
牛
肉
炙
食
、
并
生
栗
所
成
。

又
云
、
食
生
魚
後
、
即
飲
乳
酪
、
亦
令
生
之
。

【
病
候
】
其
発
動
則
腹
中
痛
、
発
作
腫
聚
、
行
来
上
下
、
痛
有
休
息
、
亦
攻

【
病
候
】
其
発
動
則
損
人
精
気
、
腰
脚
疼
弱
。

心
痛
。
口
喜
吐
涎
及
吐
清
水
、
貫
傷
心
者
則
死
。

又
云
、
此
虫
生
長
一
尺
、
則
令
人
死
。

【
脈
論
】
診
其
脈
、
腹
中
痛
其
脈
法
当
沈
弱
弦
、
令
反
脈
洪
而
大
、
則
是
蚘

虫
也
。

表
２
か
ら
、
「
蚘
虫
候
」
「
寸
白
候
」
の
本
文
が
非
常
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
源
順
が
両
者
を
同
一
の
も
の
と
し
て
処
理
し
た
の
は
、
こ

の
類
似
性
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

第
一
に
、
『
諸
病
源
候
論
』
に
お
い
て
、
「
蚘
虫
」
「
寸
白
」
は
、
い
す
れ
も
「
九
虫
内
之
一
虫
也
」
と
記
さ
れ
る
。
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第
二
に
、
「
蚘
虫
」
の
大
き
さ
は
「
長
一
尺
、
亦
有
長
五
六
寸
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
寸
白
」
の
大
き
さ
は
「
長
一
寸
」
と
あ
る
が
、
本
文
末
尾

に
は
「
又
云
、
此
虫
生
長
一
尺
」
と
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
大
き
さ
が
同
じ
一
尺
に
な
る
。

第
三
に
、
病
源
は
共
通
し
て
「
因
府
蔵
虚
弱
而
動
」
と
記
さ
れ
る
。

第
四
に
、
「
蚘
虫
」
は
「
貫
傷
心
者
則
死
」
、
「
寸
白
」
は
「
則
令
人
死
」
と
あ
り
、
ど
ち
ら
も
人
を
死
に
至
ら
し
め
る
。

「
蚘
虫
」
と
「
寸
白
」
は
こ
の
よ
う
な
共
通
点
を
も
ち
、
記
事
の
位
置
も
隣
接
す
る
。

本
文
の
位
置
が
近
接
し
た
り
、
同
一
箇
所
か
ら
複
数
の
掲
出
語
を
同
一
形
式
で
引
用
す
る
『
和
名
抄
』
の
こ
の
手
法
は
、
前
節
で
述
べ
た
『
和
名
抄
』
の
『
遊

仙
窟
』
『
顔
氏
家
訓
』
引
用
と
同
じ
手
法
で
あ
る
。
源
順
は
、
他
書
や
訓
釈
・
音
義
の
類
か
ら
の
孫
引
き
で
は
な
く
、
直
接
『
諸
病
源
候
論
』
本
文
を
直
接
参

看
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
本
文
の
内
容
を
十
分
に
理
解
し
た
う
え
で
、
『
諸
病
源
候
論
』
巻
十
八
九
虫
諸
病
「
寸
白
候
」
か
ら
、
「
蚘
虫
」
「
寸
白
」
と
い
う
二

つ
の
語
彙
を
同
時
に
採
集
し
、
「
蚘
虫
」
を
掲
出
語
と
し
て
立
て
、
そ
の
項
目
の
な
か
に
「
今
案
、
一
名
寸
白
」
を
入
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

源
順
は
、
「
蚘
虫
」
「
寸
白
」
を
そ
れ
ぞ
れ
別
の
掲
出
語
と
し
て
独
立
さ
せ
て
は
い
な
い
。
「
今
案
」
は
、
源
順
自
身
の
解
釈
を
示
す
用
語
で
あ
る(14

)

。
「
今

案
」
は
、
源
順
自
身
が
『
諸
病
源
候
論
』
を
十
分
に
読
解
し
、
そ
の
理
解
に
も
と
づ
い
て
慎
重
に
「
一
名
寸
白
」
と
し
て
付
け
加
え
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
み

て
よ
い
。

第
三
節
『
諸
病
源
候
論
』
「
病
候
」
の
み
の
引
用

『
和
名
抄
』
が
『
諸
病
源
候
論
』
の
「
病
候
」
の
み
を
引
用
す
る
の
は
、
次
の
十
四
例
で
あ
る
。
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（
２
）
病
候
の
み
。
十
四
例
。

②
目
翳
・
③
雀
盲
・
④
喎
僻
・
⑦
津
頤
・
⑨
喉
痺
・
⑪
胡
臭
・
⑮
痟
謌
・
⑯
黄
疸
・
⑲
瘤
・
⑳
肬
目
・
㉑
鬼
舐
頭
・
㉓
飼
面
・
㉔
白
癜
・
㉕
歴
易

こ
の
十
四
例
は
、
出
典
『
諸
病
源
候
論
』
に
お
け
る
引
用
文
の
位
置
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
二
分
類
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
引
用
手
法
に
よ
っ
て
、（
Ａ
）

（
Ｂ
）
は
そ
れ
ぞ
れ
を
（
ａ
）
（
ｂ
）
に
二
分
類
さ
れ
る
。

（
Ａ
）
『
諸
病
源
候
論
』
の
項
目
冒
頭
部
を
引
用
す
る
例
。
十
例
。

（
ａ
）
節
略
。

③
雀
盲
・
⑦
津
頤
・
⑮
痟
謌
・
⑲
瘤
・
⑳
肬
目
・
㉓
飼
面
・
㉔
白
癜
・
㉕
歴
易

（
ｂ
）
『
和
名
抄
』
独
自
の
異
文
。

⑨
喉
痺
・
⑪
胡
臭

（
Ｂ
）
『
諸
病
源
候
論
』
の
項
目
冒
頭
部
を
引
用
し
な
い
例
。
四
例
。

（
ａ
）
『
和
名
抄
』
文
体
の
統
一
。

②
目
翳
・
④
喎
僻
・
⑯
黄
疸

（
ｂ
）
「
師
説
」
注
記
の
引
用
。

㉑
鬼
舐
頭

そ
こ
で
、
次
に
、
『
和
名
抄
』
『
外
台
秘
要
方
』
『
医
心
方
』
諸
本
の
本
文
を
対
照
し
、
三
書
が
引
用
す
る
『
諸
病
源
候
論
』
本
文
を
精
査
す
る
こ
と
と
す
る
。
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一
、
『
和
名
抄
』
が
『
諸
病
源
候
論
』
冒
頭
部
の
引
用
す
る
例

ま
ず
、
『
諸
病
源
候
論
』
の
項
目
冒
頭
部
を
引
用
す
る
十
例
の
う
ち
、
次
の
八
例
は
『
和
名
抄
』
『
諸
病
源
候
論
』
の
本
文
が
ほ
ぼ
一
致
し
、
若
干
の
節
略

を
加
え
る
。

③
雀
盲
（
度
利
女
）

諸
病
源
候
論

人
有
昼
而
睛
明
、
至
瞑
則
不
見
物
、
世
謂
之

雀
目
。

言
其
如
鳥
雀
、
瞑
便
無
所
見
也
。

外
台
秘
要
方

病
源
、

人
有
昼
而
睛
明
、
至
瞑
則
不
見
物
、
世
謂
之

雀
目
。

言
其
如
鳥
雀
、
瞑
便
無
所
見
也
。

前
田
本

病
源
論
曰
、
人

至
暮

不
見
物
、
世
謂
之

雀
盲
。
〈
俗
云

度
利
女
。
〉
謂

如
鳥
雀
、
瞑
則
無
所
見
也
。

和

箋
注
本

病
源
論
云
、
人

至
暮

不
見
物
、
世
謂
之

雀
盲
。
〈
俗
云

度
利
女
。
〉
謂

如
鳥
雀
、
瞑
則
無
所
見
也
。

名

天
文
本

同

論
云
、

至
暮

不
見
物
、

謂
之

雀
盲
。
〈
俗
云

度
利
女
。
〉
謂

如
鳥
雀
、
瞑
則
無
所
見
也
。

抄

天
正
本

病
源
論
云
、
人

至
暮

不
見
物
、
世
謂
之

雀
盲
。

俗
云
〈
止
利
女
。
〉
謂

如
鳥
雀
、
瞑
則
無
所
見
也
。

元
和
本

病
源
論
云
、
人

至
暮

不
見
物
、
世
謂
之

雀
盲
。
〈
俗
云

度
利
女
。
〉
謂

如
鳥
雀
、
瞑
則
無
所
見
也
。

半
井
本

病
源
論
云
、
人
有
昼
而
精
明
、
至
暮
則
不
見
物
、
世
謂
之
為
雀
目
。

言

如
鳥
雀
、

無
所
見
也
。

医

仁
和
本

病
源
論
云
、
人
有
昼
而
精
明
、
至
暮
則
不
見
物
、
世
謂
之

雀
目
。

言

如
鳥
雀
、

無
所
見
也
。

心

安
政
本

病
源
論
云
、
人
有
昼
而
精
明
、
至
暮
則
不
見
物
、
世
謂
之
為
雀
目
。

言

如
鳥
雀
、

無
所
見
也
。

方

叢
書
本

病
源
論
云
、
人
有
尽
而
精
明
、
至
暮
則
不
見
物
、
世
謂
之
為
雀
目
。

言

如
鳥
雀
、

無
所
見
也
。
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＊
出
典
『
諸
病
源
候
論
』
巻
二
十
八
・
目
諸
病
「
雀
目
候
」

【
病
候
】
人
有
昼
而
睛
明
、
至
瞑
則
不
見
物
、
世
謂
之
雀
目
。
言
其
如
鳥
雀
、
瞑
便
無
所
見
也
。

第
一
に
、
『
和
名
抄
』
③
雀
盲
（
度
利
女
）
は
、
『
諸
病
源
候
論
』
巻
二
十
八
・
目
諸
病
「
雀
目
候
」
の
全
文
（
冒
頭
部
）
を
引
用
す
る
。

人
有
昼
而
睛
明
、
至
瞑
則
不
見
物
、
世
謂
之
雀
目
。
言
其
如
鳥
雀
、
瞑
便
無
所
見
也
。

人
、
昼
に
し
て
睛
明
ら
か
な
り
、
瞑
に
至
れ
ば
即
ち
物
見
え
ず
有
り
。
い
ふ
こ
こ
ろ
は
、
其
れ
、
鳥
雀
に
如
く
、
瞑
に
な
れ
ば
便
ち
見
る
と
こ
ろ
無
き
な

り
。

第
二
に
、
『
諸
病
源
候
論
』
『
外
台
秘
要
方
』
『
医
心
方
』
は
「
雀
目
」
に
作
る
が
、
本
論
文
が
考
察
し
た
『
和
名
抄
』
諸
本
の
掲
出
語
と
本
文
は
す
べ
て
「
雀

盲
」
に
作
る
。
し
か
し
こ
れ
に
つ
い
て
、
狩
谷
棭
斎
箋
注
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

昌
平
本
雀
盲
作
雀
目
、
標
目
同
。
下
総
本
標
目
作
雀
盲
、
正
文
作
雀
目
。
雀
目
与
原
書
合
、
然
本
草
雀
条
、
千
金
方
及
医
心
方
所
引
葛
氏
方
新
録
方
耆
婆

方
録
験
方
、
皆
有
雀
盲
。

昌
平
本
に
「
雀
盲
」
は
「
雀
目
」
に
作
り
、
標
目
と
同
じ
。
下
総
本
の
標
目
に
「
雀
盲
」
に
作
り
、
正
文
に
「
雀
目
」
に
作
る
。
「
雀
目
」
は
原
書
と
合

は
す
。
然
れ
ば
『
本
草
』
「
雀
」
の
条
、
『
千
金
方
』
及
び
『
医
心
方
』
に
引
く
所
の
『
葛
氏
方
』
『
新
録
方
』
『
耆
婆
方
』
『
録
験
方
』
に
、
皆
「
雀
盲
」

有
り
。

棭
斎
が
校
合
し
た
『
和
名
抄
』
「
昌
平
本
」
「
下
総
本
」
に
、
「
雀
盲
」
と
「
雀
目
」
両
方
あ
り
、
中
国
の
医
書
に
も
、
「
雀
盲
」
が
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
「
雀
盲
」
「
雀
目
」
は
昔
、
と
も
に
使
わ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
、
『
諸
病
源
候
論
』
『
外
台
秘
要
方
』
は
「
瞑
」
に
作
る
が
、
『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
の
諸
本
は
「
暮
」
に
作
る
。
あ
る
い
は
、
平
安
中
期
に
日
本

に
伝
わ
っ
た
『
諸
病
源
候
論
』
の
本
文
に
は
「
暮
」
と
あ
っ
た
も
の
か
。
中
国
で
は
失
わ
れ
た
『
諸
病
源
候
論
』
の
古
い
本
文
に
「
暮
」
と
あ
っ
た
可
能
性
が
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想
定
さ
れ
る
。

⑦
津
頤
（
与
太
利
）

諸
病
源
候
論

滞
頤
之
病
、

是
小
児
多
涎
唾
流
出
、
漬
於
頤
下
…

外
台
秘
要
方

ナ
シ

前
田
本

病
源
論
云
、
津
頤
、

〈
与
多
利
。
〉

小
児
多
涎
唾
流
出

於
頤
下
也
。

箋
注
本

病
源
論
云
、
津
頤
、

〈
与
太
利
。
〉

小
児
多
涎
唾
流
出

於
頤
下
也
。

和

天
文
本

病
源
論
云
、
津
頤
、

〈
与
多
利
。
〉

小
児
多
涎

流

於
頤
下
。

名

病
源
論
云
、
津
頤
、

小
児
多
涎
唾
流
出

於
頤
下
也
。

抄

天
正
本

〈
与
太
利
。
〉

病
源

云
、
津
頤
、

〈
和
名
与
太
利
。
〉

小
児
多
延
唾
流
出

於
頤
下
也
。

元
和
本

病
源
論
云
、
津
頤
、

〈
与
多
利
。
〉

小
児
多
涎
唾
流
出

於
頤
下
也
。

半
井
本

病
源
論
云
、
津
頤
之
病
、

是
小
児
多
涎
唾
流
出
、
漬
於
頤
下
也
。

医

仁
和
本

病
源
論
云
、
津
頤
之
病
、

是
小
児
多
涎
唾
流
出
、
漬
於
頤
下
也
。

心

安
政
本

病
源
論
云
、
津
頤
之
病
、

是
小
児
多
涎
唾
流
出
、
漬
於
頤
下
也
。

方

叢
書
本

病
源
論
云
、
津
頤
之
病
、

是
小
児
多
涎
唾
流
出
、
漬
於
頤
下
也
。

＊
出
典
『
諸
病
源
候
論
』
巻
四
十
八
・
小
児
雑
病
四
「
滞
頤
候
」
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【
病
候
】
滞
頤
之
病
、
是
小
児
多
涎
唾
流
出
、
漬
於
頤
下
、

【
病
源
】
此
由
脾
冷
液
多
故
也
。
脾
之
液
為
涎
、
脾
気
冷
、
不
能
收
制
其
津
液
、
故
令
涎
流
出
、
滞
漬
於
頤
也
。

第
一
に
、
『
和
名
抄
』
⑦
津
頤
（
与
太
利
）
に
一
致
す
る
本
文
は
、
『
諸
病
源
候
論
』
巻
四
十
八
・
小
児
雑
病
四
「
滞
頤
候
」
の
冒
頭
部
の
一
文
で
あ
る
。

滞
頤
之
病
、
是
小
児
多
涎
唾
流
出
、
漬
於
頤
下
。

滞
頤
の
病
は
、
是
れ
小
児
、
涎
唾
多
く
流
出
し
、
頤
の
下
に
漬
る
。

第
二
に
、
『
医
心
方
』
は
『
和
名
抄
』
と
同
様
、
『
諸
病
源
候
論
』
冒
頭
部
に
あ
る
「
病
候
」
の
部
分
の
み
引
用
す
る
。
た
だ
し
、
『
和
名
抄
』
は
「
之
病
」

「
是
」
「
漬
」
を
節
略
す
る
が
、
『
医
心
方
』
は
「
病
候
」
全
文
引
用
す
る
。

第
三
に
、
『
諸
病
源
候
論
』
は
「
滞
頤
」
に
作
る
が
、
『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
の
諸
本
は
「
津
頤
」
に
作
る
。
こ
れ
は
、
古
い
本
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑮
痟
謌
（
加
知
乃
夜
万
比
）

諸
病
源
候
論

夫
消
渇
者
、

渇

不
止
、
小
便
多
是
也
…

外
台
秘
要
方

病
源
、

夫
消
渇
者
、

渇
而
不

小
便

是
也
…

前
田
本

病
源
論
云
、
消
渇
、
〈
今
案
四
声
字
苑
云
、

痟
謌
、
音
与
消
渇
同
、
俗
云

加
知
乃
夜
万
比
。
〉
渇
而
不

小
便

也
。

箋
注
本

病
源
論
云
、
消
渇
、
〈
今
案
四
声
字
苑

、

作
痟
謌
、
音
与
消
渇
同
、
俗
云

加
知
乃
夜
万
比
。
〉
渇
而
不

小
便

也
。

和

天
文
本

病
源
論
云
、
痟
謌
、
〈
今
案
四
声
字
苑

、
亦
作
痟
謌
、
音

消
渇
同
、
俗
云

加
知
乃
夜
万
比
。
〉
渇
而
不

小
便
之
病
也
。

名

病
源
論
云
、
痟
謌
、

渇
血
不

小
便
。

抄

天
正
本

今
案
四
声

、
痟
謌
作
痟
謌
、
音
与
消

同
、
俗
云

〈
知
乃
也
万
比
。
〉

病
源
論
云
、
消
渇
、

〈
二
反
〉
痟
謌
、

〈
和
名
加
知
乃
夜
万
比
。
〉
渇
而
不

小
便

也
。
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元
和
本

病
源
論
云
、
痟
謌
、
〈
今
案
四
声
字
苑
云
、

痟
謌
、
音
与
消
渇
同
、
俗
云

加
知
乃
也
万
比
。
〉
渇
而
不

小
便

也
。

半
井
本

病
源
論
云
、
消
者
渇
、

渇
而
不

小
便

是
也
…

マ

マ

医

仁
和
本

佚

心

安
政
本

病
源
論
云
、
消
者
渇
、

渇
而
不

小
便

是
也
…

マ

マ

方

叢
書
本

病
源
論
云
、
消
渇
者
、

渇
而
不

小
便

是
也
…

＊
出
典
『
諸
病
源
候
論
』
巻
五
・
消
渇
諸
病
「
消
渇
候
」

【
病
候
】
夫
消
渇
者
、
渇
不
止
、
小
便
多
是
也
。

【
病
源
】
由
少
服
五
石
諸
丸
散
、
積
経
年
歳
、
石
勢
結
於
腎
中
、
使
人
下
焦
虚
熱
。
及
至
年
衰
、
血
気
減
少
、
不
復
能
制
於
石
。
石
勢
独
盛
、
則
腎
為
之

燥
、
故
引
水
而
不
小
便
也
。
其
病
変
多
発
癰
疸
、
此
坐
熱
気
留
於
経
絡
不
引
、
血
気
壅
渋
、
故
成
癰
膿
。

【
脈
論
】
診
其
脈
、
数
天
者
生
、
細
小
浮
者
死
。
又
沈
小
者
生
、
、
実
牢
大
者
死
。

【
病
源
】
有
病
口
甘
者
、
名
為
何
、
何
以
得
之
。
此
五
気
之
溢
也
、
名
曰
脾
癉
。
夫
五
味
入
於
口
、
蔵
於
胃
、
脾
為
之
行
其
精
気
。
溢
在
脾
、
令
人
口
甘
、

此
肥
美
之
所
発
。

【
病
候
】
此
人
必
数
食
甘
美
而
多
肥
、
令
人
内
熱
、
甘
者
令
人
満
、
故
其
気
上
溢
、
為
消
渇
。
厥
陰
之
病
、
消
渇
重
、
心
中
疼
、
飢
而
不
欲
食
、
甚
則
欲

吐
蚘
。

【
養
生
】
養
生
法
云
、
人
睡
臥
、
勿
張
口
、
久
成
消
渇
及
失
血
色
。
赤
松
子
云
、
臥
、
閉
目
、
不
息
十
二
通
、
治
飲
食
不
消
。
其
湯
熨
針
石
、
別
有
正
方
、

補
養
宣
導
、
今
附
於
後
。
法
云
、
解
衣
惔
臥
、
伸
腰
瞋
少
腹
、
五
息
止
。
引
腎
、
去
消
渇
、
利
陰
陽
。
解
衣
者
、
使
無
窐
礙
。
惔
臥
者
、
無
外
想
、
使
気
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易
行
。
伸
腰
、
使
腎
無
逼
蹙
。
瞋
者
、
大
努
。
使
気
満
小
腹
者
、
即
遅
腹
牽
気
、
使
上
息
、
即
為
之
。
引
腎
者
、
引
水
来
咽
喉
、
潤
上
部
、
去
消
渇
枯
槁

病
。
利
陰
陽
者
、
饒
気
力
。
此
中
数
虚
要
与
時
節
而
為
避
。
初
食
後
、
大
飢
時
、
此
二
時
不
得
導
引
、
傷
人
。
亦
避
悪
日
、
時
節
不
和
時
亦
避
。
導
已
、

先
行
一
百
二
十
歩
、
多
者
千
歩
、
然
後
食
之
。
法
不
使
大
冷
大
熱
、
五
味
調
和
。
陳
穢
宿
食
、
虫
蝎
余
残
、
不
得
食
。
少
眇
著
口
中
、
数
嚼
少
湍
洇
。
食

已
、
亦
勿
眠
。
此
名
穀
薬
、
并
与
気
和
、
即
真
良
薬
。

第
一
に
、
『
和
名
抄
』
⑮
痟
謌
（
加
知
乃
夜
万
比
）
に
一
致
す
る
本
文
は
、
巻
五
・
消
渇
諸
病
「
消
渇
候
」
の
冒
頭
部
の
一
文
で
あ
る
。

夫
消
渇
者
、
渇
不
止
、
小
便
多
是
也
。

そ
れ
消
渇
は
、
渇
止
ま
ず
、
小
便
多
く
、
是
れ
な
り
。

第
二
に
、
『
諸
病
源
候
論
』
は
「
渇
不
止
、
小
便
多
」
に
作
る
が
、
『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
は
「
渇
而
不
小
便
」
に
作
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
狩
谷
棭
斎
箋

注
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

原
書
今
本
作
消
渇
者
渇
不
止
小
便
多
是
也
。
外
台
秘
要
引
与
此
全
同
。
按
原
書
次
此
文
云
、
由
少
服
五
石
諸
丸
散
、
積
経
年
歳
、
石
勢
結
於
腎
中
、
使
人

下
焦
虚
熱
。
及
至
年
衰
、
血
気
減
少
、
不
復
能
制
於
石
。
石
勢
独
盛
、
則
腎
為
之
燥
、
故
引
水
而
不
小
便
也
。
則
作
不
小
便
為
是
。
今
本
作
小
便
多
者
、

恐
係
宋
人
改
竄
。

原
書
の
今
本
、
「
消
渇
は
、
渇
止
ま
ず
、
小
便
多
し
是
れ
な
り
」
に
作
る
。
『
外
台
秘
要
』
に
引
く
此
（
『
和
名
抄
』
）
と
全
く
同
じ
。
按
ず
る
に
、
原
書

の
此
の
文
の
次
に
云
は
く
、
「
少
き
と
き
五
石
諸
丸
散
を
服
し
、
年
歳
経
れ
ば
積
む
に
由
り
、
石
勢
は
腎
中
に
結
び
、
人
の
下
焦
を
し
て
虚
熱
せ
し
む
。

年
衰
に
至
る
に
及
び
、
血
気
減
少
し
、
ま
た
石
に
制
す
る
能
は
ず
。
石
勢
独
り
盛
ん
な
れ
ば
、
則
ち
腎
こ
れ
を
燥
く
と
為
し
、
故
に
水
を
引
く
も
小
便
せ

ず
な
り
」
と
。
則
ち
「
小
便
せ
ず
」
に
作
る
は
是
と
為
る
。
今
本
「
小
便
多
し
」
に
作
る
は
、
恐
ら
く
宋
人
の
改
竄
に
か
か
ら
ん
か
。

棭
斎
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
『
外
台
秘
要
方
』
も
「
不
小
便
」
に
作
る
。
し
か
も
、
『
諸
病
源
候
論
』
の
後
の
文
も
「
不
小
便
」
に
作
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
諸
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病
源
候
論
』
冒
頭
部
の
「
小
便
多
」
は
、
宋
版
『
諸
病
源
候
論
』
校
訂
時
に
人
為
的
に
直
さ
れ
た
本
文
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
和
名
抄
』
『
医

心
方
』
の
ほ
う
が
、
古
い
本
文
を
残
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
に
、
『
和
名
抄
』
は
、
『
諸
病
源
候
論
』
の
「
者
」
「
是
」
を
省
略
し
て
引
用
す
る
。
一
方
、
『
外
台
秘
要
方
』
は
『
諸
病
源
候
論
』
の
全
文
、
『
医
心
方
』

は
「
脈
論
」
以
外
の
全
文
を
引
用
す
る
。

⑲
瘤
（
之
比
禰
）

諸
病
源
候
論

瘤
者
、

皮
肉
中
忽
腫
起
、
初

梅
李
大
、
漸
長
大
、
不
痛
不
痒
、
又
不
結
強
…

外
台
秘
要
方

肘
後

云
、

皮
肉
中
忽
腫
起
、
初
如
梅
李
、

漸
長
大
、
不
痒
不
痛
、
又
不
堅
強
…

前
田
本

病
源
論
云
、
瘤
、

〈
力
求
反
、

之
比
禰
。
〉
皮
肉

急
腫
起
、
初
如
梅
李
、

漸
長
大
、
不
痒
不
痛
、
又
不
堅
強
者

也
。

和

箋
注
本

病
源
論
云
、
瘤
、

〈
音
留
、

之
比
禰
。
〉
皮
肉

急
腫
起
、
初
如
梅
李
、

漸
長
大
、
不
痒
不
痛
、
又
不
堅
強
者

也
。

名

天
文
本

ナ
シ

抄

天
正
本

病
源
論
云
、
瘤
、

〈
留

反
、
和
名
之
比
禰
。
〉
皮
肉

忽
腫
起
、
初
如
梅
李

、
斬
長
大
、
不
痒
不
痛
、
又

堅

者
之
也
。

元
和
本

病
源
論
云
、
瘤
、

〈
留

反
、
和
名
之
比
禰
。
〉
皮
肉

急
腫
起
、
初
如
梅
李

、
漸
長
大
、
不
痒
不
痛
、
又
不
堅
強
者

也
。

半
井
本

病
源
論
云
、
瘤
者
、

皮
肉
中
忽
腫
起
、
初
如
梅
李
大
、
漸
長
大
、
不
痒
不
痛
、
又
不
結
強
…

医

仁
和
本

佚

心

安
政
本

病
源
論
云
、
瘤
者
、

皮
肉
中
忽
腫
起
、
初
如
梅
李
大
、
漸
長
大
、
不
痒
不
痛
、
又
不
結
強
…

方

叢
書
本

病
源
論
云
、
瘤
者
、

皮
肉
中
忽
腫
起
、
初
如
梅
李
大
、
漸
長
大
、
不
療
不
痛
、
又
不
結
強
…
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＊
出
典
『
諸
病
源
候
論
』
巻
三
十
一
・
癭
瘤
諸
病
「
瘤
候
」

【
病
候
】
瘤
者
、
皮
肉
中
忽
腫
起
、
初
梅
李
大
、
漸
長
大
、
不
痛
不
痒
、
又
不
結
強
。
言
留
結
不
散
、
謂
之
為
瘤
。
不
治
、
乃
至
塸
大
、
則
不
復
消
。
不

能
殺
人
、
亦
慎
不
可
輒
破
。

第
一
に
、
『
和
名
抄
』
⑲
瘤
（
之
比
禰
）
に
一
致
す
る
本
文
は
、
巻
三
十
一
・
癭
瘤
諸
病
「
瘤
候
」
の
冒
頭
部
の
一
文
で
あ
る
。

瘤
者
、
皮
肉
中
忽
腫
起
、
初
梅
李
大
、
漸
長
大
、
不
痛
不
痒
、
又
不
結
強
。

瘤
は
、
皮
肉
中
忽
ち
腫
れ
て
起
り
、
初
め
は
梅
李
の
大
さ
な
り
、
漸
く
長
大
し
、
痛
か
ら
ず
、
痒
か
ら
ず
、
又
結
強
せ
ず
。

第
二
に
、
『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
は
「
不
痒
不
痛
」
に
作
り
、
「
初
」
の
下
に
「
如
」
の
字
が
あ
る
が
、
『
諸
病
源
候
論
』
は
「
不
痛
不
痒
」
に
作
り
、
「
如
」

の
字
が
な
い
。
こ
れ
は
、
古
い
系
統
の
『
諸
病
源
候
論
』
本
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
に
、
『
諸
病
源
候
論
』
『
医
心
方
』
は
「
結
強
」
に
作
る
が
、
『
外
台
秘
要
方
』
『
和
名
抄
』
は
「
堅
強
」
に
作
る
。
し
か
し
、
『
外
台
秘
要
方
』
の
本
文

に
は
、
『
諸
病
源
候
論
』
で
は
な
く
、
『
肘
後
備
急
方
』
は
出
典
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

『
肘
後
備
急
方
』
の
成
立
は
晋
代
と
さ
れ
、
『
諸
病
源
候
論
』
よ
り
三
百
年
さ
か
の
ぼ
る
。
し
か
し
、
『
肘
後
備
急
方
』
は
増
補
を
二
回
経
て
、
『
外
台
秘
要

方
』
が
引
く
右
の
一
文
は
今
日
に
伝
わ
る
『
肘
後
備
急
方
』
に
見
い
だ
せ
な
い
。
『
諸
病
源
候
論
』
「
瘤
候
」
は
『
肘
後
備
急
方
』
を
引
用
し
た
の
か
。
『
和
名

抄
』
は
『
医
心
方
』
と
異
な
る
系
統
の
『
諸
病
源
候
論
』
本
文
を
引
用
し
た
の
か
。
現
段
階
で
全
く
判
断
で
き
な
い
が
、
今
後
の
課
題
と
す
る
。

⑳
肬
目
（
以
比
保
、
以
乎
女
）

諸
病
源
候
論

疣
目
者
、

人
手
足
辺
忽
生
如
豆
、
或
如
結
筋
、
或
五
箇
、
或
十
箇
、
相
連
肌
裏
、
麁
強
於
肉
…
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外
台
秘
要
方

ナ
シ

前
田
本

病
源
論
云
、
肬
目
、
〈
今
案
肬
即
疣
字
也
。

以
比
保
、

又

以
乎
女
。
〉

手
足
辺
忽
生
如
豆
、

麁
強
於
肉

也
。

和

箋
注
本

病
源
論
云
、
肬
目
、
〈
今
案
肬
即
疣
字
也
。

以
比
保
、

又

以
乎
女
。
〉

手
足
辺
忽
生
如
豆
、

麁
強
於
肉
者
也
。

名

天
文
本

ナ
シ

抄

天
正
本

病
源
論
云
、
肬
目
、

肬
即
疣
字
、

〈
和
名
伊
比
保
、
〉
一
云
〈
伊
乎
女
。
〉

元
和
本

病
源
論
云
、
肬
目
、
〈
今
案
肬
即
疣
字
也
。

和
名
以
比
保
、

又

以
乎
女
。
〉

手
足
辺
忽
生
如
豆
、

麁
強
於
肉

也
。

半
井
本

病
源
謂
云
、

人
手
足
辺
忽
生
如
豆
、
或
如
結
筋
、
或
五
箇
、
或
十
箇
、
相
連
肌
裹
、
麁

於
内
…

医

多
紀
本

病
源
論
曰
、

人
手
足
辺
忽
生
如
豆
、
或
如
結
筋
、
或
五
箇
、
或
十
箇
、
相
連
肌
裹
、
麁
強
於
肉
…

心

安
政
本

病
源
謂
云
、

方

人
手
足
辺
忽
生
如
豆
、
或
如
結
筋
、
或
五
箇
、
或
十
箇
、
相
連
肌
裹
、
麁

於
内
…

叢
書
本

病
源
論
云
、

人
手
足
辺
忽
生
如
豆
、
或
如
結
筋
、
或
五
箇
、
或
十
箇
、
相
連
肌
裹
、
麁
強
於
肉
…

＊
出
典
『
諸
病
源
候
論
』
巻
三
十
一
・
癭
瘤
諸
病
「
疣
目
候
」

【
病
候
】
疣
目
者
、
人
手
足
辺
忽
生
如
豆
、
或
如
結
筋
、
或
五
箇
、
或
十
箇
、
相
連
肌
裏
、
麁
強
於
肉
、
謂
之
疣
目
。
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【
病
源
】
此
亦
是
風
邪
搏
於
肌
肉
而
変
生
也
。

第
一
に
、
『
和
名
抄
』
⑳
肬
目
（
以
比
保
、
以
乎
女
）
は
、
『
諸
病
源
候
論
』
巻
巻
三
十
一
・
癭
瘤
諸
病
「
疣
目
候
」
か
ら
、
次
の
冒
頭
部
を
引
用
す
る
。

疣
目
者
、
人
手
足
辺
忽
生
如
豆
、
或
如
結
筋
、
或
五
箇
、
或
十
箇
、
相
連
肌
裏
、
麁
強
於
肉
、
謂
之
疣
目
。

疣
目
は
、
人
の
手
足
の
辺
り
に
忽
ち
豆
の
如
き
も
の
生
じ
、
或
は
結
筋
の
如
く
、
或
は
五
箇
、
或
は
十
箇
、
肌
の
裏
に
相
連
な
り
、
肉
よ
り
麁
く
強
く
、

之
れ
を
疣
目
と
謂
ふ
。

第
二
に
、
『
医
心
方
』
が
『
諸
病
源
候
論
』
の
文
章
に
ほ
ぼ
手
を
加
え
ず
、
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
の
に
対
し
、
『
和
名
抄
』
は
「
人
」
「
或
如
結
筋
、
或
五
箇
、

或
十
箇
、
相
連
肌
裹
」
を
節
略
す
る
。

㉓
飼
面
（
加
須
毛
）

諸
病
源
候
論

嗣
面
者
、

云
面
皮
上
有
滓
如
米
粒
者

也
…

外
台
秘
要
方

ナ
シ

前
田
本

病
源
論
云
、
飼
面
、

〈
加
須
毛
。
〉

面
皮
工
有
滓
。

和

箋
注
本

病
源
論
云
、
飼
面
、

〈
加
須
毛
。
〉

面
皮
上
有
滓

也
。

名

天
文
本

ナ
シ

抄

天
正
本

病
源
論
云
、
飼
面
、
〈
和
名
加
須
毛
。
〉

面
皮
上
有
滓

是
也
。

元
和
本

病
源
論
云
、
飼
面
、
〈
和
名
加
須
毛
。
〉

面
皮
上
有
滓

是
也
。

半
井
本

病
源
論
云
、
飼
面
者
、

面
皮
上
有
滓
如
米
粒
者

也
…

医
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多
紀
本

病
源
論
曰
、
飼
面
者
、

面
皮
上
有
滓
如
米
粒
者

也
…

心

安
政
本

病
源
論
云
、
飼
面
者
、

面
皮
上
有
滓
如
米
粒
者

也
…

方

叢
書
本

病
源
論
云
、
飼
面
者
、

面
皮
上
有
滓
如
米
粒
者

也
…

＊
出
典
『
諸
病
源
候
論
』
巻
二
十
七
・
面
体
諸
病
「
嗣
面
候
」

【
病
候
】
嗣
面
者
、
云
面
皮
上
有
滓
如
米
粒
者
也
。

【
病
源
】
此
由
膚
腠
受
於
風
邪
、
搏
於
津
液
、
津
液
之
気
、
因
虚
作
之
也
。
亦
言
因
傅
胡
粉
、
而
皮
膚
虚
者
、
粉
気
入
腠
理
化
生
之
也
。

第
一
に
、
『
和
名
抄
』
㉓
飼
面
（
加
須
毛
）
に
一
致
す
る
本
文
は
、
巻
巻
二
十
七
・
面
体
諸
病
「
嗣
面
候
」
の
冒
頭
部
の
一
文
で
あ
る
。

嗣
面
者
、
云
面
皮
上
有
滓
如
米
粒
者
也
。

嗣
面
は
、
面
皮
の
上
に
米
粒
の
如
き
滓
有
る
者
と
云
ふ
な
り
。

第
二
に
、
『
諸
病
源
候
論
』
は
「
嗣
面
」
に
作
る
が
、
『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
の
諸
本
は
「
飼
面
」
に
作
る
。
こ
れ
は
、
古
い
本
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
に
、
『
諸
病
源
候
論
』
『
医
心
方
』
は
「
滓
」
の
下
に
「
如
米
粒
者
」
に
作
る
が
、
『
和
名
抄
』
は
こ
の
文
を
節
略
し
て
、
「
滓
」
一
字
に
作
る
。

㉔
白
癜
（
之
良
波
太
）

諸
病
源
候
論

白
癜
者
、

面
及
頸
項
身
体
皮
肉
色
変
白
、
与
肉
色
不
同
、
亦
不
痒
痛
、
謂
之
白
癜
…

外
台
秘
要
方

ナ
シ

前
田
本

病
源
論
云
、
白
癜
、
〈
一
云
白
電
、

之
良
波
太
。
〉
人
面
及
身

頸

皮
肉
色
変
白
、

亦
不
痛
痒

者
也
。

和

箋
注
本

病
源
論
云
、
白
癜
、
〈
一
云
白
電
、

之
良
波
太
。
〉
人
面
及
身

頸

皮
肉
色
変
白
、

亦
不
痛
痒

者
也
。
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名

天
文
本

ナ
シ

抄

天
正
本

病
源
論
云
、
白
癜
、

一
云
白
電
、
〈
和
名
之
良
波
太
。
〉
人
面
及
身

頸

肉
色
変
白
、

亦
不
痛
痒

者
也
。

元
和
本

病
源
論
云
、
白
癜
、
〈
一
云
白
電
、

之
良
波
太
。
〉
人
面
及
身

頸

皮
肉
色
変
白
、

亦
不
痛
痒

者
也
。

半
井
本

病
源
論
云
、

面
及
頸
項
身
体
皮
肉
色
変
白
、
与
肉
色
不
同
、
亦
不
痛
痒
、
謂
之
白
癜
…

医

多
紀
本

病
源
論
曰
、

面
及
頸
項
身
体
皮
肉
色
変
白
、
与
肉
色
不
同
、
亦
不
痛
痒
、
謂
之
白
癜
…

心

安
政
本

病
源
論
云
、

面
及
頸
項
身
体
皮
肉
色
変
白
、
与
肉
色
不
同
、
亦
不
痛
痒
、
謂
之
白
癜
…

方

叢
書
本

病
源
論
云
、

面
及
頸
項
身
体
皮
肉
色
変
白
、
与
肉
色
不
同
、
亦
不
痛
痒
、
謂
之
白
癜
…

＊
出
典
『
諸
病
源
候
論
』
巻
三
十
一
・
癭
瘤
諸
病
「
白
癜
候
」

【
病
候
】
白
癜
者
、
面
及
頸
項
身
体
皮
肉
色
変
白
、
与
肉
色
不
同
、
亦
不
痒
痛
、
謂
之
白
癜
。

【
病
源
】
此
亦
是
風
邪
搏
於
皮
膚
、
血
気
不
和
所
生
也
。

第
一
に
、
『
和
名
抄
』
㉔
白
癜
（
之
良
波
太
）
は
、
『
諸
病
源
候
論
』
巻
三
十
一
・
癭
瘤
諸
病
「
白
癜
候
」
か
ら
、
次
の
冒
頭
部
を
引
用
す
る
。

白
癜
者
、
面
及
頸
項
身
体
皮
肉
色
変
白
、
与
肉
色
不
同
、
亦
不
痒
痛
、
謂
之
白
癜
。

白
癜
は
、
面
及
び
頸
項
・
身
体
・
皮
肉
の
色
白
く
変
は
り
、
肉
色
と
同
じ
か
ら
ず
、
亦
痒
痛
せ
ず
、
之
れ
を
白
癜
と
謂
ふ
。

第
二
に
、
『
諸
病
源
候
論
』
は
「
痒
痛
」
に
作
る
が
、
『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
の
諸
本
は
「
痛
痒
」
に
作
る
。
こ
れ
は
、
古
い
本
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
に
、
『
諸
病
源
候
論
』
『
医
心
方
』
は
「
頸
項
身
体
」
に
つ
く
る
が
、
『
和
名
抄
』
は
こ
の
文
を
節
略
し
て
「
身
頸
」
に
作
る
。
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㉕
歴
易
（
奈
末
豆
波
太
）

諸
病
源
候
論

癧
瘍
者
、

人
頸
辺
有
胸
前
掖
下
、
自
然
班
剥
点
相
連
、
色
微
白
而
円
、
亦
有
烏
色
者
、
亦
無
痛

痒
、
謂
之
癧
瘍
風
…

マ
マ

外
台
秘
要
方

ナ
シ

前
田
本

病
源
論
云
、
歴
易
、

〈
奈
末
豆
波
太
。
〉

人
頸

及
胸
前
掖
下
、
自
然
斑

点
相
連
、

不
痛
不
痒

者
也
。

箋
注
本

病
源
論
云
、
歴
易
、

〈
奈
末
豆
波
太
。
〉

和

人
頸

及
胸
前
掖
下
、
自
然
斑

点
相
連
、

不
痛
不
痒

者
也
。

名

天
文
本

ナ
シ

抄

天
正
本

病
源
論
云
、
歴
易
、
〈
和
名
奈
万
豆
波
太
。
〉

人
頸

及
胸
前
掖
下
、
自
然
斑

点
相
連
、

不
痛
不
痒
。

元
和
本

病
源
論
云
、
歴
易
、

〈
奈
万
豆
波
太
。
〉

人
頸

及
胸
前
掖
下
、
自
然
斑

点
相
連
、

不
痛
不
痒
。

半
井
本

病
源
論
云
、

人
頸
辺
及
胸
前
掖
下
、
自
然
斑
剥
点
相
連
、
色
微
白

円
、
亦
有
烏
色
者
、

無
痛

養
、
謂
之
癧
瘍

也
…

医

多
紀
本

病
源
論
曰
、

人
頸
辺
及
胸
前
掖
下
、
自
然
班
剥
点
相
連
、
色
微
白

円
、
亦
有

色
者
、

無
痛

痒
、
謂
之
癧
瘍

也
…

心

安
政
本

病
源
論
云
、

方

人
頸
辺
及
胸
前
掖
下
、
自
然
斑
剥
点
相
連
、
色
微
白

円
、
亦
有
烏
色
者
、

無
痛

養
、
謂
之
癧
瘍

也
…

叢
書
本

病
源
論
云
、

人
頸
辺
及
胸
前
掖
下
、
自
然
班
剥
点
相
連
、
色
微
白
而
円
、
亦
有
烏
色
者
、

無
痛

痒
、
謂
之
癧
瘍
風
也
…
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＊
出
典
『
諸
病
源
候
論
』
巻
三
十
一
・
癭
瘤
諸
病
「
癧
瘍
候
」

【
病
候
】
癧
瘍
者
、
人
頸
辺
有
胸
前
掖
下
、
自
然
班
剥
点
相
連
、
色
微
白
而
円
、
亦
有
烏
色
者
、
亦
無
痛
痒
、
謂
之
癧
瘍
風
。

【
病
源
】
此
亦
是
風
邪
搏
於
皮
膚
、
血
気
不
和
所
生
也
。

第
一
に
、
『
和
名
抄
』
㉕
歴
易
（
奈
末
豆
波
太
）
は
、
『
諸
病
源
候
論
』
巻
三
十
一
・
癭
瘤
諸
病
「
癧
瘍
候
」
か
ら
、
次
の
冒
頭
部
を
引
用
す
る
。

癧
瘍
者
、
人
頸
辺
及
胸
前
掖
下
、
自
然
班
剥
点
相
連
、
色
微
白
而
円
、
亦
有
烏
色
者
、
亦
無
痛
痒
、
謂
之
癧
瘍
風
。

癧
瘍
は
、
人
の
頸
の
辺
り
及
び
胸
の
前
、
掖
の
下
に
、
自
然
な
る
班
剥
点
相
連
な
り
、
色
は
微
か
に
白
く
し
て
円
く
、
亦
烏
色
の
者
有
り
、
亦
痛
痒
な
く
、

之
れ
を
癧
瘍
風
と
謂
ふ
。

第
二
に
、
『
医
心
方
』
は
『
諸
病
源
候
論
』
の
全
文
を
引
用
す
る
が
、
『
和
名
抄
』
は
、
『
諸
病
源
候
論
』
の
「
辺
」
「
剥
」
「
色
微
白
而
円
、
亦
有
烏
色
者
」

を
節
略
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
『
和
名
抄
』
と
『
医
心
方
』
は
、
『
諸
病
源
候
論
』
か
ら
同
じ
箇
所
を
引
用
す
る
。
し
か
し
、
『
和
名
抄
』
の
「
病
源
論
」
引
用
の
手
法
は
、

『
医
心
方
』
と
は
か
な
り
異
な
る
。

専
門
的
な
医
書
で
あ
る
『
医
心
方
』
は
、
『
諸
病
源
候
論
』
か
ら
「
脈
論
」
を
除
く
ほ
ぼ
全
巻
か
ら
、
原
文
に
手
を
加
え
ず
、
長
文
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る

傾
向
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
『
和
名
抄
』
は
和
訓
の
掲
出
に
最
小
限
必
要
な
語
彙
・
語
義
を
引
用
す
る
に
と
ど
ま
る
。
こ
れ
は
、
『
和
名
抄
』
の
分
類
体
漢
和

辞
書
と
し
て
の
性
格
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
『
和
名
抄
』
と
『
医
心
方
』
の
『
諸
病
源
候
論
』
引
用
態
度
の
ち
が
い
は
、
こ
の
点
に
集
約
さ
れ
る
と
い
っ

て
よ
い
。
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二
、
『
和
名
抄
』
が
『
諸
病
源
候
論
』
『
医
心
方
』
と
一
致
し
な
い
例

『
和
名
抄
』
が
『
諸
病
源
候
論
』
冒
頭
部
を
引
用
し
な
が
ら
、
『
諸
病
源
候
論
』
『
医
心
方
』
と
一
致
し
な
い
例
が
⑨
喉
痺
・
⑪
胡
臭
の
二
例
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
『
和
名
抄
』
独
自
の
異
文
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
『
和
名
抄
』
所
引
『
諸
病
源
候
論
』
独
自
の
異
文
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
次
に
、
こ
の
二
例
に
つ
い
て
、
『
和
名
抄
』
本
文
に
即
し
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

⑨
喉
痺
（
古
比
）

諸
病
源
候
論

喉
痺
者
、

喉
裏
腫
塞
痺
痛
、
水
漿
不
得
入

也
…

外
台
秘
要
方

病
源
、

喉
痺
者
、

喉
裏
腫
塞
痺
痛
、
水
漿
不
得
入

也
…

前
田
本

病
源
論
云
、
喉
痺
、
〈
侯
婢
二
音
、

俗
訛
云

古
比
。
〉
喉
裏
腫
塞
痺
痛
、
水
漿
不
得
入
、
是
也
。

箋
注
本

病
源
論
云
、
喉
痺
、
〈
侯
婢
二
音
、

俗
訛
云

古
比
。
〉
喉
裏
腫
塞
痺
痛
、
水
漿
不
得
入
、
是
也
。

天
文
本

同

論
云
、
喉
痺
、
〈
侯
婢
二
音
、

俗
訛
云

古
比
。
〉
喉
裏
腫
寒
痺
痛
、
水
漿
不
得
入
、
是
也
。

和

同

論
云
、
喉
痺
、

喉
裏
腫
塞
痺
痛
、
水
漿
不
得
入
、
是
也
。

名

天
正
本

侯
婢
二
音
、

俗
訛

〈
古
比
。
〉

病
源
論
云
、
喉
痺
、
〈
侯
卑
二
反
、
〉
俗

云
〈
古
比
。
〉
喉
裏
腫
塞
痺
痛
、
水
漿
不
得
入
、
是
。

抄

元
和
本

病
源
論
云
、
喉
痺
、
〈
侯
婢
二
音
、

俗
訛
云

古
比
。
〉

喉
裏
腫
塞
痺
痛
、
水
漿
不
得
入
、
是
也
。

半
井
本

病
源
論
云
、
喉
痺
者
、

喉
裏
腫
塞
痺
痛
、
水
漿
不
得
入

也
…

医

仁
和
本

病
源
論
云
、
喉
痺
者
、

喉
裏
腫
塞
痺
痛
、
水
漿
不
得
入

也
…

心

安
政
本

病
源
論
云
、
喉
痺
者
、

喉
裏
腫
塞
痺
痛
、
水
漿
不
得
入

也
…
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方

叢
書
本

病
源
論
云
、
喉
痺
者
、

喉
裏
腫
塞
痺
痛
、
水
漿
不
得
入

也
…

＊
出
典
『
諸
病
源
候
論
』
巻
三
十
・
咽
喉
等
諸
病
「
喉
痺
候
」

【
病
候
】
喉
痺
者
、
喉
裏
腫
塞
痺
痛
、
水
漿
不
得
入
也
。

【
病
源
】
人
陰
陽
之
気
出
於
肺
、
循
喉
嚨
而
上
下
也
。
風
毒
客
於
喉
間
、
気
結
蘊
積
而
之
熱
、
吹
喉
腫
塞
而
痺
痛
。

【
脈
論
】
脈
沈
者
為
陰
、
浮
者
為
陽
、
若
右
手
悶
上
脈
陰
陽
倶
実
者
、
是
喉
痺
之
候
也
。

【
病
候
】
亦
令
人
壮
熱
而
悪
寒
、
七
八
日
不
死
則
死
。

【
養
生
】
其
湯
熨
針
石
、
別
有
正
方
、
補
養
者
導
、
今
附
于
後
。
養
生
方
導
引
法
云
、
両
手
拓
両
頬
、
手
不
動
、
楼
肘
使
急
、
腰
内
亦
然
。
住
定
放
両
肋

頭
向
外
、
肘
髆
腰
気
散
、
尽
勢
大
悶
始
起
、
来
去
七
通
。
去
喉
痺
。
又
云
、
一
手
長
舒
合
掌
仰
、
一
手
捉
頬
、
挽
之
向
外
、
一
時
拯
勢
二
七
。
左
右
亦
然
。

手
不
動
、
両
向
側
勢
、
急
挽
之
二
七
。
去
頸
骨
急
強
、
頭
風
脳
旋
、
喉
痺
、
髆
内
冷
注
偏
風
。

第
一
に
、
『
和
名
抄
』
⑨
喉
痺
（
古
比
）
に
一
致
す
る
本
文
は
、
『
諸
病
源
候
論
』
巻
三
十
・
咽
喉
等
諸
病
「
喉
痺
候
」
の
冒
頭
部
の
一
文
で
あ
る
。

喉
痺
者
、
喉
裏
腫
塞
痺
痛
、
水
漿
不
得
入
也
。

喉
痺
は
、
喉
の
裏
に
腫
塞
し
て
痺
痛
し
、
水
漿
入
る
を
得
ざ
る
な
り
。

第
二
に
、
『
諸
病
源
候
論
』
『
外
台
秘
要
方
』
『
医
心
方
』
の
本
文
に
な
く
、
『
和
名
抄
』
諸
本
の
み
に
見
ら
れ
る
特
徴
的
な
本
文
と
し
て
、
文
末
に
「
是
也
」

を
付
す
文
体
が
あ
る
。
「
是
也
」
は
『
和
名
抄
』
に
三
七
例
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
分
布
状
況
は
、
源
順
の
序
に
四
例
、
割
注
に
二
四
例
、
引
用
本
文
に
九
例
で

あ
る
。
こ
れ
は
出
典
『
諸
病
源
候
論
』
本
文
の
必
要
部
分
の
み
を
引
用
し
、
最
後
に
「
是
也
」
と
む
す
ぶ
『
和
名
抄
』
の
辞
書
的
な
文
体
と
み
ら
れ
る
。
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⑪
胡
臭
（
和
歧
久
曽
）

諸
病
源
候
論

人
掖
下
臭
、
如
葱
豉
之
気
者
、
亦
言

如
狐
狸
之
気
者
、

故
謂
之
狐
臭
…

外
台
秘
要
方

病
源
、

人
腋
下
臭
、
如
葱
豉
之
気
者
、
亦
言

如
狐
狸
之
気
者
、

故
謂
之
狐
臭
…

前
田
本

病
源
論
云
、
胡
臭
、
〈
和

歧
久
曽
。
〉
人
掖
下
臭
、
如
葱
豉
之
気
也
。
亦

謂

狐
臭
、

如
狐
狸
之
気
也
。

箋
注
本

病
源
論
云
、
胡
臭
、
〈
和

歧
久
曽
。
〉
人
腋
下
臭
、
如
葱
豉
之
気
也
。
亦

謂
之
狐
臭
、

和

如
狐
狸
之
気
也
。

名

天
文
本

病
源
論
云
、
胡
臭
、
〈
和
名
岐
久
曽
。
〉
人
掖
下
臭
、
如
葱
豉
之
気
。

亦

謂
之
狐
臭
、

如
狐
狸
之
気
也
。

抄

天
正
本

病
源
論
云
、
胡
臭
、

人
掖

臭
、
如
葱
豉
之
気
。

又

謂
之
掖
臭
、

如
狐
狸
之
気
也
。

〈
和

木
久
曽
。
〉

元
和
本

病
源
論
云
、
胡
臭
、
〈
和

岐
久
曽
。
〉
人
掖
下
臭
、
如
葱
豉
之
気
。

又

謂
之
狐
臭
、

如
狐
狸
之
気
也
。

半
井
本

病
源
論
云
、

人
腋
下
臭
、
如
葱
豉
之
気
者
、
亦
言

如
狐
狸
之
気
者
、

故
謂
之
狐
臭
…

医

多
紀
本

病
源
論
曰
、

人
腋
下
臭
、
如
葱
豉
之
気
者
、
亦
言

如
狐
狸
之
気
者
、

故
謂
之
狐
臭
…

心

安
政
本

病
源
論
云
、

人
腋
下
臭
、
如
葱
豉
之
気
者
、
亦
言

方

如
狐
狸
之
気
者
、

故
謂
之
狐
臭
…

叢
書
本

病
源
論
云
、

人
腋
下
臭
、
如
葱
豉
之
気
者
、
亦
言

如
狐
狸
之
気
者
、

故
謂

狐
臭
…
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＊
出
典
『
諸
病
源
候
論
』
巻
三
十
一
・
癭
瘤
諸
病
「
狐
臭
候
」

【
病
候
】
人
掖
下
臭
、
如
葱
豉
之
気
者
、
亦
言
如
狐
狸
之
気
者
、
故
謂
之
狐
臭
。

【
病
源
】
此
皆
血
気
不
和
、
蘊
積
故
気
臭
。

第
一
に
、
『
和
名
抄
』
⑪
胡
臭
（
和
歧
久
曽
）
は
、
『
諸
病
源
候
論
』
巻
三
十
一
・
癭
瘤
諸
病
「
狐
臭
候
」
か
ら
、
次
の
冒
頭
部
を
引
用
す
る
。

人
掖
下
臭
、
如
葱
豉
之
気
者
、
亦
言
如
狐
狸
之
気
者
、
故
謂
之
狐
臭
。

人
の
掖
の
下
臭
し
、
葱
豉
の
気
の
如
き
者
、
亦
狐
狸
の
気
の
如
く
と
言
ふ
者
、
故
に
こ
れ
を
狐
臭
と
謂
ふ
。

第
二
に
、
『
和
名
抄
』
は
「
病
源
論
云
」
の
下
に
掲
出
語
「
胡
臭
」
を
補
い
、
「
胡
臭
」
は
「
如
葱
豉
之
気
」
と
し
た
。
ま
た
、
表
記
の
異
な
る
「
狐
臭
」

を
掲
げ
て
「
如
狐
狸
之
気
」
に
対
応
さ
せ
た
。
こ
の
よ
う
な
改
変
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
和
名
抄
』
の
辞
書
と
し
て
の
統
一
的
な
文
体
、
「
病
源
論
云
、

［
掲
出
語
］
、
〈
和
訓
等
〉
」
と
い
う
形
式
に
整
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
『
和
名
抄
』
独
自
の
異
文
は
、
源
順
の
意
図
的
な
改
変
の
可

能
性
が
高
い
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
、
『
諸
病
源
候
論
』
は
「
狐
臭
」
と
す
る
が
、
『
和
名
抄
』
は
掲
出
語
「
胡
臭
」
、
本
文
に
は
「
胡
臭
」
「
狐
臭
」
を
掲
げ
る
。
『
医
心
方
』
の
掲
出
語

は
「
胡
臭
」
、
本
文
は
『
諸
病
源
候
論
』
を
引
い
て
お
り
、
「
胡
臭
」
「
狐
臭
」
の
二
語
を
掲
げ
る
。

一
方
、
唐
代
の
医
書
、
永
徽
元
年
（
六
五
〇
）
孫
思
邈
の
撰
に
な
る
『
備
急
千
金
要
方
』
に
は
「
胡
臭
」
が
十
二
例
、
天
宝
十
一
年
（
七
五
二
）
王
燾
の
撰

に
な
る
『
外
台
秘
要
方
』
に
は
「
胡
臭
」
が
十
一
例
・
「
狐
臭
」
が
二
例
確
認
さ
れ
る
。
唐
代
の
医
書
に
は
「
胡
臭
」
「
狐
臭
」
の
表
記
が
あ
っ
た
。
『
和
名
抄
』

『
医
心
方
』
は
、
『
諸
病
源
候
論
』
以
外
の
医
書
に
み
ら
れ
る
「
胡
臭
」
を
知
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
源
順
は
『
諸
病
源
候
論
』
以
外
の
唐

代
医
書
を
参
看
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
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以
上
の
（
ａ
）
（
ｂ
）
十
例
は
、
い
ず
れ
も
、
『
和
名
抄
』
が
『
諸
病
源
候
論
』
本
文
の
冒
頭
部
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
冒
頭
部
の
引
用
は
、
『
和
名
抄
』

の
『
諸
病
源
候
論
』
引
用
の
特
徴
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
（
ａ
）
の
八
例
が
『
諸
病
源
候
論
』
『
医
心
方
』
の
単
な
る
節
略
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
（
ｂ
）
の
二
例
⑨
喉
痺
・
⑪
胡
臭
は
、
『
和
名
抄
』
独
自
の

異
文
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
現
存
し
な
い
別
の
『
諸
病
源
候
論
』
本
文
に
依
拠
す
る
も
の
で
は
な
く
、
源
順
が
『
和
名
抄
』
編
纂
に
際
し
て
統
一
を
は
か
っ
た

文
体
に
合
わ
せ
る
た
め
に
、
『
諸
病
源
候
論
』
の
本
文
を
意
図
的
に
改
変
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
『
和
名
抄
』
が
『
諸
病
源
候
論
』
冒
頭
部
を
引
用
し
な
い
例

『
和
名
抄
』
が
『
諸
病
源
候
論
』
項
目
冒
頭
部
を
引
用
し
な
い
の
は
次
の
四
例
②
目
翳
・
④
喎
僻
・
⑯
黄
疸
・
㉑
鬼
舐
頭
で
あ
る
。

②
目
翳
（
比
）

諸
病
源
候
論

…
膚

翳
者
、

明
眼
睛

上
有
物
如
蠅
翅
者
即
是
。

外
台
秘
要
方

病
源
、

…
膚

瞖
者
、

明
眼
睛

上
有
物
如
蠅
翅
者
即
是
。

前
田
本

病
源
論
云
、
目

翳
、
〈
於
麗
反
、
俗
云
比
。
〉
目
膚
、

眼
精
之
上
有
物
如
蠅
翅

是
也
。

箋
注
本

病
源
論
云
、
目
膚

翳
、
〈
於
麗
反
、
俗
云
比
。
〉

眼
精

上
有
物
如
蠅
翅

是
也
。

和

天
文
本

病
源
論
云
、
目
膚

翳
、
〈
於
麗
切
、
俗
云
比
。
〉

眼
精

上
有
物
如
蠅
翅

是
也
。

名

天
正
本

病
源
論
云
、
目
膚
目
翳
、
〈
於
麗
反
、
和
名
比
。
〉

眼
精

上
有
物
如
蠅
翅

是
也
。
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抄

元
和
本

病
源
論
云
、
目

翳
、
〈
於
麗
反
、
和
名
比
。
〉
目
膚
、

眼
精
之
上
有
物
如
蠅
翅

是
也
。

半
井
本

病
源
論
云
、
…
膚

翳
者
、

明
眼
精

上
有
物
如
蠅
翅
者

是
也
。

医

仁
和
本

病
源
論
云
、
…
膚

翳
者
、

明
眼
精

上
有
物
如
蠅
翅
者

是
也
。

心

安
政
本

病
源
論
云
、
…
膚

翳
者
、

明
眼
精

上
有
物
如
蠅
翅
者

是
也
。

方

叢
書
本

病
源
論
云
、
…
膚

翳
者
、

明
眼
精

上
有
物
如
蠅
翅
者

是
也
。

＊
出
典
『
諸
病
源
候
論
』
巻
二
十
八
・
目
諸
病
「
目
膚
翳
候
」

【
病
源
】
陰
陽
之
気
、
皆
上
注
於
目
。
若
風
邪
痰
気
、
乘
於
府
蔵
、
府
蔵
之
気
虚
実
不
調
、
故
気
衝
於
目
、
久
不
散
、
変
生
膚
翳
。

【
病
候
】
膚
翳
者
、
明
眼
睛
上
有
物
如
蠅
翅
者
即
是
。

第
一
に
、
『
和
名
抄
』
②
目
翳
（
比
）
は
、
『
諸
病
源
候
論
』
巻
二
十
八
・
目
諸
病
「
目
膚
翳
候
」
か
ら
、
次
の
文
を
引
用
す
る
。

膚
翳
者
、
明
眼
睛
上
有
物
如
蠅
翅
者
即
是
。

膚
翳
は
、
眼
睛
を
明
る
く
し
、
上
に
蠅
の
翅
の
如
き
者
有
り
、
即
ち
是
れ
な
り
。

第
二
に
、
こ
の
項
目
の
冒
頭
の
病
源
で
は
な
く
、
病
候
を
引
用
す
る
。
『
諸
病
源
候
論
』
『
外
台
秘
要
方
』
『
医
心
方
』
本
文
に
は
「
目
」
が
な
い
が
、
『
和

名
抄
』
は
項
目
名
「
目
膚
翳
候
」
の
「
目
」
を
引
く
も
の
か
。
「
膚
翳
者
」
を
引
用
す
る
こ
と
で
、
「
病
源
論
云
、
目
膚
翳
、
〈
於
麗
反
、
俗
云
比
〉
」
の
文
体

に
統
一
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

④
喎
僻
（
久
知
由
賀
無
）

諸
病
源
候
論

…
喎
僻
、

言
語
不
正
…
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外
台
秘
要
方

病
源
、

…
喎
僻
、

言
語
不
正
…

前
田
本

説
文
云
、
咼
、

〈
口
蛙
反
、
或
作
喎
、

久
知
由
賀
無
。
〉
口
戻
也
。

病
源
論
云
、
喎
僻
、

則
言
語
不
正
也
。

箋
注
本

説
文
云
、
咼
、

〈
口
蛙
反
、
或
作
喎
、

久
知
由
賀
無
。
〉
口
戻
也
。

和

病
源
論
云
、
喎
僻
、

則
言
語
不
正
。

名

天
文
本

説
文
云
、
咼
、

〈
久
知
由
加
無
。
〉
口
戻
也
。

病
源
論
云
、
喎
僻
、
〈
上
口
蛙
切
、
或
作
咼
。
〉
則
言
語
不
正
也
。

抄

天
正
本

説
文
云
、
喎
僻
、

〈
口
蛙
反
、

和
名
久
知
由
加
無
。
〉
口
戻
也
。

一

云
、
喎
僻
、

言

不
正
也
。

元
和
本

説
文
云
、
咼
、

〈
口
蛙
反
、
或
作
喎
、
和
名
久
知
由
賀
無
。
〉
口
戻
也
。

病
源
論
云
、
喎
僻
、

則
言
語
不
正
也
。

半
井
本

…
故
使
口
喎
噼
、

言
語
不
正
…

医

仁
和
本

佚

心

安
政
本

…
故
使
口
喎
噼
、

言
語
不
正
…

方

叢
書
本

…
故
使
口
喎
噼
、

言
語
不
正
…

＊
出
典
『
諸
病
源
候
論
』
巻
一
・
風
諸
病
上
「
風
口
喎
候
」

【
病
源
】
風
邪
入
於
足
陽
明
、
手
太
陽
之
経
、
遇
寒
則
筋
急
引
頬
、
故
使
口
喎
僻
、

【
病
候
】
言
語
不
正
、
而
目
不
能
平
視
。
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【
脈
論
】
診
其
脈
、
浮
而
遅
者
、
可
治
。

【
養
生
】
養
生
方
、
云
夜
、
臥
当
耳
勿
得
有
孔
。
風
入
耳
中
、
喜
令
口
喎
。

第
一
に
、
『
和
名
抄
』
④
喎
僻
（
久
知
由
賀
無
）
は
、
『
諸
病
源
候
論
』
巻
一
・
風
諸
病
上
「
風
口
喎
候
」
か
ら
、
次
の
文
を
引
用
す
る
。

故
使
口
喎
僻
、
言
語
不
正
。

故
に
口
を
し
て
喎
僻
せ
し
め
、
言
語
正
し
か
ら
ず
。

第
二
に
、
『
外
台
秘
要
方
』
は
『
諸
病
源
候
論
』
の
全
文
、
『
医
心
方
』
は
「
脈
論
」
以
外
の
全
文
を
引
用
す
る
が
、
『
和
名
抄
』
は
ま
ず
、
『
説
文
』
を
引

用
し
、
割
注
で
「
咼
（
喎
）
」
の
和
訓
「
久
知
由
賀
無
」
を
掲
げ
、
次
に
『
諸
病
源
候
論
』
を
引
用
し
て
、
こ
の
和
訓
と
対
応
す
る
「
言
語
不
正
」
を
引
く
。

『
諸
病
源
候
論
』
巻
一
・
風
諸
病
上
「
風
口
喎
候
」
の
引
用
に
際
し
て
、
項
目
冒
頭
の
病
源
で
は
な
く
、
病
候
の
冒
頭
を
引
用
し
た
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
ろ

う
。⑯

黄
疸
（
歧
波
無
夜
万
比
）

諸
病
源
候
論

黄
疸
之
病
、
…

令
身
体
面
目
及
爪
甲
小
便
尽
黄
…

外
台
秘
要
方

病
源
、

黄
疸
之
病
、
…

令
身
体
面
目
爪
甲
及
小
便
尽
黄
…

前
田
本

病
源
論
云
、
黄
疸
、

〈
音
旦
、
一
云
黄
病
、

歧
波
無
夜
万
比
。
〉
身
体
面
目
爪
甲
及
小
便
尽
黄

之
病
也
。

箋
注
本

病
源
論
云
、
黄
疸
、

〈
音
旦
、
一
云
黄
病
、

歧
波
無
夜
万
比
。
〉
身
体
面
目
爪
甲
及
小
便
尽
黄

和

之
病
也
。

名

天
文
本

同

云
、
黄
疸
、
〈
下
音
旦
、
一
云
黄
病
、

岐
波
無
夜
末
比
。
〉
身
体
面
目
爪
甲
及
小
便
尽
黄

之
病
也
。
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抄

天
正
本

病
源
論
云
、
黄
疸
、

〈
黄
病
、
和
名
岐
波
無
夜
万
比
。
〉
身
体
面
目
爪
甲
及
小
便
尽
黄

之
病
。

元
和
本

病
源
論
云
、
黄
疸
、

〈
音
旦
、
一
云
黄
病
、

岐
波
無
夜
万
比
。
〉
身
体
面
目
爪
甲
及
小
便
尽
黄

之
病
也
。

半
井
本

病
源
論
云
、
黄
疸
之
病
、
…

令
身
体
面
目
爪
甲
及
小
便
尽
黄
…

医

仁
和
本

病
源
論
云
、
黄
疸
之
病
、
…

令
身
体
面
目
爪
甲
及
小
便
尽
黄
…

心

安
政
本

病
源
論
云
、
黄
疸
之
病
、
…

令
身
体
面
目
爪
甲
及
小
便
尽
黄
…

方

叢
書
本

病
源
論
云
、
黄
疸
之
病
、
…

令
身
体
面
目
爪
甲
及
小
便
尽
黄
…

＊
出
典
『
諸
病
源
候
論
』
巻
十
二
・
黄
諸
病
「
黄
疸
候
」

【
病
源
】
黄
疸
之
病
、
此
由
酒
食
過
度
、
府
蔵
不
和
、
水
穀
相
并
、
積
於
脾
胃
。
復
為
風
湿
所
搏
、
瘀
結
不
散
、
熱
気
鬱
蒸
。

【
病
候
】
故
食
已
如
飢
、
令
身
体
面
目
及
爪
甲
小
便
尽
黄
、
而
欲
安
臥
。
若
身
体
多
赤
黒
多
青
皆
見
者
、
必
寒
熱
身
痛
。
面
色
微
黄
、
歯
垢
黄
、
爪
甲
上

黄
、
黄
疸
也
。
渇
而
疸
者
、
其
病
難
治
、
疸
而
不
渇
、
其
病
可
治
。
発
於
陰
部
、
其
人
必
嘔
、
発
於
陽
部
、
其
人
振
寒
而
微
熱
。

第
一
に
、
『
和
名
抄
』
⑯
黄
疸
（
歧
波
無
夜
万
比
）
は
、
『
諸
病
源
候
論
』
巻
十
二
・
黄
諸
病
「
黄
疸
候
」
か
ら
、
次
の
文
を
引
用
す
る
。

黄
疸
之
病
、
…
令
身
体
面
目
及
爪
甲
小
便
尽
黄
。

黄
疸
の
病
は
、
…
身
体
・
面
目
及
び
爪
甲
・
小
便
を
し
て
、
尽
く
黄
ば
ま
し
む
。

第
二
に
、
「
病
源
論
云
」
の
後
に
「
黄
疸
」
と
し
、
「
之
病
」
二
字
は
文
末
に
置
く
。
こ
の
操
作
に
よ
っ
て
「
黄
之
病
」
に
、
⑯
黄
疸
の
和
訓
「
歧
波
無
夜

万
比
」
を
対
応
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
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こ
れ
も
、
④
喎
僻
同
様
の
本
文
操
作
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
源
順
は
『
和
名
抄
』
を
撰
述
す
る
際
、
和
訓
の
掲
載
を
中
心
と
し
て
、
『
諸
病
源
候
論
』
ど

の
部
分
を
引
用
す
る
か
、
本
文
を
ど
の
よ
う
に
改
変
す
る
か
を
十
分
に
配
慮
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
『
和
名
抄
』
の
「
師
説
」
注
記

『
和
名
抄
』
が
『
諸
病
源
候
論
』
に
お
け
る
「
病
源
論
」
の
引
用
例
で
、
「
師
説
」
注
記
を
引
用
す
る
唯
一
の
例
が
、
㉑
鬼
舐
頭
で
あ
る
。

㉑
鬼
舐
頭

諸
病
源
候
論

人
有
風
邪
在
於
頭
、
…
或
如
銭
大
、
或
如
指
大
、
髪
不
生
、
亦
不
痒
、

故
謂
之
鬼
舐
頭
。

外
台
秘
要
方

ナ
シ

前
田
本

病
源
論
云
、
鬼
舐
頭
、
〈
師
説
云
、
為
天
狗
下
食
所
舐
〉
。

人

頭

或
如
銭
大
、
或
如
指
大
、
髪
不
生
也
。

和

箋
注
本

病
源
論
云
、
鬼
舐
頭
、
〈
師
説
云
、
為
天
狗
下
食
所
舐
是
〉
。

人

頭

或
如
銭
大
、
或
如
指
大
、
髪
不
生
也
。

名

天
文
本

ナ
シ

抄

天
正
本

病
源
論
云
、
鬼
舐
頭
、

為
天
狗
下
食
所
舐
是
也
。
人

頭

或
如
銭
大
、
或
如
指
大
、
髪
不
生
。

元
和
本

病
源
論
云
、
鬼
舐
頭
、
〈
師
説
、

為
天
狗
下
食
所
舐
是
〉
。

人

頭

或
如
銭
大
、
或
如
指
大
、
髪
不
生
也
。

半
井
本

病
源
論
云
、

人
有
風
邪
在
於
頭
、
…
或
如
銭
大
、
或
如
指
大
、
髪
不
生
、
亦
不
痒
、

故
謂
之
鬼
舐
頭
也
。
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医

仁
和
本

病
源
論
曰
、

人
有
風
邪
在
於
頭
、
…
或
如
銭
大
、
或
如
指
大
、
髪
不
生
、
亦
不
痒
、

謂
之
鬼
舐
頭
。

心

多
紀
本

病
源
論
云
、

人
有
風
邪
在
於
頭
、
…
或
如
銭
大
、
或
如
指
大
、
髪
不
生
、
亦
不
痒
、

方

故
謂
之
鬼
舐
頭
也
。

叢
書
本

病
源
論
云
、

人
有
風
邪
在
於
頭
、
…
或
如
銭
大
、
或
如
指
大
、
髪
不
生
、
亦
不
痒
、

故
謂
之
鬼
舐
頭
也
。

＊
出
典
『
諸
病
源
候
論
』
巻
二
十
七
・
髪
毛
諸
病
「
鬼
舐
頭
候
」

【
病
源
】
人
有
風
邪
在
於
頭
、
有
偏
虚
処
、
則
髪
禿
落
、
肌
肉
枯
死
。

【
病
候
】
或
如
銭
大
、
或
如
指
大
、
髪
不
生
、
亦
不
痒
、
故
謂
之
鬼
舐
頭
。

第
一
に
、
『
和
名
抄
』
㉑
鬼
舐
頭
は
、
『
諸
病
源
候
論
』
二
十
七
・
髪
毛
諸
病
「
鬼
舐
頭
候
」
か
ら
、
次
の
文
を
引
用
す
る
。

人
有
風
邪
在
於
頭
、
…
或
如
銭
大
、
或
如
指
大
、
髪
不
生
、
亦
不
痒
、
故
謂
之
鬼
舐
頭
。

人
に
風
邪
有
る
と
き
、
頭
に
在
り
、
…
或
は
銭
の
大
さ
の
如
く
、
或
は
指
の
大
さ
の
如
く
、
髪
生
ぜ
ず
、
亦
痒
か
ら
ず
、
故
に
之
を
鬼
舐
頭
と
謂
ふ
。

第
二
に
、
『
和
名
抄
』
は
、
掲
出
語
「
鬼
舐
頭
」
を
「
人
頭
」
の
前
に
置
く
。
こ
れ
は
『
和
名
抄
』
の
文
体
の
形
式
に
整
え
る
た
め
の
改
変
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
、
『
和
名
抄
』
に
は
、
割
注
と
し
て
「
師
説
」
の
注
記
が
あ
る
が
、
和
訓
は
な
い
。
漢
語
を
掲
出
し
、
万
葉
仮
名
で
和
名
・
和
訓
を
示
す
と
い
う
『
和

名
抄
』
の
あ
り
か
た
か
ら
す
れ
ば
、
異
例
の
注
記
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

狩
谷
棭
齋
「
箋
注
」
は
、
こ
の
「
師
説
」
注
記
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

按
「
下
食
日
」
、
見
『
口
遊
』
陰
陽
門
、
『
拾
芥
抄
』
諸
事
吉
凶
部
。
『
暦
林
問
答
』
、
有
「
歳
下
食
」
、
有
「
下
食
時
」
。
引
『
尚
書
暦
』
曰
、
「
下
食
時
者
、

避
其
時
、
不
忌
其
日
。
沐
髪
、
種
菓
木
、
忌
其
時
」
。
『
江
次
第
抄
』
云
、
「
下
食
者
、
鬼
神
之
名
。
此
日
沐
浴
、
則
鬼
舐
頭
而
髪
落
是
也
。
但
此
注
「
為
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天
狗
下
食
所
舐
」
、
謂
下
食
日
時
沐
浴
、
則
天
狗
下
来
、
食
舐
之
、
令
髪
落
也
。

按
ず
る
に
、
「
下
食
日
」
、
『
口
遊
』
の
陰
陽
門
、
『
拾
芥
抄
』
の
諸
事
吉
凶
部
に
見
ゆ
。
『
暦
林
問
答
』
は
、
「
歳
下
食
」
有
り
、
「
下
食
時
」
有
り
。
『
尚

書
暦
』
を
引
ひ
て
曰
は
く
、
「
下
食
時
は
、
其
の
時
を
避
け
、
其
の
日
を
忌
ま
ず
。
髪
を
沐
ひ
、
菓
木
種
ゑ
、
其
の
時
を
忌
む
」
、
と
。
『
江
次
第
抄
』
に

云
は
く
、
「
下
食
は
、
鬼
神
の
名
な
り
。
此
の
日
に
沐
浴
す
れ
ば
、
則
ち
鬼
頭
を
舐
め
、
髪
落
ち
、
是
れ
な
り
」
、
と
。
但
し
、
此
に
「
天
狗
下
食
に
、

舐
め
る
と
こ
ろ
と
為
す
」
と
注
す
。
下
食
日
時
に
沐
浴
す
れ
ば
、
則
ち
天
狗
下
来
し
て
食
し
、
こ
れ
を
舐
め
、
髪
を
落
ち
し
む
と
謂
ふ
な
り
。

棭
齋
は
、
こ
の
「
師
説
」
注
記
は
『
和
名
抄
』
よ
り
時
代
の
下
る
有
職
故
実
の
書
物
・
源
為
憲
撰
『
口
遊
』
・
洞
院
公
賢
撰
『
拾
芥
抄
』
・
賀
茂
在
方
撰
『
暦

林
問
答
集
』
・
大
江
匡
房
撰
『
江
家
次
第
』
の
注
釈
書
で
あ
る
一
条
兼
良
撰
『
江
次
第
抄
』
の
本
文
を
引
く
。

『
和
名
抄
』
の
「
師
説
」
注
記
に
つ
い
て
、
藏
中
し
の
ぶ
氏
は
『
和
名
抄
』
の
引
用
書
目
、
特
に
「
師
説
」
注
記
の
付
さ
れ
た
書
目
が
律
令
の
範
疇
に
収
ま

る
も
の
を
多
く
含
ん
で
お
り
、
『
和
名
抄
』
の
背
後
に
は
律
令
が
あ
り
、
大
学
寮
を
は
じ
め
と
す
る
講
筵
の
場
、
学
問
教
育
の
場
を
想
定
さ
れ
た
。

「
師
説
」
の
背
後
に
は
、
公
私
に
わ
た
る
講
書
・
講
筵
の
場
、
学
問
教
育
が
あ
り
、
し
か
も
、
そ
れ
ら
は
平
安
初
期
を
さ
か
の
ぼ
り
、
奈
良
朝
以
前
の
痕

跡
を
と
ど
め
て
い
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
奈
良
朝
に
お
い
て
も
、
律
令
学
・
仏
教
学
・
文
学
の
講
説
の
場
が
公
私
に
わ
た
っ
て
開
筵
さ
れ
、
そ
れ
ら
が

注
釈
・
語
釈
の
形
式
を
と
っ
て
伝
わ
り
、
『
和
名
抄
』
に
も
、
そ
の
幾
何
か
が
拾
い
上
げ
ら
れ
て
い
る(15

)

。

こ
の
「
師
説
」
は
、
『
諸
病
源
候
論
』
『
医
心
方
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
日
本
で
付
さ
れ
た
「
師
説
」
を
『
和
名
類
聚
抄
』
が
引
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま

た
、
「
鬼
舐
頭
」
に
つ
い
て
、
源
順
は
、
掲
出
語
は
医
学
書
『
諸
病
源
候
論
』
を
引
き
、
「
師
説
」
は
後
世
の
有
職
故
実
書
に
見
え
る
質
の
注
記
を
引
用
し
た

可
能
性
も
あ
る
。
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第
四
節
『
諸
病
源
候
論
』
「
病
源
」
と
「
病
候
」
の
引
用

『
和
名
抄
』
が
『
諸
病
源
候
論
』
の
「
病
源
」
と
「
病
候
」
両
方
を
引
用
す
る
の
は
、
次
の
五
例
で
あ
る
。

（
３
）
病
原
と
病
候
。
五
例
。

①
聤
耳
・
⑩
重
舌
・
⑬
脱
菫
・
㉒
漆
瘡
・
㉖
肉
刺

こ
の
五
例
は
、
出
典
『
諸
病
源
候
論
』
に
お
け
る
引
用
文
の
位
置
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
二
分
類
さ
れ
る
。

（
Ａ
）
『
諸
病
源
候
論
』
の
項
目
冒
頭
部
を
引
用
す
る
例
。
三
例
。

⑬
脱
菫
・
㉒
漆
瘡
・
㉖
肉
刺

（
Ｂ
）
『
諸
病
源
候
論
』
の
項
目
冒
頭
部
を
引
用
し
な
い
例
。
二
例
。

①
聤
耳
・
⑩
重
舌

そ
こ
で
、
次
に
、
『
和
名
抄
』
『
外
台
秘
要
方
』
『
医
心
方
』
諸
本
の
本
文
を
対
照
し
、
三
書
が
引
用
す
る
『
諸
病
源
候
論
』
本
文
を
精
査
す
る
こ
と
と
す
る
。

一
、
『
和
名
抄
』
が
『
諸
病
源
候
論
』
冒
頭
部
の
引
用
す
る
例

ま
ず
、
『
和
名
抄
』
が
『
諸
病
源
候
論
』
の
「
病
源
」
と
「
病
候
」
両
方
を
引
用
す
る
五
例
の
う
ち
、
『
諸
病
源
候
論
』
の
項
目
冒
頭
部
を
引
用
す
る
三
例

で
あ
る
。
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⑬
脱
菫
（
之
利
以
豆
流
夜
万
比
）

諸
病
源
候
論

脱
肛
者
、

肛
門
脱
出
也
。
多
因
久
痢
後
大
腸
虚
冷

所
為
…

外
台
秘
要
方

病
源
、

脱
肛
者
、

肛
門
脱
出
也
。
多
因
久
痢
後
大
腸
虚
冷

所
為
…

前
田
本

病
源
論
云
、
脱
菫
、
〈
菫
古
紅
反
、

字
亦
作
肛
也
。

之
利
以
豆
流
夜
万
比
。
〉
肛
門
脱
出
也
。

又
痢
則
大
腸
虚
冷

所
為
也
。

箋
注
本

病
源
論
云
、
脱
菫
、
〈
菫
音
工
、

字
亦
作
肛
。

之
利
以
豆
流
夜
万
比
。
〉
肛
門
脱
出
也
。

久
痢
則
大
腸
虚
冷

所
為
也
。

和

天
文
本

病
源
論
云
、
脱
菫
、
〈
下
音
工
、

亦
作
肛
。

之
利
以
豆
流
夜
末
比
。
〉
肛
門
脱
出
也
。

久
痢
則
大
傷
虚
冷

所
為
也
。

名

病
源
論
云
、
脱
菫
、

音
工
、

亦
作
肛
。

肛
門
脱
出
也
。

久
痢
則
大
腸
虚
冷

所
為
也
。

抄

〈
和
名
之
利
以
豆
流
夜
万
比
。
〉

天
正
本

病
源
論
云
、
脱
菫
、

〈
工

字
〉

作
肛
。
〈
和
名
之
利
伊
豆
流
夜
万
比
。
〉
肛
門
脱
出
也
。

久

則
大
腹
虚
冷

所
為
也
。

元
和
本

病
源
論
云
、
脱
菫
、

〈
古
紅
反
、
字
亦
作
肛
。

和
名
之
利
以
豆
流
夜
万
比
。
〉
肛
門
脱
出
也
。

久
痢
則
大
腸
虚
冷

所
為
也
。

半
井
本

病
源
論
云
、
脱
肛
者
、

門
脱
出
也
。
多
由
久
利

大
腸
虚
冷

所
為
…

医

仁
和
本

病
源
論
云
、
脱
肛
者
、

肛
門
脱
出
也
。
多
由
久
利

大
腸
虚
冷
冷
所
為
…

心

安
政
本

病
源
論
云
、
脱
肛
者
、

門
脱
出
也
。
多
由
久
利

大
腸
虚
冷

所
為
…

方

叢
書
本

病
源
論
云
、
脱
肛
者
、

肛
門
脱
出
也
。
多
由
久
利

大
腸
虚
冷

所
為
…

＊
出
典
『
諸
病
源
候
論
』
巻
十
七
・
諸
痢
病
候
「
脱
肛
候
」

【
病
候
】
脱
肛
者
、
肛
門
脱
出
也
。

【
病
源
】
多
因
久
痢
後
大
腸
虚
冷
所
為
。
肛
門
為
大
腸
之
候
、
大
腸
虚
而
傷
於
寒
、
痢
而
用
気
槞
、
其
気
下
衝
、
則
肛
門
脱
出
、
因
謂
脱
肛
也
。
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第
一
に
、
『
和
名
抄
』
⑬
脱
菫
（
之
利
以
豆
流
夜
万
比
）
は
、
『
諸
病
源
候
論
』
巻
十
七
・
諸
痢
病
候
「
脱
肛
候
」
冒
頭
部
の
一
文
を
引
用
し
て
い
る
。

脱
肛
者
、
肛
門
脱
出
也
。
多
因
久
痢
後
大
腸
虚
冷
所
為
。

脱
肛
は
、
肛
門
の
脱
出
な
り
。
多
く
は
久
痢
の
後
に
大
腸
の
虚
冷
に
因
る
所
為
な
り
。

第
二
に
、
『
外
台
秘
要
方
』
『
医
心
方
』
は
『
諸
病
源
候
論
』
の
文
章
に
ほ
ぼ
手
を
加
え
ず
、
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
の
に
対
し
、
『
和
名
抄
』
は
「
者
」
「
多

因
」
を
節
略
す
る
。

㉒
漆
瘡
（
宇
流
之
加
不
礼
）

諸
病
源
候
論

漆
有
毒
、
人
有
稟
性
畏
漆
、
但
見
漆
便
中
其
毒
。
喜
面
痒
、
然
後
胸
臂
䏶
腨
皆
悉
掻
痒
、
面
為
起
腫

外
台
秘
要
方

ナ
シ

前
田
本

病
源
論
云
、
漆
瘡
、

〈
宇
流
之
加
不
礼
。
〉
人

見
漆

中
其
毒

而
腫
、

足
也
。

箋
注
本

病
源
論
云
、
漆
瘡
、

〈
宇
流
之
加
不
礼
。
〉
人

見
漆

中
其
毒

而
腫
、

和

是
也
。

名

天
文
本

ナ
シ

抄

天
正
本

病
源
論
云
、
漆
瘡
、
〈
和
名
宇
留
之
加
不
礼
。
〉
人

見
漆

中
其
毒

而
腫
、

是
也
。

元
和
本

病
源
論
云
、
漆
瘡
、
〈
和
名
宇
流
之
加
不
礼
。
〉
人

見
漆

中
其
毒

而
腫
、

是
也
。

半
井
本

病
源
論
云
、

漆
有
毒
、
人
有
稟
性
畏
漆
、
但
見
漆
便
中
其
毒
、
喜
面
痒
、
然
後
胸
臂
䏶
腨
皆
悉
掻
痒
、
面
為
起
腫

医



- 82 -

仁
和
本

病
源
論
云
、

漆
有
毒
、
人
有
稟
性
畏
漆
、
但
見
漆
便
中
其
毒
、
喜
面
痒
、
然
後
胸
臂
䏶
腨
皆
悉
瘙
痒
、
面
為
起
腫

心

安
政
本

病
源
論
云
、

漆
有
毒
、
人
有
稟
性
畏
漆
、
但
見
漆
便
中
其
毒
、
喜
面
痒
、
然
後
胸
臂
䏶
腨
皆
悉
掻
痒
、
面
為
起
腫

方

叢
書
本

病
源
論
云
、

漆
有
毒
、
人
有
稟
性
畏
漆
、
但
見
漆
便
中
其
毒
、
喜
面
痒
、
然
後
胸
臂
䏶
腨
皆
恙
掻
痒
、
面
為
超
腫

＊
出
典
『
諸
病
源
候
論
』
巻
三
十
五
・
瘡
諸
病
「
漆
瘡
候
」

【
病
源
】
漆
有
毒
、
人
有
稟
性
畏
漆
、
但
見
漆
便
中
其
毒
。

【
病
候
】
喜
面
痒
、
然
後
胸
臂
䏶
腨
皆
悉
掻
痒
、
面
為
起
腫
、
繞
眼
微
赤
、
諸
所
痒
処
、
以
手
掻
之
、
随
手
輦
展
、
起
赤
襞
縟
。
襞
縟
消
已
、
生
細
粟
瘡

甚
微
、
有
中
毒
軽
者
、
証
候
如
此
。
其
有
重
者
、
遍
身
作
瘡
、
小
者
如
麻
豆
、
大
者
如
棗
杏
、
膿
焮
疼
痛
、
摘
破
小
定
有
小
差
、
随
次
更
生
。
若
火
焼
漆
、

其
毒
気
則
厲
、
著
人
急
重
。
亦
有
性
自
耐
者
、
終
日
焼
煮
、
竟
不
為
害
也
。

第
一
に
、
『
和
名
抄
』
㉒
漆
瘡
（
宇
流
之
加
不
礼
）
は
、
『
諸
病
源
候
論
』
巻
三
十
五
・
瘡
諸
病
「
漆
瘡
候
」
冒
頭
部
の
一
文
を
引
用
し
て
い
る
。

漆
有
毒
、
人
有
稟
性
畏
漆
、
但
見
漆
便
中
其
毒
。
喜
面
痒
、
然
後
胸
臂
䏶
腨
皆
悉
掻
痒
、
面
為
起
腫
。

漆
に
毒
有
り
、
人
に
漆
を
畏
る
る
稟
性
有
り
、
但
だ
漆
を
見
れ
ば
便
ち
其
の
毒
に
中
り
、
喜
く
面
痒
く
、
然
る
後
に
胸
・
臂
・
䏶
・
腨
、
皆
悉
く
掻
痒
し
、

面
は
腫
れ
を
起
す
と
為
る
。

第
二
に
、
『
諸
病
源
候
論
』
『
医
心
方
』
の
本
文
に
な
い
が
、
『
和
名
抄
』
諸
本
の
み
に
見
ら
れ
る
本
文
と
し
て
文
末
に
「
是
也
」
を
付
す
文
体
が
あ
る
。
こ

れ
は
、
す
で
に
前
節
で
述
べ
た
⑨
喉
痺
と
同
じ
よ
う
に
、
『
和
名
抄
』
の
辞
書
的
な
文
体
と
み
ら
れ
る
。

第
三
に
、
『
和
名
抄
』
は
、
掲
出
語
「
漆
瘡
」
を
「
病
源
論
云
」
の
下
に
補
う
。
こ
れ
は
『
和
名
抄
』
の
文
体
の
形
式
に
整
え
る
た
め
の
改
変
で
あ
ろ
う
。
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㉖
肉
刺
（
乃
以
須
美
）

諸
病
源
候
論

脚
指
間
生
肉
如
刺
、

謂
之
肉
刺
。
肉
刺
者
、

由
著
靴
急
、
小
指
相

揩
而

生
也
。

外
台
秘
要
方

ナ
シ

前
田
本

病
源
論
云
、
肉
刺
、

〈
乃
以
須
美
。
〉
脚
指
間
生
肉
如
刺
、
由
著
靴

小

相

揩
而
所
生
也
。

和

箋
注
本

病
源
論
云
、
肉
刺
、

〈
乃
以
須
美
。
〉
脚
指
間
生
肉
如
刺
、
由
着
靴

小

相

揩
而
所
生
也
。

名

天
文
本

ナ
シ

抄

天
正
本

病
源
論
云
、
肉
刺
、
〈
和
名
乃
伊
須
美
。
〉

指
間
生
肉
如
刺
、
由
着
靴

小

相
靴
小
相
揩
血
所
生
也
。

元
和
本

病
源
論
云
、
肉
刺
、
〈
和
名
乃
以
須
美
。
〉
脚
指
間
生
肉
如
刺
、
由
著
靴

小

相

揩
而
所
生
也
。

半
井
本

病
源
論
云
、
肉
刺
者
、

脚
指
間
生
肉
如
刺
、

謂
之
肉
刺
。

由
着
靴
忽
、
小
指
相

揩
而

生
。

医

仁
和
本

佚

心

安
政
本

病
源
論
云
、
肉
刺
者
、

脚
指
間
生
肉
如
刺
、

方

謂
之
肉
刺
。

由
着
靴
忽
、
小
指
相

揩
而

生
。

叢
書
本

病
源
論
云
、
肉
刺
者
、

脚
指
間
生
肉
如
刺
、

謂
之
肉
刺
。

由
着
靴
忽
、
小
指
相

揩
而

生
。

＊
出
典
『
諸
病
源
候
論
』
巻
三
十
・
咽
喉
等
諸
病
「
肉
刺
候
」
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【
病
候
】
脚
指
間
生
肉
如
刺
、
謂
之
肉
刺
。

【
病
源
】
肉
刺
者
、
由
著
靴
急
、
小
指
相
揩
而
生
也
。

第
一
に
、
『
和
名
抄
』
㉖
肉
刺
（
乃
以
須
美
）
は
、
『
諸
病
源
候
論
』
巻
三
十
・
咽
喉
等
諸
病
「
肉
刺
候
」
の
全
文
（
冒
頭
部
）
を
引
用
す
る
。

脚
指
間
生
肉
如
刺
、
謂
之
肉
刺
。
肉
刺
者
、
由
著
靴
急
、
小
指
相
揩
而
生
也
。

脚
の
指
の
間
に
、
肉
生
じ
て
刺
の
如
く
、
之
を
肉
刺
と
謂
ふ
。
肉
刺
は
、
靴
を
急
ぎ
て
著
く
に
由
り
、
小
指
を
相
揩
り
て
生
ず
る
な
り
。

第
二
に
、
『
諸
病
源
候
論
』
は
「
肉
刺
者
、
由
著
靴
急
」
に
作
る
が
、
『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
「
肉
刺
（
者
）
」
は
文
の
冒
頭
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
れ
は
、

平
安
中
期
に
日
本
に
伝
わ
っ
た
『
諸
病
源
候
論
』
の
本
文
に
は
「
肉
刺
者
、
脚
指
間
生
肉
如
刺
」
と
あ
っ
た
も
の
か
。
中
国
で
は
失
わ
れ
た
『
諸
病
源
候
論
』

の
古
い
本
文
に
「
肉
刺
者
、
脚
指
間
生
肉
如
刺
」
と
あ
っ
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。

二
、
『
和
名
抄
』
が
『
諸
病
源
候
論
』
冒
頭
部
を
引
用
し
な
い
例

『
和
名
抄
』
が
『
諸
病
源
候
論
』
項
目
冒
頭
部
を
引
用
し
な
い
の
は
次
の
二
例
①
聤
耳
・
⑩
重
舌
で
あ
る
。

①
聤
耳
（
美
々
太
利
）

諸
病
源
候
論

…
熱
乗
虚
也
。
入
於
其
経
、
邪
随
血
気
至
耳
、
熱
気
聚
則
生
膿
汁
、

故
謂
之
聤
耳
。

外
台
秘
要
方

病
源
、

…
熱
乗
虚
而
。
入
於
其
経
、
邪
随
血
気
至
耳
、
熱
気
聚
則
生
膿
汁
、

故
謂
之
聤
耳
。
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前
田
本

病
源
論
云
、
聤
耳
、
〈
上
音
亭
、

美
々
太
利
。
〉
風
熱
、

耳

生
膿
汁
也
。

和

箋
注
本

病
源
論
云
、
聤
耳
、
〈
上
音
亭
、

美
々
太
利
。
〉
風
熱
、

耳

生
膿
汁
也
。

名

天
文
本

病
源
論
云
、
聤
耳
、
〈
上
音
亭
、

美
美
太
利
。
〉
風
勢

入

耳

膿
汁
也
。

抄

天
正
本

病
源
論
云
、
聤
耳
、

〈
亭
反
、
和
名
美
々
太
利
。
〉

元
和
本

病
源
論
云
、
聤
耳
、
〈
上
音
亭
、

和
名
美
々
太
利
。
〉
風
熱
、

耳

生
膿
汁
也
。

半
井
本

病
源
論
云
、

…
風
熱
乗
虚

入

経
其

血
気
至
耳
、
熱
気
聚
則
生
膿
汁
、

謂
之
聤
耳
也
。

医

仁
和
本

病
源
論
云
、

…
風
熱
乗
虚

入

経
其

血
気
至
耳
、
熱
気
聚
則
生
膿
汁
、

謂
之
聤
耳
也
。

心

安
政
本

病
源
論
云
、

…
風
熱
乗
虚

入

経
其

血
気
至
耳
、
熱
気
聚
則
生
膿
汁
、

方

謂
之
聤
耳
也
。

叢
書
本

病
源
論
云
、

…
風
熱
乗
虚

入

経
其

血
気
至
耳
、
熱
気
聚
則
生
膿
汁
、

謂
之
聤
耳
也
。

＊
出
典
『
諸
病
源
候
論
』
巻
二
十
九
・
耳
諸
病
「
聤
耳
候
」

【
病
源
】
耳
者
宗
脈
之
所
聚
、
腎
気
之
所
通
。
足
少
陰
、
腎
之
経
也
。
労
傷
血
気
、
熱
乘
虚
也
。
入
於
其
経
、
邪
随
血
気
至
耳
。

【
病
候
】
熱
気
聚
則
生
膿
汁
、
故
謂
之
聤
耳
。

第
一
に
、
『
和
名
抄
』
①
聤
耳
（
美
々
太
利
）
は
、
『
諸
病
源
候
論
』
巻
二
十
九
・
耳
諸
病
「
聤
耳
候
」
か
ら
、
次
の
文
を
引
用
す
る
。

熱
乘
虚
也
。
入
於
其
経
、
邪
随
血
気
至
耳
、
熱
気
聚
則
生
膿
汁
、
故
謂
之
聤
耳
。



- 86 -

熱
は
虚
に
乗
ず
る
な
り
。
其
の
経
に
入
り
、
邪
は
血
気
に
随
ひ
て
耳
に
至
り
、
熱
気
聚
ま
れ
ば
則
ち
膿
汁
生
じ
、
故
に
之
を
聤
耳
と
謂
ふ
。

第
二
に
、
『
和
名
抄
』
は
、
掲
出
語
「
聤
耳
」
を
「
病
源
論
云
」
の
下
に
置
く
。
こ
れ
は
『
和
名
抄
』
の
文
体
の
形
式
に
整
え
る
た
め
の
改
変
で
あ
る
。
そ

し
て
こ
の
改
変
に
よ
っ
て
、
引
用
に
際
し
て
、
項
目
冒
頭
の
「
耳
者
」
の
一
文
で
は
な
く
、
冒
頭
部
以
外
の
部
分
を
引
用
し
た
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
、
『
諸
病
源
候
論
』
は
「
熱
」
に
作
る
が
、
『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
「
風
熱
」
に
作
る
。
こ
れ
は
、
古
い
本
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑩
重
舌
（
古
之
太
）

諸
病
源
候
論

…
熱
気
随
脈
衝
於
舌
本
血
脈
脹
起
、
変
生
如
舌
之
状
、
在
於
舌
本
之
下
、
謂
之
重
舌
。

外
台
秘
要
方

ナ
シ

前
田
本

病
源
論
云
、

舌
本
血
脈
脹
然
、
変
生
如
舌
之
状
、

謂
之
重
舌
也
。

和

箋
注
本

病
源
論
云
、

舌
本
血
脈
脹
然
、
変
生
如
舌
之
状
、

謂
之
重
舌
也
。
〈
俗
云
古
之
太
。
〉

名

天
文
本

病
源
論
云
、

古
本
血
脈
脹
然
、
変
生
如
舌
之
状
、

謂
之
重
舌
。

〈
俗
云
古
之
太
。
〉

抄

病
源
論
云
、

舌
本

脈
脹
然
、
変
生
如
舌
之
、

謂
之
重
舌
也
。

天
正
本

病
源
論
云
、

舌
本
血
脈
脹
然
、
変
生
如
舌
之
状
、

謂
。

元
和
本

病
源
論
云
、

舌
本
血
脈
脹
然
、
変
生
如
舌
之
状
、

謂
之
重
舌
也
。

半
井
本

病
源
論
云
、
…
熱
気
随
脈
衝
於
舌
本
血
脈
脹
起
、
変
生
如
舌
之
状
、
在

舌
本
之
下
、
謂
之
重
舌
。

医

仁
和
本

病
源
論
云
、
…
熱
気
随
脈
衝
於
舌
本
血
脈
脹
起
、
変
生
如
舌
之
状
、
在

舌
本
之
下
、
謂
之
重
舌
。

心

安
政
本

病
源
論
云
、
…
熱
気
随
脈
衝
於
舌
本
血
脈
脹
起
、
変
生
如
舌
之
状
、
在

舌
本
之
下
、
謂
之
重
舌
。

方

叢
書
本

病
源
論
云
、
…
熱
気
随
脈
衝
於
舌
本
血
脈
脹
起
、
変
生
如
舌
之
状
、
在

舌
本
之
下
、
謂
之
重
舌
。
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＊
出
典
『
諸
病
源
候
論
』
巻
三
十
・
唇
口
諸
病
「
重
舌
候
」

【
病
源
】
舌
、
心
之
候
也
。
脾
之
脈
起
於
足
大
指
、
入
連
於
舌
本
。
心
脾
有
熱
、
熱
気
随
脈
衝
於
舌
本
、
血
脈
脹
起
。

【
病
候
】
変
生
如
舌
之
状
、
在
於
舌
本
之
下
、
謂
之
重
舌
。

第
一
に
、
『
和
名
抄
』
⑩
重
舌
（
古
之
太
）
は
、
『
諸
病
源
候
論
』
巻
三
十
・
唇
口
諸
病
「
重
舌
候
」
か
ら
、
次
の
文
を
引
用
す
る
。

熱
気
随
脈
衝
於
舌
本
、
血
脈
脹
起
、
変
生
如
舌
之
状
、
在
於
舌
本
之
下
、
謂
之
重
舌
。

熱
気
は
脈
に
随
ひ
て
舌
本
に
衝
け
ば
、
血
脈
脹
れ
起
り
、
変
じ
て
舌
の
状
の
如
き
を
生
じ
、
舌
本
の
下
に
在
り
、
之
を
重
舌
と
謂
ふ
。

第
二
に
、
『
和
名
抄
』
は
割
注
と
し
て
和
訓
を
掲
出
し
た
の
は
「
天
文
本
」
「
箋
注
本
」
の
み
で
あ
る
。
『
和
名
抄
』
の
辞
書
と
し
て
の
統
一
的
な
文
体
、
「
病

源
論
云
、
［
掲
出
語
］
、
〈
和
訓
等
〉
」
と
い
う
形
式
に
整
え
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
漢
語
を
掲
出
し
、
万
葉
仮
名
で
和
名
・
和
訓
を
示
す
と
い
う
『
和
名
抄
』

の
あ
り
か
た
か
ら
す
れ
ば
、
異
例
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

第
五
節
『
諸
病
源
候
論
』
本
文
に
確
認
さ
れ
な
い
引
用

『
和
名
抄
』
が
現
存
す
る
『
諸
病
源
候
論
』
に
な
い
本
文
を
「
病
源
論
」
と
し
て
引
用
す
る
例
は
、
⑭
臨
瀝
一
例
で
あ
る
。

⑭
臨
瀝
（
之
太
天
由
波
利
）

諸
病
源
候
論

ナ
シ
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外
台
秘
要
方

ナ
シ

前
田
本

病
源
論
云
、
臨
瀝
、

〈
音
歴
、
之

太
天
由
波
利
。
〉
小
便
滴
瀝
也
。

和

箋
注
本

病
源
論
云
、
臨
瀝
、

〈
音
歴
、
之

太
天
由
波
利
。
〉
小
便
滴
瀝
也
。

名

天
文
本

病
源
論
云
、
臨
瀝
、
〈
下
音
歴
、
之

太
天
由
波
利
。
〉
小
便
滴
瀝
也
。

抄

天
正
本

病
源
論
云
、
臨
瀝
、

小
便
滴
瀝
也
。

音
歴
、
之
〈
太
天
由
波
利
。
〉

元
和
本

病
源
論
云
、
臨
瀝
、

〈
音
歴
、
之

太
天
由
波
利
。
〉
小
便
滴
瀝
也
。

半
井
本

ナ
シ

医

仁
和
本

ナ
シ

心

安
政
本

ナ
シ

方

叢
書
本

ナ
シ

⑭
臨
瀝
（
之
太
天
由
波
利
）
に
つ
い
て
、
狩
谷
棭
斎
「
箋
注
」
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

所
引
文
原
書
無
載
。
恐
源
君
誤
引
。
按
臨
瀝
当
作
淋
瀝
。
病
源
候
論
諸
淋
候
云
、
腎
虚
則
小
便
数
、
膀
胱
熱
則
水
下
渋
、
数
而
且
渋
、
則
淋
瀝
不
宣
、
故

謂
之
為
淋
。

引
く
所
の
文
、
原
書
に
載
す
る
こ
と
無
し
。
恐
ら
く
源
君
誤
り
て
引
く
。
按
ず
る
に
「
臨
瀝
」
当
に
「
淋
瀝
」
に
作
る
べ
し
。
『
病
源
論
』
「
諸
淋
候
」

に
云
は
く
、
「
腎
虚
す
れ
ば
則
ち
小
便
し
ば
し
ば
し
、
膀
胱
熱
け
れ
ば
則
ち
水
下
渋
り
、
し
ば
し
ば
し
て
且
つ
渋
れ
ば
、
則
ち
淋
瀝
し
て
宣
ら
ず
、
故
に

こ
れ
を
淋
と
為
す
」
、
と
。
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狩
谷
棭
斎
が
「
臨
瀝
」
を
正
し
く
は
「
淋
瀝
」
で
あ
り
、
こ
の
項
目
を
「
誤
引
」
と
み
て
指
摘
す
る
が
、
一
方
、
次
の
ふ
た
つ
の
解
釈
も
想
定
さ
れ
る
。

第
一
に
、
現
存
す
る
『
諸
病
源
候
論
』
と
は
異
な
る
本
文
を
も
つ
別
の
系
統
の
『
諸
病
源
候
論
』
に
は
か
つ
て
存
在
し
て
お
り
、
『
和
名
抄
』
は
そ
の
系
統

の
伝
本
を
参
看
し
て
本
文
を
引
用
し
た
と
み
る
考
え
方
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
中
国
で
は
失
わ
れ
た
『
諸
病
源
候
論
』
の
本
文
が
、
日
本
の
『
和
名
抄
』
に
の
み
、

独
自
に
残
存
し
て
い
た
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
の
『
医
心
方
』
を
は
じ
め
、
現
存
す
る
『
諸
病
源
候
論
』
を
引
用
し
た
医
書
に
「
淋
瀝
」
を
「
小

便
滴
瀝
」
と
解
釈
す
る
も
の
が
見
い
だ
さ
れ
な
い
。
『
和
名
抄
』
に
引
か
れ
た
一
文
は
、
『
諸
病
源
候
論
』
の
古
い
本
文
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
や
や
抵
抗
が

あ
る
。

第
二
に
、
『
和
名
抄
』
が
『
諸
病
源
候
論
』
の
本
文
を
独
自
に
改
変
し
た
と
み
る
見
方
で
あ
る
。

す
で
に
第
二
節
か
ら
第
四
節
で
論
じ
た
よ
う
に
、
『
和
名
抄
』
が
引
く
「
病
源
論
」
に
お
け
る
独
自
の
異
文
が
見
ら
れ
る
例
は
①
聤
耳
・
⑧
哯
吐
・
⑨
喉
痺

・
⑪
胡
臭
・
⑯
黄
疸
・
⑰
癰
癤
・
㉑
鬼
舐
頭
・
㉒
漆
瘡
・
㉗
風
癮
胗
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
⑧
哯
吐
・
⑯
黄
疸
二
例
は
、
和
訓
に
対
応
す
る
た
め
に
、
本
文
を

改
変
し
た
操
作
の
痕
跡
が
見
ら
れ
る
。

『
和
名
抄
』
⑭
臨
瀝
の
和
訓
と
し
て
注
さ
れ
る
の
は
「
之
太
天
由
波
利
」
、
す
な
わ
ち
「
し
た
で
ー
ゆ
ば
り
」
で
あ
あ
る
。
「
し
た
で
」
あ
る
い
は
「
し
た

だ
る
」
は
『
類
聚
名
義
抄
』
に
「
淋
」
の
古
訓
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
「
ゆ
ば
り
」
は
「
尿
」
の
字
に
あ
た
り
、
つ
ま
り
「
小
便
」
の
こ
と
で
あ
る
。
『
和
名
抄
』

の
本
文
「
小
便
滴
瀝
也
」
は
こ
の
和
訓
に
対
応
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

「
滴
瀝
」
が
見
ら
れ
る
最
古
の
用
例
は
『
日
本
書
紀
』
神
代
上
「
磤
馭
慮
島
で
の
聖
婚
と
大
八
洲
の
誕
生
」
と
い
う
神
話
か
ら
見
ら
れ
る
。
そ
の
訓
み
が
「
淋
」

と
相
通
じ
て
、
「
し
た
だ
る
」
で
あ
る
。

伊
奘
諾
尊
・
伊
奘
冉
尊
、
立
於
天
浮
橋
之
上
、
共
計
曰
、
底
下
豈
無
国
歟
、
廼
以
天
之
瓊
〈
瓊
、
玉
也
。
此
云
努
。
〉
矛
、
指
下
而
探
之
、
是
獲
滄
溟
。

其
矛
鋒
滴
瀝
之
潮
、
凝
成
一
嶋
。
名
之
曰
磤
馭
慮
嶋(16

)

。
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伊
奘
諾
尊
・
伊
奘
冉
尊
、
天
浮
橋
の
上
に
立
た
し
、
共
に
計
り
て
曰
は
く
、
「
底
下
に
、
豈
国
無
け
む
や
」
と
の
た
ま
ひ
、
廼
ち
天
之
瓊
〈
瓊
は
、
玉
な

り
。
此
に
は
努
と
云
ふ
。
〉
矛
を
以
ち
て
、
指
し
下
し
て
探
り
た
ま
ひ
、
是
に
滄
溟
を
獲
き
。
其
の
矛
の
鋒
よ
り
滴
瀝
る
潮
、
凝
り
て
一
島
に
成
れ
り
。

し
た
だ

名
け
て
磤
馭
慮
島
と
曰
ふ
。

そ
れ
に
、
『
和
名
抄
』
と
同
じ
平
安
中
期
安
和
二
年
（
九
六
九
）
頃
成
立
の
有
職
故
実
書
・
源
高
明
撰
『
西
宮
記
』
八
「
令
行
節
会
等
飲
酒
」
に
も
、
「
滴

瀝
」
と
い
う
言
葉
が
確
認
さ
れ
る
。

五
巡
後
到
着
者
可
行
三
盃
（
中
略
）
非
録
事
措
手
籌
罰
三
盃
、
滴
瀝
、
三
遅(17

)

。

㉑
鬼
舐
頭
に
お
け
る
「
師
説
」
注
記
に
つ
い
て
、
源
順
が
有
職
故
実
書
に
見
え
る
質
の
注
記
を
引
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
す
で
に
第
三
節
で
述
べ
た
が
、

こ
の
「
滴
瀝
」
＝
「
し
た
だ
る
」
も
、
医
学
と
異
な
る
分
野
の
書
籍
か
ら
仮
借
す
る
の
で
は
な
い
か
。

第
六
節

『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
に
お
け
る
「
病
源
論
」

以
上
、
『
和
名
抄
』
と
『
医
心
方
』
が
共
通
し
て
『
諸
病
源
候
論
』
を
引
用
す
る
二
七
例
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

第
一
に
、
『
医
心
方
』
同
様
、
源
順
は
『
和
名
抄
』
撰
述
に
際
し
て
、
『
諸
病
源
候
論
』
か
ら
「
脈
論
」
を
い
っ
さ
い
採
録
し
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
平
安

中
期
に
お
け
る
中
国
医
書
の
受
容
に
際
し
て
、
脈
論
に
説
く
脈
に
よ
る
診
断
方
法
や
理
論
に
、
あ
ま
り
関
心
が
持
た
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
の
で

は
な
い
か
。
『
医
心
方
』
に
先
立
ち
、
医
書
で
は
な
い
『
和
名
抄
』
が
脈
論
を
引
用
し
な
い
点
は
、
注
目
に
値
す
る
。

第
二
に
、
専
門
的
な
医
書
で
あ
る
『
医
心
方
』
は
、
『
諸
病
源
候
論
』
か
ら
脈
論
を
除
く
ほ
ぼ
全
文
か
ら
、
原
典
の
文
章
に
手
を
加
え
ず
、
長
文
を
そ
の
ま
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ま
引
用
す
る
。
し
か
し
、
分
類
体
漢
和
辞
書
で
あ
る
『
和
名
抄
』
は
、
和
訓
の
掲
出
に
最
小
限
必
要
な
語
彙
・
語
義
の
み
を
引
用
し
て
い
る
。

第
三
に
、
『
和
名
抄
』
が
、
『
医
心
方
』
と
同
じ
『
諸
病
源
候
論
』
の
箇
所
を
引
用
す
る
二
七
例
の
う
ち
、
③
雀
盲
・
⑤
欬
拔
・
⑥
欧
吐
・
⑦
津
頤
・
⑧
哯

吐
・
⑨
喉
痺
・
⑪
胡
臭
・
⑬
脱
菫
・
⑮
痟
謌
・
⑰
癤
・
⑱
浸
淫
瘡
・
⑲
瘤
・
⑳
肬
目
・
㉒
漆
瘡
・
㉓
飼
面
・
㉔
白
癜
・
㉕
歴
易
・
㉖
肉
刺
・
㉗
風
癮
の
十
九
例

は
『
諸
病
源
候
論
』
の
各
項
目
の
冒
頭
部
を
引
用
す
る
。

第
四
に
、
①
聤
耳
・
②
目
翳
・
④
喎
僻
・
⑩
重
舌
・
⑫
蚘
虫
・
⑯
黄
疸
・
㉑
鬼
舐
頭
の
七
例
は
、
引
用
文
が
『
諸
病
源
候
論
』
の
冒
頭
部
で
は
な
い
。
こ
れ

は
、
源
順
の
『
和
名
抄
』
撰
述
の
く
ふ
う
を
反
映
し
た
本
文
の
操
作
、
改
変
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

第
五
に
、
『
諸
病
源
候
論
』
『
医
心
方
』
の
本
文
と
は
異
な
る
『
和
名
抄
』
独
自
の
異
文
①
聤
耳
・
⑧
哯
吐
・
⑨
喉
痺
・
⑪
胡
臭
・
⑯
黄
疸
・
⑰
癰
癤
・
㉑

鬼
舐
頭
・
㉒
漆
瘡
・
㉗
風
癮
胗
の
九
例
は
、
源
順
に
よ
る
『
和
名
抄
』
編
纂
上
の
工
夫
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
用
例
に
限
っ
て
い
え

ば
、
『
諸
病
源
候
論
』
に
現
存
諸
本
と
は
別
系
統
の
本
文
が
存
在
し
、
『
和
名
抄
』
が
こ
れ
を
引
用
す
る
可
能
性
は
、
む
し
ろ
低
い
の
で
は
な
い
か
。

『
和
名
抄
』
と
『
医
心
方
』
は
、
い
ず
れ
も
『
諸
病
源
候
論
』
か
ら
多
大
な
影
響
を
受
け
た
。
『
和
名
抄
』
は
分
類
体
漢
和
辞
書
と
し
て
、
和
訓
の
掲
出
を

旨
と
す
る
。
そ
の
性
格
か
ら
文
体
を
統
一
化
す
る
た
め
の
く
ふ
う
が
、
『
諸
病
源
候
論
』
引
用
に
際
し
て
、
『
和
名
抄
』
独
自
の
異
文
を
生
み
だ
し
た
の
で
あ

る
。
一
方
、
『
医
心
方
』
は
『
諸
病
源
候
論
』
か
ら
「
脈
論
」
を
排
除
し
、
そ
の
他
の
項
目
は
ほ
ぼ
全
文
を
忠
実
に
引
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
大
同
類
従

方
』
『
金
蘭
方
』
に
つ
ぐ
最
初
期
の
日
本
の
医
書
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
た
の
で
あ
る
。

注（
１
）
拙
稿
「
医
心
方
の
基
礎
的
な
研
究
」
（
『
外
国
語
学
会
誌
』
第
四
二
号
、
大
東
文
化
大
学
外
国
語
学
会
、
二
〇
一
三
年
三
月
）
。

（
２
）
小
曽
戸
洋
『
中
国
医
学
古
典
と
日
本
ー
書
誌
と
伝
承
ー
』
（
塙
書
房
、
一
九
九
六
年
二
月
）
。
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（
３
）
王
應
麟
『
玉
海
』
（
華
文
書
局
、
一
九
六
四
年
一
月
）
。

（
４
）
澁
江
全
善
・
森
立
之
『
経
籍
訪
古
志
』
（
『
日
本
蔵
漢
籍
善
本
書
志
書
目
集
成
』
所
収
、
北
京
図
書
館
、
二
〇
〇
三
年
六
月
）
。

（
５
）
同
右
（
２
）
書
。

（
６
）
篠
原
孝
市
・
小
曽
戸
洋
編
『
宋
版
諸
病
源
候
論
』
（
「
東
洋
医
学
善
本
叢
書
」
所
収
、
東
洋
医
学
研
究
会
、
一
九
八
一
年
十
月
）
。

（
７
）
同
右
（
２
）
書
。

（
８
）
小
曽
戸
洋
「
『
諸
病
源
候
論
』
対
経
表
」
（
『
東
洋
医
学
善
本
叢
書
』
、
東
洋
医
学
研
究
会
、
一
九
八
一
年
十
月
）
。

（
９
）
『
外
台
秘
要
方
』
（
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
一
九
八
一
年
十
月
）
。

（

）
同
右
（
２
）
書
。

10
（

）
馬
渕
和
夫
編
『
二
十
巻
本
系
諸
本
の
影
印
対
照
』
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
年
八
月
）
。

11
（

）
藏
中
進
「
和
名
類
聚
抄
と
遊
仙
窟
」
（
『
神
戸
外
大
論
叢
』
第
一
八
号
、
神
戸
市
外
国
語
大
学
、
一
九
六
七
年
十
月
）
。

12
（

）
藏
中
し
の
ぶ
「
『
顔
氏
家
訓
』
と
『
和
名
類
聚
抄
』
ー
『
遊
仙
窟
』
「
師
説
」
注
記
と
の
比
較
か
ら
ー
」
（
『
立
命
館
文
学
』
第
六
三
〇
号
、
立
命
館
大

13

学
人
文
学
会
、
二
〇
一
三
年
三
月
）
。

（

）
同
右
。

14
（

）
同
右
。

15
（

）
小
島
憲
之
校
注
『
日
本
書
紀
』
（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小
学
館
、
一
九
九
四
年
四
月
）
。

16
（

）
土
田
直
鎮
・
所
功
校
注
『
西
宮
記
』
（
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
九
三
年
六
月
）
。

17
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第
三
章

『
和
名
類
聚
抄
』
所
引
「
黄
帝
内
経
」
攷

『
和
名
抄
』
が
「
黄
帝
内
経
」
と
し
て
引
用
す
る
三
例
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
今
日
に
一
般
的
に
知
ら
れ
る
『
黄
帝
内
経
素
問
』
あ
る
い
は
『
黄
帝
内

経
霊
枢
』
と
は
別
、
『
黄
帝
内
経
明
堂
類
成
』
で
あ
る
こ
と
と
狩
谷
棭
齋
が
指
摘
さ
れ
る
。
現
存
す
る
『
黄
帝
内
経
明
堂
類
成
』
は
、
全
十
三
卷
の
う
ち
わ
ず

か
一
巻
で
あ
る
が
、
『
医
心
方
』
と
唐
代
の
医
書
に
数
多
く
引
用
さ
れ
、
そ
の
本
来
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
本
章
は
、
『
和
名
抄
』
の
本
文
を

『
医
心
方
』
と
比
較
し
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
安
時
代
中
期
の
漢
籍
享
受
と
類
書
編
纂
の
実
態
を
解
明
す
る
の
を
目
的
と
す
る
。

第
一
節
『
和
名
抄
』
に
お
け
る
「
黄
帝
内
経
」
の
引
用

『
和
名
抄
』
に
「
黄
帝
内
経
」
の
引
用
例
が
次
の
三
例
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
す
べ
て
が
、
十
巻
本
系
で
は
巻
二
、
廿
巻
本
系
で
は
巻
三
に
配
さ
れ
る
。

表
１
・
『
和
名
類
聚
抄
』
所
引
「
黄
帝
内
経
」
本
文

№

掲
出
語

十
巻
本
系

廿
巻
本
系

①

涕
涙

説
文
云
、
涕
涙
、
〈
体
類
二
音
、
奈
美
太
。
〉
目
汁
也
。

説
文
云
、
涕
涙
、
〈
体
類
二
反
、
和
名
奈
美
太
。
〉
目
汁
也
。

承
泣
附

黄
帝
内
経
云
、
目
下
謂
之
承
泣
。
〈
音
急
、
奈
美
太
々
利
。
〉

黄
帝
内
経
云
、
目
下
謂
之
承
泣
。
〈
急
反
、
奈
美
太
々
利
。
〉

②

鼻
柱

黄
帝
内
経
云
、
水
溝
在
鼻
柱
下
。
〈
鼻
柱
、
波
奈
波
之
良
。
〉

黄
帝
内
経
云
、
木
溝
在
鼻
柱
下
〈
和
名
波
奈
波
之
良
。
〉

③

人
中

黄
帝
内
経
云
、
水
溝
即
人
中
也
。

黄
帝
内
経
云
、
木
溝
即
人
中
也
。
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狩
谷
棭
斎
『
箋
注
』
は
、
『
和
名
抄
』
が
「
黄
帝
内
経
」
を
引
く
三
項
目
「
涕
涙

承
泣
附
」
「
鼻
柱
」
「
人
中
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

隋
書
云
、
黄
帝
素
問
九
巻
、
旧
唐
書
作
八
巻
、
今
所
伝
唐
王
氷
注
二
十
四
巻
、
所
引
文
、
素
問
霊
枢
並
無
載
、
按
唐
書
有
黄
帝
内
経
明
堂
類
成
十
三
巻
、
楊

上
善
撰
、
其
書
説
経
穴
所
在
、
則
此
引
黄
帝
内
経
者
、
蓋
明
堂
也
、
明
堂
今
無
伝
本
、
望
之
伝
抄
一
巻
、
独
手
太
陰
一
経
而
已
、
不
能
依
以
挍
是
書
、
可
恨
、

又
按
鍼
灸
甲
乙
経
云
、
承
泣
在
目
下
七
分
、
即
是
事
也
。

『
隋
書
』
に
云
は
く
、
『
黄
帝
素
問
』
九
巻
。
『
旧
唐
書
』
八
巻
に
作
る
。
今
、
伝
ふ
る
所
の
唐
・
王
氷
の
注
二
十
四
巻
、
引
く
所
の
文
、
『
素
問
』
『
霊
枢
』

並
に
載
す
る
無
し
。
按
ず
る
に
、
『
唐
書
』
に
『
黄
帝
内
経
明
堂
類
成
十
三
巻
』
有
り
、
楊
上
善
の
撰
な
り
。
其
の
書
、
経
穴
の
所
在
を
説
く
。
則
ち
、
此

に
引
く
「
黄
帝
内
経
」
は
、
蓋
し
『
明
堂
』
な
る
や
。
『
明
堂
』
、
今
、
伝
本
無
し
。
望
之
伝
ふ
る
抄
一
巻
、
独
り
「
手
太
陰
」
一
経
の
み
、
以
て
是
の
書
に
依

り
て
を
挍
す
る
こ
と
能
は
ず
、
恨
む
可
し
。
又
、
按
ず
る
に
『
鍼
灸
甲
乙
経
』
に
云
は
く
、
「
承
泣
在
目
下
七
分
」
と
は
、
即
ち
是
の
事
な
り
。

棭
斎
は
、
『
和
名
抄
』
に
引
用
さ
れ
る
①
涕
涙
承
泣
附
「
承
泣
」
の
文
が
『
素
問
』
『
霊
枢
』
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
『
和
名
抄
』
に
引
用
さ
れ
た

「
黄
帝
内
経
」
が
唐
・
楊
上
善
の
撰
に
な
る
『
黄
帝
内
経
明
堂
類
成
』
で
あ
る
と
推
定
す
る
。
し
か
し
、
『
黄
帝
内
経
明
堂
類
成
』
に
は
伝
本
が
な
く
、
棭
斎

も
手
元
に
あ
る
抄
出
本
に
は
「
手
太
陰
」
一
経
し
か
な
く
、
本
文
を
比
較
し
て
校
勘
で
き
な
い
こ
と
を
「
恨
む
べ
し
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
棭
斎
は
『
鍼

灸
甲
乙
経
』
（
以
下
『
甲
乙
経
』
と
略
称
）
を
あ
げ
、
そ
こ
に
『
和
名
抄
』
と
類
似
す
る
本
文
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
棭
斎
は
②
鼻
柱
と

③
人
中
の
と
こ
ろ
に
も
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

所
引
蓋
明
堂
文
、
按
甲
乙
経
云
、
水
溝
在
鼻
柱
下
人
中
、
則
其
事
也
。

引
く
所
は
蓋
し
明
堂
の
文
な
り
。
按
ず
る
に
、
『
甲
乙
経
』
に
云
は
く
、
水
溝
は
鼻
柱
の
下
の
人
中
に
あ
り
、
即
ち
そ
の
こ
と
な
り
。

棭
斎
は
、
『
和
名
抄
』
に
「
黄
帝
内
経
」
が
引
か
れ
る
三
例
す
べ
て
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
『
黄
帝
内
経
明
堂
類
成
』
の
本
文
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。
そ
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し
て
、
『
甲
乙
経
』
に
『
和
名
抄
』
と
類
似
す
る
文
が
あ
る
こ
と
を
繰
り
返
し
指
摘
し
、
「
即
ち
、
そ
の
こ
と
な
り
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
節
「
黄
帝
内
経
」
に
つ
い
て

狩
谷
棭
斎
が
指
摘
す
る
『
黄
帝
内
経
明
堂
類
成
』
と
は
、
ど
の
よ
う
な
書
で
あ
っ
た
の
か
。

表
２
・
『
黄
帝
内
経
』
と
『
黄
帝
明
堂
経
』
関
連
年
表

黄
帝
内
経

Ｄ

黄
帝
明
堂
経
（
三
巻
）
（
散
佚
）

Ａ

素
問

Ｂ

霊
枢

全
元
起
本

Ｃ

黄
帝
内
経
太
素
（
三
十
巻
）

Ｅ

黄
帝
内
経
明
堂
類
成
（
十
三
巻
）

次
註
本

新
校
正
本

高
麗
献
本

日
本
仁
和
寺
本
（
現
存
二
十
五
巻
）

日
本
仁
和
寺
本
（
現
存
巻
一
）

日
本
尊
経
閣
本
（
現
存
巻
一
）
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顧
本

趙
府
本

現
行
本

現
行
本

現
行
本

現
行
本

中
国
最
古
の
医
学
書
『
黄
帝
内
経
』
の
成
立
は
、
秦
漢
の
時
代
と
さ
れ
る
。

『
黄
帝
内
経
』
は
、
Ａ
『
素
問
』
と
Ｂ
『
霊
枢
』
と
い
う
二
書
か
ら
成
る
。
Ａ
『
素
問
』
は
生
理
・
衛
生
・
病
理
な
ど
の
医
学
理
論
書
で
あ
り
、
Ｂ
『
霊
枢
』

は
医
学
理
論
の
ほ
か
、
診
断
・
治
療
・
鍼
灸
術
な
ど
の
臨
床
医
学
に
重
点
が
置
か
れ
る
。

Ａ
『
素
問
』
は
、
五
世
紀
末
に
全
元
起
に
よ
っ
て
注
解
さ
れ
、
さ
ら
に
こ
れ
を
基
に
宝
応
元
年
（
七
六
二
）
、
王
氷
に
よ
っ
て
改
訂
注
解
が
施
さ
れ
た
。
十

一
世
紀
以
降
、
中
国
で
医
学
書
の
研
究
が
さ
か
ん
に
な
る
と
、
Ａ
『
素
問
』
は
熙
寧
年
（
一
〇
六
八
）
、
林
億
ら
に
よ
っ
て
校
訂
さ
れ
た
。
こ
の
林
億
本
が
現

行
本
『
素
問
』
の
原
本
で
あ
り
、
林
億
本
を
通
し
て
、
全
元
起
本
の
一
部
や
、
王
氷
の
注
解
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
Ｂ
『
霊
枢
』
は
古
く
は
全
九
巻
で
あ
っ
た
た
め
、
『
九
巻
』
と
称
さ
れ
た
。
ま
た
、
鍼
灸
術
の
経
典
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
『
鍼
経
』
と
も
呼
ば
れ
た
。

こ
の
書
は
林
億
の
時
代
に
は
中
国
で
は
散
佚
し
て
お
り
、
の
ち
、
元
祐
八
年
（
一
〇
九
三
）
、
朝
鮮
写
本
に
基
づ
い
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
が
、
現
在
通
行
本
『
霊

枢
』
で
あ
る
。

七
世
紀
前
半
に
、
唐
・
楊
上
善
が
Ａ
『
素
問
』
・
Ｂ
『
霊
枢
』
の
本
文
を
内
容
別
に
再
編
し
、
注
を
加
え
、
Ｃ
『
黄
帝
内
経
太
素
』
を
撰
し
た
。
こ
の
書
は

八
世
紀
に
遣
唐
使
に
よ
っ
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
、
今
日
に
伝
存
す
る
。
Ａ
『
素
問
』
・
Ｂ
『
霊
枢
』
ほ
ど
古
く
は
な
い
が
、
十
一
世
紀
以
降
の
改
訂
を
経
て
い

な
い
た
め
、
文
字
や
文
体
は
古
態
を
よ
く
残
す
と
さ
れ
て
い
る(

1
)

。

一
方
、
Ｄ
『
黄
帝
明
堂
経
』
は
、
Ａ
『
素
問
』
・
Ｂ
『
霊
枢
』
・
Ｃ
『
太
素
』
と
は
、
全
く
別
の
医
学
書
で
あ
り
、
鍼
灸
術
に
必
要
な
経
脈
（
気
血
の
流
通
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路
）
や
経
穴
に
関
す
る
書
で
あ
る
。
こ
の
書
の
成
立
は
、
Ａ
『
素
問
』
・
Ｂ
『
霊
枢
』
と
ほ
ぼ
秦
漢
の
頃
と
さ
れ
る
。
し
か
し
原
本
は
散
佚
し
て
、
現
在
伝
わ

っ
て
い
な
い
。

唐
代
に
な
っ
て
、
Ｃ
『
太
素
』
と
同
じ
く
、
楊
上
善
が
Ｄ
『
黄
帝
明
堂
経
』
の
伝
本
を
収
集
し
、
注
釈
を
加
え
て
Ｅ
『
黄
帝
内
経
明
堂
類
成
』
撰
述
し
た
。

こ
の
Ｅ
『
黄
帝
内
経
明
堂
類
成
』
も
、
現
在
に
は
十
三
巻
の
う
ち
わ
ず
か
一
巻
し
か
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

棭
斎
が
『
和
名
抄
』
が
引
く
と
し
た
「
黄
帝
内
経
」
の
本
文
は
、
Ａ
『
素
問
』
と
Ｂ
『
霊
枢
』
で
は
な
く
、
こ
の
Ｅ
『
黄
帝
内
経
明
堂
類
成
』
の
本
文
で
あ

る
。隋

唐
代
に
「
黄
帝
」
の
名
を
冠
す
る
医
学
書
が
多
数
存
在
し
た
こ
と
は
、
『
隋
書
』
経
籍
志
、
『
旧
唐
書
』
経
籍
志
、
『
新
唐
書
』
芸
文
志
等
か
ら
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
日
本
で
は
、
寛
平
七
年
（
八
九
五
）
成
立
の
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
医
方
家
の
部
に
一
六
六
部
、
一
三
〇
九
巻
に
お
よ
ぶ
医
学
書
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
う
ち
、
『
黄
帝
内
経
』
と
『
明
堂
経
』
に
関
連
す
る
書
物
は
、
表
３
の
と
お
り
で
あ
る
。

表
３
・
書
籍
目
録
に
お
け
る
『
黄
帝
内
経
』
『
明
堂
経
』
の
記
載
一
覧

『
隋
書
』
経
籍
志

『
旧
唐
書
』
経
籍
志

『
新
唐
書
』
芸
文
志

『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
医
方
家

『
黄
帝
素
問
』
八
巻
全
元
起
注

『
黄
帝
素
問
』
八
巻

『
黄
帝
素
問
』
九
巻
全
元
起
注

『
黄
帝
素
問
』
十
六
巻
全
元
起
注

Ａ

『
黄
帝
素
問
』
九
巻

『
黄
帝
素
問
』
二
十
四
巻
王
冰
注

『
素
問
音
訓
并
音
義
』
五
巻

『
素
問
改
錯
』
二
巻

『
黄
帝
針
経
』
九
巻

『
黄
帝
針
経
』
十
巻

『
黄
帝
鍼
経
』
十
巻

『
黄
帝
針
経
』
九
巻

Ｂ

『
黄
帝
鍼
灸
経
』
十
二
巻

『
黄
帝
鍼
灸
経
』
十
二
巻

『
黄
帝
針
灸
経
』
一
巻

『
針
経
音
』
一
巻
楊
玄
操
撰
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Ｃ

『
黄
帝
内
経
太
素
』
三
十
巻
楊
上
善
注

『
黄
帝
内
經
太
素
』
三
十
巻
楊
上
善
注

『
内
経
太
素
』
三
十
巻
楊
上
善
撰

『
黄
帝
明
堂
経
』
三
巻

『
黄
帝
明
堂
経
』
三
巻

Ｄ

『
黄
帝
明
堂
』
三
巻

『
黄
帝
明
堂
』
三
巻

『
黄
帝
明
堂
経
』
三
巻
楊
玄
孫
撰
注

『
黄
帝
明
堂
経
』
三
巻
楊
玄
注

『
明
堂
音
義
』
二
巻
楊
玄
操
撰

『
黄
帝
内
経
明
堂
』
十
三
巻

『
黄
帝
内
経
明
堂
』
十
三
巻

『
黄
帝
内
経
明
堂
』
楊
上
善
撰

Ｅ

『
黄
帝
内
経
明
堂
類
成
』
十
三
巻

『
黄
帝
内
經
明
堂
類
成
』
十
三
巻

楊
上
善
撰

楊
上
善
注

こ
れ
ら
五
種
の
医
学
書
は
、
す
べ
て
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
記
載
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
丹
波
康
頼
・
源
順
が
、
こ
れ
ら
の
書
物
を
す
べ
て
参
看
し

え
て
、
『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
に
引
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

第
三
節
『
黄
帝
明
堂
経
』
が
引
用
さ
れ
た
医
書
と
そ
の
復
原

狩
谷
棭
斎
『
箋
注
』
が
、
「
黄
帝
内
経
」
に
か
か
わ
っ
て
三
度
に
わ
た
っ
て
掲
出
し
た
『
甲
乙
経
』
は
、
晋
・
皇
甫
謐
の
撰
に
な
る
『
甲
乙
経
』
十
二
巻
、

一
二
八
編
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
成
立
年
代
は
未
詳
で
あ
る
。
皇
甫
謐
の
自
序
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
本
論
文
が
参
看
し
た
『
甲
乙
経
』
の
伝
本
は
正
統
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本
『
黄
帝
三
部
鍼
灸
甲
乙
経
』
（
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
）
と
明
藍
格
本
『
鍼
灸
甲
乙
経
』
（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
）
で
あ
る(2

)

。

乃
撰
集
三
部
、
使
事
類
相
従
、
刪
其
浮
辞
、
除
其
重
複
、
論
其
精
要
、
至
為
十
二
巻
。

乃
ち
三
部
（
『
素
問
』
『
鍼
経
（
霊
枢
）
』
『
明
堂
経
』
）
を
撰
集
し
て
、
事
類
を
し
て
相
従
は
し
む
。
其
の
浮
辞
を
け
づ
り
、
其
の
重
複
を
除
き
、
其
の
精

要
を
論
じ
、
至
り
て
一
二
巻
と
な
す
。

つ
ま
り
、
皇
甫
謐
の
撰
に
な
る
『
甲
乙
経
』
は
、
『
素
問
』
『
霊
枢
』
『
明
堂
経
』
三
部
の
書
か
ら
記
事
を
抽
出
し
、
類
聚
編
纂
し
て
注
釈
を
加
え
た
成
っ
た

も
の
で
あ
る
。

棭
斎
が
注
目
し
た
よ
う
に
、
『
甲
乙
経
』
に
は
、
散
佚
し
た
『
黄
帝
明
堂
経
』
『
黄
帝
内
経
明
堂
類
成
』
佚
文
を
伝
え
る
。
宮
川
浩
也
氏
は
次
の
よ
う
に
述

べ
ら
れ
た
。

『
黄
帝
明
堂
経
』
は
、
『
素
問
』
『
霊
枢
』
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
は
や
く
散
佚
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
晋
の
皇
甫
謐
の
『
甲
乙

経
』
を
は
じ
め
と
し
て
、
唐
の
孫
思
邈
の
『
千
金
方
』
（
巻
二
十
九
・
巻
三
十
）
、
王
燾
の
『
外
台
秘
要
方
』
（
巻
三
十
九
）
、
平
安
中
期
の
丹
波
康
頼
の
『
医

心
方
』
（
巻
二
）
が
『
黄
帝
明
堂
経
』
を
収
録
し
て
い
る(3

)

。

ま
た
、
小
曽
戸
洋
氏
も
『
黄
帝
内
経
明
堂
類
成
』
巻
一
の
佚
文
と
『
甲
乙
経
』
の
本
文
を
照
合
さ
れ
、
両
者
が
か
な
り
類
似
す
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た(4

)

。

宮
川
氏
に
よ
れ
ば
、
『
甲
乙
経
』
以
外
に
も
、
『
黄
帝
明
堂
経
』
を
引
用
す
る
中
国
の
医
学
関
係
の
類
書
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら

佚
文
を
収
集
し
て
、
日
本
内
経
医
学
会
が
『
黄
帝
明
堂
経
』
の
本
文
を
復
原
し
て
い
る(5

)

。

唐
・
孫
思
邈
撰
『
備
急
千
金
要
方
』
三
十
巻
は
、
永
徽
元
年
（
六
五
〇
）
ご
ろ
に
成
立
し
た
医
学
の
類
書
で
、
出
典
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
大
部
分
は
当
時

の
処
方
を
集
録
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
小
曽
戸
氏
に
よ
れ
ば
、
現
存
す
る
『
千
金
方
』
の
テ
キ
ス
ト
は
林
億
ら
宋
臣
の
校
訂
を
経
な
い
も
の
（
未
宋
改
本
）
と

林
億
ら
宋
臣
の
校
訂
を
経
た
も
の
（
宋
改
本
）
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
本
論
文
で
参
看
し
た
『
千
金
方
』
の
伝
本
は
未
宋
改
本
・
南
宋
刊
本
『
新
雕
孫
真
人
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千
金
方
』
（
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
）
と
現
存
最
古
の
宋
改
本
・
南
宋
刊
本
『
備
急
千
金
要
方
』
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
）
で
あ
る(6

)

。

天
宝
十
一
年
（
七
五
二
）
王
燾
撰
『
外
台
秘
要
方
』
四
十
巻
は
、
す
で
に
前
章
で
述
べ
た
。

一
方
、
針
博
士
の
地
位
に
あ
っ
た
丹
波
康
頼
は
、
『
医
心
方
』
巻
二
に
お
い
て
経
穴
と
鍼
灸
に
つ
い
て
述
べ
る
。
『
医
心
方
』
巻
二
「
忌
鍼
灸
部
」
の
目
録

つ

ぼ

の
後
に
は
、
引
き
続
い
て
本
文
の
直
前
に
次
の
記
述
が
あ
る
。

合
六
百
六
十
穴
〈
明
堂
経
穴
六
百
四
十
九

諸
家
方
穴
十
一
〉

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
巻
二
「
忌
鍼
灸
部
」
に
は
六
六
〇
の
経
穴
を
掲
載
し
、
そ
の
う
ち
、
六
四
九
ま
で
が
『
明
堂
経
』
か
ら
の
引
用
、
そ
の
他
か
ら
の
引
用
が

十
一
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
棭
斎
が
指
摘
し
た
『
甲
乙
経
』
の
ほ
か
に
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
成
果
に
よ
っ
て
、
唐
代
の
医
学
類
書
『
千
金
方
』
『
外
台
方
』
、
ま
た
、

こ
れ
ら
か
ら
佚
文
を
集
成
し
た
『
黄
帝
明
堂
経
』
復
原
本
文
が
あ
る
。
『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
に
引
か
れ
た
『
黄
帝
内
経
』
の
本
文
を
考
察
す
る
た
め
に
は
、

こ
れ
ら
の
本
文
を
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
節
『
和
名
抄
』
に
お
け
る
「
黄
帝
内
経
」
の
引
用
手
法

『
和
名
抄
』
所
引
「
黄
帝
内
経
」
と
『
医
心
方
』
所
引
「
明
堂
経
」
の
本
文
に
つ
い
て
、
棭
斎
が
指
摘
し
た
『
甲
乙
経
』
の
ほ
か
に
、
唐
代
の
医
家
類
書
『
千

金
方
』
『
外
台
秘
要
方
』
、
ま
た
、
『
黄
帝
明
堂
経
』
復
原
本
文
を
加
え
て
対
照
し
、
考
察
を
加
え
る
。

『
和
名
抄
』
に
お
い
て
、
「
黄
帝
内
経
」
が
三
項
目
に
わ
た
っ
て
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
『
医
心
方
』
が
『
和
名
抄
』
と
一
致
す
る
項
目
は
、
「
承
泣
」
「
木
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溝
」
の
二
項
目
確
認
さ
れ
る
。

①
涕
涙
（
奈
美
太
）
承
泣
附
（
奈
美
太
々
利
）

甲

正
統
本

承
泣
、

一
名
鼷
穴
、
一
名
面
窌
、
在
目
下
七
分
…

乙

明
藍
格
本

承
泣
、

経

一
名
鼷
穴
、
一
名
面
窌
、
在
目
下
七
分
…

千

未
宋
改
本

承
泣
、

在
目
下
七
分
…

金

宋
改
本

承
泣
、

方

在
目
下
七
分
…

外
台
秘
要
方

承
泣
、

〈
一
名
鼷
穴
、
一
名
面
願
、
在
目
下
七
分
…
〉

復
原
明
堂
経

承
泣
、

一
名
渓
穴
、
一
名
面
窌
、
在
目
下
七
分
…

前
田
本

説
文
云
、
涕
涙
、

〈
体

類
二
音
、

奈
美
太
。
〉
目
汁

也
。

黄
帝
内
経
云
、

目
下

謂
之
承
泣
。

〈
音
急
、

奈
美
多
々
利
。
〉

箋
注
本

説
文
云
、
涕
涙
、

〈
体

類
二
音
、

奈
美
太
。
〉
目
汁

也
。

和

黄
帝
内
経
云
、

目
下

謂
之
承
泣
。

〈
音
急
、

奈
美
太
々
利
。
〉

名

天
文
本

説
文
云
、
涕
涙
、
〈
上
音
体
、
下
音
類
、

奈
美
太
。
〉
目
汁
出
也
。

黄
帝
内
経
云
、

目
下

謂
之
承
泣
。

〈
音
急
、

奈
美
多
多
利
。
〉

抄

天
正
本

説
文
云
、
涕
涙
、

〈
体

類
二
反
、
和
名
奈
美
太
。
〉
目
汁

也
。
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黄
帝
内
経
云
、

目
下

謂
之
承
泣
。

〈
急
反
、
奈
美
太
々
利
。
〉

元
和
本

説
文
云
、
涕
涙
、

〈
体

類
二
反
、
和
名
奈
美
太
。
〉
目
汁

也
。

黄
帝
内
経
云
、

目
下

謂
之
承
泣
。

〈
急
反
、
奈
美
太
々
利
。
〉

半
井
本

承
泣
、
二
穴
。

〈
一
名
鼷
穴
、
一
名
面
願
、
在
目
下
七
分
…
〉

医

多
紀
本

承
泣
、
二
穴
。

〈
一
名
鼷
穴
、
一
名
面
願
、
在
目
下
七
分
…
〉

心

安
政
本

承
泣
、
二
穴
。

方

〈
一
名
鼷
穴
、
一
名
面
願
、
在
目
下
七
分
…
〉

叢
書
本

承
泣
、
二
穴
。

〈
一
名
鼷
穴
、
一
名
面
願
、
在
目
下
七
分
…
〉

第
一
に
、
『
和
名
抄
』
で
は
、
「
涕
涙
」
項
の
「
附
」
と
し
て
「
承
泣
」
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
こ
に
「
黄
帝
内
経
」
が
引
用
さ
れ
る
。
一
見
、
涙
そ
の
も
の
と

経
穴
と
は
な
に
も
関
係
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
「
附
」
の
形
で
掲
載
す
る
の
は
、
「
涕
涙
」
の
和
訓
「
奈
美
太
」
と
「
承
泣
」
の
和
訓
「
奈
美
太
々
利
」

は
相
似
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
分
類
体
漢
和
辞
書
で
あ
る
『
和
名
抄
』
は
、
和
訓
の
掲
出
を
中
心
と
し
、
本
来
分
野
が
異
な
る
言
葉
で
あ
る
が
、
源
順
が
和
訓

で
関
連
性
を
む
す
ん
だ
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
に
、
『
医
心
方
』
本
文
は
、
『
黄
帝
明
堂
経
』
復
原
本
文
、
『
甲
乙
経
』
『
千
金
方
』
『
外
台
秘
要
方
』
と
一
致
す
る
。
一
方
、
『
和
名
抄
』
「
涕
涙
承
泣
附
」

本
文
が
こ
れ
ら
医
学
書
と
一
致
す
る
の
は
、
「
承
泣
」
「
目
下
」
の
わ
ず
か
四
文
字
に
す
ぎ
な
い
。
『
和
名
抄
』
は
、
和
訓
の
掲
出
に
最
小
限
必
要
な
語
彙
・
語

義
の
み
を
引
用
し
て
い
る
。
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②
鼻
柱
（
波
奈
波
之
良
）
・
③
人
中

甲

正
統
本

水
溝
、

在
鼻
柱

下

人
中
…

乙経

明
藍
格
本

水
溝
、

在
鼻
柱

下

人
中
…

千

未
宋
改
本

水
溝
、

在
鼻
柱

下

人
中
。

金方

宋
改
本

水
溝
、

在
鼻
柱

下

人
中
。

外
台
秘
要
方

水
溝
、

〈
在
鼻
柱

下

人
中
…

復
原
明
堂
経

水
溝
、

在
鼻
柱

下

人
中
…

黄
帝
内
経
云
、
木
溝

在
鼻
柱
之
下
。

〈
波
奈
波
之
良
。
〉

前
田
本

黄
帝
内
経
云
、
水
溝

即
人
中
也
。

黄
帝
内
経
云
、
水
溝

在
鼻
柱

下
。

〈
鼻
柱
、

波
奈
波
之
良
。
〉

箋
注
本

黄
帝
内
経
云
、
水
溝

即
人
中
也
。

和

黄
帝
内
経
云
、
水
溝

在
鼻
柱

下
。

〈
波
奈
波
之
良
。
〉

名

天
文
本

黄
帝
内
経
云
、
木
溝

即
人
中
也
。

抄

黄
帝
内
経
云
、
木
溝

在
鼻
柱

下
。

〈
和
名
波
奈
波
之
良
。
〉

天
正
本

黄
帝
内
経
云
、
木
溝

即
人
中
。

黄
帝
内
経
云
、
木
溝

在
鼻
柱

下
。

鼻
柱
、
〈
和
名
波
奈
波
之
良
。
〉

元
和
本

黄
帝
内
経
云
、
木
溝

即
人
中
也
。



- 104 -

半
井
本

木
溝
一
穴
。
〈
在
鼻
柱

下

人
中
…
〉

医

多
紀
本

水
溝
一
穴
。
〈
在
鼻
柱

下

人
中
…
〉

心

安
政
本

木
溝
一
穴
。
〈
在
鼻
柱

下

人
中
…
〉

方

叢
書
本

木
溝
一
穴
。
〈
在
鼻
柱

下

人
中
…
〉

第
一
に
、
『
医
心
方
』
「
木
溝
」
は
、
『
和
名
抄
』
に
は
掲
出
語
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
「
鼻
柱
」
「
人
中
」
の
二
項
に
「
木
溝
」
に
関
わ
る
「
黄
帝

内
経
」
の
引
用
が
確
認
さ
れ
る
。
『
和
名
抄
』
は
、
文
献
を
引
用
す
る
際
に
、
同
一
箇
所
な
い
し
は
近
接
す
る
箇
所
か
ら
複
数
の
掲
出
語
を
同
一
形
式
で
引
用

す
る
こ
と
が
あ
る
。
『
和
名
抄
』
の
こ
の
手
法
は
、
藏
中
進
氏
が
『
遊
仙
窟
』
引
用
に
つ
い
て(7

)

、
ま
た
、
藏
中
し
の
ぶ
氏
が
『
顔
氏
家
訓
』
引
用
に
つ
い

て(8
)

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
『
明
堂
経
』
本
文
に
お
い
て
、
②
鼻
柱
と
③
人
中
は
同
じ
位
置
「
木
（
水
）
溝
」
に
あ
っ
た
。

第
二
に
、
『
和
名
抄
』
に
本
文
の
異
同
「
木
溝
」
「
水
溝
」
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
語
は
二
カ
所
に
見
え
る
が
、
前
田
本
・
天
文
本
も
「
木
」
「
水
」
で
表
記
が

揺
れ
て
お
り
、
「
水
溝
」
に
統
一
し
た
の
は
『
箋
注
』
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
棭
斎
が
漢
籍
の
本
文
と
の
出
典
考
証
を
お
こ
な
い
、
本
文
を
校
勘
し
た
た
め

で
あ
ろ
う
。
『
医
心
方
』
本
文
に
も
、
「
木
溝
」
「
水
溝
」
の
異
同
が
あ
る
が
、
多
紀
本
が
「
水
溝
」
に
作
る
の
が
正
し
い
。

一
方
、
中
国
の
医
学
書
類
は
す
べ
て
「
水
溝
」
に
作
る
。
日
本
の
『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
の
み
に
、
「
木
溝
」
と
い
う
誤
写
が
確
認
さ
れ
る
。

『
医
心
方
』
は
、
「
水
溝
」
を
誤
っ
て
「
木
溝
」
と
作
っ
て
い
る
。
『
医
心
方
』
の
引
用
書
目
に
は
、
唐
代
医
書
『
千
金
方
』
『
外
台
秘
要
方
』
の
書
名
が
見

ら
れ
る
。
特
に
『
千
金
方
』
は
、
引
用
回
数
は
四
九
〇
回
に
の
ぼ
る
。
丹
波
康
順
が
『
医
心
方
』
撰
述
に
際
し
て
、
『
千
金
方
』
『
外
台
秘
要
方
』
を
参
看
し

た
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
「
水
溝
」
を
「
木
溝
」
と
誤
っ
た
の
か
。

第
一
の
可
能
性
は
、
『
医
心
方
』
半
井
家
本
の
誤
写
で
あ
る
。
し
か
し
、
半
井
家
本
に
も
う
一
カ
所
の
「
木
溝
」
が
確
認
さ
れ
る
。
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禾
願
二
穴
、
一
名
梺
、
在
直
鼻
孔
下
侠
木
溝
旁
五
分
。
…

『
医
心
方
』
「
木
溝
」
は
二
カ
所
確
認
さ
れ
、
こ
れ
以
外
、
「
水
溝
」
「
木
溝
」
が
見
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
「
木
溝
」
は
『
医
心
方
』
を
撰
述
す
る
当
時

の
誤
写
で
あ
る
と
考
え
に
く
い
。
『
医
心
方
』
多
紀
家
旧
蔵
本
が
「
水
溝
」
と
正
し
く
作
っ
て
い
る
の
は
、
書
写
年
代
が
比
較
的
に
新
し
く
、
本
文
を
改
訂
し

た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

第
二
の
可
能
性
は
、
平
安
中
期
に
中
国
か
ら
伝
来
さ
れ
た
『
明
堂
経
』
が
誤
っ
て
「
木
溝
」
に
作
る
。
そ
こ
で
、
『
医
心
方
』
が
二
カ
所
と
も
「
木
溝
」
と

抄
写
さ
れ
る
。
く
わ
え
て
、
『
医
心
方
』
よ
り
五
十
年
ほ
ど
先
に
成
立
し
た
『
和
名
抄
』
の
本
文
に
も
「
木
溝
」
確
認
さ
れ
、
両
書
が
同
じ
系
統
の
『
明
堂
経
』

写
本
を
見
た
可
能
性
が
高
い
。

図
１
・
『
医
心
方
』
「
半
井
本
」
巻
二
・
「
木
溝
」
項

図
２
・
『
医
心
方
』
「
半
井
本
」
巻
二
・
「
禾
願
」
項
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第
五
節
『
和
名
抄
』
に
お
け
る
「
黄
帝
内
経
」

『
和
名
抄
』
が
引
用
す
る
「
黄
帝
内
経
」
本
文
に
つ
い
て
、
狩
谷
棭
斎
は
『
黄
帝
内
経
明
堂
類
成
』
と
推
定
し
た
。
し
か
し
、
『
明
堂
類
成
』
は
散
佚
し
、

現
在
で
は
一
巻
し
か
伝
存
し
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
本
文
を
直
接
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
棭
斎
は
「
黄
帝
内
経
」
の
出
典
を
考
証
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
『
甲
乙
経
』
の
本
文
が
『
和
名
抄
』
に
類
似
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
棭
斎
が
こ
の
考
え
に
か
な
り
固
執
し
て
い
た
こ
と
は
、
三
箇
所
の
「
黄
帝
内
経
」

引
用
箇
所
の
す
べ
て
に
、
『
甲
乙
経
』
の
書
名
を
引
く
こ
と
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。

棭
斎
以
後
、
『
黄
帝
明
堂
経
』
を
引
用
す
る
医
学
の
類
書
の
研
究
が
進
み
、
『
医
心
方
』
を
は
じ
め
、
唐
代
の
医
学
類
書
『
千
金
方
』
『
外
台
秘
要
方
』
の
引

用
状
況
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
、
ま
た
、
『
黄
帝
明
堂
経
』
の
復
原
本
文
が
作
成
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
唐
代
医
書
の
本
文
と
、
『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
所
引
『
明
堂
経
』
本
文
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
『
和
名
抄
』
の
引
用
手
法
と
類
聚
編
纂
意
識
は
、
『
医

心
方
』
の
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
見
え
る
。
す
で
に
前
章
で
論
じ
た
よ
う
に
、
専
門
的
な
医
書
で
あ
る
『
医
心
方
』
は
、
『
明
堂
経
』
か
ら
ほ
ぼ
全
文
か
ら
、
原

典
の
文
章
に
手
を
加
え
ず
、
長
文
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
。
し
か
し
、
分
類
体
漢
和
辞
書
で
あ
る
『
和
名
抄
』
は
、
和
訓
の
掲
出
に
最
小
限
必
要
な
語
彙
・
語

義
の
み
を
引
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
『
医
心
方
』
半
井
家
本
に
、
わ
ず
か
二
カ
所
で
は
あ
る
が
、
『
和
名
抄
』
諸
本
と
同
じ
文
字
の
誤
り
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
平
安
中
期
に

日
本
に
伝
わ
っ
た
『
明
堂
経
』
の
本
文
に
は
誤
り
が
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。

注（
１
）
小
曽
戸
洋
『
中
国
医
学
古
典
と
日
本
ー
書
誌
と
伝
承
ー
』
（
塙
書
房
、
一
九
九
六
年
二
月
）
。
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（
２
）
『
東
洋
医
学
善
本
叢
書

脈
経
・
鍼
灸
甲
乙
経
』
（
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
一
九
八
一
年
十
月
）
。

7

（
３
）
宮
川
浩
也
「
解
説
」
日
本
内
経
医
学
会
『
黄
帝
内
経
明
堂
』
（
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
、
一
九
九
九
年
三
月
）
。

（
４
）
同
右
（
１
）
書
。

（
５
）
同
右
（
３
）
書
。

（
６
）
『
備
急
千
金
要
方
』
（
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
一
九
八
九
年
五
月
）

『
新
雕
孫
真
人
千
金
方
・
真
本
千
金
方
』
（
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
一
九
八
九
年
五
月
）

（
７
）
藏
中
進
「
和
名
類
聚
抄
と
遊
仙
窟
」
（
『
神
戸
外
大
論
叢
』
第
一
八
号
、
神
戸
市
外
国
語
大
学
、
一
九
六
七
年
十
月
）
。

（
８
）
藏
中
し
の
ぶ
「
『
顔
氏
家
訓
』
と
『
和
名
類
聚
抄
』
ー
『
遊
仙
窟
』
「
師
説
」
注
記
と
の
比
較
か
ら
ー
」
（
『
立
命
館
文
学
』
第
六
三
〇
号
、
立
命
館
大

学
人
文
学
会
、
二
〇
一
三
年
三
月
）
。
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第
四
章

『
和
名
類
聚
抄
』
所
引
「
針
灸
経
」
攷

第
一
節
『
和
名
抄
』
に
お
け
る
「
針
灸
経
」
の
引
用

『
和
名
抄
』
に
お
け
る
「
針
灸
経
」
の
引
用
例
は
、
八
例
が
あ
る
。
そ
の
す
べ
て
が
、
十
巻
本
系
で
は
巻
二
、
廿
巻
本
系
で
は
巻
三
に
に
集
中
し
て
い
る
。

『
和
名
抄
』
に
引
用
さ
れ
る
「
針
灸
経
」
八
例
の
本
文
は
次
の
表
１
で
あ
る
。

表
１
・
『
和
名
類
聚
抄
』
所
引
「
針
灸
経
」
本
文

№

掲
出
語

十
巻
本
系

廿
巻
本
系

①

顖
会

針
灸
経
云
、
顖
会
、
一
名
天
窓
。
〈
顖
音
信
、
字
亦
作
囟
、
和
名
阿

針
灸
経
云
、
渕
会
、
一
云
天
窓
。
〈
渕
音
信
、
字
作
囟
、
和
名
阿
太
万
。
〉

太
万
。
〉
楊
氏
漢
語
抄
云
、
沂
。
〈
訓
上
同
、
音
於
交
反
。
〉

一
云
沂
。
〈
於
交
反
、
訓
上
同
。
〉

②

蟀
谷

針
灸
経
云
、
耳
以
上
入
髪
際
一
寸
半
、
有
二
穴
、
応
嚼
而
動
、
謂
之

針
灸
経
云
、
耳
以
上
入
髪
際
一
寸
半
、
有
二
穴
、
応
嚼
而
動
、
謂
之
蟀

髪
際
附

蟀
谷
。
〈
和
名
古
米
賀
美
。
髪
際
、
加
美
歧
波
。
〉

谷
。
〈
和
名
古
米
加
美
。
〉
髪
際
。
〈
加
美
岐
波
。
〉

③

完
骨

針
灸
経
云
、
完
骨
、
〈
美
々
世
々
乃
保
禰
。
〉
耳
後
大
骨
也
。

針
灸
経
云
、
完
骨
、
〈
和
名
美
々
勢
々
乃
保
禰
。
〉
耳
後
大
骨
也
。

④

逕

広
雅
云
、

逕
。
〈
二
音
曷
亏
。
針
灸
経
云
、
缺
盆
骨
、
肩
骨
也
。

広
雅
云
、

逕
。
〈
二
音
曷
亏
。
針
灸
経
云
、
缺
盆
骨
、
肩
骨
也
。
和

加
太
乃
保
禰
。
〉

名
加
太
乃
保
禰
。
〉

⑤

骨

野
王
案
、
骨
、
〈
音
忽
、
保
禰
。
〉
肉
之
核
也
。

野
王
案
云
、
骨
、
〈
忽
反
、
和
名
保
禰
。
〉
肉
之
核
也
。

針
灸
経
注
云
、
缺
盆
骨
、
肩
骨
也
。
鳩
尾
骨
、
臆
前
骨
也
。

針
灸
経
注
云
、
鳩
尾
骨
、
臆
前
骨
也
。

針
灸
経
云
、
陰
囊
、
〈
俗
云
布
久
利
、
其
義
見
疾
病
部
陰
頽
下
。
〉

針
灸
経
云
、
陰
囊
、
〈
俗
云
布
久
利
、
其
義
見
病
類
陰
頽
下
。
〉

⑥

陰
囊

太
素
経
云
、
天
有
十
日
、
人
手
有
十
指
、
辰
有
十
二
、
足
有
十
指
、

大
素
経
云
、
天
有
十
日
、
人
手
有
十
指
、
辰
有
十
二
、
足
有
十
指
、
茎
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茎
垂
之
二
以
応
之
。
〈
今
案
茎
者
玉
茎
、
垂
者
陰
囊
也
。
〉
女
子
有

垂
之
二
以
応
之
。
〈
今
案
茎
者
玉
茎
、
垂
者
陰
囊
也
。
〉
女
子
有
陰
而
不

陰
而
不
足
二
節
故
得
懐
子
也
。

足
二
節
故
得
懐
子
也
。

⑦

月
水

針
灸
経
云
、
月
水
不
通
、
則
灸
気
穴
。
〈
月
水
、
俗
云
佐
波
利
。
〉

針
灸
経
云
、
月
水
不
通
、
則
灸
気
穴
。
〈
月
水
、
俗
云
佐
波
利
。
〉

⑧

陰
頽

針
灸
経
云
、
治
陰
頽
方
、〈
頽
音
杜
回
反
、
一
名
下
重
、
俗
云
曾
比
。
〉

針
灸
経
云
、
治
陰
頽
方
、
〈
頽
音
杜
回
反
、
一
名
下
重
、
俗
云
曾
比
。
〉

令
茎
頭
下
向
陰
囊
縫
、
当
頭
所
着
処
、
灸
其
縫
上
七
、
即
有
験
矣
。

令
茎
頭
下
向
陰
囊
縫
、
当
頭
所
著
処
、
灸
其
縫
上
七
壮
、
即
有
験
矣
。

『
和
名
抄
』
に
引
か
れ
る
「
針
灸
経
」
に
つ
い
て
、
狩
谷
棭
斎
は
①
顖
会
の
と
こ
ろ
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

隋
書
云
、
針
灸
経
一
巻
、
釈
僧
匡
、
又
云
、
針
灸
経
一
巻
、
不
著
撰
人
名
氏
、
唐
書
云
、
黄
帝
針
灸
経
十
二
巻
、
今
並
無
伝
本
、
不
知
源
君
所
引
何
氏
書
、

而
本
書
所
引
針
灸
経
、
與
針
灸
甲
乙
経
、
其
文
多
同
、
唯
此
及
病
類
陰
頽
条
、
所
引
文
無
載

『
隋
書
』
に
云
は
く
、
「
『
針
灸
経
』
一
巻
、
釈
僧
匡
」
と
。
ま
た
云
は
く
、
「
『
針
灸
経
』
一
巻
」
と
、
撰
人
の
名
氏
を
著
さ
ず
。
『
唐
書
』
に
云
は
く
、

「
『
黄
帝
針
灸
経
十
二
巻
』
」
と
、
今
並
び
に
伝
本
な
し
。
源
君
の
引
く
所
は
何
氏
の
書
を
知
ら
ず
。
而
し
て
本
書
の
引
く
所
の
「
針
灸
経
」
は
、
『
針
灸

甲
乙
経
』
と
、
其
の
文
多
く
同
じ
。
た
だ
こ
れ
及
び
病
類
の
「
陰
頽
」
の
条
は
、
引
く
所
の
文
を
載
す
る
こ
と
な
し
。

棭
斎
は
、
『
隋
書
』
『
唐
書
』
か
ら
「
針
灸
経
」
と
名
付
け
ら
れ
た
本
が
確
認
さ
れ
る
が
、
『
和
名
抄
』
に
引
用
さ
れ
た
「
針
灸
経
」
の
正
体
は
不
明
で
あ
る

と
指
摘
す
る
。
そ
の
ほ
か
、
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
も
、
『
黄
帝
針
灸
経
』
と
い
う
書
物
が
確
認
さ
れ
る
。

黄
帝
針
灸
経

一

『
黄
帝
針
灸
経
』
は
『
唐
書
』
の
記
録
と
合
致
す
る
が
、
巻
数
は
あ
わ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
「
針
灸
経
」
は
今
日
に
伝
わ
ら
な
い
た
め
、
直
接
に
考

察
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
棭
斎
は
『
甲
乙
経
』
を
あ
げ
、
『
和
名
抄
』
①
顖
会
・
⑦
陰
頽
二
例
以
外
、
引
用
さ
れ
る
「
針
灸
経
」
本
文
に
類
似
す
る
本
文
が
『
甲
乙
経
』
に
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あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

『
甲
乙
経
』
は
『
素
問
』
『
鍼
経
（
霊
枢
）
』
『
明
堂
経
』
の
三
部
の
書
よ
り
で
き
た
医
書
で
あ
る
。
『
和
名
抄
』
所
引
「
針
灸
経
」
本
文
は
、
前
章
の
「
黄

帝
内
経
」
本
文
と
同
様
、
今
日
の
『
素
問
』
『
霊
枢
』
に
確
認
さ
れ
な
い
た
め
、
『
和
名
抄
』
に
引
か
れ
る
「
針
灸
経
」
も
、
『
明
堂
経
』
に
か
か
わ
る
書
物
で

あ
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
。

『
明
堂
経
』
は
夙
く
散
佚
し
て
し
ま
い
、
先
学
の
研
究
に
拠
る
と
、
『
甲
乙
経
』
を
は
じ
め
と
し
て
、
唐
の
孫
思
邈
の
『
備
急
千
金
要
方
』
、
王
燾
の
『
外

台
秘
要
方
』
、
平
安
中
期
の
丹
波
康
頼
の
『
医
心
方
』
が
『
黄
帝
明
堂
経
』
を
収
録
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
日
本
内
経
医
学
会
が
、
『
黄
帝
明
堂
経
』
の
本
文

を
復
原
し
て
い
る
と
す
で
に
前
章
で
の
べ
た(1

)

。

本
章
も
『
和
名
抄
』
所
引
「
鍼
灸
経
」
八
例
を
、
こ
れ
ら
の
医
書
の
『
明
堂
経
』
引
用
部
分
を
比
較
し
た
。
そ
の
結
果
の
よ
っ
て
、
以
下
の
よ
う
に
三
分
類

す
る
。（

１
）
『
和
名
抄
』
と
『
明
堂
経
』
の
類
似
本
文

②

蟀
谷
髪
際
附
・
⑦
月
水

（
２
）
『
和
名
抄
』
と
『
明
堂
経
』
の
異
質
本
文

③
完
骨
・
④

逕
・
⑤
骨

（
３
）
『
和
名
抄
』
と
『
医
心
方
』
の
独
自
本
文

①
顖
会
・
⑥
陰
囊
・
⑧
陰
頽

以
下
そ
の
三
分
類
に
そ
っ
て
、
『
医
心
方
』
を
含
め
、
『
明
堂
経
』
を
引
用
し
た
医
書
を
精
査
し
、
『
和
名
抄
』
の
「
針
灸
経
」
引
用
例
は
ど
の
よ
う
な
特
徴

を
も
っ
て
い
る
の
か
を
あ
き
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
考
察
を
す
す
め
る
。
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第
二
節
『
和
名
抄
』
と
『
黄
帝
明
堂
経
』
の
類
似
本
文

『
医
心
方
』
を
は
じ
め
、
『
明
堂
経
』
を
引
用
し
た
医
書
か
ら
、
『
和
名
抄
』
所
引
「
針
灸
経
」
と
本
文
異
同
が
少
な
い
項
目
は
、
②
蟀
谷
髪
際
附
・
⑦
月

水
二
例
が
確
認
さ
れ
る
。

②
蟀
谷
（
古
米
賀
美
）
髪
際
附
（
加
美
歧
波
）

甲

正
統
本

率
谷
、

在
耳

上
入
髪
際
一
寸
五
分
、

…
嚼
而

取
之
…

乙

明
藍
格
本

率
谷
、

経

在
耳

上
入
髪
際
一
寸
五
分
、

…
嚼
而

取
之
…

千

未
宋
改
本

率
谷
、

在
耳

上
入
髪
際
一
寸
半
。

金

宋
改
本

率
谷
、

方

在
耳

上
入
髪
際
一
寸
半
。

外
台
秘
要
方

蟀
谷
、

〈
在
耳

上
入
髪
際
一
寸
五
分
、

嚼
而

取
之
…
〉

復
原
明
堂
経

蟀
谷
、

…
在
耳

上
入
髪
際
一
寸
五
分
、

嚼
而

取
之
…

前
田
本

針
灸
経
云
、
耳
以
上
入
髪
際
一
寸
半
、
有
二
穴
、
応
嚼
而
動
、
謂
之
蟀
谷
。
〈
和
名
古
米
賀
美
。

髪
際
、

賀
美
歧

波
。
〉

和

箋
注
本

針
灸
経
云
、
耳
以
上
入
髪
際
一
寸
半
、
有
二
穴
、
応
嚼
而
動
、
謂
之
蟀
谷
。
〈
和
名
古
米
賀
美
。

髪
際
、

加
美
歧

波
。
〉

名

天
文
本

針
灸
経
云
、
耳
以
上
入
髪
際
一
寸
半
、
有
二
穴
、
応
嚼
而
動
、
謂
之
蟀
谷
。
〈
和
名
古
米
加
美
。

髪
際
、

加
美
岐

波
。
〉
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抄

天
正
本

針
灸
経
云
、
耳
以
上
入
髪
際
一
寸
半
、
有

穴
、
応
嚼
而
動
、
謂
之
蟀
谷
。
〈
和
名
古
米
加
美
。
〉
髪
際
。
〈
加
美
歧
美
波
。
〉

元
和
本

針
灸
経
云
、
耳
以
上
入
髪
際
一
寸
半
、
有
二
穴
、
応
嚼
而
動
、
謂
之
蟀
谷
。
〈
和
名
古
米
加
美
。
〉
髪
際
。
〈
加
美
岐

波
。
〉

蟀
谷

半
井
本

二
穴
、

〈
在
耳

上
入
髪
際
一
寸
半
、

嚼
而

取
之
…
〉

蟀
谷

医

多
紀
本

二
穴
、

〈
在
耳

上
入
髪
際
一
寸
半
、

嚼
而

取
之
…
〉

心

蟀
谷

方

安
政
本

二
穴
、

〈
在
耳

上
入
髪
際
一
寸
半
、

嚼
而

取
之
…
〉

蟀
谷

叢
書
本

二
穴
、

〈
在
耳

上
入
髪
際
一
寸
半
、

嚼
而

取
之
…
〉

第
一
に
、
『
和
名
抄
』
で
は
、
「
蟀
谷
」
項
の
「
附
」
と
し
て
、
「
髪
際
」
を
挙
げ
る
。
源
順
は
こ
の
一
文
か
ら
、
ふ
た
つ
の
漢
語
を
一
括
抽
出
し
、
和
訓
を

掲
出
す
る
。

第
二
に
、
『
和
名
抄
』
②
蟀
谷
髪
際
附
の
本
文
は
、
『
医
心
方
』
『
甲
乙
経
』
『
千
金
方
』
『
外
台
秘
要
方
』
そ
し
て
『
明
堂
経
』
復
原
本
文
と
一
致
す
る
部
分

は
「
耳
上
」
「
入
髪
際
一
寸
半
」
（
『
甲
乙
経
』
『
外
台
秘
要
方
』
は
「
一
寸
五
分
」
に
作
る
）
「
二
穴
」
（
『
医
心
方
』
の
み
）
「
嚼
而
」
（
『
千
金
方
』
に
な
し
）

「
蟀
谷
」
（
『
甲
乙
経
』
『
千
金
方
』
は
「
率
谷
」
に
作
る
）
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
医
書
は
『
明
堂
経
』
を
引
用
す
る
事
実
は
す
で
に
前
章
で
述
べ
ら
れ
、

『
和
名
抄
』
に
引
く
「
針
灸
経
」
も
、
『
明
堂
経
』
と
出
典
関
係
を
も
つ
書
物
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
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⑦
月
水
（
佐
波
利
）

甲

正
統
本

佚

乙経

明
藍
格
本

月
水
不
通
、

…
気
穴

主
之
。

千

未
宋
改
本

月
水
不
通
、
…
刺
気
穴
…

金方

宋
改
本

月
水
不
通
、
…
刺
気
穴
…

外
台
秘
要
方

気
穴
…

〈
主

月
水
不
通
…
〉

復
原
明
堂
経

気
穴
…

腹
中
痛
、

月
水
不
痛
…

マ
マ

前
田
本

針
灸
経
云
、
月
水
不
通
、
則
灸
気
穴
。

〈
月
水
、
俗
云

佐
波
利
。
〉

和

箋
注
本

針
灸
経
云
、
月
水
不
通
、
則
灸
気
穴
。

〈
月
水
、
俗
云

佐
波
利
。
〉

名

天
文
本

針
灸
経
云
、
月
水

通
、
則
灸
気
穴
。

〈
俗
云

佐
波
利
。
〉

抄

天
正
本

針
灸
経
云
、
月
水
不
通
、
則
灸
気
穴
。

月
水
、

云
〈
佐
波
利
。
〉

元
和
本

針
灸
経
云
、
月
水
不
通
、
則
灸
気
穴
。

〈
月
水
、
俗
云

佐
波
利
。
〉

半
井
本

気
穴
二
穴
、

〈
…
主

腹
中
痛
、

月
水
不
通
…
〉

医

多
紀
本

気
穴
二
穴
、

〈
…
主

腹
中
痛
、

目
水
不
通
…
〉

心
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安
政
本

気
穴
二
穴
、

〈
…
主

腹
中
痛
、

方

月
水
不
通
…
〉

叢
書
本

気
穴
二
穴
、

〈
…
主

腹
中
痛
、

月
水
不
通
…
〉

『
和
名
抄
』
⑦
月
水
は
前
項
②
蟀
谷
髪
際
附
と
同
様
、
『
医
心
方
』
『
甲
乙
経
』
『
千
金
方
』
『
外
台
秘
要
方
』
お
よ
び
『
明
堂
経
』
復
原
本
文
か
ら
、
一
致

す
る
本
文
「
月
水
不
通
」
（
『
医
心
方
』
多
紀
本
は
「
目
水
不
通
」
に
作
る
）
「
気
穴
」
が
確
認
さ
れ
る
。
中
国
の
医
書
の
多
く
は
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
書
写

と
校
刻
を
繰
り
返
し
つ
つ
伝
承
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
「
宋
改
」
を
経
て
、
ほ
と
ん
ど
の
医
書
は
「
宋
改
」
以
前
の
状
態
が
う
か
が
う
こ
と
が
で
き

な
い
。
『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
か
ら
中
国
の
医
書
と
同
じ
本
文
が
確
認
で
き
る
の
は
、
こ
の
部
分
の
本
文
は
比
較
的
に
安
定
し
て
い
る
と
意
味
す
る
。
「
蟀
谷
」

の
位
置
、
そ
し
て
「
月
水
不
通
」
の
病
候
に
対
す
る
治
療
法
と
し
て
、
経
穴
「
気
穴
」
に
針
灸
術
を
施
す
こ
と
は
、
今
日
に
見
ら
れ
る
伝
本
ま
で
ほ
ぼ
変
わ
っ

て
い
な
い
。

第
三
節
「
針
灸
経
」
と
『
黄
帝
明
堂
経
』
の
異
質
本
文

『
甲
乙
経
』
『
千
金
方
』
『
外
台
秘
要
方
』
『
医
心
方
』
お
よ
び
『
明
堂
経
』
復
原
本
文
か
ら
、
『
和
名
抄
』
所
引
「
針
灸
経
」
と
類
似
す
る
本
文
が
確
認
さ

れ
る
が
、
本
文
の
性
質
が
異
な
る
例
は
③
完
骨
・
④

逕
・
⑤
骨
三
例
あ
る
。

④

逕
（
加
太
乃
保
禰
）
・
⑤
骨
（
保
禰
）

缺
盆
、

一
名
天
蓋
、
在
肩
上
横
骨
上
陥
者
中
…
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甲

正
統
本

鳩

尾
、

一
名
尾
翳
、
一
名

骬
、
…
在
臆
前
蔽
骨
下
五
分
…

乙

缺
盆
、

一
名
天
蓋
、
在
肩
上
横
骨

陥
者
中
…

経

明
藍
格
本

鳩

尾
、

一
名
尾
翳
、
一
名

骭
、

在
臆
前
敝
骨
下
五
分
…

缺
盆
、

在
肩
上
横
骨

陥

中
。

千

未
宋
改
本

鳩

尾
、

在
臆
前
蔽
骨
下
五
分
。

金

缺
盆
、

在
肩
上
横
骨

陥

中
。

方

宋
改
本

鳩

尾
、

在
臆
前
蔽
骨
下
五
分
…

缺
盆
、

〈
一
名
天
蓋
、

肩
上
横
骨

陥
者
中
…
〉

外
台
秘
要
方

鳩

尾
、

〈
一
名
尾
翳
、
一
名

骭
、

在
臆
前
蔽
骨
下
五
分
…
〉

缺
盆
、

一
名
天
蓋
、
在
肩
上
横
骨

陥
者
中
…

復
原
明
堂
経

鳩

尾
、

一
名
尾
翳
、
一
名

骬
、

在
臆
前
蔽
骨
下
五
分
…

広
雅
云
、

逕
。
〈
二
音
曷
亏
。
針
灸
経

云
、
缺
盆
骨
、

肩

骨

也
。

加
太
乃
保
禰
。
〉

前
田
本

野
王
案
、

骨
、
〈
音
忽
、

保
禰
。
〉
肉
之
核
也
。

針
灸
経
注
云
、
缺
盆
骨
、

肩

骨

也
。

鳩

尾
骨
、

臆
前

骨

也
。

広
雅
云
、

逕
。
〈
二
音
曷
亏
。
針
灸
経

云
、
缺
盆
骨
、

肩

骨

也
。

加
太
乃
保
禰
。
〉

箋
注
本

野
王
案
、

骨
、
〈
音
忽
、

保
禰
。
〉
肉
之
核
也
。

針
灸
経
注
云
、
缺
盆
骨
、

肩

骨

也
。

鳩

尾
骨
、

臆
前

骨

也
。
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和

ナ
シ

名

天
文
本

針
灸
経
注
云
、
缺
盆
々
、

肩

骨

也
。

鳩
骨
尾
骨
、

臆
前

骨

也
。

抄

野
王
案
云
、
骨
、
〈
音
忽
、

保
禰
。
〉
肉
之
核
也
。

ナ
シ

天
正
本

野
王
案
云
、
骨
、
〈
忽
反
、
和
名
保
禰
。
〉
肉
之
核
也
。

一

云
、
缺
盆
骨

也
。

鳩

尾
骨
、

臆
前

骨
。

広
雅
云
、

逕
。
〈
二
音
曷
亏
。
針
灸
経

云
、
缺
盆
骨
、

肩

骨

也
。
和
名
加
太
乃
保
禰
。
〉

元
和
本

野
王
案
云
、
骨
、
〈
忽
反
、
和
名
保
禰
。
〉
肉
之
核
也
。

針
灸
経
注
云
、

鳩

尾
骨
、

臆
前

骨

也
。

缺
盆

二
穴
、
〈
一
名
天
蓋
、
在
肩
上

骨

陥
者
中
…
〉

半
井
本

鳩

尾

一
穴
、
〈
一
名
尾
翳
、
一
名

骬
、

在
臆
前
蔽
骨
下
五
分
…
〉

缺
盆

二
穴
、
〈
一
名
門
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
…
〉

医

多
紀
本

鳩

尾

一
穴
、
〈
一
名
尾
翳
、
一
名

骭
、

在
臆
前
敝
骨
下
五
分
…
〉

心

缺
盆

二
穴
、
〈
一
名
天
蓋
、
在
肩
上

骨

陥
者
中
…
〉

方

安
政
本

鳩

尾

一
穴
、
〈
一
名
尾
翳
、
一
名

骬
、

在
臆
前
蔽
骨
下
五
分
…
〉

缺
盆

二
穴
、
〈
一
名
天
蓋
、
在
肩
上
横
骨

陥
者
中
…
〉

叢
書
本

鳩

尾

一
穴
、
〈
一
名
尾
翳
、
一
名

骭
、

在
臆
前
蔽
骨
下
五
分
…
〉
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第
一
に
、
『
和
名
抄
』
「
天
文
本
」
「
天
正
本
」
は
、
④

逕
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
「
前
田
本
」
「
箋
注
本
」
④

逕
の
本
文
「
缺
盆
骨
、
肩
骨
也
」
は
、

⑤
骨
に
重
複
に
挙
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
④

逕
は
「
針
灸
経
云
」
に
作
る
が
、
⑤
骨
は
「
針
灸
経
注
云
」
に
作
る
。

第
二
に
、
『
医
心
方
』
『
甲
乙
経
』
『
千
金
方
』
『
外
台
秘
要
方
』
お
よ
び
『
明
堂
経
』
復
原
本
文
と
も
に
一
致
す
る
よ
う
な
本
文
「
缺
盆
」
「
肩
骨
」
「
鳩
尾
」

「
臆
前
骨
」
が
確
認
さ
れ
る
が
、
本
文
の
内
容
が
異
な
る
。

『
和
名
抄
』
は
、
「
缺
盆
骨
」
「
鳩
尾
骨
」
の
よ
う
に
骨
の
名
と
し
て
和
訓
と
と
も
に
挙
げ
ら
れ
る
が
、
『
医
心
方
』
な
ど
の
す
べ
て
の
医
書
は
、
「
缺
盆
」
「
鳩

尾
」
が
経
穴
の
名
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
位
置
も
示
さ
れ
て
い
る
。
「
針
灸
経
」
は
書
名
か
ら
見
る
と
、
②
蟀
谷
・
⑦
月
水
の
よ
う
に
、
経
穴
の
位
置

や
針
灸
を
行
う
方
法
が
書
か
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
骨
の
こ
と
を
述
べ
る
の
は
本
来
、
解
剖
学
の
書
物
で
あ
り
、
「
針
灸
経
」
の
書
名
と
合
わ
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
④

逕
「
缺
盆
骨
、
肩
骨
也
」
は
、
⑤
骨
「
針
灸
経
注
云
、
缺
盆
骨
、
肩
骨
也
。
鳩
尾
骨
、
臆
前
骨
也
」
に
作
る
よ
う
に
、
「
針
灸
経
」
注
の
本
文
に

属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
に
、
狩
谷
棭
斎
は
、
缺
盆
骨
の
こ
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

沈
彤
曰
、
膺
中
骨
之
上
、
自
結
喉
下
四
寸
、
至
肩
端
前
、
横
而
大
者
曰
巨
骨
、
其
半
環
中
断
者
曰
缺
盆
骨
、
然
則
缺
盆
骨
在
喉
下
胸
上
、
如
半
環
者
、
非

肩
骨
。

沈
彤
に
曰
く
、
「
膺
中
骨
の
上
、
結
喉
よ
り
下
四
寸
、
肩
の
端
の
前
に
至
り
、
横
に
し
て
大
き
な
る
者
を
巨
骨
と
曰
ふ
。
其
の
半
環
中
断
の
者
を
缺
盆
骨

と
曰
ふ
」
と
。
然
れ
ば
則
ち
、
缺
盆
骨
は
喉
の
下
、
胸
の
上
に
在
り
、
半
環
の
如
き
者
な
り
、
肩
骨
に
非
ず
。

棭
斎
は
、
清
・
沈
彤
撰
『
沈
氏
釈
骨
』
の
本
文
を
引
用
し
、
缺
盆
骨
と
肩
骨
と
は
別
な
も
の
と
指
摘
す
る
。

ま
た
、
『
医
心
方
』
巻
二
「
鳩
尾
」
項
に
、
『
明
堂
経
』
次
の
文
を
引
用
す
る
。
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人
有
無
鳩
尾
者
、
当
従
臆
前
骨
岐
下
一
寸
為
鳩
尾
骨
、
骨
下
更
取
五
分
為
鳩
穴
。

人
に
鳩
尾
無
き
者
有
り
、
当
に
臆
前
骨
の
岐
よ
り
下
一
寸
鳩
尾
骨
を
為
す
べ
く
、
骨
の
下
更
に
五
分
を
取
り
、
鳩
穴
を
為
す
。

こ
の
一
文
に
拠
る
と
、
鳩
尾
骨
と
臆
前
骨
も
ま
た
別
の
者
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
和
名
抄
』
が
引
用
し
た
「
針
灸
経
」
の
注
「
缺
盆
骨
、
肩
骨
也
。
鳩
尾

骨
、
臆
前
骨
也
」
は
い
ず
れ
も
中
国
の
医
書
と
矛
盾
が
生
じ
る
。

一
方
、
注
の
本
文
「
肩
骨
」
と
和
訓
「
加
太
乃
保
禰
」
、
注
の
本
文
「
臆
前
骨
」
と
和
訓
「
無
奈
保
禰
」
（
二
十
巻
本
の
み
、
巻
三
・
筋
骨
類
第
三
十
五
「
鳩

尾
骨
」
項
あ
り
、
和
訓
が
掲
載
さ
れ
る
。
）
の
よ
う
に
、
注
と
和
訓
は
対
応
し
て
い
る
形
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
注
は
、
「
針
灸
経
」
も
と
に
あ

る
も
の
で
は
な
く
、
日
本
で
和
訓
と
あ
わ
せ
て
付
さ
れ
た
注
で
あ
ろ
う
。

③
完
骨
（
美
々
世
々
乃
保
禰
）

甲

正
統
本

宛
骨
、

在
耳
後

入
髪
際
四
分
…

乙経

明
藍
格
本

完
骨
、

在
耳
後

入
髪
際
四
分
…

千

未
宋
改
本

完
骨
、

在
耳
後

入
髪
際
四
分
。

金方

宋
改
本

完
骨
、

在
耳
後

入
髪
際
四
分
。

外
台
秘
要
方

完
骨
、

〈
在
耳
後

入
髪
際
四
分
…
〉

復
原
明
堂
経

完
骨
、

…
在
耳
後

入
髪
際
四
分
…

前
田
本

針
灸
経
云
、
完
骨
、

〈
美
々
世
々
乃
保
禰
。
〉

耳
後
大
骨
也
。

和

箋
注
本

針
灸
経
云
、
完
骨
、

〈
美
々
世
々
乃
保
禰
。
〉

耳
後
大
骨
也
。
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名

天
文
本

針
灸
経
云
、
完
骨
、

〈
美
美
世
世
乃
保
禰
。
〉

耳
後
大
骨
也
。

抄

天
正
本

針
灸
経
云
、
完
骨
、

耳
後
大
骨
也
。

〈
美
々
勢
々
乃
保
禰
。
〉

元
和
本

針
灸
経
云
、
完
骨
、

〈
和
名
美
々
勢
々
乃
保
禰
。
〉

耳
後
大
骨
也
。

半
井
本

完
骨
二
穴
、

〈
在
耳
後

入
髪
際
四
分
…
〉

医

多
紀
本

完
骨
二
穴
、

〈
在
耳
後

入
髪
際
四
分
…
〉

心

安
政
本

完
骨
二
穴
、

〈
在
耳
後

入
髪
際
四
分
…
〉

方

叢
書
本

完
骨
二
穴
、

〈
在
耳
後

入
髪
際
四
分
…
〉

『
和
名
抄
』
③
完
骨
は
、
④

逕
・
⑤
骨
と
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
『
医
心
方
』
『
甲
乙
経
』
『
千
金
方
』
『
外
台
秘
要
方
』
お
よ
び
『
明

堂
経
』
復
原
本
文
は
経
穴
の
名
と
し
て
解
釈
す
る
が
、
『
和
名
抄
』
に
見
る
「
針
灸
経
」
は
骨
の
名
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
「
耳
後
大
骨
也
」
は
「
鍼
灸
経
」
の

注
と
し
て
考
え
る
の
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
こ
の
一
文
は
、
他
の
医
書
に
全
く
確
認
さ
れ
ず
、
本
文
「
耳
後
大
骨
」
と
和
訓
「
美
々
世
々
乃
保
禰
」
も

ま
た
対
応
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
こ
れ
は
日
本
で
付
さ
れ
た
「
針
灸
経
」
注
の
本
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
四
節
『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
の
独
自
本
文

『
甲
乙
経
』
か
ら
確
認
さ
れ
な
い
が
、
ほ
か
の
医
書
に
『
和
名
抄
』
所
引
「
針
灸
経
」
本
文
が
確
認
さ
れ
る
例
は
①
顖
会
・
⑥
陰
囊
・
⑧
陰
頽
三
例
あ
る
。
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①
顖
会
（
阿
太
万
）

甲

正
統
本

顖
会
、

在
上
星
後
一
寸

骨
間
陥
者
中
…

乙経

明
藍
格
本

顖
会
、

在
上
星
後
一
寸

骨
間
陥
者
中
…

千

未
宋
改
本

顖
会
、

在
上
星
後
一
寸

陥
者
中
。

金方

宋
改
本

顖
会
、

在
上
星
後
一
寸

陥
者
中
。

外
台
秘
要
方

顖
会
、

〈
在
上
星
後
一
寸

陥
者
中
…
〉

復
原
明
堂
経

顖
会
、

一
名
天
窓
。

…
在
上
星
後
一
寸

骨
間
陥
者
中
…

前
田
本

針
灸
経
云
、
顖
会
、

一
名
天
窓
。
〈
顖
音
信
、

和
名
阿
太
万
。
〉

楊
氏
漢
語
抄
云
、
沂
。
〈
訓
上
同
、
音
於
反
反
。
〉

箋
注
本

針
灸
経
云
、
顖
会
、

一
名
天
窓
。
〈
顖
音
信
、
字
亦
作
囟
、

和
名
阿
太
万
。
〉

和

楊
氏
漢
語
抄
云
、
沂
。
〈
音
於
交
反
、
訓
上
同
。
〉

名

針
灸
経
云
、
顖
、

〈
音
信
、
字
亦
作
椥
。
〉

天
文
本

一
名
天
窓
。

〈
和
名
阿
太
万
。
〉

楊
氏
漢
語
抄
云
、
沂
、
〈
訓
上
同
、

於
交
切
。
〉
頭
凹
也
。

抄

天
正
本

針
灸
経
云
、
渕
会
、

一
云
天
窓
。

顖
音
信
、
字

作
囟
、
〈
和
名
阿
太
万
。
〉

一

云
、
沂
。
〈
音
於
交
反
、
訓
上
同
。
〉

元
和
本

針
灸
経
云
、
渕
会
、

一
云
天
窓
。
〈
渕
音
信
、
字

作
囟
、

和
名
阿
太
万
。
〉

一

云
、
沂
。

〈
於
交
反
、

上
同
。
〉

半
井
本

囟
会
一
穴
、
〈
一
名
天
窓
。

在
上
星
後
一
寸

陥
者
中
…
〉

医

多
紀
本

亜
会
一
穴
、
〈
一
名
天
窓
。

在
上
星
後
一
寸
半

陥
者
中
…
〉

心
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安
政
本

囟
会
一
穴
、
〈
一
名
天
窓
。

在
上
星
後
一
寸

陥
者
中
…
〉

方

叢
書
本

囟
会
一
穴
、
〈
一
名
天
窓
。

在
上
星
後
一
寸

陥
者
中
…
〉

『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
の
諸
本
は
、
「
一
名
天
窓
」
に
作
る
が
、
『
甲
乙
経
』
『
千
金
方
』
『
外
台
秘
要
方
』
「
顖
会
」
と
も
に
「
一
名
天
窓
」
が
確
認
さ
れ

な
い
。
『
明
堂
経
』
の
復
原
本
文
は
、
『
医
心
方
』
に
基
づ
い
て
、
復
原
し
た
と
思
わ
れ
る
。
「
顖
会
」
の
位
置
は
、
『
医
心
方
』
『
甲
乙
経
』
『
千
金
方
』
『
外
台

秘
要
方
』
『
明
堂
経
』
の
復
原
本
文
は
、
「
在
上
星
後
一
寸
」
（
『
医
心
方
』
「
多
紀
本
」
は
「
一
寸
半
」
に
作
る
。
）
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
天

窓
」
は
、
『
医
心
方
』
『
甲
乙
経
』
『
千
金
方
』
『
外
台
秘
要
方
』
『
明
堂
経
』
の
復
原
本
文
に
、
ま
た
別
な
項
目
と
し
て
立
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
本
文
は
次
の

よ
う
で
あ
る
。

表
２
・
天
窓
（
頸
）
の
本
文

甲

正
統
本

天
窓
、

一
名
窗
聾
、

在
曲
頬
下
扶
突
後
、
蒭
脈
応
手
陥
者
中
…
〉

乙経

明
藍
格
本

天
窓
、

一
名
窓
聾
、

在
曲
頬
下
扶
突
後
、
動
脈
応
手
陥
者
中
…
〉

千

未
宋
改
本

天
䆫
、

在
曲
頬
下
扶
突
後
、
動

応
手
陥

中
。

金方

宋
改
本

天
䆫
、

在
曲
頬
下
扶
突
後
、
動

応
手
陥

中
。

外
台
秘
要
方

天
窓
、

〈
一
名
窓
聾
、

在
曲
頬
下
扶
突
後
、
動

応
手
陥
者
中
…
〉

復
原
明
堂
経

天
窓
、

一
名
窓
聾
、
…
在
曲
頬
下
扶
突
後
、
動
脈
応
手
陥
者
中
…

前
田
本

ナ
シ

和

箋
注
本

ナ
シ

抄

天
文
本

ナ
シ
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抄

天
正
本

ナ
シ

元
和
本

ナ
シ

半
井
本

天
窓
二
穴
、
〈
一
名
窓
聾
、

在
曲
頬
下
扶
諞
後
、
動
脈
応
手
陥
者
中
…
〉

医

多
紀
本

天
窓
二
穴
、
〈
一
名
窓
聾
、

在
曲
頬
下
扶
突
㣪
、
動
脈
応

陥

中
…
〉

心

安
政
本

天
窓
二
穴
、
〈
一
名
窓
聾
、

在
曲
頬
下
扶
估
後
、
動
脈
応
手
陥
者
中
…
〉

方

叢
書
本

天
窓
二
穴
、
〈
一
名
窓
聾
、

在
曲
頬
下
扶
諞
後
、
動
脈
応
手
陥
者
中
…
〉

表
２
か
ら
、
『
和
名
抄
』
以
外
、
『
医
心
方
』
『
甲
乙
経
』
『
千
金
方
』
『
外
台
秘
要
方
』
『
明
堂
経
』
の
復
原
本
文
に
、
「
天
窓
」
と
い
う
経
穴
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
位
置
は
「
在
曲
頬
下
扶
突
後
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
医
心
方
』
『
明
堂
経
』
復
原
本
文
で
は
、
「
天
窓
」
と
い
え
ば
、
二
カ
所
を
指
し
て
い
る
。

一
方
、
今
日
に
伝
わ
る
中
国
の
医
書
は
、
「
顖
会
」
「
天
窓
」
は
重
な
ら
く
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
な
位
置
は
次
で
あ
る
。
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図
１
・
銅
人
明
堂
之
図(

2
)
「
顖
会
」
は
上
の
図
、
頭
の
上
の
真
ん
中
に
あ
る
。
「
天
窓
」

は
下
の
図
、
首
筋
の
左
右
に
二
つ
あ
る
。

唐
代
以
前
の
医
書
は
、
ほ
ぼ
「
宋
改
」
を
経
て
、
そ
れ
ら
の
内
容
は
あ
く
ま
で
も
宋
の
医
学
の
立
場
か
ら
述
べ
て
い
る
。
一
方
、
唐
代
以
前
の
貴
重
な
資
料

が
大
量
に
保
存
さ
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
「
敦
煌
文
献
」
に
は
、
「
灸
経
」
（S

.
6
2
6
2

）
と
い
う
断
片
資
料
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
天
窓
」
は
か
つ
て
頭
に
あ
っ

た
と
確
認
さ
れ
る
。
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図
２
・
灸
経
（S

.
6
2
6
2

）(
3
)

図
２
か
ら
、
「
天
窓
」
は
少
な
く
と
も
、
唐
代
ま
で
に
頭
に
あ
る
経
穴
を
指
し
て
い
る
。
『
甲
乙
経
』
『
千
金
方
』
『
外
台
秘
要
方
』
に
「
一
名
テ
天
窓
」
が

な
い
の
は
「
宋
改
」
に
よ
っ
て
改
訂
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
平
安
中
期
の
『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
は
そ
の
改
訂
前
の
書
物
を
引
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
今

日
ま
で
伝
わ
っ
た
。

⑥
陰
囊
（
布
久
利
）
・
⑧
陰
頽
（
曾
比
）

甲

正
統
本

ナ
シ

乙経

明
藍
格
本

ナ
シ
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千

未
宋
改
本

…
令
雀
頭

下
向
著

囊
縫
、
当
陰
頭

灸

縫

上
七
壮
、
即
消
已
験
…

金

宋
改
本

…
令
雀
頭

下
向
著

囊
縫
、
当
陰
頭

灸

縫

方

上
七
壮
、
即
消
已
験
…

外
台
秘
要
方

…
令
雀
頭

下
向
著

囊
縫
、
当
陰
頭

灸

縫

上
七
壮
、
即
消
已
験
…

復
原
明
堂
経

ナ
シ

針
灸
経
云
、
陰
囊
、
〈
俗
云

布
久
利
、

其
義
見
疾
病
部
陰
頽
下
。
〉

大
素
経
云
、
天
有
十
日
、
人
手
有
十
指
、
辰
有
十
二
、
足
有
十
指
、
茎
垂
之
二
以
応
之
。
〈
今
案
茎
者
玉
茎
、
垂
者
陰
囊
也
。
〉
女
子
有

前
田
本

陰
而
不
足
二
節
故
得
懐
子
也
。

針
灸
経
云
、
治
陰
頽
方
、
〈
頽
音

杜
回
反
、

一
名
下
重
、
俗
云

曾
比
。
〉
令
茎
頭

下
向

囊
縫
、
当

頭

所
着
処
、
灸
其
縫

上
下
、

即

有
験
矣
。

針
灸
経
云
、
陰
囊
、
〈
俗
云

布
久
利
、

其
義
見
疾
病
部
陰
頽
下
。
〉

太
素
経
云
、
天
有
十
日
、
人
手
有
十
指
、
辰
有
十
二
、
足
有
十
指
、
茎
垂
之
二
以
応
之
。
〈
今
案
茎
者
玉
茎
、
垂
者
陰
囊
也
。
〉
女
子
有

箋
注
本

陰
而
不
足
二
節
故
得
懐
子
也
。

針
灸
経
云
、
治
陰
頽
方
、
〈
頽
音

杜
回
反
、

一
名
下
重
、
俗
云

曾
比
。
〉
令
茎
頭

下
向

陰
囊
縫
、
当

頭

所
着
処
、
灸
其
縫

上
七
、

即

有
験
矣
。

和

針
灸
経
云
、
陰
囊
、
〈
俗
云

布
久
利
、

具

見
疾
病
部
陰
頽
。
〉

大
素
経
云
、
天
有
十
日
、
人
手
有
十
指
、
辰
有
十
二
、
足
有
十
指
、
茎
垂

二
以
応
之
。
〈
今
案
茎
者
玉
茎
、
垂
者
陰
囊
也
。
〉

名

天
文
本

針
灸
経
云
、
治
陰
頽
方
、
〈
下
音

社
廻
切
、

一
名
下
重
、
俗
云

曾
比
。
〉
令
茎
頭

下
向

陰
囊
縫
、
当

頭

所
着
、

灸
其
縫

抄

上
七
、

即

有
験
矣
。

針
灸
経
云
、
陰
囊
、

俗
云
〈
布
久
利
、
〉
具

見
疾
病
巾
陰
頽
下
。

大
素
経
云
、
天
有
十
日
、

茎
垂

二
以
応
之
。

今
案
茎
者
玉
茎
、
垂

陰
囊
也
。

女
子
有
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天
正
本

陰
而
不
足
二
節
故
得
懐
子
。

針
灸
経
云
、
治
陰
頽
、

令
茎
頭

下
向

陰
囊
縫
、
当

所
著
処
、
灸
其
縫

上
七
壮
、
即

験
矣
。

下
音
〈
杜
回
反
、
〉
一
云
下
重
、
俗
云
〈
曾
比
。
〉

針
灸
経
云
、
陰
囊
、
〈
俗
云

布
久
利
、

其
義
見

病
類
陰
頽
下
。
〉

大
素
経
云
、
天
有
十
日
、
人
手
有
十
指
、
辰
有
十
二
、
足
有
十
指
、
茎
垂
之
二
以
応
之
。
〈
今
案
茎
者
玉
茎
、
垂
者
陰
囊
也
。
〉
女
子
有

元
和
本

陰
而
不
足
二
節
故
得
懐
子
也
。

針
灸
経
云
、
治
陰
頽
方
、
〈
頽
音

杜
回
反
、

一
名
下
重
、
俗
云

曾
比
。
〉
令
茎
頭

下
向

陰
囊
縫
、
当

頭

所
著
処
、
灸
其
縫

上
七
壮
、
即

有
験
矣
。

半
井
本

小
品
方
云
、

…
令
茎

以
下
向

佳
囊
縫
、
当
陰

以
所
着
処
、
灸

縫

上
七
壮
、
即
消
有
験
。

医

仁
和
本

佚

心

安
政
本

小
品
方
云
、

…
令
茎

以
下
向

佳
囊
縫
、
当
陰

以
所
着
処
、
灸

縫

方

上
七
壮
、
即
消
有
験
。

叢
書
本

小
品
方
云
、

…
令
茎

以
下
向

佳
囊
縫
、
当
陰

以
所
着
処
、
灸

縫

上
七
壮
、
即
消
有
験
。

第
一
に
、
『
和
名
抄
』
⑥
陰
囊
は
「
針
灸
経
」
を
引
用
し
、
そ
の
下
に
割
注
「
其
義
見
疾
病
部
陰
頽
下
」
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
⑥
陰
囊
・
⑧
陰
頽
を
一
つ
の

表
で
ま
と
め
た
。
た
だ
し
、
⑧
陰
頽
を
見
て
も
、
陰
囊
の
語
義
が
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。

第
二
に
、
『
和
名
抄
』
⑧
陰
頽
所
引
「
針
灸
経
」
の
本
文
は
、
『
甲
乙
経
』
に
確
認
さ
れ
な
い
が
、
『
医
心
方
』
『
千
金
方
』
『
外
台
秘
要
方
』
に
類
似
の
本
文

確
認
さ
れ
る
。
特
に
『
医
心
方
』
の
ほ
う
が
、
『
和
名
抄
』
に
よ
く
似
て
い
る
。
『
千
金
方
』
は
出
典
が
見
ら
れ
な
く
、
『
外
台
秘
要
方
』
の
出
典
は
『
千
金
方
』

で
あ
る
と
記
す
。
一
方
、
『
医
心
方
』
の
出
典
は
『
小
品
方
』
を
明
示
し
て
い
る
。
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『
小
品
方
』
は
四
六
〇
年
頃
、
中
国
の
陳
延
之
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
。
中
国
で
も
日
本
で
も
久
し
く
佚
書
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
五
十
九
年
（
一

九
八
四
）
に
小
曽
戸
洋
氏
に
よ
っ
て
尊
経
閣
本
「
経
方
小
品
」
が
失
わ
れ
た
『
小
品
方
』
の
首
巻
で
あ
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
た(3

)

。
し
か
し
、
発
見
さ
れ
た

の
は
序
文
・
目
次
を
含
め
る
巻
一
の
み
、
『
医
心
方
』
が
引
用
す
る
本
文
が
確
認
さ
れ
な
い
。
『
小
品
方
』
の
目
次
を
見
る
と
、
『
医
心
方
』
は
「
巻
十
二

灸

法
要
穴
」
を
引
用
し
た
可
能
性
が
高
い
。
『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
は
類
似
す
る
本
文
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
は
、
「
針
灸
経
」
は
ま
た
『
小
品
方
』
と
出
典
関

係
を
持
っ
て
い
る
。
書
籍
目
録
の
記
録
か
ら
見
る
と
、
「
針
灸
経
」
は
『
明
堂
経
』
と
『
小
品
方
』
の
先
に
成
立
と
思
わ
れ
な
い
。
『
和
名
抄
』
に
引
用
さ
れ

た
「
針
灸
経
」
は
、
『
明
堂
経
』
『
小
品
方
』
な
ど
複
数
の
書
物
を
引
用
し
た
医
学
類
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
五
節
『
和
名
抄
』
に
お
け
る
「
針
灸
経
」

『
和
名
抄
』
が
引
用
す
る
「
針
灸
経
」
本
文
に
つ
い
て
、
現
在
で
は
伝
存
し
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
本
文
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
狩
谷
棭
斎
は
「
針

灸
経
」
の
出
典
を
考
証
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
『
甲
乙
経
』
の
本
文
が
『
和
名
抄
』
に
類
似
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
棭
斎
が
こ
の
考
え
に
か
な
り
固
執
し
て

い
た
こ
と
は
、
「
鍼
灸
経
」
引
用
箇
所
に
、
繰
り
返
し
『
甲
乙
経
』
の
書
名
を
引
く
こ
と
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
本
章
は
『
和
名
抄
』
所
引
「
針

灸
経
」
の
本
文
は
、
『
甲
乙
経
』
の
『
明
堂
経
』
部
分
に
類
似
す
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

棭
斎
以
後
、
『
明
堂
経
』
を
引
用
す
る
医
学
の
類
書
の
研
究
が
進
み
、
『
医
心
方
』
と
唐
代
の
医
学
類
書
『
千
金
方
』
『
外
台
秘
要
方
』
の
引
用
状
況
が
あ
き

ら
か
に
さ
れ
、
ま
た
、
『
明
堂
経
』
の
復
原
本
文
が
作
成
さ
れ
た
。

『
医
心
方
』
『
甲
乙
経
』
『
千
金
方
』
『
外
台
秘
要
方
』
の
本
文
と
『
和
名
抄
』
所
引
「
針
灸
経
」
本
文
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
に
推
定
す
る
こ
と
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が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

第
一
に
、
『
和
名
抄
』
所
引
「
鍼
灸
経
」
八
例
中
二
例
は
、
他
の
医
書
と
類
似
の
本
文
が
確
認
さ
れ
、
「
針
灸
経
」
は
『
明
堂
経
』
と
出
典
関
係
を
も
つ
書

物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
部
分
の
本
文
は
「
宋
改
」
を
経
て
も
、
改
変
さ
れ
な
く
安
定
し
て
い
る
本
文
で
あ
る
。

第
二
に
、
『
和
名
抄
』
所
引
「
針
灸
経
」
八
例
中
三
例
は
、
他
の
医
書
と
異
質
の
本
文
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
本
文
は
本
来
「
鍼
灸
経
」
注
の
本
文
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
。
し
か
も
、
内
容
か
ら
見
る
と
、
他
の
医
書
と
矛
盾
が
生
じ
、
こ
れ
は
日
本
で
和
訓
と
合
わ
せ
て
付
さ
れ
た
「
針
灸
経
」
の
注
で
あ
る
と
推
測
す

る
。第

三
に
、
『
和
名
抄
』
所
引
「
鍼
灸
経
」
八
例
中
三
例
は
、
『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
の
独
自
本
文
が
確
認
さ
れ
る
。
現
存
す
る
唐
代
の
医
書
に
な
い
本
文
は

か
つ
て
存
在
し
て
お
り
、
『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
は
そ
の
伝
本
を
参
看
し
て
本
文
を
引
用
し
た
。
つ
ま
り
、
中
国
で
は
失
わ
れ
た
『
明
堂
経
』
『
小
品
方
』
の

本
文
が
、
日
本
の
『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
は
、
独
自
に
残
存
し
て
い
る
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。

注（
１
）
宮
川
浩
也
「
解
説
」
日
本
内
経
医
学
会
『
黄
帝
内
経
明
堂
』
（
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
、
一
九
九
九
年
三
月
）
。

小
曽
戸
洋
『
中
国
医
学
古
典
と
日
本
ー
書
誌
と
伝
承
ー
』
（
塙
書
房
、
一
九
九
六
年
二
月
）
。

（
２
）
楊
継
州
『
銅
人
明
堂
之
図
』
（
学
苑
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
六
月
）
。

（
３
）
『
敦
煌
宝
蔵
』
（
新
文
豊
出
版
、
一
九
八
二
年
十
一
月
）
。
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第
五
章

『
和
名
類
聚
抄
』
所
引
「
太
素
経
」
攷

第
一
節
『
和
名
抄
』
に
お
け
る
「
太
素
経
」
の
引
用

『
和
名
抄
』
に
お
け
る
「
太
素
経
」
の
引
用
例
は
、
二
例
が
あ
る
。
そ
の
の
本
文
は
次
の
表
１
で
あ
る
。

表
１
・
『
和
名
類
聚
抄
』
所
引
「
黄
帝
内
経
」
本
文

№

掲
出
語

十
巻
本
系

廿
巻
本
系

①

膕

太
素
経
注
云
、
膕
、
〈
戈
麦
反
、
与
保
路
。
〉
曲
脚
中
也
。

大
素
経
注
云
、
膕
、
〈
戈
麦
反
、
和
名
与
保
呂
。
〉
曲
脚
中
也
。

針
灸
経
云
、
陰
囊
、
〈
俗
云
布
久
利
、
其
義
見
疾
病
部
陰
頽
下
。
〉

針
灸
経
云
、
陰
囊
、
〈
俗
云
布
久
利
、
其
義
見
病
類
陰
頽
下
。
〉

②

陰
囊

太
素
経
云
、
天
有
十
日
、
人
手
有
十
指
、
辰
有
十
二
、
足
有
十
指
、

大
素
経
云
、
天
有
十
日
、
人
手
有
十
指
、
辰
有
十
二
、
足
有
十
指
、
茎

茎
垂
之
二
以
応
之
。
〈
今
案
茎
者
玉
茎
、
垂
者
陰
囊
也
。
〉
女
子
有

垂
之
二
以
応
之
。
〈
今
案
茎
者
玉
茎
、
垂
者
陰
囊
也
。
〉
女
子
有
陰
而
不

陰
而
不
足
二
節
故
得
懐
子
也
。

足
二
節
故
得
懐
子
也
。

「
太
素
経
」
の
正
確
な
書
名
は
『
黄
帝
内
経
太
素
』
で
あ
る
。
唐
の
楊
上
善
が
勅
を
奉
じ
て
『
素
問
』
『
霊
枢
』
の
本
文
を
内
容
別
に
再
編
集
し
、
注
を
加

え
、
三
十
巻
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
日
伝
わ
る
『
素
問
』
『
霊
枢
』
は
十
一
世
紀
以
降
の
印
刷
出
版
に
よ
る
改
訂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
「
太
素
経
」

は
八
世
紀
に
遣
唐
使
に
よ
っ
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
、
今
日
に
残
っ
た
。
し
た
が
っ
て
構
成
は
『
素
問
』
『
霊
枢
』
ほ
ど
古
く
な
い
が
、
校
訂
を
経
て
い
な
い
た

め
、
文
字
や
文
体
は
古
態
を
よ
く
残
し
て
い
る
。
奈
良
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
、
『
太
素
経
』
は
広
範
に
使
わ
れ
て
、
諸
文
献
に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ

た
。
平
安
時
代
の
末
期
、
仁
安
二
年
（
一
一
六
七
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
丹
波
康
頼
の
八
代
の
孫
、
賴
基
は
『
太
素
経
』
を
書
写
し
た
。
即
ち
現
行
『
太
素
経
』
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の
唯
一
の
祖
本
、
仁
和
寺
本
で
あ
る(

1
)

。
現
在
三
十
巻
の
二
十
五
が
残
っ
て
い
る
。
一
方
、
中
国
で
は
南
宋
代
に
こ
の
本
は
す
で
に
散
佚
し
て
し
ま
っ
た
。

『
和
名
抄
』
に
わ
ず
か
二
例
の
「
太
素
経
」
引
用
例
が
あ
る
が
、
何
を
物
語
る
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
そ
の
『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
諸
本
の
本
文
を
対
照

し
、
両
書
が
引
用
す
る
『
黄
帝
内
経
太
素
』
本
文
を
精
査
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
二
節
「
太
素
経
」
注
に
つ
い
て

『
和
名
抄
』
①
膕
は
、
「
太
素
経
」
の
注
を
引
用
す
る
。
そ
の
本
文
対
照
表
は
次
で
あ
る
。

①
膕
（
与
保
路
）

黄
帝
内
経
太
素

人
有
掖
膕
、
〈
戈
麦
反
、

曲
脚
中
也
。
〉

前
田
本

太
素
経
注
云
、
膕
、
〈
戈
麦
反
、

与
保
路
。
〉
曲
脚
中
也
。

和

箋
注
本

太
素
経
注
云
、
膕
、
〈
戈
麦
反
、

与
保
路
。
〉
曲
脚
中
也
。

名

天
文
本

抄

天
正
本

大
素
経
注
云
、

〈
戈
麦
反
、
和
名
与
保
呂
。
〉
曲
脚
中
也
。

元
和
本

大
素
経
注
云
、
膕
、
〈
戈
麦
反
、
和
名
与
保
呂
。
〉
曲
脚
中
也
。

半
井
本

膕
、
〈
戈
麦
反
、

ヨ
ホ
ロ
、

曲
脚

也
。
〉

医

多
紀
本

ナ
シ

心
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安
政
本

膕
、
〈
戈
麦
反
、

ヨ
ホ
ロ
、

曲
脚

也
。
〉

方

叢
書
本

ナ
シ

第
一
に
、
『
和
名
抄
』
は
、
「
膕
」
の
発
音
表
記
の
反
切
「
戈
麦
反
」
は
、
『
黄
帝
内
経
太
素
』
の
と
一
致
し
、
『
和
名
抄
』
こ
の
反
切
は
直
接
に
『
黄
帝
内

経
太
素
』
を
継
承
す
る
可
能
性
が
高
い
。

第
二
に
、
『
和
名
抄
』
は
「
太
素
経
注
」
で
表
記
す
る
の
は
、
「
曲
脚
中
也
」
は
『
黄
帝
内
経
太
素
』
の
割
注
か
ら
抽
出
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
『
黄

帝
内
経
太
素
』
の
体
裁
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
『
素
問
』
『
霊
枢
』
を
再
編
集
し
、
注
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
『
黄
帝
内
経
太
素
』
に
は
、
大
字
で
書
か
れ
る

の
は
、
『
素
問
』
あ
る
い
は
『
霊
枢
』
の
本
文
で
あ
る
。
一
方
、
割
注
の
小
字
で
書
か
れ
る
の
は
撰
者
・
楊
上
善
自
身
が
そ
の
『
素
問
』
『
霊
枢
』
本
文
に
対

す
る
注
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
和
名
抄
』
は
「
太
素
経
注
」
と
し
て
も
、
「
太
素
経
」
に
対
す
る
注
の
で
は
な
く
、
『
素
問
』
『
霊
枢
』
に
対
す
る
注
の
一
種

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
、
『
医
心
方
』
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
本
文
が
確
認
さ
れ
る
の
は
、
「
半
井
本
」
と
「
安
政
本
」
（
「
安
政
本
」
は
「
半
井
本
」
の
模
写
本
で
あ
る
。
）
の
み

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
巻
二
の
「
委
中
」
項
の
頭
注
で
あ
る
。
「
多
紀
本
」
と
「
叢
書
本
」
に
頭
注
が
な
い
が
め
、
こ
の
文
が
見
ら
れ
な
い
。

図
１
・
『
医
心
方
』
「
半
井
本
」
巻
二
・
「
委
中
」
項

こ
の
頭
注
は
、
出
典
が
明
記
し
て
い
な
い
た
め
、
『
黄
帝
内
経
太
素
』
を
引
用
す
る
か
、
『
和
名
抄
』
を
引
用
す
る
か
は
定
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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第
三
節
『
黄
帝
内
経
太
素
』
と
『
黄
帝
内
経
霊
枢
』

『
和
名
抄
』
②
陰
囊
「
針
灸
経
」
の
部
分
は
す
で
に
前
章
で
考
察
し
た
。
本
章
は
「
太
素
経
」
の
引
用
例
と
し
て
、
考
察
を
す
す
め
る
。

②
陰
囊
（
布
久
利
）

黄
帝
内
経
太
素

□
…
〈
□
…
二
節
故
得
懐
子
也
。
〉

針
灸
経
云
、
陰
囊
、
〈
俗
云

布
久
利
、

其
義
見
疾
病
部
陰
頽
下
。
〉

前
田
本

大
素
経
云
、
天
有
十
日
、
人
手
有
十
指
、
辰
有
十
二
、
足
有
十
指
、
茎
垂
之
二
以
応
之
。
〈
今
案
茎

者
玉
茎
、
垂
者
陰
囊
也
。
〉
女

子
有
陰
而
不
足
二
節
故
得
懐
子
也
。

針
灸
経
云
、
陰
囊
、
〈
俗
云

布
久
利
、

其
義
見
疾
病
部
陰
頽
下
。
〉

箋
注
本

太
素
経
云
、
天
有
十
日
、
人
手
有
十
指
、
辰
有
十
二
、
足
有
十
指
、
茎
垂
之
二
以
応
之
。
〈
今
案
茎

者
玉
茎
、
垂
者
陰
囊
也
。
〉
女

和

子
有
陰
而
不
足
二
節
故
得
懐
子
也
。

抄

天
文
本

針
灸
経
云
、
陰
囊
、
〈
俗
云

布
久
利
、

具

見
疾
病
部
陰
頽
。
〉

大
素
経
云
、
天
有
十
日
、
人
手
有
十
指
、
辰
有
十
二
、
足
有
十
指
、
茎
垂

二
以
応
之
。
〈
今
案
茎

者
玉
茎
、
垂
者
陰
囊
也
。
〉

抄

針
灸
経
云
、
陰
囊
、

俗
云
〈
布
久
利
、
〉
具

見
疾
病
巾
陰
頽
下
。

天
正
本

大
素
経
云
、
天
有
十
日
、

茎
垂

二
以
応
之
。

今
案
茎

者
玉
茎
、
垂

陰
囊
也
。

女

子
有
陰
而
不
足
二
節
故
得
懐
子
。

針
灸
経
云
、
陰
囊
、
〈
俗
云

布
久
利
、

其
義
見

病
類
陰
頽
下
。
〉

元
和
本

大
素
経
云
、
天
有
十
日
、
人
手
有
十
指
、
辰
有
十
二
、
足
有
十
指
、
茎
垂
之
二
以
応
之
。
〈
今
案
茎

者
玉
茎
、
垂
者
陰
囊
也
。
〉
女

子
有
陰
而
不
足
二
節
故
得
懐
子
也
。

半
井
本

大
素
経
云
、
天
有
十
日
、
人
手
有
十
指
、
辰
有
十
二
、
足
有
十
指
、
茎
垂

二
以
応
之
。

女

医

子
有
陰
而
不
足
二
節
故
得
懐
子
。

今
案
茎
垂
者
玉
茎
、

陰
垂
也
。

心

多
紀
本

ナ
シ
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方

安
政
本

大
素
経
云
、
天
有
十
日
、
人
手
有
十
指
、
辰
有
十
二
、
足
有
十
指
、
茎
垂

二
以
応
之
。

女

子
有
陰
而
不
足
二
節
故
得
懐
子
。

叢
書
本

ナ
シ

第
一
に
、
『
和
名
抄
』
②
陰
囊
に
み
ら
れ
る
「
太
素
経
」
の
引
用
文
は
、
現
在
の
仁
和
寺
本
で
は
巻
五
に
あ
た
る
が
、
そ
の
巻
頭
の
第
一
紙
が
欠
損
し
、
確

認
さ
れ
る
の
は
割
注
の
形
で
「
二
節
故
得
懐
子
也
」
わ
ず
か
七
文
字
で
あ
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
『
和
名
抄
』
は
①
膕
の
よ
う
に
、
「
太
素
経
注
云
」
と
し
て
い

な
い
の
か
。
そ
れ
は
、
「
天
有
十
日
…
」
は
『
黄
帝
内
経
太
素
』
の
大
字
本
文
の
た
め
で
あ
る
。
現
存
す
る
『
霊
枢
』
巻
二
十
・
邪
客
篇
に
次
の
文
が
確
認
さ

れ
る(2

)

。

表
２
・
『
黄
帝
内
経
霊
枢
』
と
『
黄
帝
内
経
太
素
』
の
本
文

『
黄
帝
内
経
霊
枢
』

『
黄
帝
内
経
太
素
』

黄
帝
問
於
伯
高
曰
、
願
聞
人
之
肢
節
以
応
天
地
奈
何
。

□
…

伯
高
答
曰
、

天
円
地
方
、
人
頭
円
足
方
以
応
之
。

天
有
日
月
、
人
有
両
目
。

地
有
九
州
、
人
有
九
竅
。

天
有
風
雨
、
人
有
喜
怒
。

天
有
雷
電
、
人
有
音
声
。

天
有
四
時
、
人
有
四
肢
。

天
有
五
音
、
人
有
五
蔵
。

天
有
六
律
、
人
有
六
府
。

天
有
冬
夏
、
人
有
寒
熱
。
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天
有
十
日
、
人
有
手
十
指
。

辰
有
十
二
、
人
有
足
十
指
莖
垂
以
応
之
。
女
子
不
足
二
節
以
抱
人
形
。

…
□
〈
□
…
二
節
故
得
懐
子
也
。
〉

天
有
陰
陽
、
人
有
夫
妻
。

天
有
陰
陽
、
人
有
夫
妻
。

歳
有
三
百
六
十
五
日
、
人
有
三
百
六
十
節
。

歳
有
三
百
六
十
五
日
、
人
三
百
六
十
五
節
。

地
有
高
山
、
人
有
肩
膝
。

地
有
高
山
、
人
有
肩
膝
。

地
有
深
谷
、
人
有
腋
膕
。

地
有
深
谷
、
人
有
掖
膕
〈
戈
麦
反
、
曲
脚
中
也
〉

地
有
十
二
経
水
、
人
有
十
二
経
脈
。

地
有
十
二
経
水
、
人
有
十
二
経
脈
。

地
有
泉
脉
、
人
有
衛
気
。

地
有
雲
気
、
人
有
衛
気
。

地
有
草
蓂
、
人
有
毫
毛
。

地
有
草
蔖
、
〈
千
古
反
、
草
名
也
、
又
死
草
也
。
〉
人
有
豪
毛
。

天
有
昼
夜
、
人
有
臥
起
。

天
有
昼
晦
、
人
有
臥
起
。

天
有
列
星
、
人
有
牙
歯
。

天
有
列
星
、
人
有
歯
牙
。

地
有
小
山
、
人
有
小
節
。

地
有
小
山
、
人
有
小
節
。

地
有
山
石
、
人
有
高
骨
。

地
有
山
石
、
人
有
高
骨
。

地
有
林
木
、
人
有
募
筋
。

地
有
林
木
、
人
有
幕
筋
。

地
有
聚
邑
、
人
有
稛
肉
。

地
有
聚
邑
、
人
有
䐃
肉
。

歳
有
十
二
月
、
人
有
十
二
節
。

歳
有
十
二
月
、
人
有
十
二
節
。

地
有
四
時
不
生
草
、
人
有
無
子
。

地
有
時
不
生
草
、
人
有
毋
子
。

此
人
与
天
地
相
応
者
也
。

此
人
所
以
与
天
地
相
応
者
也
。
〈
幕
当
為
膜
、
亦
幕
覆
也
。
膜
筋
十
二
経

筋
及
十
二
筋
之
外
裹
膜
分
肉
者
、
名
膜
筋
也
。
人
身
上
有
廿
六
形
応
天
地

之
形
也
。
〉

表
２
か
ら
、
「
天
有
十
日
…
」
は
『
霊
枢
』
の
本
文
で
あ
り
、
『
黄
帝
内
経
太
素
』
に
は
大
字
本
文
で
あ
る
べ
き
、
『
和
名
抄
』
は
「
太
素
経
云
」
と
し
て
引
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用
す
る
。

一
方
、
今
日
の
『
霊
枢
』
は
、
「
女
子
不
足
二
節
以
抱
人
形
」
も
『
霊
枢
』
の
本
文
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
し
か
し
、
全
体
の
文
体
は
典
型
的
な
四
六
駢
儷
体

の
対
句
形
式
で
あ
り
、
上
の
句
は
「
天
・
地
・
辰
・
歳
有
…
」
で
、
下
の
句
は
「
人
有
…
」
で
あ
る
。
「
女
子
不
足
二
節
以
抱
人
形
」
は
や
や
合
わ
な
い
よ
う

に
見
え
る
。
『
黄
帝
内
経
太
素
』
を
見
て
も
、
「
二
節
故
得
懐
子
也
」
は
も
と
も
と
楊
上
善
の
注
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
霊
枢
』
は
繰
り
返
し
の
書
写
と
と

も
に
、
い
つ
か
楊
上
善
の
注
「
女
子
不
足
二
節
以
抱
人
形
」
を
『
霊
枢
』
の
本
文
に
書
き
入
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
に
、
①
膕
・
②
陰
囊
に
お
け
る
「
太
素
経
」
そ
れ
ぞ
れ
の
引
用
は
、
非
常
に
接
近
な
場
所
で
あ
る
。
こ
れ
は
他
の
文
献
を
引
用
す
る
こ
と
に
あ
た
っ
て

も
こ
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

第
三
に
、
『
医
心
方
』
は
、
「
半
井
本
」
巻
十
三
「
治
虚
労
五
労
七
傷
方
第
一
」
に
、
『
范
汪
方
』
の
引
用
が
あ
る
。
そ
の
中
に
「
垂
曳
」
の
傍
注
に
「
陰
垂

也
」
が
付
さ
れ
、
さ
ら
に
頭
注
に
「
太
素
経
」
の
引
用
が
あ
る
。
た
だ
し
、
「
今
案
」
は
『
和
名
抄
』
の
こ
れ
に
類
似
す
る
た
め
、
『
医
心
方
』
こ
の
頭
注
は
、

『
和
名
抄
』
を
引
用
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

図
２
・
『
医
心
方
』
「
半
井
本
」
十
三
「
治
虚
労
五
労
七
傷
方
第
一
」
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第
四
節
『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
に
お
け
る
「
太
素
経
」

以
上
、
『
和
名
抄
』
と
『
医
心
方
』
が
共
通
し
て
『
黄
帝
内
経
太
素
』
を
引
用
す
る
二
例
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

第
一
に
、
こ
の
二
例
は
と
も
に
、
『
黄
帝
内
経
太
素
』
巻
五
冒
頭
部
の
文
章
か
ら
抽
出
さ
れ
た
。
①
膕
の
『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
は
反
切
の
表
記
ま
で
『
黄

帝
内
経
太
素
』
の
と
一
致
す
る
。

第
二
に
、
②
陰
囊
『
和
名
抄
』
の
引
用
本
文
は
、
『
黄
帝
内
経
太
素
』
巻
五
の
第
一
紙
は
欠
損
す
る
た
め
、
そ
の
全
貌
が
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、

『
医
心
方
』
と
『
霊
枢
』
は
こ
の
部
分
の
文
章
が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
医
書
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
今
日
に
伝
わ
る
『
霊
枢
』
に
、
『
黄
帝
内
経
太
素
』

楊
上
善
の
注
と
み
な
す
も
の
が
確
認
さ
れ
た
。

注（
１
）
『
黄
帝
内
経
太
素
』
（
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
一
九
八
一
年
十
月
）
。

（
２
）
『
黄
帝
内
経
霊
枢
』
（
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
一
九
九
二
年
三
月
）
。
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終
章

一
、
『
医
心
方
』
の
引
用
書
目

『
医
心
方
』
の
引
用
文
献
は
、
小
曽
戸
洋
氏
・
大
上
哲
広
氏
「
『
医
心
方
』
所
引
文
献
索
引
」
の
も
の
が
あ
る(

1
)

。
次
に
、
小
曽
戸
洋
氏
・
大
上
哲
広
氏

の
研
究
実
績
を
踏
ま
え
、
各
文
献
の
引
用
頻
度
の
表
を
作
成
し
た
。
底
本
は
「
半
井
本
」
で
あ
る
。

表
・
『
医
心
方
』
所
引
文
献
の
頻
度

【
ア
行
】

医
門
方

1
3
1

慧
日
寺
方

1

慧
日
寺
薬
方

1

延
寿
赤
書

9

延
齢
経

3

延
齢
図

4

応
験
方

1

【
カ
行
】

開
委

1

郭
璞

1

夏
侯
氏

2

華
佗
針
灸
経

2

華
佗
別
伝

1

華
佗
法

2

華
佗
方

8

葛
氏
方

3
9
8

葛
稚
川

1

河
図
紀
命
符

1

蝦
蟇
図
経

1

顔
氏
家
訓

2

鑑
真
服
鐘
乳
随
年
歯
方

1

鑑
真
方

1

眼
論

6

耆
婆
服
乳
方

1

耆
婆
方

6
0

耆
婆
脈
决
経

1

救
急
単
験
方

2
7

救
急
方

1

急
薬
方

1

玉
箱
方

7

玉
箱
要
録

1

玉
房
指
要

7

玉
房
秘
决

2
8

許
孝
崇

1

金
匱
録

4

靳
邵
服
石
論

2
金
騰
灸
経

1

百
済
新
集
方

2

経
義
解

1

嵆
公
養
生
論

2

経
心
方

5
3

家
語

1

外
台
方

3

玄
感
伝
屍
方

6

玄
感
方

3

玄
女
経

7

兼
名
苑

8

広
雅

2

効
験
方

2
8

広
済
方

4
9

広
志

2

候
水
鏡
図

1

黄
帝
九
巻

1

黄
帝
素
問

1

黄
帝
太
素
経

1

黄
帝
明
堂
経

1

黄
帝
問
素
女

1

黄
帝
養
身
経

1

皇
甫
謐

2
1

皇
甫
謐
救
解
法

1

皇
甫
謐
薛
侍
郎
即
寒
食
薬
発
動
証
侯
四
十
二
并
消
息
救
解
法

1

皇
甫
謐
節
度
論

1

膏
薬
方

1

広
利
方

1

後
漢
書

1

礁
玄
子
張

1
1

礁
玄
子
張
食
経

1

胡
洽
方

1

呉
録
地
志

1

【
サ
行
】
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崔
禹

1
2
1

崔
禹
食
経

4

崔
禹
錫

1

崔
禹
錫
食
経

2
4

最
勝
王
経

1

崔
侍
郎
方

2

雑
酒
方

3

雑
要
訣

1
産
経

1
8
8

刪
繁
方

1
7

刪
繁
論

7

詩

1

史
記

1

私
記

1

私
迹
方

1

七
巻
食
経

1
1

七
巻
経

5
2

子
母
秘
録

2
5

釈
慧
義

5

釈
慧
義
論

1

釈
慧
義
薛
侍
郎
浴
熨
救
解
法

1

拾
遺

4
3

集
験
方

1
3
2

周
書

1

集
要
方

1

集
略
方

1

朱
思
簡

7

朱
思
簡
食
経

6

徐

4

樮
孝
琬

1

召
魂
丹
方

3

承
祖
方

3

小
品
方

2
1
8

拯
要
方

1
3
3

上
林
賦

1

食
科

1

食
経

1
7

徐
思
恭
論

4

徐
之
才
方

2

徐
大
山
方

1

徐
唐

1

徐
伯
方

6

新
羅
法
師
流
観
秘
密
要
術

1

新
羅
法
師
秘
密
方

1

新
羅
法
師
方

1

字
林

1

針
灸
経

2

新
修
本
草

1

晋
書

1

秦
承
祖
方

8

秦
承
祖
方

2

秦
承
祖
論

1

真
人
集
弁
方

1

新
撰
食
経

1

神
農
経

1
0

神
農
食
経

2

神
農
本
草
経

1

新
録
方

1
0
5

新
録
単
方

8

新
録
要
方

1

随
時
方

4

随
時
応
験
方

1

隋
煬
帝
後
宮
諸
香
薬
方

4

西
王
母
玉
壷
丸
方

1

世
紀

1

聖
記
経

2

聖
恵
方

1

石
論

5

説

1

薛
公

1
1

薛
侍
郎

2

薛
侍
郎
補
餌
法

1

薛
曜
論

1

説
文

1

仙
経

1

千
金
方

4
8
7

撰
集
要
方

1

千
手
観
音
治
病
合
薬
経

1

千
手

1

膳
夫
経

1
8

煎
薬
方

1

蘇

7

曹
歙

4
曹
歙
救
解
法

1

曹
歙
論

3

僧
匡
及
徹
公
二
家

2

荘
子

1

曹
氏

2

爽
師
方

1

僧
徐
方

1

捜
神
記

1

僧
深
方

1
4
3

続
斉
諧
記

1

蘇
敬

9

蘇
敬
注

2
8

蘇
敬
本
草
注

4
2

蘇
敬
脚
気
論

4

蘇
敬
論

5

蘇
徐

3

蘇
唐

2

蘇
唐
論

2

素
女
経

2

素
問

3

素
問
経

1

孫
思
邈

3

孫
思
邈
千
金
方

1

孫
思
邈
論

1

【
タ
行
】

大
集
陀
羅
尼
経

1

大
清
経

3
0

太
素
経

1
3

大
唐
延
年
方

1

単
要
方

1

湛
余
方

1

治
眼
方

1
1

張
仲
景

3

張
仲
景
方

5

張
仲
景
薬
弁
决

1

張
文
仲
方

1

陳
延
之

2

陳
延
之
小
品
方

1

陳
延
之
論

1

枕
中
方

2
8

通
玄

6

通
玄
経

4

通
玄
方

1

伝

1

伝
信
方

6

唐

1
4

唐
侍
中
論

1

唐
臨
論

3

唐
臨
脚
気
論

2

洞
玄
子

1
1

陶

1

陶
景

1

陶
景
注

5
7

陶
景
本
草
注

2
2

陶
氏

1

陶
注

4

董
暹

1

陶
潜
方

3

徳
貞
常

1

徳
貞
常
方

3

得
富
貴
方

5

【
ナ
行
】

南
海
伝

3

如
意
方

3
7

【
ハ
行
】
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背
腧
度
量
法

1

梅
略
方

1

馬
琬

1
5

馬
琬
食
経

3

博
物
志

2

博
済
安
衆
方

2
0

八
十
一
難

2

范
汪
方

5
1

氾
勝
之
書

1

潘
氏
房
救
解
法

1

備
急
方

1

埤
蒼

1

百
病
針
灸

2

病
源
論

5
5
5

服
気
導
印
抄

2

服
石
論

9
文
子

1

扁
鵲
針
灸
経

3

扁
鵲
伝

1

龐
氏
論

5

抱
朴
子

1
0

本
草

1
2
5

本
草
経

1
5

本
草
経
陶
景
注

1

本
草
陶

1

本
草
稽
疑

6

本
草
雑
禁

1

本
草
拾
遺

1
2

本
草
食
禁
雑
法

2

本
草
蘇
敬
注

1

【
マ
行
】

万
畢
方

1

明
堂
経

1

孟
詵

6
1

孟
詵
方

1

孟
詵
食
経

1
6

【
ヤ
行
】

薬
性
論

1

薬
像
斅

1

楊
玄
操

2

楊
上
善

3

要
急
方

1

養
性
志

8

養
生
志

5

養
生
要
集

8
4

養
性
要
集

2

養
性
要
鈔

2

養
性
要
録

1

養
身
経

1

癰
疽
方

1

【
ラ
行
】

礼
記

3

落
手
方

1

李
補
闕
練
鐘
乳
法

1

劉
涓
子
方

3
5

龍
華
方

3

龍
花
妙
方

1

龍
銜
素
針
経

1

龍
樹
方

2

龍
門
方

5
6

療
眼
方

2

療
痔
病
経

1

霊
奇
方

1
7

黎
陽
功
曹
范
曲
論

1

令
李
方

1
4

列
仙
伝

1

老
子
道
経

1

録
験
方

1
5
4

盧
宗
食
経

1

呂
氏
春
秋

1

論

2

二
、
「
脈
論
」
に
つ
い
て

「
第
二
章
『
和
名
類
聚
抄
』
『
医
心
方
』
引
用
書
目
「
病
源
論
」
攷
」
で
は
、
『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
が
共
通
し
て
『
諸
病
源
候
論
』
を
引
用
す
る
例
を
考

察
し
た
が
、
一
つ
の
問
題
が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
両
書
と
も
「
脈
論
」
の
部
分
を
排
除
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
律
令
」
の
教
科
内
容
の
変
遷
か
ら
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考
察
し
て
み
た
が
、
ま
だ
未
熟
の
も
の
の
た
め
、
終
章
に
お
い
た
。

ま
ず
は
、
『
養
老
律
令
』
の
「
医
疾
令
」
で
あ
る
。
『
養
老
律
令
』
は
藤
原
不
比
等
ら
が
「
大
宝
律
令
」
を
改
修
し
た
律
と
令
で
あ
る
。
養
老
二
年
（
七
一

八
）
に
制
定
と
す
る
が
、
天
平
勝
宝
九
年
（
七
五
七
）
に
施
行
す
る
。
そ
の
「
医
疾
令
」
に
次
の
文
が
あ
る
。

医
針
生
。
各
分
経
受
業
。
医
生
。
習
甲
乙
。
脈
経
。
本
草
。
兼
習
小
品
。
集
験
等
方
。
針
生
。
習
素
問
。
黄
帝
針
経
。
明
堂
。
脈
決
。
兼
習
流
注
。
偃
側

等
図
。
赤
烏
神
針
等
経(

2
)

。

医
針
の
生
は
、
各
経
を
分
ち
て
業
受
け
よ
。
医
生
は
、
『
甲
乙
』
『
脈
経
』
『
本
草
』
習
へ
。
兼
ね
て
小
品
、
集
験
等
の
方
習
へ
。
針
生
は
、
『
素
問
』
『
黄

帝
針
経
』
『
明
堂
』
『
脈
決
』
習
へ
。
兼
ね
て
『
流
注
』
『
偃
側
』
等
の
図
、
『
赤
烏
神
針
』
等
の
経
習
へ
。

医
針
生
。
初
入
学
者
。
先
読
本
草
。
脈
決
。
明
堂
。
読
本
草
者
。
即
令
識
薬
形
薬
性
。
読
明
堂
者
。
即
令
験
図
識
其
孔
穴
。
読
脈
決
者
。
令
逓
相
診
候
。

使
知
四
時
浮
沈
渋
滑
之
状
。
次
読
素
問
。
黄
帝
針
経
。
甲
乙
。
脈
経
。
皆
使
精
熟
。
其
兼
習
之
業
。
各
令
通
利(

3
)

。

医
針
の
生
、
初
め
て
学
に
入
ら
ば
、
先
づ
『
本
草
』
『
脈
決
』
『
明
堂
』
を
読
め
。
『
本
草
』
読
ま
ば
、
即
ち
薬
形
薬
性
を
識
ら
し
め
よ
。
『
明
堂
』
読
ま

ば
、
即
ち
図
を
験
へ
て
其
の
孔
穴
を
識
ら
し
め
よ
。
脈
決
読
ま
ば
、
逓
に
相
ひ
診
候
は
し
め
て
、
四
時
の
浮
沈
、
渋
滑
の
状
を
知
ら
し
め
よ
。
次
に
『
素

問
』
『
黄
帝
針
経
』
『
甲
乙
』
『
脈
経
』
を
読
め
。
皆
精
熟
な
ら
し
め
よ
。
其
れ
兼
ね
て
習
は
む
業
も
、
各
通
利
せ
し
め
よ
。

こ
の
二
つ
の
記
録
は
と
も
に
、
医
針
の
生
が
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
テ
キ
ス
ト
を
決
め
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
『
脈
決
』
と
い
う
書
物
が
あ
り
、
「
令

義
解
」
に
二
巻
と
あ
る
。
西
晋
の
王
叔
和
の
撰
で
、
漢
代
以
来
の
諸
派
の
脈
診
の
方
法
を
体
系
化
し
た
書
で
あ
る
。
『
隋
書
』
「
経
籍
志
」
に
「
脈
経
十
巻
王

叔
和
撰
」
と
あ
り
、
『
新
唐
書
』
「
芸
文
誌
」
に
は
「
脈
経
十
巻
又
二
巻
」
と
あ
る
。
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次
に
は
、
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
元
年
（
七
五
七
）
十
一
月
癸
未
条
で
あ
る
。

十
一
月
癸
未
、
勅
曰
、
「
如
聞
、
頃
年
諸
国
博
士
医
師
、
多
非
其
才
、
託
請
得
選
、
非
唯
損
政
、
亦
無
益
民
。
自
今
已
後
、
不
得
更
然
、
其
須
講
経
生
者

三
経
、
傳
生
者
三
史
、
医
生
者
大
素
、
甲
乙
、
脈
経
、
本
草
、
針
生
者
素
問
、
針
経
、
明
堂
、
脈
决
、
天
文
生
者
天
官
書
、
漢
晋
天
文
志
、
三
色
薄
讃
、

韓
楊
要
集
、
陰
陽
生
者
周
易
、
新
撰
陰
陽
書
、
黄
帝
金
匱
、
五
行
大
義
、
暦
算
生
者
漢
晋
律
暦
志
、
大
衍
暦
議
、
九
章
、
六
章
、
周
髀
、
定
天
論
、
並
応

任
用
、
被
任
之
後
、
所
給
公
廨
一
年
之
分
、
必
応
令
送
本
受
業
師
、
如
此
則
有
尊
師
之
道
終
行
、
教
資
之
業
永
継
、
国
家
良
政
莫
要
於
茲
、
宜
告
所
司
早

令
施
行(

4
)

。

十
一
月
癸
未
、
勅
し
て
曰
は
く
、
「
如
聞
ら
く
、
『
頃
年
、
諸
国
の
博
士
・
医
師
、
多
く
そ
の
才
に
非
ね
ど
も
託
請
し
て
選
を
得
』
と
き
く
。
唯
に
政
を

九

日

損
ふ
の
み
に
非
ず
、
亦
民
に
益
無
し
。
今
よ
り
已
後
、
更
に
然
る
こ
と
得
ざ
れ
、
そ
の
講
く
べ
き
は
、
経
生
は
三
経
。
伝
生
は
三
史
。
医
生
は
『
大
素
』

『
甲
乙
』
『
脉
経
』
『
本
草
』
針
生
は
『
素
問
』
『
針
経
』
『
明
堂
』
『
脈
決
』
。
天
文
生
は
『
天
官
書
』
『
漢
晋
天
文
志
』
『
三
色
簿
讃
』
『
韓
楊
要
集
』
。
陰

陽
生
は
『
周
易
』
『
新
撰
陰
陽
書
』
『
黄
帝
金
匱
』
『
五
行
大
義
』
。
暦
笇
生
は
『
漢
晋
律
暦
志
』
『
大
衍
暦
議
』
『
九
章
』
『
六
章
』
『
周
髀
』
『
定
天
論
』
。

並
に
任
用
す
べ
し
。
任
せ
ら
る
後
に
、
給
は
る
公
廨
一
年
の
分
を
、
必
ず
、
本
、
業
を
受
く
る
師
に
送
ら
し
む
べ
し
。
此
の
如
く
な
る
と
き
は
、
尊
師
の

道
終
に
行
は
れ
て
、
教
資
の
業
永
く
継
ぐ
こ
と
有
ら
む
。
国
家
の
良
政
、
茲
よ
り
要
な
る
は
莫
し
。
所
司
に
告
げ
て
早
に
施
行
せ
し
む
べ
し
」
と
の
た
ま

ふ
。

こ
の
記
事
は
『
養
老
律
令
』
が
施
行
さ
れ
る
年
と
さ
れ
、
な
か
に
も
、
『
脈
決
』
と
い
う
書
名
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
奈
良
時
代
の
医
針
生
が
み
な
『
脈

決
』
を
習
得
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
平
安
初
期
の
文
献
に
は
、
『
脈
決
』
が
確
認
さ
れ
な
い
。
次
は
『
日
本
紀
略
』
弘
仁
十
一
年
（
八
二
〇
）
十
二
月
癸
巳

条
で
あ
る
。

十
二
月
癸
巳
。
勅
。
置
針
生
五
人
。
令
読
新
修
本
草
経
。
明
堂
経
。
猫
伎
子
鬼
方
各
一
部
。
兼
少
公
集
験
。
千
金
広
洛
方
。
等
中
治
瘡
方
。
特
給
月
燉
。

二
十
五
日
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令
成
其
業
。
云
云(

5
)

。

『
延
喜
式
』
（
康
保
四
年
（
九
六
七
）
施
行
）
「
典
薬
寮
部
」
に
も
、
『
脈
決
』
が
確
認
さ
れ
な
い
。

凡
応
読
医
経
者
、
大
素
経
限
四
百
六
十
日
、
新
修
本
草
三
百
十
日
、
小
品
三
百
十
日
、
明
堂
二
百
日
、
八
十
一
難
経
六
十
日
、
其
博
士
准
大
学
博
士
、
給

酒
食
并
灯
油
賞
銭
、
（
中
略
）
凡
大
素
経
准
大
経
、
新
修
本
草
准
中
経
、
小
品
、
明
堂
、
八
十
一
難
経
並
准
小
経(

6
)

。

こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
み
る
と
、
平
安
時
代
に
な
っ
た
ら
、
『
脈
決
』
も
は
や
重
要
視
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

教
科
内
容
が
変
遷
し
て
い
た
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
そ
の
裏
付
け
は
『
続
日
本
紀
』
延
暦
六
年
五
月
戊
戌
条
に
見
ら
れ
る
。

戊
戌
、
典
薬
寮
言
、
蘇
敬
注
新
修
本
草
、
与
陶
隠
居
集
注
本
草
相
検
、
増
一
百
余
条
。
亦
今
採
用
草
薬
、
既
合
敬
説
。
請
行
用
之
。
許
焉(

7
)

。

戊
戌
、
典
薬
寮
言
さ
く
、
「
蘇
敬
が
注
す
『
新
修
本
草
』
は
、
陶
隠
居
が
集
注
の
『
本
草
』
と
相
検
ぶ
る
に
、
一
百
余
条
を
増
せ
り
。
亦
今
採
り
用
ゐ
る

草
薬
は
、
既
に
敬
が
説
に
合
へ
り
。
請
は
く
は
、
こ
れ
を
行
ひ
用
ゐ
う
こ
と
を
」
と
ま
う
す
。
焉
を
許
す
。

こ
れ
は
『
新
修
本
草
』
を
医
生
の
テ
キ
ス
ト
と
す
る
こ
と
を
申
請
し
た
奏
言
で
あ
る
。
こ
の
奏
言
に
よ
り
、
本
草
書
は
従
来
は
陶
隠
居
（
陶
弘
景
）
の
『
本

草
集
注
』
を
用
い
て
い
た
も
の
を
改
め
、
蘇
敬
が
撰
進
し
た
『
新
修
本
草
』
が
採
用
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
直
接
に
『
脈
決
』
の
こ
と
を
述
べ
て
い
な
い
が
、
テ

キ
ス
ト
の
変
更
の
事
実
は
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
今
後
の
課
題

以
上
『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
に
お
け
る
共
通
の
引
用
書
目
の
諸
問
題
に
関
し
て
、
明
ら
か
に
な
っ
た
部
分
を
ま
と
め
た
。
し
か
し
、
本
論
文
の
論
証
は
い
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ま
だ
不
充
分
で
あ
る
。
今
後
の
研
究
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
今
後
の
研
究
の
指
針
を
示
す
。

第
一
に
、
『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
と
も
に
、
「
食
養
生
類
」
の
書
物
を
大
量
に
引
用
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
文
献
は
ほ
ぼ
逸
書
で
あ
り
、
引
用
す
る
類

書
も
す
く
な
い
。
本
論
文
に
検
証
で
き
ず
、
ま
こ
と
に
痛
恨
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
後
は
、
『
和
名
抄
』
『
医
心
方
』
そ
の
佚
文
を
収
集
・
比
較
し
、
そ
れ
ら

の
書
物
の
復
元
が
可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
は
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

第
二
に
、
本
論
文
は
『
和
名
抄
』
を
軸
に
し
て
研
究
し
た
が
、
今
後
は
『
医
心
方
』
を
主
軸
と
し
て
考
察
す
る
。
特
に
、
処
方
類
の
文
献
の
引
用
が
大
半
を

占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
医
心
方
』
と
名
付
け
ら
れ
た
と
推
測
で
き
、
こ
の
点
が
肝
心
だ
と
思
わ
れ
る
。
本
研
究
で
は
『
和
名
抄
』
の
処
方
類
文
献
の
引
用

例
は
少
な
く
、
し
か
も
、
ほ
ぼ
散
佚
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
考
察
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
後
は
『
医
心
方
』
を
軸
に
し
て
、
そ
の
研
究
を
続
け
る
所
存
で
あ

る
。

注（
１
）
小
曽
戸
洋
・
大
上
哲
広
「
『
医
心
方
』
所
引
文
献
索
引
」
『
医
心
方
の
研
究
』
（
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
一
九
九
四
年
五
月
）
。

（
２
）
井
上
光
貞
校
注
『
律
令
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
十
二
月
）
。

（
３
）
同
右
。

（
４
）
青
木
和
夫
校
注
『
続
日
本
紀
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
十
月
）
。

（
５
）
『
日
本
紀
略
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
四
月
）
。

（
６
）
虎
尾
俊
哉
校
注
『
延
喜
式
』
（
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
九
一
年
十
月
）
。

（
７
）
同
右
（
４
）
書
。
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附
録

一
、
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
医
方
家

三
七

医
方
家
〈
千
三
百
九
巻

私
略
之
〉

〈
医
針

合
薬

仙
方
〉

黄
帝
素
問
十
六
〈
全
元
起
注
〉

素
問
音
訓
并
音
義
五

素
問
改
錯
二

素
女
問
十

黄
帝
甲
乙
経
十
二
〈
玄
晏
生
先
撰
〉

甲
乙
経
四

甲
乙
義
宗
十

甲
乙
経
私
記
二

皇
帝
八
十
一

難
経
九
〈
楊
玄
操
撰
〉

八
十
一
難
音
義
一
〈
同
撰
〉

大
清
経
十
二
〈
玄
超
撰
〉

大
清
二
上
下

大
清
諸
草
木
方
集
要
一

大
清
神
舟
経
上
篇
一
大
清
神
舟
経
一

大
清
金
腋
丹
経
一

薬
薗
三
〈
甄
立
玄
撰
〉

薬
菩
薩
决
一

薬
方
草
本
八
十
巻

薬
石
一

仙
薬
方
一

仙
薬
合
方
一

神
仙
眼
薬
食
方
経
一

五
岳
仙
薬
方
一

五
岳
芝
薬
方
一

神
薬
方
一

雑
薬
方
一

神
仙
新
薬
方
一

神
仙
入
山
服
薬
方
一

桐
君
薬
録
二

平
昌
丸
方
面
口
雑
薬
方
一

雑
薬
方
一
〈
中
尉
王
荣
撰
〉

雑
薬
方
一
〈
徐
文
伯
撰
〉

雑
薬
方
一
〈
姚
大
夫
撰
〉

雑
单
薬
方
一

採
薬
図
二

雑
薬
論
一

雑
葯
方
十
八
巻

雑
葯
図
二

新
撰
方
一

神
仙
服
薬
経
一

老
子
神
仙
服
薬
経
一

雑
薬
四
印
法
一

方
集
廿
九
尺
〈
天
僧
保
撰
〉

雑
薬
酒
方
八

作
酒
方
一

五
茄
酒
方
一

要
方
十
二

集
験
方
十
二
〈
姚
僧
垣
撰
〉

集
験
方
方
决
一

開
元
広
済
方
五
巻
〈
御
制
〉

葛
氏
肘
後
方
一

葛
氏
肘
後
方
三
〈
陶
弘
京
撰
〉

葛
氏
百
方
九

葛
氏
方
九

胡
洽
方
三

張
仲
景
方
九

通
玄
方
十

通
玄
十

新
録
単
要
方
五
〈
魏
孝
澄
撰
〉

監
上
人
秘
方
一

徐
太
山
随
手
方
一

張
家
方
一

養
要
方
十

新
修
諸
要
太
清
秘
方
十
二

惟
方
四

老
子
孔
子
枕
中
雑
方
一

大
清
治
方
八

千
金
方
卅
一
〈
孫
思
邈
撰
〉

千
金
方
抄
一

治
癱
疽
方
七

五
金
作
方
一

調
気
道
引
方
一

道
引
法
図
一

新
修
大
清
秘
経
方
十
二

石
流
丹
方
一

治
婦
人
方
三

諸
香
方
一

雑
丸
方
一

朱
沙
丸
方
一

腎
気
丸
方
一

雑
療
一

神
仙
法
方
一
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太
一
神
丹
精
治
方
一

龍
樹
井
和
香
方
一

経
心
録
方
六

延
年
秘
録
方
四

練
石
方
一

養
性
方
一
〈
許
先
生
撰
〉

生
髪
膏
方
一

苟
杞
乾
煎
方
一

治
渴
方
一

治
馬
病
方
一

治
馬
法
六

治
馬
病
书
六

小
品
十
二

耆
婆
伏
苓
散
方
一

癕
疽
論
一

黄
帝
服
経
决
十
二
〈
王
外
和
新
撰
〉

耆
婆
脈
决
十
二
〈
釈
羅
什
注
〉

脈
経
音
一
〈
楊
玄
操
撰
〉

新
修
本
草
廿
巻
〈
孔
玄
均
撰
〉

神
農
本
草
七
〈
陶
隠
居
撰
〉
神
農
音
七
〈
李
君
撰
〉

雑
注
音
七
十
一
〈
蒋
孝
琬
加
注
〉

本
草
図
廿
七

新
修
本
草
音
義
一
〈
仁
揖
撰
〉

本
草
音
義
三
〈
甄
立
言
撰
〉

本
草
音
義
一
〈
殷
子
厳
撰
〉

本
草
夾
注
音
一
〈
陶
隠
居
撰
〉

本
草
注
音
一
〈
楊
玄
撰
〉

注
本
草
表
序
一
〈
陶
隠
居
撰
〉

食
療
本
草
三
〈
孟
記
撰
〉

老
子
教
人
服
薬
修
常
住
仙
経
一

神
仙
芝
草
図
一
巻

仙
草
図
五

芝
草
図
二
〈
上
下
〉

黄
帝
针
鍼
九

黄
帝
音
一
〈
楊
玄
操
撰
〉

類
聚
方
経
百
廿

黄
帝
内
経
明
堂
〈
楊
上
善
撰
〉

明
堂
音
義
二
〈
楊
玄
操
撰
〉

食
経
三
〈
馬
琬
撰
〉

食
経
一
〈
同
撰
〉

食
経
四
〈
崔
禹
锡
撰
〉

新
撰
食
経
七

食
禁
一

食
注
一
〈
御
注
〉

集
験
十
二
〈
姚
大
夫
撰
〉

古
今
集
験
五
十
〈
甄
立
言
撰
〉

古
今
録
験
五
十

龍
樹
菩
薩
眼
経
一

脚
気
論
一
〈
周
礼
撰
集
〉

産
経
十
二
〈
徳
貞
常
撰
〉

産
経
図
三

黄
帝
針
灸
経
一

黄
帝
三
部
灸
経
音
義
一
〈
李
議
忠
撰
〉

玉
遺
針
経
一

刑
繁
総
論
十
〈
謝
云
泰
〉

劉
子
十
一
〈
龍
慶
宣
撰
〉

内
経
大
素
卅
〈
楊
上
撰
〉

如
意
方
十

摂
養
要
决
廿
二

練
皮
煎
一

医
家
雑
书
十
九

丹
决
一

杏
丹
方
一

徐
文
伯
一

染
蘇
方
法
一

赤
松
子
試
一

八
史
術
一

八
素
八
〈
董
暹
注
〉

老
子
道
精
経
一

五
藏
論
一

病
源
論
五
十
〈
巣
元
方
撰
〉

素
女
経
一

禁
法
九

霊
奇
奥
秘
術
論
一
〈
陶
隠
居
撰
〉

龍
樹
菩
萨
印
法
一

龍
樹
菩
萨
馬
鳴
菩
萨
秘
法
一
〈
沙
門
菩
提
造
〉

軒
轅
皇
帝
録
集
十
二

鬼
名
一
三
五
禁
法
八

三
五
神
禁
治
病
図
一

八
史
神
図
一
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二
、
本
研
究
に
お
け
る
『
医
心
方
』
の
引
用
本
文

第
二
章

①
聤
耳

病
源
論
云
、
耳
者
、
宗
脈
之
所
聚
、
腎
気
之
所
通
、
足
少
陰
腎
之
経
也
。
労
傷
血
気
、
風
熱
乗
虚
入
経
、
其
血
気
至
耳
、
熱
気
聚
即
有
膿
汁
、
謂
之
聤
耳
也
。

（
巻
五
・
治
聤
耳
方
第
四
）

②
目
翳

病
源
論
云
、
陰
陽
之
気
皆
注
於
目
、
若
風
邪
淡
気
乗
於
府
蔵
、
々
々
之
気
虚
実
不
調
、
故
気
衝
於
目
又
不
散
、
変
生
膚
翳
。
膚
翳
者
、
明
眼
精
上
有
物
如
蝿
翅
者
是
也
。

（
巻
五
・
治
目
膚
翳
方
第
十
六
）

③
雀
盲

病
源
論
云
、
人
有
昼
而
精
明
、
至
暮
則
不
見
物
、
世
謂
之
為
雀
目
、
言
如
鳥
雀
无
所
見
也
。

（
巻
五
・
治
雀
盲
方
第
十
五
）

④
喎
僻

病
源
論
云
、
風
邪
入
於
足
陽
明
手
大
陽
之
経
、
偶
寒
則
葪
急
、
引
頬
故
使
口
喎
僻
、
言
語
不
正
而
目
不
能
卒
視
。
養
生
方
云
、
夜
臥
当
耳
勿
令
有
孔
、
風
入
耳
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口
喜
喎
。

（
巻
三
・
治
中
風
口
喎
方
第
九
）

⑤
欬
拔

病
源
論
云
、
糀
拔
者
、
肺
感
於
寒
、
微
者
則
成
糀
拔
也
。
肺
主
気
合
於
皮
毛
、
邪
之
初
傷
先
客
皮
毛
、
故
肺
先
受
之
。
五
蔵
与
六
府
為
表
裏
皆
稟
気
於
肺
、
以

四
時
更
王
五
蔵
六
府
皆
有
糀
拔
、
各
以
其
時
感
於
寒
而
受
病
、
故
糀
拔
形
証
不
同
。

五
蔵
之
糀
者
、
乘
秋
則
肺
先
受
之
、
肺
糀
之
状
、
糀
而
喘
息
有
音
、
甚
則
唾
血
。
乘
夏
則
心
受
之
、
心
糀
之
状
、
則
心
痛
喉
中
介
々
如
哽
、
甚
則
咽
腫
喉
痺
。

乘
春
則
受
肝
之
、
肝
糀
之
状
、
則
両
脇
下
痛
、
甚
則
不
可
以
轉
、
両
脚
下
満
。
乘
至
陰
則
脾
受
之
、
脾
糀
之
状
、
糀
則
右
脇
下
痛
瘖
々
引
於
髆
背
、
甚
則
不
可

動
、
々
則
糀
。
乘
冬
則
腎
受
之
、
腎
糀
之
状
、
糀
則
腰
背
相
引
而
痛
、
甚
則
糀
涎
此
五
蔵
之
糀
也
。
五
蔵
糀
久
不
已
傳
與
六
府
、
脾
糀
不
已
則
胃
受
之
、
胃
糀

之
状
、
糀
而
嘔
々
、
甚
則
長
虫
出
肝
。
糀
不
已
則
膽
受
之
、
膽
糀
之
状
、
嘔
膽
汁
肺
糀
不
已
大
膓
受
之
。
大
膓
糀
之
状
、
糀
而
遺
屎
。
心
糀
不
已
則
小
膓
受
之
、

小
膓
糀
之
状
、
糀
而
失
気
々
者
与
糀
倶
。
腎
糀
不
已
膀
胱
受
之
、
膀
胱
糀
之
状
、
糀
而
遺
尿
。
久
糀
不
已
三
瞧
受
之
、
三
瞧
糀
者
而
膓
満
不
欲
食
飲
、
此
皆
聚

於
胃
関
於
肺
、
使
人
多
涕
唾
而
面
浮
腫
気
逆
也
。

（
巻
九
・
治
糀
拔
方
第
一
）

⑥
欧
吐

ナ
シ
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⑦
津
頤

病
源
論
云
、
津
頤
之
病
、
是
小
児
多
涎
唾
流
出
漬
於
頤
下
也
。

（
巻
二
十
五
・
治
小
児
津
頤
方
第
六
十
二
）

⑧
哯
吐

病
源
論
云
、
小
児
吐
哯
者
、
由
乳
哺
冷
熱
不
調
故
也
。

（
巻
二
十
五
・
治
小
児
吐
哯
方
第
六
十
三
）

⑨
喉
痹

病
源
論
云
、
喉
痺
者
、
喉
裏
腫
塞
痺
痛
、
水
漿
不
得
入
也
。
風
毒
客
於
喉
間
、
気
結
蘊
積
而
生
熱
、
故
喉
腫
塞
而
痺
痛
、
亦
令
人
壮
熱
而
寒
七
八
日
、
不
治
則
死
。

（
巻
五
・
治
喉
痹
方
第
七
十
）

⑩
重
舌

病
源
論
云
、
舌
者
、
心
之
候
也
。
脾
之
脈
起
於
足
大
指
、
入
連
於
舌
本
、
心
脾
有
熱
、
熱
気
随
脈
衝
於
舌
本
、
血
脈
脹
起
変
生
如
舌
之
状
、
在
舌
本
之
舌
、
謂
之
重
舌
。

（
巻
五
・
治
重
舌
方
第
五
十
五
）
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⑪
胡
臭

病
源
謂
云
、
人
腋
下
臭
如
葱
豉
之
気
者
、
亦
言
如
狐
狸
之
気
者
、
胡
謂
之
狐
臭
也
。
此
皆
血
気
不
和
蘊
積
故
也
。

（
巻
四
・
治
胡
臭
方
第
二
十
四
）

⑫
蚘
虫

病
源
論
云
、
寸
白
者
、
九
虫
内
之
一
虫
是
也
。
長
一
寸
而
色
白
、
形
小
褊
、
因
府
蔵
虚
弱
而
能
発
動
。
或
云
、
飲
白
酒
以
桑
樹
枝
貫
牛
肉
灸
食
、
并
生
栗
所
成
、

又
云
、
食
生
魚
後
即
飲
乳
酪
、
亦
令
生
之
。

又
云
、
此
虫
長
長
一
尺
、
則
令
人
死
之
。

（
巻
七
・
治
寸
白
方
第
十
八
）

⑬
脱
菫

病
源
論
云
、
脱
肛
者
、
肛
門
脱
出
也
。
多
由
久
利
大
膓
虚
冷
所
為
、
大
膓
虚
而
傷
於
寒
、
利
而
用
気
、
唾
其
気
下
衝
則
肛
脱
出
、
因
謂
脱
肛
也
。

（
巻
七
・
治
脱
肛
方
第
九
）

⑭
臨
瀝

ナ
シ
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⑮
痟
謌

病
源
論
云
、
消
者
、
渇
而
不
小
便
是
也
。
由
少
服
五
石
諸
丸
散
、
積
経
年
歳
石
賚
結
於
腎
中
、
使
人
下
瞧
虚
賚
及
至
年
襄
血
気
減
少
、
不
復
制
於
石
、
々
賚
獨

盛
則
腎
為
之
萓
、
腎
萓
故
引
水
而
不
小
便
也
。
其
病
変
多
癕
疸
、
此
坐
賚
気
留
於
経
絡
、
々
々
不
利
血
気
癕
澁
故
也
癕
膿
。

（
巻
十
二
・
治
消
渴
方
第
一
）

⑯
黄
疸

病
源
論
云
、
黄
疸
之
病
、
此
由
酒
食
過
度
、
府
蔵
不
和
、
水
穀
相
并
積
於
脾
胃
、
傷
為
風
湿
所
搏
、
瘀
結
不
散
、
賚
気
欝
蒸
、
故
食
如
飢
、
令
身
體
面
目
爪
甲

及
小
便
盡
黄
而
欲
安
臥
、
若
渇
而
疸
者
、
其
病
難
治
、
疸
而
不
渇
、
其
病
可
治
、
発
於
陰
部
其
人
必
嘔
、
発
於
陽
部
其
人
振
寒
而
発
賚
也
。

（
巻
十
・
治
黄
疸
方
第
二
十
五
）

⑰
癰
癤

病
源
論
云
、
痤
癤
者
、
由
風
湿
冷
気
搏
於
血
、
結
聚
所
成
也
。
腫
結
如
梅
李
也
。

養
生
方
云
、
人
汗
入
諸
食
中
食
之
作
癕
癤
。

又
云
、
五
月
勿
食
不
成
核
菓
及
桃
棗
、
発
座
之
。

（
巻
十
五
・
治
痤
癤
方
第
七
）
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⑱
浸
淫
瘡

病
源
論
云
、
浸
淫
瘡
是
心
家
有
風
熱
、
発
於
肌
膚
、
初
生
甚
小
、
先
癢
後
痛
而
成
創
、
汁
出
浸
淫
漸
闊
乃
至
遍
体
、
其
創
若
従
口
出
、
流
散
四
支
、
則
者
軽
若

従
四
支
生
、
然
後
入
口
、
則
重
以
其
漸
々
増
長
、
因
名
浸
淫
創
也
。

（
巻
十
七
・
治
浸
淫
瘡
方
第
七
）

⑲
瘤

病
源
論
云
、
瘤
者
、
皮
肉
中
忽
腫
起
、
初
如
梅
李
大
、
漸
長
大
、
不
癢
不
痛
、
又
不
結
強
、
言
瘤
結
不
散
、
謂
之
為
瘤
。
不
治
乃
至
塸
大
、
則
不
復
痛
、
不
能

絢
人
、
亦
慎
不
可
輙
破
之
。

（
巻
十
六
・
治
瘤
方
第
十
五
）

⑳
肬
目

病
源
論
云
、
人
手
足
辺
忽
生
如
豆
或
如
結
筋
、
或
五
箇
或
十
箇
、
相
連
肌
裏
麤
於
内
、
謂
之
疣
目
也
。
此
是
風
邪
搏
於
肌
肉
而
変
生
也
。

（
巻
四
・
治
疣
目
方
第
二
十
二
）

㉑
鬼
舐
頭

病
源
論
云
、
人
有
風
邪
在
於
頭
、
有
偏
虚
処
則
髪
落
、
肌
肉
枯
死
、
或
如
銭
大
或
如
指
大
、
髪
不
生
又
不
痒
、
故
謂
之
鬼
舐
頭
也
。

（
巻
四
・
治
鬼
舐
頭
方
第
九
）
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㉒
漆
瘡

病
源
論
云
、
漆
有
毒
、
人
有
禀
性
畏
漆
、
但
見
漆
便
中
其
毒
、
喜
面
癢
、
然
後
胸
辟
嘗
腨
皆
患
、
掻
癢
面
為
起
腫
、
先
眼
微
赤
、
諸
所
癢
處
以
手
掻
之
、
随
手

輦
展
起
赤
襞
縟
、
消
已
生
細
栗
創
、
甚
微
有
膿
、
中
毒
軽
者
、
証
候
如
此
、
其
有
重
者
、
遍
身
作
創
小
有
如
麻
豆
、
大
者
如
槝
杏
、
膿
燃
疼
痛
、
擿
破
小
刃
在

小
差
者
、
随
次
更
生
、
若
火
焼
漆
、
其
毒
気
則
厲
、
着
人
急
重
。
亦
有
性
自
耐
者
、
終
日
焼
煮
竟
不
為
害
。

（
巻
十
七
・
治
漆
瘡
方
第
十
二
）

㉓
飼
面

病
源
論
云
、
飼
面
者
、
面
皮
上
有
滓
如
米
粒
者
也
。
此
由
膚
湊
受
於
風
邪
、
搏
於
津
液
、
々
々
之
気
因
虚
作
之
也
。
亦
言
因
傅
胡
粉
而
皮
膚
者
粉
気
入
湊
理
化
生
之
也
。

（
巻
四
・
治
飼
面
方
第
十
七
）

㉔
白
癜

病
源
論
云
、
面
及
頸
項
身
体
皮
肉
色
変
白
、
与
肉
色
不
同
、
亦
不
痛
痒
、
謂
之
白
癜
、
此
亦
風
邪
搏
於
皮
膚
、
血
気
不
和
所
生
也
。

（
巻
四
・
治
白
癜
方
第
十
九
）

㉕
癧
瘍

病
源
論
云
、
人
頸
辺
及
胸
前
掖
下
自
然
斑
剥
点
相
連
、
色
微
白
而
円
、
亦
有
烏
色
者
、
無
痛
痒
、
謂
之
癧
瘍
也
。
此
亦
是
風
邪
搏
於
皮
膚
、
血
気
不
和
所
生
也
。

（
巻
四
・
治
癧
瘍
方
第
十
八
）
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㉖
肉
刺

病
源
論
云
、
肉
刺
者
、
脚
指
間
生
肉
如
刺
、
謂
之
肉
刺
、
由
着
靴
忽
、
小
指
相
揩
而
生
。

（
巻
八
・
治
肉
刺
方
第
十
八
）

㉗
風
癮
胗

病
源
論
云
、
人
皮
膚
虚
、
為
風
寒
所
折
、
則
起
隠
瑁
。
寒
多
則
色
赤
、
風
多
則
色
白
、
甚
者
癢
痛
、
掻
之
則
成
瘡
。

（
巻
三
・
治
中
风
隐
瑁
瘡
方
第
十
九
）
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謝
辞

本
論
文
は
、
二
〇
一
四
年
三
月
、
大
東
文
化
大
学
大
学
院
外
国
語
学
研
究
科
に
提
出
し
た
博
士
学
位
論
文
で
あ
る
。

本
論
文
の
書
き
上
げ
た
ま
で
に
は
、
本
当
に
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
き
た
。

指
導
教
授
で
あ
る
藏
中
し
の
ぶ
先
生
に
は
、
本
当
に
い
ろ
い
ろ
と
御
世
話
に
な
り
、
常
に
丁
寧
な
御
指
導
を
い
た
だ
い
て
き
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
て
き
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
い
つ
も
あ
た
た
か
い
御
助
言
を
下
さ
り
、
研
究
へ
の
道
を
開
い
て
下
さ
っ
た
藏
中
先
生
に
は
、
今
あ
ら
た
め
て
、
心
か
ら
の

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
中
国
広
東
外
語
外
貿
大
学
の
韋
立
新
先
生
に
は
、
大
学
院
生
の
時
代
以
来
、
貴
重
な
御
教
示
を
い
た
だ
い
て
き
た
。
さ
ら
に
、
大
東
文
化
大
学
の
寺

村
政
男
先
生
、
管
寧
先
生
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
御
助
言
を
い
た
だ
い
て
き
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
慶
応
大
学
の
木
村
義
之
先
生
、
元
大
正
大
学
の
米
山
孝
子
先
生
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
相
田
満
先
生
、
大
東
文
化
大
学
の
藤
本
誠
先
生
、
群
馬
県

立
女
子
大
学
の
安
保
博
史
先
生
、
聖
学
院
大
学
の
濱
田
寛
先
生
、
元
大
東
文
化
大
学
の
福
田
俊
昭
先
生
、
大
東
文
化
大
学
の
青
木
淳
子
先
生
、
中
国
華
中
師
範

大
学
の
尹
仙
花
先
生
、
中
国
大
連
大
学
の
黄
雪
蓮
先
生
、
口
頭
発
表
や
博
士
論
文
執
筆
に
際
し
御
助
言
、
御
指
導
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
も
、
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
多
大
な
学
恩
を
い
た
だ
い
て
き
た
藏
中
研
究
室
を
は
じ
め
、
水
門
の
会
、
筑
波
大
学
説
話
研
究
会
、
無
窮
会
、
美
夫
君
志
会
、
東
ア
ジ
ア
比

較
文
化
国
際
会
議
な
ど
諸
会
の
方
々
、
そ
し
て
、
御
世
話
に
な
り
な
が
ら
こ
こ
に
御
名
前
を
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
す
べ
て
の
方
々
に
も
、
本
当
に
感
謝
と
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
っ
た
が
、
日
本
留
学
を
支
え
て
下
さ
っ
た
親
に
心
よ
り
謝
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。


